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テーマ
番号

領域 S：科学研究型　P：プロジェクト型　テーマ ページ

1A P YAMAGATA OIDEYO～SNSで山形を世界に～ 1

1B P 混雑から流動へ　～バスで変わる交通の未来～ 2

1C P 帰る場所がある、働く場所がある。米沢がある。　～Uターンでyouターン～ 3

1D P ＃学校インスタ革命 4

1E P From Okitama to the world　―食と文化で広がる地域再発見― 5

1F P 伝統の紅花を現代の美容へ　～紅花の可能性～ 6

2A P 性別にとらわれず、誰もが輝ける職場を目指して 7

2B S 絵本における役割語とキャラクター像～”親の役割”に着目して～ 8

2C P BEYOND THE DIFFERENCE ～中高生から広げる多文化共生の輪～ 9

2D S 情報を受け取る力育成塾！！！！！！！！！！ 10

2E S 和歌×花染め～古の人の感性を知ろう～ 11

2F P 国際不安という名のハードルを超える～グローバル化への障壁を打ち破れ～ 12

2G S 同じでいたい、でも違っていたい―”被り”という感情の正体 13

2H S 山形県の投票率を全国一位にまで上げている要因は何か 14

3A P 小学生の主体性向上に向けた授業実践の考察～導入の声がけに着目して～ 15

3B S 音楽が学習効率に与える影響について 16

3C S 教師をAIに奪われるな！！―教師と生徒の認識の違いを探る― 17

3D S 準素数列の一般化による素数または双子素数の探索 18

3E S 学習量と反復回数が記憶に及ぼす影響 19

3F P 運動が苦手な児童のための体育の授業構成～縦割り班×ICTで育てる自己肯定感～ 20

4A Ｐ パンに負けるな！おにぎりの逆襲～おにぎりが救う米離れ～ 21

4B Ｐ 高校生に減塩を広め隊！～目指せ減塩マスター！～ 22

4C P 食べることは悪なのか～体型維持をめぐる理想と現実～ 23

5A S 静電気力を用いたスペースデブリ回収の可能性 24

5B S Where are bears？ ～熊出没地の予測の精度向上を目指して～ 25

5C S プロトン伝導性ペレットの作製・性能評価 26

5D S 二重反転式サボニウス型風車の発電量の検証 27

5E S ReSpeaker XVF3800を用いた音源定位性能の評価実験 28

5F S モスキート音を用いたカンニング方法 29

5G S 歩行発電の電圧増加に向けた圧電素子の運用 30

5H S 温度差発電と太陽光発電による二重発電の効率化を目指して 31

5I S サボニウス・ダリウス型風車の発電機構について 32

４ ライフサイエンス

１ 地域振興とデータサイエンス

３ 教育と科学

研究テーマ一覧

５ 機械・エネルギー工学と社会

２ 人文学とサイエンス



テーマ
番号

領域 タイトル ページ

6A S 使うのは頭だけじゃない！　香りで集中力増加作戦 33

6B P 興譲館大革命　～危険を減らし、安心をデザインする～ 34

6C P 保護動物のための施設提案～保護×宿泊を組み合わせた仕組み～ 35

6D P もう迷わない！大人も子供も夢中になるごみ分別かるたゲームデザイン 36

7A S サフラワーイエローに特化したベニバナ型太陽電池の性能評価 37

7B S アクリル樹脂と超プロトン伝導体を用いた膜作製 38

7C S CNFゲルの二酸化炭素吸着性能の評価 39

8A S 環境ＤＮＡを用いた山形県置賜地方における野生メダカの継続調査 40

8B S
山形県置賜地域に生息するセンザンサンショウウオ・バンエツサンショウウオの
生息域調査～環境DNA調査用プライマーの設計・特異性検討～

41

8C S 遠山かぶを未来へつなぐ～組織培養による品種の維持～ 42

8D S ウコギ葉の抗菌効果を活用したハンドクリーム作成に向けて 43

8E S スギナを選択的に除草するための植物ホルモン濃度の研究 44

8F S オカヒジキの最適発芽条件の探求 45

8G S 環境の変化に伴う樹木の窒素吸収速度の変化 46

9A P ”行けない”を”行ける”へ。 ―医療MaaSで地域をつなぐ新アクセスモデル― 47

9B P 若いうちから緩和ケアを知っておくために 48

9C S けん玉を用いた変形性膝関節症の改善方法の模索 49

9D P 「心」を届ける支援～思いやりがつなぐ高齢者のQOL向上～ 50

9E P 寄りそっ香～香りがくれるもう一つのケア～ 51

9F P 災害時に使うことのできる歯磨き粉の代用品 52

9G P スクールカウンセリングを受けやすくするために 53

9H P 最短睡眠時間であなたの最高のパフォーマンスを引き出せ！！　改 54

9I P カフェインの作用と日常生活への影響 55

9J P ―スマホと眠気の関係性― 56

９ 医療の最先端

６ デザインと工学

７ マテリアルサイエンスと人間生活

８ バイオ産業科学と社会課題



写
真

2

活
動
1

活
動
3

展
望

謝
辞

オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

媒
体

新
聞
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
雑
誌

SN
S、

Yo
uT

ub
e、
ブ
ロ
グ

の
流
れ

⼀
⽅
向

(発
信
者
→
受
信
者

)
双
⽅
向

(発
信
者
⇄
受
信
者
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速
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聞

)  
   

 
週
刊
・
⽉
刊
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誌

)
リ
ア
ル
タ
イ
ム
更
新

範
囲

提
供
さ
れ
て
い
る
範
囲
内

世
界
中

⼤
阪
観
光
⼤
学
教
授

細
川
⽐
呂
志
教
授
、
⼭
本
剛
准
教
授

⼭
形
県
観
光
⽂
化
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
交
流
拡
⼤
課

中
西
結
⾐
さ
ん

⼩
野
川
温
泉

観
光
協
議
会
会
⻑
佐
藤
雄
⼆
さ
ん

源
泉
組
合
理
事
⻑
鈴
⽊
郁
昭
さ
ん

⽔
曜
⽇
の
⼩
野
川
温
泉
経
営
者
遠
藤
直
⼈
さ
ん

を
は
じ
め
、
活
動
に
ご
協
⼒
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

⼭
⼝
、
福
島
先
⽣

ご
指
導
・
ご
協
⼒
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(n
a

ti
o

n
a

lg
e

o
g

ra
p

h
ic

.c
o

m
/t

ra
v

e
l/

a
rt

ic
le

/b
e

st
-o

f-
th

e
-w

o
rl

d
-2

0
2

6
)

T
he

 b
es

t p
la

ce
s 

in
 th

e 
w

or
ld

 to
 tr

av
el

 to
 in

 2
02

6 
(1

2/
16

)

星
野
リ
ゾ
ー
ト
H
P
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⽶
沢
興
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館

2年
船
⼭
⼤
雅

⼩
倉
愛
⽣

樋
⼝
智
樹

舩
⼭
和
寿

先
⽇
ア
メ
リ
カ
の

N
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na

l G
eo

gr
ap

hi
c社
が
発
表
し
た
、

Th
e 

be
st

 p
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in
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he
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ld
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el
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02
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（
20
26
年
に
⾏
く
べ
き
世
界
の
旅
⾏
先
25
選
）
に
⼭
形
県
が
選
出

さ
れ
た
。
（
⽇
本
で
は
唯
⼀
！
！
）

ま
た
、
星
野
リ
�
ー
�
が
蔵
王
に
進
出
す
る
計
画
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
（
20
26
年
秋
に
開
業
予
定
）

こ
れ
ら
に
伴
い
、
県
内
外
に
留
ま
ら
�
国
内
外
間
の
観
光
客
の
往
来
が

予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
多
く
の
⼈
（
世
界
中
の
若
者
を
中
⼼
）
に
⼭
形
に
�
い
て
知

っ
て
も
ら
う
⽅
法
を
模
索
し
%
う
と
考
え
た
。

  動
機

⇓

①
⼤
阪
観
光
⼤
学
で
学
ん
だ
こ
と

YF
P1

50
に
�
い
て

⼩
野
川
温
泉

PR
O

M
O

TI
O

N
動
画
に
�
い
て

Y
a

m
a

ga
ta

 F
ru

it
s 

R

⼭
形
県
は
今

培
を
始
め
て
か
ら

15
0周
年
と
い
う

き
な
節
⽬
を

⼭
形
県
は

YF
P1

50
を
発
⾜
し
、

県
内
の
⾼
校
⽣
や
⼤
学
⽣
と
共
に

PR
を
中
⼼
に
活
動
し
て
き
た
。

私
た
ち
も
こ
の
活
動
に
参
加
さ
�
て
い
た
だ
き
、
”⼭
形
を
知
る

”こ
と
に
努
め
た
。

活
動
の
⼀
環
で
作
成
し
た
記
事
を
「

YF
P1

50
⼩
野
川
温
泉
」

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
是
⾮
確
認
し
て
#
て
く
だ
さ
い
。

ru
it

s 
RP

②
台
湾
で
の
学
び

分
析

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
⻝
べ
た
感
想
と
⼭
形
県
の
印
象
に
�
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
の
通
り
。
（
⼀
部
抜
粋
）

フ
ル
ー
ツ
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⻝
べ
た
感
想
・

Ve
ry
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・

D
el
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  ⼭
形
の
印
象

・
M

ay
be

 is
 a

 g
oo

d 
pl

ac
e.

   
   

   
  

↳
世
界
的
に
⼭
形
の
認
知
度
が
低
い
の
で
は
な
い
か
。

   
   

   
   

   
  し
か
し
、
⼭
形
へ
の
印
象
は
と
て
も
良
好
だ
�
�
。

〜
SN

Sで
⼭
形
を
世
界
に
〜

今
回
は
⼩
野
川
温
泉
の
PR
が
中
⼼
と
な
っ
た
の
で
、
後
輩
に
引
き
継
い
で

い
*
い
*
な
ス
ポ
ッ
ト
を
PR
し
て
も
ら
う
た
#
に
、
声
掛
け
等
を
⾏
っ
て

い
き
た
い
。

作
成
し
�
動
画
は
こ
�
�
か
�
ご
覧
に
な
れ
�


。
⇒

是
⾮
ご
覧
く
だ
さ
い
！
！

（
左
が
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
右
が

Ti
k 

To
k 
）

小
野
川
温
泉
内
の
様
々
な
施
設
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
状
や
こ
れ
か
ら
の
課
題
、
目
指
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　

　
N
at
io
n
al

G
eo

gr
ap

h
ic
社
の
発
表
に
よ
り
、
山
形
の
知
名
度
が
よ
り
高
ま
り
、
蔵
王
や
銀
山
温
泉
の

観
光
客
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
波
及
効
果
を
狙
い
、
小
野
川
温
泉
の
さ
ら
な
る
知
名
度
ア
ッ
プ
や
観
光

客
の
増
加
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
動
画
に
し
て
S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
小
野
川
温
泉
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、
き
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
た
。
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E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

地
域

振
興

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
　

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

1
A

 Y
A

M
A

G
A

T
A

  
O

ID
E
Y
O

～
S

N
S

で
山

形
を

世
界

に
～

　
 

メ
ン

バ
ー

：
  
船

山
大

雅
，

小
倉

愛
生

，
樋

口
智

樹
，

舩
山

和
寿

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

テ
ー

マ
を

設
定

す
る

際
は

、
最

新
の

ニ
ュ

ー
ス

や
地

域
の

動

向
に

ア
ン

テ
ナ

を
張

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
私

た
ち

の
活

動
は

ア
メ

リ
カ

の
N

at
io

n
al

 
G

eo
gr

ap
h
ic

社
が

「
2
0
2
6
年

に
行

く
べ

き
世

界
の

旅
行

先
2
5
選

」
に

山
形

県
を

選
出

し
た

こ
と

や
、

星

野
リ
ゾ

ー
ト
の

蔵
王

進
出

計
画

と
い

っ
た

タ
イ

ム
リ
ー

な
話

題

が
き

っ
か

け
で

し
た

。
そ

こ
か

ら
「
観

光
客

増
加

に
よ

る
オ

ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

防
ぎ

つ
つ

、
有

名
観

光
地

以
外

の
魅

力

を
発

信
す

る
」
と

い
う

具
体

的
な

目
的

を
絞

り
込

み
ま

し
た

。
社

会
の

動
き

と
地

域
の

課
題

を
掛

け
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
説

得
力

の
あ

る
テ

ー
マ

に
な

り
ま

す
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

る
だ

け
で

な
く

、
実

際
に

足
を

運
ん

で

専
門

家
や

対
象

者
の

生
の

声
を

聞
く

「
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
」
を

強
く

お
す

す
め

し
ま

す
。

私
た

ち
は

大
阪

観
光

大
学

を
訪

問

し
、

オ
ー

ル
ド

メ
デ

ィ
ア

と
ニ

ュ
ー

メ
デ

ィ
ア

（
S
N

S
等

）
の

違
い

や
効

果
的

な
P
R
方

法
に

つ
い

て
専

門
的

な
知

見
を

得
ま

し

た
。

さ
ら

に
台

湾
へ

行
き

、
現

地
の

高
校

生
に

山
形

県
産

ド
ラ

イ
フ

ル
ー

ツ
を

試
食

し
て

も
ら

っ
た

り
、

繁
体

字
の

パ
ン

フ
レ

ッ

ト
を

配
っ

た
り

し
て

、
海

外
か

ら
の

実
際

の
反

応
（
山

形
の

印

象
や

評
価

）
を

直
接

調
査

し
ま

し
た

。
足

を
使

っ
た

分
析

は
、

そ
の

後
の

活
動

の
大

き
な

根
拠

に
な

り
ま

す
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

分
析

結
果

か
ら

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト
や

ア
プ

ロ
ー

チ
す

べ
き

課
題

を

明
確

に
し

ま
し

ょ
う

。
私

た
ち

は
地

域
の

現
状

を
調

べ
る

中

で
、

蔵
王

や
銀

山
温

泉
の

よ
う

な
有

名
地

は
観

光
客

が
増

加

し
て

い
る

一
方

で
、

同
じ

県
内

で
も

「
小

野
川

温
泉

」
の

よ
う

に

波
に

乗
り

切
れ

て
い

な
い

魅
力

的
な

場
所

が
あ

る
こ

と
に

気

づ
き

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

に
「
全

体
の

中
で

の
ギ

ャ
ッ

プ
」
を

見
つ

け
る

こ
と

で
、

自
分

た
ち

が
具

体
的

に
解

決
す

べ
き

課
題

（
今

回
は

小
野

川
温

泉
の

魅
力

を
S
N

S
で

若
い

世
代

へ
届

け
る

こ

と
）
が

は
っ

き
り

と
設

定
で

き
ま

す
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

高
校

生
の

視
点

や
得

意
分

野
（
S
N

S
の

活
用

な
ど

）
を

最
大

限

に
生

か
し

て
行

動
す

る
こ

と
が

鍵
で

す
。

私
た

ち
は

山
形

県
の

「
Y

F
P
1
5
0
」
に

参
加

し
て

記
事

を
作

成
し

た
り

、
小

野
川

温
泉

の
旅

館
や

飲
食

店
の

方
々

に
直

接
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

行
っ

た
り

し
ま

し
た

。
そ

し
て

、
地

域
の

生
の

声
や

雰
囲

気
を

伝
え

る
た

め
に

、
拡

散
力

の
高

い
ニ

ュ
ー

メ
デ

ィ
ア

で
あ

る
T

ik
T

o
kや

In
st

ag
ra

m
向

け
の

縦
型

シ
ョ
ー

ト
動

画
を

制
作

し
、

投
稿

し
ま

し
た

。
小

さ
く

て
も

実
際

の
ア

ク
シ

ョ
ン

（
実

践
）
を

起
こ

す
こ

と

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

で
は

重
要

で
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

聞
き

手
が

「
実

際
に

見
て

み
た

い
、

体
験

し
て

み
た

い
」
と

思

え
る

よ
う

な
工

夫
を

凝
ら

し
ま

し
ょ

う
。

私
た

ち
の

ポ
ス

タ
ー

や

発
表

で
は

、
作

成
し

た
S
N

S
の

P
R
動

画
や

記
事

に
す

ぐ
に

ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

、
Q

R
コ

ー
ド

を
掲

載
し

ま
し

た
。

ま
た

、
「
動

機
→

活
動

1
（
知

る
）
→

活
動

2
（
分

析
）
→

活
動

3
（
実

践
）
」
と

い
う

よ
う

に
、

研
究

の
プ

ロ
セ

ス
を

順
序

立
て

て
説

明
す

る
こ

と

で
、

な
ぜ

そ
の

行
動

に
至

っ
た

の
か

が
聞

き
手

に
伝

わ
り

や

す
く

な
り

ま
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

進
め

る
に

あ
た

り
、

多
く

の
方

の
協

力
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
快

く
取

材
や

調
査

に
応

じ
て

く
だ

さ
っ

た

方
々

へ
の

感
謝

を
忘

れ
ず

に
記

載
し

ま
し

ょ
う

。
 

1



　
　
　
　
　
　
混混
雑雑
かか
らら
流流
動動
へへ

〜〜
バ
ス
で
変
わ
る
交
通
の
未
来
〜〜

　
　
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
　
　
2
年
　
塚
原
舞
花
　
今
井
梛
名
　
辻
崎
妃
恵
 

緒
言

昨
年

度
の

冬
季

、
著

し
い
積

雪
に
よ
り
興

譲
館

前
が

大
変

混
雑

し
た
。
学

校
前

の
混

雑
に
よ
っ
て
遅

刻
し
た
人

が
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果

、
16

7人
中

37
人

で
し
た
。
興

譲
館

前
が

混
雑

す
る
原

因
と

し
て
、
出

入
り
口

が
同

じ
で
あ
る
こ
と
、
降

車
か

ら
発

車
ま
で
の

タ
イ
ム
ロ
ス
な
ど
で
は

な
い
か

と
考

え
た
。
そ
れ

ら
を
踏

ま
え
私

た
ち

は
、
米

沢
市

役
所

の
方

々
と
協

力
し
、
興

譲
館

前
の

渋
滞

緩
和

を
目

的
と
し
て
バ

ス
の

利
用

を
促

進
さ
せ

、
交

通
量

を
抑

制
す
る

た
め
の

活
動

を
行

う
こ
と
と
し
た
。

現
状

分
析

・
雨
天
時
及
び
積
雪
時
に
興
譲
館
前
が
混
雑
し
て
い
る
。

・
学
園
都
市
線
利
用
者

39
人
中

32
人
が
不
便
と
回
答
。

・
米
沢
市
は

H
23

〜
R

5ま
で
運
行
し
て
い
た
南
回
り
線
を

見
直
し
、

R
6よ

り
学
園
都
市
線
と
し
て
運
行
を
開
始
し
て
い
る
。

▶
利
用
者
は
大
幅
増
加
（
主
に
興
譲
館
生
徒
の
通
学
）

◯
便
数
増
加
（
8便

〜
11

便
）

◯
イ
オ
ン
方
面
へ
の
ル
ー
ト
の
追
加

△
片
回
り
で
運
行

△
市
役
所
方
面
の
ル
ー
ト
削
除

（
市
役
所
前
、
文
化
セ
ン
タ
ー
南
、
北
村
公
園
西
等
）

課
題

の
設

定
・
入

口
と
出

口
が

同
じ
。

・
左

折
優

先
(セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
側

が
混

雑
)

・
雪

に
よ
り
道

が
狭

い
。

バ
ス
の

課
題

・
本

数
が

少
な
い
。

・
混

雑
し
て
乗

り
切

れ
な
い
。

・
電

車
と
の

噛
み

合
わ

せ
。

・
南

米
沢

か
ら
の

バ
ス
が

な
い
。

・
遅

延
す
る
。

・
時

刻
表

を
見

る
の

が
大

変
。

・
定

期
券

を
買

っ
て
い
る
と
整

理
券

を
い
れ

る
か

い
れ

な
い
か

わ
か

ら
な
い
。

今
後

の
展

望
● 
時

刻
表

や
遅

延
情

報
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
い
。

● 
さ
ら
に
増
発
便
を
作
り
た
い
。

●車
を
一

方
通

行
に
し
た
い
。

研
究

協
力

者
米
沢
市
企
画
調
整
部
地
域
振
興
課

菊
池
一
斗
様

   
 渡

辺
成
巳
様

課
題

解
決

に
向

け
た
取

り
組

み
● 
バ
ス
利
用
促
進
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

● 
送
迎
車
の
停
車
〜
発
車
ま
で
の
時
間
の
計
測

(1
42

人
)

→
平
均

15
秒
　
最
大

55
.3

9秒
　
最
短

4.
15

秒

● 
バ
ス
の
路
線
見
直
し

→
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
ど
の
便
を
興
譲
館
生
が
使
っ
て
い
る
か
を

確
認
し
、
無
駄
の
な
い
走
行
を
実
現
さ
せ
る
。

▶
市
役
所
へ
の
提
案

4.
2％％

n=
14

2

自自
転転
車車

小小
屋屋

セセ
ミミ
ナナ
ーー

  ハハ
ウ
ス

体体
育育
館館

昇昇
降降
口口

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

地
域

振
興

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

1
B

 混
雑

か
ら

流
動

へ
 ～

バ
ス

で
変

わ
る

交
通

の
未

来
～

　

メ
ン

バ
ー

：
　

塚
原

舞
花

，
今

井
梛

名
，

辻
崎

妃
恵

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

  
私

た
ち

は
、

最
も

身
近

な
問

題
に

フ
ォ

ー
カ

ス
を

当
て

た
い

と
考

え
、

興
譲

館
前

の
渋

滞
を

改
善

す
る

取
り

組
み

を
す

る
と

決
め

ま
し

た
。

興
譲

館
前

の
渋

滞
の

発
生

は
、

本
校

生
徒

の

み
に

支
障

が
あ

る
だ

け
で

な
く

、
近

隣
住

民
か

ら
の

苦
情

も
寄

せ
ら

れ
て

い
る

と
お

聞
き

し
た

た
め

、
こ

れ
を

改
善

す
れ

ば
多

く
の

人
の

役
に

立
て

る
と

考
え

ま
し

た
。

初
め

は
、

興
譲

館
前

の
渋

滞
を

改
善

す
る

こ
と

だ
け

に
焦

点
を

当
て

て
い

ま
し

た
。

し
か

し
、

米
沢

市
役

所
の

方
か

ら
、

バ
ス

の
利

用
を

促
進

さ
せ

る
こ

と
で

送
迎

車
の

台
数

を
減

少
さ

せ
、

渋
滞

を
緩

和
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
助

言
を

い
た

だ
い

た
た

め
、

バ
ス

に
関

す
る

サ
ブ

テ
ー

マ
を

設
定

し
ま

し
た

。
一

年
間

調
べ

上
げ

て
活

動
を

行
う

に
は

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

が
な

い
と

続
か

な

い
た

め
、

テ
ー

マ
設

定
は

よ
く

考
え

ま
し

ょ
う

。
こ

の
テ

ー
マ

設

定
は

多
く

の
先

生
方

に
褒

め
ら

れ
た

の
で

ぜ
ひ

参
考

に
し

て

み
て

く
だ

さ
い

。
 

  ２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

　
私

た
ち

は
、

ア
ン

ケ
ー

ト
、

米
沢

市
役

所
や

高
校

の
事

務
の

方
々

へ
の

聞
き

込
み

、
送

迎
車

の
台

数
や

降
車

か
ら

発
車

に

か
か

る
時

間
の

計
測

に
よ

る
現

状
調

査
を

行
い

ま
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
う

場
合

は
、

集
計

結
果

を
ど

う
活

用
す

る
か

見
据

え
た

質
問

内
容

に
す

る
こ

と
を

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、

こ
の

時
点

で
、

課
題

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

を
行

う
前

と
後

で
成

果
を

可
視

化
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

も
、

設
定

し
た

課
題

に
対

し
て

ど
の

程
度

の
人

々
が

困
っ

て
い

る
の

か
、

利

用
者

数
の

割
合

は
ど

れ
く

ら
い

か
な

ど
の

、
課

題
に

合
わ

せ

た
比

較
用

の
質

問
も

用
意

し
て

お
く

と
よ

い
か

も
し

れ
ま

せ

ん
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

の
課

題
設

定
で

は
、

課
題

を
「
興

譲
館

前
の

混
雑

に
対

す
る

課
題

」
と

「
バ

ス
の

利
用

促
進

に
対

す
る

課
題

」
に

分
け

て
考

え
ま

し
た

。
混

雑
に

対
す

る
直

接
的

な
解

決
策

と
、

バ
ス

の
利

用
を

促
進

さ
せ

る
た

め
の

提
案

を
分

け
て

考
え

ら

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

ア
イ

デ
ア

の
混

在
を

防
げ

る
た

め
、

設

定
し

た
課

題
が

大
き

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

場
合

に
は

、
課

題
を

い
く

つ
か

に
分

け
る

こ
と

で
、

複
数

の
課

題
に

対
し

並
行

し
て

解
決

策
を

考
え

る
こ

と
が

楽
に

行
え

る
よ

う
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

バ
ス

の
利

用
促

進
に

つ
い

て
は

、
ポ

ス
タ

ー
を

作
成

し
ま

し

た
。

こ
の

ポ
ス

タ
ー

に
よ

っ
て

バ
ス

を
利

用
し

よ
う

と
思

っ
て

く

れ
た

人
が

い
る

の
で

効
果

が
あ

っ
た

た
め

、
ぜ

ひ
作

成
し

て

み
て

く
だ

さ
い

。
そ

れ
を

In
st

ag
ra

m
に

投
稿

し
て

も
良

か
っ

た

か
な

と
後

悔
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

送
迎

車
の

計
測

に
つ

い

て
、

市
役

所
の

方
に

動
い

て
い

た
だ

き
改

善
を

目
指

す
た

め

に
は

、
具

体
的

な
数

値
が

必
要

だ
と

関
西

キ
ャ

リ
ア

研
修

で
教

え
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ど
の

程
度

の
人

数
が

困
っ

て
い

て
、

そ
の

取
り

組
み

を
す

る
こ

と
で

新
た

に
困

る
人

が
ど

の
程

度
発

生
す

る
の

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

で
あ

っ
て

も
デ

ー
タ

処
理

す
る

こ

と
が

大
切

だ
そ

う
で

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
質

疑
応

答
で

不
安

に
な

っ
て

声
が

小
さ

く
な

ら
な

い
よ

う
に

、

事
前

に
色

々
な

パ
タ

ー
ン

を
予

測
し

て
か

ら
発

表
に

挑
み

ま

し
ょ

う
。

そ
れ

で
も

全
く

想
定

し
て

い
な

い
も

の
が

来
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
が

、
事

前
に

準
備

し
て

い
た

も
の

が
あ

る
と

そ
れ

を
踏

ま

え
た

回
答

が
で

き
た

り
、

自
信

に
繋

が
る

の
で

、
発

表
す

る
の

が
あ

ま
り

得
意

で
な

い
人

は
用

意
し

た
方

が
良

い
で

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

米
沢

市
　

企
画

調
整

部
　

地
域

振
興

課
　

菊
地

一
斗

様
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  

  
  

 渡
部

成
巳

様
 

N
E

X
C

O
西

日
本

　
人

事
部

　
人

事
課

 

国
土

交
通

省
　

近
畿

地
方

整
備

局
　

大
阪

国
道

事
務

所
 

山
口

憲
武

先
生

 

 
た

く
さ

ん
の

方
々

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

き
、

実
際

に
活

動

を
進

め
る

た
め

の
協

力
を

し
て

い
た

だ
い

た
米

沢
市

役
所

の

方
々

の
み

を
掲

載
し

ま
し

た
。

し
か

し
、

関
西

キ
ャ

リ
ア

研
修

で

訪
問

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

場
所

で
も

、
わ

ざ
わ

ざ
G

o
o
gl

eマ
ッ

プ
で

立
地

を
確

認
し

て
い

た
だ

い
た

上
で

有
意

義
な

ア
ド

バ

イ
ス

を
し

て
く

だ
さ

り
、

良
い

経
験

と
な

り
ま

し
た

。
自

分
た

ち
で

ア
ポ

を
取

り
、

知
ら

な
い

土
地

で
時

間
通

り
に

行
き

、
手

土
産

を
渡

す
こ

と
が

今
の

う
ち

に
経

験
で

き
る

の
は

大
き

い
で

す
。

ぜ
ひ

真
剣

に
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
い

。
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我
妻
聖
基
今
野
拍
宥
鈴
木
希
望
髙
橋
琉
希
矢

動
機
米
沢
で
は
人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
出
身
者
の
U
タ
ー
ン
が
重
要
だ

と
考
え
た
。
私
た
ち
自
身
も
自
ら
地
元
に
戻
る
可
能
性
を
踏
ま
え
、
必
要
な
魅
力
や

環
境
を
探
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
た
。

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
校
２
年

現
状
調
査

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

市
外
就
職
を
希
望
す
る
人

が
多
数
を
占
め
て
お
り
、

U
タ
ー
ン
率
の
向
上
が

今
後
の
重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
が
し
め
さ
れ
た
。

活
動
内
容

②
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
・
配
布

本
研
究
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
大
町
先
生
、

な
ら
び
に
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

謝
辞

参
考
文
献
や
ま
が
た
就
職
企
業
ナ
ビ
米
沢

展
望

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
通
し
て
U
タ
ー
ン

へ
の
意
識
向
上
が
見
ら
れ
た
。
今
後
は
、

市
役
所
な
ど
へ
の
設
置
や
W
eb
サ
イ
ト
を

活
用
し
、
幅
広
い
層
へ
の
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

・
市
の
U
タ
ー
ン
に
関
す
る
支
援

や
取
り
組
み

・
米
沢
で
活
躍
す
る
企
業
の
活
動
内
容

・
実
際
に
U
タ
ー
ン
し
た
方
の
体
験
談

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

結
果 考
察

U
タ
ー
ン
支
援
や
体
験
談
を
知
っ
た

こ
と
で
、
将
来
の
選
択
肢
と
し
て
、

U
タ
ー
ン
を
意
識
し
た
人
が
増
加
し
た
。

①
企
業
訪
問

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

米
沢
で
活
躍
す
る
企
業
を
対
象
に
訪
問

【
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
】

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

地
域

振
興

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

1
C

 帰
る

場
所

が
あ

る
、

働
く
場

所
が

あ
る

。
米

沢
が

あ
る

。
～

U
タ

ー
ン

で
yo

u
タ

ー
ン

～
 

メ
ン

バ
ー

：
 　

我
妻

聖
基

，
今

野
伯

宥
，

鈴
木

希
望

，
髙

橋
琉

希
矢

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

 
米

沢
市

で
は

人
口

減
少

が
課

題
と

な
っ

て
お

り
、

特
に

若
者

の
市

外
流

出
が

問
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
わ

た
し

た
ち

は
、

地
元

出
身

者
の

U
タ

ー
ン

を
増

や
す

こ
と

が
地

域
活

性
化

に
つ

な
が

る
と

考
え

た
。

自
分

た
ち

も
将

来
、

進
学

や
就

職
で

地
元

を
離

れ
る

可
能

性
が

あ
る

立
場

で
あ

る
た

め
、

「
将

来
、

米
沢

に
戻

り
た

い
と

思
え

る
条

件
と

は
な

に
か

」
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

し
た

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
現

状
分

析
で

は
、

「
感

覚
」
で

は
な

く
「
デ

ー
タ

」
を

使
う

こ
と

が
重

要
で

す
。

わ
た

し
た

ち
は

、
実

際
に

興
譲

館
の

生
徒

や

他
校

の
生

徒
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
ま

し
た

。
グ

ラ
フ

や
具

体
的

な
数

字
を

示
す

こ
と

で
、

説
得

力
が

大
き

く
高

ま
り

ま
す

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
課

題
は

で
き

る
だ

け
シ

ン
プ

ル
に

ま
と

め
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

い
ろ

ん
な

こ
と

に
挑

戦
し

続
け

て
し

ま
う

と
、

方
向

性
が

ぼ

や
け

て
し

ま
う

の
で

、
で

き
る

だ
け

一
貫

し
た

内
容

で
研

究
を

す
す

め
た

ほ
う

が
い

い
と

思
い

ま
し

た
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
わ

た
し

た
ち

は
ま

ず
、

実
際

の
人

の
声

を
聞

く
た

め
に

企
業

や
U

タ
ー

ン
し

た
方

に
訪

問
し

お
話

を
伺

い
ま

し
た

。
そ

の
あ

と

に
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
の

作
成

・
配

布
を

し
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

お
こ

な
い

ま
し

た
。

 

　
考

え
る

だ
け

で
な

く
、

実
際

に
行

動
に

移
す

こ
と

が
大

切
で

す
。

企
業

訪
問

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
な

ど
、

外
部

と
関

わ
る

活
動

は
研

究
の

質
を

大
き

く
高

め
ま

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
プ

レ
ゼ

ン
で

は
、

「
見

や
す

さ
」
と

「
流

れ
」
が

重
要

で
す

。
ポ

ス
タ

ー
発

表
で

は
「
動

機
→

現
状

→
活

動
→

結
果

→
考

察
→

展
望

」
と

い
う

流
れ

を
意

識
し

、
ス

ト
ー

リ
ー

性
を

も
た

せ
ま

し

た
。

グ
ラ

フ
を

用
い

て
数

値
で

変
化

を
示

し
、

視
覚

的
に

伝
わ

る
工

夫
を

お
こ

な
っ

た
。

 

　
本

番
は

、
周

り
の

発
表

の
声

や
、

ペ
ー

ス
に

飲
み

込
ま

れ
な

い
よ

う
に

声
は

大
き

く
、

ゆ
っ

く
り

と
話

し
ま

し
ょ

う
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
株

式
会

社
上

杉
コ

ー
ポ

レ
ー

シ
ョ
ン

様
 

　
株

式
会

社
デ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

米
沢

様
 

　
株

式
会

社
後

藤
組

様
 

　
近

賢
織

物
有

限
会

社
様

 

　
濱

田
祐

輔
様

 

　
S
an

b
ik

a様
 

　
米

沢
市

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 

　
や

ま
が

た
就

職
企

業
ナ

ビ
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0
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0
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ra
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ra
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[
]

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

地
域

振
興

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
　

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

1
D

 #
学

校
イ

ン
ス

タ
革

命
　

 

メ
ン

バ
ー

：
　

小
関

藍
　

  
  

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

テ
ー

マ
設

定
で

大
切

な
こ

と
は

「
何

の
た

め
に

」
何

を
す

る
か

、

で
す

。
こ

こ
を

見
失

い
、

自
分

の
「
や

り
た

い
こ

と
」
を

考
え

て
し

ま
う

と
、

結
果

何
に

つ
な

が
る

の
か

、
ど

ん
な

影
響

や
効

果
が

あ
る

の
か

が
曖

昧
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
以

下
、

私
な

り
の

手
順

を
ま

と
め

て
み

ま
し

た
。

（
例

は
私

の
実

際
の

流
れ

で
す

）
 

①
疑

問
・
課

題
意

識
 

・
自

分
の

身
の

回
り

の
こ

と
で

、
疑

問
に

思
っ

た
こ

と
、

課
題

に

感
じ

た
こ

と
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

。
 

例
）
興

譲
館

の
In

st
ag

ra
m

の
フ

ォ
ロ

ワ
ー

は
周

辺
の

 

　
　

高
校

に
比

べ
て

少
な

い
と

知
り

、
面

白
い

活
動

が
 

　
　

多
い

の
に

な
ぜ

少
な

い
の

か
疑

問
に

思
っ

た
 

②
実

態
調

査
 

・
①

で
考

え
た

こ
と

に
つ

い
て

の
実

態
や

 

　
そ

の
原

因
に

つ
い

て
調

査
・
検

討
す

る
。

 

例
）
興

譲
館

公
式

In
st

ag
ra

m
に

つ
い

て
調

査
 

③
目

標
設

定
 

・
疑

問
や

課
題

を
最

終
的

に
ど

う
し

た
い

の
か

考
え

る
。

 

　
⇒

そ
れ

が
テ

ー
マ

と
な

る
 

例
）
学

校
の

イ
ン

ス
タ

を
よ

り
多

く
の

人
に

 

　
　

見
て

も
ら

え
る

よ
う

に
し

た
い

⇒
テ

ー
マ

決
定

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

現
状

分
析

は
、

テ
ー

マ
設

定
で

行
っ

た
実

態
調

査
の

上
位

互

換
の

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
で

す
。

こ
こ

で
大

切
な

の
が

仮
説

を
立

て
る

こ
と

で
す

。
疑

問
や

課
題

の
原

因
に

つ
い

て
自

分
な

り
に

仮
説

を
立

て
、

調
査

し
、

考
察

す
る

。
こ

の
プ

ロ
セ

ス
を

何
度

も

繰
り

返
す

こ
と

で
、

よ
り

正
確

な
結

果
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
調

査
す

る
デ

ー
タ

の
数

は
で

き
る

だ
け

多
く

し
ま

し
ょ

う
。

特
に

、
私

が
調

査
し

た
In

st
ag

ra
m

の
い

い
ね

数
調

査

で
は

、
投

稿
時

期
や

内
容

な
ど

、
様

々
な

要
因

に
よ

っ
て

い

い
ね

数
が

変
動

す
る

た
め

、
一

部
の

情
報

か
ら

で
は

読
み

取

れ
な

い
よ

う
な

こ
と

が
多

く
あ

り
ま

し
た

。
 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て

こ
れ

ま
で

の
調

査
を

踏
ま

え
、

自
分

が
一

番
解

決
し

た
い

と

思
っ

た
こ

と
を

課
題

に
設

定
し

ま
す

。
私

の
場

合
、

テ
ー

マ
設

定
時

に
目

標
と

し
た

「
よ

り
多

く
の

人
に

見
て

も
ら

え
る

よ
う

な
ア

カ
ウ

ン
ト
に

し
た

い
」
と

い
う

も
の

を
課

題
と

し
ま

し
た

。
 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

課
題

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

で
注

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
の

は
、

そ
の

取
り

組
み

の
み

で
課

題
を

解
決

し
き

る
こ

と
は

難
し

い
と

い
う

こ
と

で
す

。
取

り
組

み
を

行
い

、
そ

こ
か

ら
得

ら

れ
た

デ
ー

タ
を

分
析

し
、

そ
し

て
、

課
題

解
決

に
向

け
た

よ
り

良
い

取
り

組
み

に
つ

い
て

模
索

す
る

。
こ

の
サ

イ
ク

ル
を

繰
り

返
す

こ
と

で
よ

り
良

い
課

題
研

究
に

つ
な

が
り

ま
す

。
私

の
場

合
、

In
st

ag
ra

m
を

実
際

に
運

営
し

、
投

稿
を

繰
り

返
す

う
ち

に

気
づ

い
た

こ
と

か
ら

、
投

稿
内

容
を

少
し

変
え

て
み

た
り

、
動

画
の

時
間

や
レ

イ
ア

ウ
ト
を

意
識

し
た

り
し

ま
し

た
。

こ
の

サ
イ

ク

ル
を

繰
り

返
す

に
は

長
い

時
間

が
必

要
で

す
。

S
S
R
の

研
究

は
計

画
的

に
、

か
つ

早
め

早
め

に
進

め
て

い
く

こ
と

を
お

す
す

め
し

ま
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

私
な

り
の

大
切

な
ポ

イ
ン

ト
を

2
つ

紹
介

し
ま

す
。

 

①
自

信
を

持
つ

こ
と

 

不
安

げ
に

話
し

て
も

相
手

に
は

全
く

伝
わ

り
ま

せ
ん

。
背

筋
を

伸
ば

し
、

前
に

い
る

人
達

に
声

を
届

け
る

こ
と

を
意

識
し

ま
し

ょ

う
。

ま
た

、
原

稿
を

読
む

発
表

で
は

、
視

線
が

下
を

向
き

が
ち

に
な

り
、

声
が

届
き

に
く

く
な

り
ま

す
。

原
稿

に
は

そ
の

発
表

の

う
ち

で
大

切
な

キ
ー

ワ
ー

ド
の

み
を

メ
モ

す
る

よ
う

に
す

る
と

、

自
然

と
目

線
は

上
を

向
き

ま
す

。
ポ

ス
タ

ー
に

書
い

て
あ

る
の

は
自

分
が

し
て

き
た

研
究

の
成

果
で

す
。

原
稿

を
見

ず
と

も
、

自
分

の
頭

に
そ

の
内

容
が

入
っ

て
い

る
は

ず
で

す
。

自
分

の

今
ま

で
の

研
究

の
成

果
を

自
慢

す
る

よ
う

な
気

持
ち

で
、

自
信

を
持

っ
て

発
表

し
ま

し
ょ

う
。

 

②
初

め
て

の
人

で
も

伝
わ

る
内

容
に

す
る

こ
と

 

興
譲

館
で

は
専

門
的

な
研

究
を

し
て

い
る

グ
ル

ー
プ

が
多

い

で
す

。
発

表
の

際
に

使
わ

れ
る

単
語

を
聞

き
手

が
わ

か
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

で
き

る
だ

け
、

そ
の

単
語

が
使

わ
れ

る
前

に
説

明
を

入
れ

る
と

、
聞

い
て

い
る

側
も

理
解

し
な

が
ら

話
を

聞
く

こ

と
が

で
き

ま
す

。
発

表
に

組
み

込
ま

ず
と

も
、

補
足

説
明

と
し

て

準
備

し
て

お
く

と
、

時
間

が
余

っ
て

し
ま

っ
た

場
合

や
質

問
が

来
た

場
合

に
す

ぐ
対

応
で

き
ま

す
。

自
分

が
何

も
知

ら
な

い
人

で
あ

っ
た

ら
こ

の
発

表
を

聞
い

て
ど

う
思

う
か

、
そ

れ
を

意
識

し

な
が

ら
準

備
し

ま
し

ょ
う

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

参
考

文
献

や
引

用
の

書
き

方
は

正
し

く
書

き
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、

ポ
ス

タ
ー

に
記

入
し

な
い

こ
と

で
も

、
い

つ
、

誰
に

聞
い

た
の

か
、

ど
こ

か
ら

得
た

情
報

な
の

か
、

ど
ん

な
流

れ
で

そ
の

情
報

を
得

る
に

い
た

っ
た

の
か

、
こ

れ
ら

を
メ

モ
し

て
お

く
と

、
後

々

見
返

し
た

時
に

そ
の

時
の

こ
と

を
思

い
出

し
や

す
く

な
り

ま
す

。
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Fr
om

 O
ki

ta
m

a 
to

 th
e 

w
or

ld

B
es

t o
f t

he
 w

or
ld

 2
02

6
!!

43
1

5
!!

1:
 

2 
:

2 
:

 :  :

 2

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

地
域

振
興

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
　

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

1
E
 F

ro
m

 O
ki

ta
m

a 
to

 t
h
e
 w

o
rl
d
　

－
食

と
文

化
で

広
が

る
地

域
再

発
見

－
　

メ
ン

バ
ー

：
　

漆
山

采
音

，
五

十
嵐

彩
矢

可
，

山
口

璃
子

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

私
た

ち
は

「
地

域
振

興
に

取
り

組
み

た
い

」
と

い
う

共
通

の
思

い
で

集
ま

っ
た

た
め

、
具

体
的

な
活

動
内

容
を

決
定

す
る

こ
と

が
当

初
は

非
常

に
難

し
か

っ
た

で
す

。
検

討
し

た
活

動
の

中

に
は

最
終

発
表

に
反

映
さ

れ
な

か
っ

た
も

の
も

あ
り

ま
し

た

が
、

活
動

を
重

ね
て

い
く

中
で

自
分

た
ち

が
本

当
に

実
現

し

た
い

こ
と

が
少

し
ず

つ
明

確
に

な
っ

て
い

き
ま

し
た

。
こ

の
経

験
か

ら
初

め
の

段
階

で
考

え
過

ぎ
る

の
で

は
な

く
、

ま
ず

は
行

動
し

な
が

ら
方

向
性

を
定

め
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
感

じ

ま
し

た
。

さ
ら

に
、

解
決

し
た

い
課

題
の

範
囲

を
一

点
に

絞
る

こ
と

で
取

り
組

む
べ

き
テ

ー
マ

が
よ

り
明

確
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

そ
し

て
何

よ
り

、
自

分
た

ち
が

そ
の

テ
ー

マ
に

対
し

て
前

向
き

な
関

心
を

持
て

る
か

ど
う

か
が

活
動

を
継

続
す

る
う

え
で

重
要

で
す

。
一

年
間

に
わ

た
り

継
続

し
て

取
り

組
む

活
動

で
あ

る
か

ら
こ

そ
自

分
た

ち
が

意
欲

的
に

取
り

組
め

る
内

容
を

展
開

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

私
た

ち
は

置
賜

地
方

の
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
観

光
や

伝
統

的
な

食

文
化

に
つ

い
て

調
査

す
る

た
め

、
主

に
メ

ー
ル

で
ア

ポ
イ

ン
ト

を
取

り
、

数
多

く
の

方
か

ら
お

話
を

伺
い

ま
し

た
。

そ
の

際
自

分
た

ち
が

解
決

し
た

い
課

題
や

実
施

し
た

い
活

動
の

ビ
ジ

ョ

ン
、

さ
ら

に
想

定
さ

れ
る

懸
念

点
を

明
確

に
伝

え
る

こ
と

で
次

の
活

動
に

つ
な

が
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

一
方

で
、

多
く

の
方

か

ら
意

見
を

伺
う

ほ
ど

活
動

の
方

針
が

ぶ
れ

て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
事

前
に

「
何

を
明

ら
か

に
し

た
い

の
か

」

と
い

う
目

的
を

明
確

に
し

た
う

え
で

臨
む

こ
と

が
重

要
で

す
。

ま

た
、

自
分

た
ち

が
取

り
組

み
た

い
活

動
と

同
様

の
取

り
組

み
を

す
で

に
行

っ
て

い
る

団
体

や
、

近
い

分
野

で
活

動
し

て
い

る

方
に

話
を

伺
う

こ
と

で
有

益
な

情
報

や
新

た
な

繋
が

り
を

得
や

す
く

な
り

ま
す

。
 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

私
た

ち
は

置
賜

地
域

の
課

題
を

把
握

す
る

こ
と

に
重

点
を

お

き
ま

し
た

。
地

域
に

は
多

く
の

課
題

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
中

で

も
高

校
生

で
あ

る
私

た
ち

に
も

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
、

か
つ

身
近

な
と

こ
ろ

か
ら

着
手

で
き

る
課

題
を

選
ぶ

こ
と

を
重

視
し

ま
し

た
。

当
初

は
多

方
面

か
ら

ア
プ

ロ
ー

チ
し

よ
う

と
し

た
た

め
、

結
果

と
し

て
自

分
た

ち
が

最
も

取
り

組
み

た
い

こ
と

が
見

え
な

く
な

り
不

安
を

感
じ

る
時

期
も

あ
り

ま
し

た
。

し
か

し
高

校

生
が

取
り

組
め

る
範

囲
を

改
め

て
整

理
し

、
観

光
客

が
求

め

て
い

る
こ

と
を

再
度

徹
底

的
に

調
査

し
た

こ
と

で
自

分
た

ち
が

本
当

に
取

り
組

み
た

い
テ

ー
マ

を
見

い
だ

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

こ
の

経
験

か
ら

、
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
課

題
を

正
し

く
理

 

解
す

る
こ

と
が

今
後

進
む

べ
き

方
向

を
明

確
に

す
る

上
で

重

要
で

あ
る

と
分

か
り

ま
し

た
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
型

は
何

よ
り

も
、

「
行

動
」
を

起
こ

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
私

達
は

観
光

甲
子

園
へ

の
参

加
と

並
行

し
て

活
動

を

進
め

て
い

た
た

め
、

結
果

と
し

て
ア

イ
デ

ア
の

検
討

に
と

ど
ま

り
、

実
践

に
ま

で
十

分
に

踏
み

込
め

な
か

っ
た

部
分

が
あ

り
ま

し
た

。
限

ら
れ

た
時

間
の

中
で

成
果

を
出

す
た

め
に

は
、

実
現

可
能

性
を

重
視

し
た

計
画

を
立

て
る

と
と

も
に

、
早

い
段

階
か

ら
地

域
の

方
々

と
関

係
を

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

す
。

ま
た

解
決

し
た

い
課

題
を

複
数

設
定

す
る

こ
と

は
有

意
義

で

は
あ

り
ま

す
が

、
範

囲
が

広
が

り
す

ぎ
る

と
、

取
り

組
む

べ
き

内

容
が

分
散

し
、

活
動

が
中

途
半

端
な

状
態

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
課

題
の

範
囲

を
適

切
に

絞
り

、
構

想
を

明
確

に
し

た
う

え
で

、
課

題
解

決
に

取
り

組
む

こ
と

を
強

く
お

勧
め

し

ま
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

で
は

、
聞

い
て

下
さ

る
方

を
見

な
が

ら
、

は
っ

き
り

と
し

た
声

で
発

表
を

で
き

る
段

階
ま

で
練

習
を

重
ね

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
時

間
の

都
合

上
、

メ
ン

バ
ー

全
員

で
練

習
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

は
難

し
い

場
合

も
あ

り
ま

す
が

、
ポ

ス
タ

ー
作

成
を

早
め

に
終

わ
ら

せ
る

こ
と

で
、

発
表

練
習

の
時

間
を

確
保

し
や

す
く

な
り

ま
す

。
そ

し
て

ポ
ス

タ
ー

は
、

グ
ラ

フ

や
図

、
写

真
な

ど
を

効
果

的
に

用
い

、
遠

く
か

ら
見

て
も

興
味

を
持

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

な
視

覚
的

な
工

夫
を

行
う

こ
と

が
大

切

で
す

。
あ

わ
せ

て
、

内
容

は
要

点
に

絞
っ

て
簡

潔
に

ま
と

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

さ
ら

に
、

ポ
ス

タ
ー

内
に

収
ま

り
き

ら
な

い

情
報

に
つ

い
て

は
、

配
布

資
料

と
し

て
別

に
ま

と
め

る
の

も
有

効
な

方
法

で
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

プ
ラ

ッ
ト
米

沢
　

小
田

航
平

様
 

米
沢

市
役

所
　

佐
藤

功
児

様
　

相
田

隆
行

様
 

O
ki

ra
ku

K
it
ch

en
の

皆
様

 

里
山

ソ
ム

リ
エ

　
黒

田
三

佳
様

 

米
沢

青
年

会
議

所
　

清
野

友
輔

様
 

担
当

の
先

生
方
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伝
統

の
紅

花
を
現

代
の

美
容

へ
〜

紅
花

の
可

能
性

〜
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
　

2年
　
五
十
嵐
沙
優
　
伊
藤
新
奈
　
大
河
原
凛
世
　
佐
藤
思
唯
　
濱
田
佳
歩

＝
研
究
目
的

＝ ＝
仮
説

＝ ＝
活
動

＝

＝
展
望

＝

現
代

で
は

、
山

形
県

内
で
の

紅
花

の
認

知
度

は
高

ま
り
つ
つ
あ

る
。
し
か

し
、
県

外
の

方
々

や
若

年
層

に
お
け
る
紅

花
へ

の
関

心

は
中

年
層

や
高

年
層

と
比

べ
て
低

い
傾

向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
私

た
ち
は

若
い
世

代
に
も
紅

花
に
親

し
み

を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活

動
を
行

い
た
い
と
考

え
た
。

若
年

層
に
も
親

し
ん
で
も
ら
い
た
い

　
　
　
　
　
　
　

若
者

の
関

心
が

高
い
化化

粧粧
品品

と
か
け
合
わ
せ
る

紅
花

 ×
 化

粧
品

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
若

者
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

!?

・
参
加
者
が
女
性
の
方
の
み
だ
っ
た

➡
男
性
に
も
焦
点
を
当
て
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

・
参
加
者
の
若
年
層
（
〜

29
歳
）
は

6割
弱
だ
っ
た

➡
よ
り
多
く
の
同
年
代
に
よ
り
刺
さ
る
よ
う
な
切
り
口
の

　
体
験
内
容
を
考
え
る

・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
運
営

➡
投
稿
頻
度
を
あ
げ
る
、
若
者
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

投
稿
内
容
を
考
え
る

①①
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
のの
開開
催催

　
O

K
IT

A
M

A
心心

のの
美美

療療
〜〜

学学
びび
のの

ママ
ルル

シシ
ェェ
〜〜

　
日
時

:2
02

5年
12

月
21

日
　
場
所

:シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

　
〈
当
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
〉

　
市
民
が
関
心
を
持
つ
ブ
ー
ス
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

　
通
じ
て

”学学
びび

”と
”実実

践践
”が

つ
な
が
る
場
を
創
出
す
る

内内
容容

【【
リリ
ッッ
ププ
作作
りり
体体
験験
】】

　
紅
餅
を
使
用
し
、
自
分
で
好
き
な
色
を
調
合
し
て

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ッ
プ
を
作
成

　
乾
燥
が
気
に
な
る
、
免
疫
力
を
上
げ
た
い
、
ビ
タ
ミ
ン
　
　
不
足

が
気
に
な
る
な
ど
の
悩
み
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
、
　
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
リ
ッ
プ
を
作
成
で
き
る
。

【
ハハ
ンン
ドド
クク
リリ
ーー
ムム
作作
りり
体体
験験
】】

　
自
分
の
好
き
な
香
り
を
調
合
し
、
肌
ト
ラ
ブ
ル
が

　
起
こ
り
に
く
い
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
作
成

　
オ
イ
ル
に
紅
花
を
入
れ
、
紅
花
の
成
分
を
抽
出
し

　
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
に
使
用

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
結結
果果

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
前
と
比
べ
た
紅
花
に
対
す
る
興
味
関
心
の
変
化

②②
イイ
ンン
スス
タタ
ググ
ララ
ムム
のの
活活
用用

内内
容容

・
紅

花
の

魅
力

や
活

用
方

法
に
つ
い
て
発

信
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

様
子

や
完

成
品

の
写

真
を
投

稿
　
　
し
、

活
動

内
容

が
伝

わ
る
よ
う
工

夫
・
若

い
世

代
や

地
域

の
人

に
も
紅

花
に
興

味
を
持

っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
取

り
組

ん
だ

改改
善善

点点
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

内
容

を
も
う
少

し
　
早

く
発

信
す
る
べ

き
・
投

稿
頻

度
が

少
な
か

っ
た

参
加

者
の

年
齢

層

謝謝
辞辞

紅
花
音
羽
屋
様
　

  米
沢
市
役
所
地
域
振
興
課

  相
田

隆
行
様
　

担
当
の
先
生
方

（
参

加
者

15
名

に
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
）

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
前

と
比
べ
、
参
加
者
の
紅
花

に
対
す
る
興
味
関
心
が
高

ま
っ
た
。

・
幅
広
い
年
齢
層
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
。

・
楽
し
か
っ
た
と
回

答
し
た

人
が

10
0％

だ
っ
た
。

・
男
性
の
参
加
者
が
い
な

か
っ
た
。

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

地
域

振
興

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

１
F
　

伝
統

の
紅

花
を

現
代

の
美

容
へ

 ～
紅

花
の

可
能

性
～

　
　

メ
ン

バ
ー

：
　

五
十

嵐
紗

優
，

伊
藤

新
奈

，
大

河
原

凛
世

，
佐

藤
思

唯
，

濱
田

佳
歩

　
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

私
達

は
、

先
輩

方
が

行
っ

て
き

た
活

動
を

引
き

継
ぐ

形
で

紅

花
を

テ
ー

マ
に

活
動

を
行

い
ま

し
た

。
し

か
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

型
で

は
同

じ
テ

ー
マ

で
活

動
を

続
け

る
の

は
難

し
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
自

分
の

興
味

の
あ

る
こ

と
、

疑
問

に
思

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

を
題

材
に

設
定

す
る

の
を

お
勧

め
し

ま
す

。
ま

た
、

も
し

先
行

研
究

と
同

じ
テ

ー
マ

に
す

る
と

き
は

紅
花

✕
〇

〇
の

よ
う

に
他

の
も

の
と

組
み

合
わ

せ
た

テ
ー

マ
に

す
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
そ

し
て

最
終

的
に

何
を

し
た

い
の

か
、

テ
ー

マ
を

絞
り

に
絞

っ
て

く
だ

さ
い

。
広

す
ぎ

る
と

漠
然

と
し

て
し

ま

い
、

研
究

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

地
域

振
興

に
関

す
る

探
究

活
動

で
は

、
主

観
的

な
印

象
だ

け

で
現

状
を

判
断

せ
ず

、
統

計
資

料
や

先
行

研
究

等
の

客
観

的
な

デ
ー

タ
を

基
に

状
況

を
把

握
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
分

析
で

は
テ

ー
マ

に
関

連
す

る
情

報
へ

段
階

的
に

絞
り

込
む

こ

と
で

課
題

を
明

確
に

で
き

ま
す

。
例

え
ば

紅
花

は
、

日
本

文
化

と
関

わ
り

の
深

い
素

材
で

あ
る

も
の

の
、

近
年

は
生

活
様

式
の

変
化

な
ど

に
よ

り
触

れ
る

機
会

が
減

少
し

、
特

に
若

年
層

で
は

認
知

は
あ

っ
て

も
活

用
方

法
ま

で
理

解
さ

れ
て

い
な

い
傾

向

が
見

ら
れ

る
た

め
、

こ
の

よ
う

な
課

題
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、

対
象

者
を

明
確

に
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

早
期

に
実

施
し

、

計
画

的
に

デ
ー

タ
を

収
集

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

現
状

分
析

を
踏

ま
え

、
紅

花
の

魅
力

を
伝

え
る

機
会

が
不

足

し
て

い
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

と
考

え
ま

し
た

。
単

に
情

報
を

発

信
す

る
だ

け
で

は
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

難
し

い
た

め
、

実
際

に
体

験
で

き
る

活
動

が
必

要
で

あ
る

と
判

断
し

ま
し

た
。

 

そ
こ

で
、

「
若

者
が

興
味

を
持

ち
や

す
い

分
野

と
紅

花
を

組
み

合
わ

せ
、

体
験

を
通

し
て

関
心

を
高

め
る

こ
と

」
を

本
研

究
の

課
題

と
し

て
設

定
し

ま
し

た
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

課
題

解
決

の
た

め
に

、
紅

花
を

活
用

し
た

体
験

型
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

実
施

し
ま

し
た

。
リ
ッ

プ
や

ハ
ン

ド
ク

リ
ー

ム
作

り
を

通
し

て
、

紅
花

を
美

容
素

材
と

し
て

実
際

に
体

験
し

て
も

ら
う

こ
と

で
、

理
解

と
興

味
の

向
上

を
目

指
し

ま
し

た
。

ま
た

、
活

動
内

容
を

In
st

ag
ra

m
で

発
信

し
、

若
い

世
代

へ
の

認
知

拡
大

に
も

取
り

組

み
ま

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

行
っ

た
結

果
、

参
加

者
の

紅
花

へ
の

関
心

が
向

上
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

、
体

験
型

活
動

の
有

効
性

を
実

感
し

ま
し

た
。

 

こ
う

い
っ

た
外

部
に

向
け

て
働

き
か

け
る

よ
う

な
活

動
を

す
る

際
、

な
る

べ
く

早
く

計
画

を
し

、
連

絡
を

と
る

と
活

動
の

幅
が

広
が

る
の

で
お

す
す

め
で

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

で
は

、
研

究
の

流
れ

や
成

果
が

分
か

り
や

す
く

伝
わ

る
よ

う
、

写
真

や
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
な

ど
の

資
料

を
活

用
し

ま
し

た
。

文
字

量
と

視
覚

的
資

料
の

配
置

の
バ

ラ
ン

ス
を

意

識
し

、
聞

き
手

が
理

解
し

や
す

い
発

表
を

心
が

け
ま

し
た

。
 

ま
た

、
成

果
だ

け
で

な
く

研
究

の
課

題
や

今
後

の
展

望
に

つ
い

て
も

示
す

こ
と

で
、

研
究

の
発

展
性

が
伝

わ
る

よ
う

工
夫

し
ま

し

た
。

 

発
表

時
の

声
量

は
周

囲
の

喧
騒

に
か

き
消

さ
れ

、
自

分
が

思
っ

て
い

る
よ

り
観

衆
に

届
き

ま
せ

ん
。

原
稿

か
ら

視
線

を
上

げ
、

観

衆
を

見
渡

し
届

け
る

意
識

を
常

に
持

つ
と

よ
い

発
表

に
な

り
ま

す
。

研
究

期
間

内
で

制
作

し
た

試
作

品
や

現
物

を
資

料
と

し
て

提
示

で
き

る
と

さ
ら

に
い

い
で

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

O
K

IT
A

M
A

心
の

美
療

〜
学

び
の

マ
ル

シ
ェ

〜
関

係
者

の
皆

様
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

し
て

く
だ

さ
っ

た
皆

様
 

ご
指

導
い

た
だ

い
た

先
生

方
 

参
考

文
献

：
山

形
県

紅
花

関
連

資
料

、
各

種
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

6



山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
二
年

　
　
　
安
達
小
雪
　
漆
山
さ
ち
　
菊
地
颯
太
　
吉
田
光
莉

男
性

保
育

士
や

女
性

警
察

官
は

現
状

と
し

て
そ

の
職

業
に

お
け

る
割

合
は

低
く

な
っ

て
い

る
が

、
今

回
の

調
査

か
ら

増
や

し
た

ほ
う

が
い

い
、

と
考

え
て

い
る

高
校

生
が

多
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。

ま
た

高
校

生
は

、
男

女
で

仕
事

内
容

に
違

い
が

あ
る

と
考

え
る

人
が

多
か

っ
た

。
高

校
生

の
認

識
と

現
場

で
働

く
保

育
士

、
警

察
官

が
抱

く
認

識
に

差
が

あ
る

と
明

ら
か

に
な

っ
た

。

《
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で
差
が
出
る
と
考
え
ま
す
か
？
》

男
性
保
育
士

仕
事

内
容

に
差

が
出

る
　

　
7
1
.3
%
　
　
　
　
　
　
女
性
警
察
官

体
力

面
で

差
が

出
る

　
　

　
8
5
.4
%

《
将
来
男
性
保
育
士
に
自
分
の
子
供
を
預
け
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
が
ト
ラ
ブ
ル
に
合
っ
た
際
、
女
性
警
察
官
に
対
応
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
か
？
》

　
　
　
　
　
◯

問
題

な
い

・
男

女
ど

ち
ら

で
も

良
い

(特
に

希
望

な
し

)　
　
⇢

　
　

最
も

多
い

ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
駅
や
学
校
な
ど
⼈
⽬
の
つ
く
場
所
に
掲

⽰
し
、
職
業
に
関
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
を
減

ら
し
た
い
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
た
結
果
を
具

体
的
に
分
析
し
�
い
�
た
い
。

誰
も
が
輝
け
る
職
場
を
め
ざ
し
て

緒
言

こ
れ
ま
で
の
研
究

今
回
の
研
究

展
望

謝
辞
本
研
究
に
�
協
⼒
頂
い
た
、
⽶
沢
警
察
署
の
⽅
々
、
明
星
保
育
園
、
北
部
保
育
園
、
松
が
崎
保
育
園
の
先
⽣
⽅
並
び
に

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
�
く
だ
�
�
た
⽣
徒
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
世
の
中
に
は
男
性
の
割
合
が
少
な
い
職
業
、
⼥
性
の
割
合
が
少
な
い
職
業
が
あ
る
。

⇢
こ
の
よ
う
な
現
状
が
な
�
起
こ
る
の
か
を
調
査
し
、
こ
(
か
ら
将
来
を
決
定
す
る
⾼
校
⽣
を

対
象
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
に
よ
る
職
業
選
択
の
偏
り
を
な
く
し
た
い
。

・
あ
ら
ゆ
る
職
業
の
中
で
性
別
に
関
係
な
く
活
躍
で
�
る
社
会
を
⽬
指
す
。

　
本

校
の

1
・

2
年

生
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
か

ら
高

校
生

が
、

社
会

の
中

で
働

く
う

え
で

の
男

女
格

差
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

考
え

て
い

る
の

か
、

ど
こ

を
問

題
視

し
て

い
る

の
か

を
調

べ
た

。

市
内
の
保
育
園
、
警
察
署
を
訪
問
⇢
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

⼥
性
警
察
官

⼥
性
の
存
在
は
必
要
不
可
⽋
だ
が
、

⼈
⼿
が
⾜
り
�
い
な
い

男
性
が
い
る
こ
�
で
助
か
る
⾯
が
た
く
�
ん

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い

男
性
保
育
⼠

結
果

考
察

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

人
文

学
と

サ
イ

エ
ン

ス
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

2
A

 性
別

に
と

ら
わ

れ
ず

、
誰

も
が

輝
け

る
職

場
を

目
指

し
て

　
　

メ
ン

バ
ー

：
　

安
達

小
雪

，
漆

山
さ

ち
，

菊
地

颯
太

，
吉

田
光

莉
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

私
た

ち
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
バ

イ
ア

ス
な

ど
に

関
す

る
世

の
中

の

問
題

を
探

す
中

で
職

業
選

択
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

い
う

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
を

決
め

ま
し

た
。

し
か

し
決

ま
る

ま
で

に
結

構
な

時

間
を

要
し

ま
し

た
。

実
際

に
そ

れ
が

社
会

で
問

題
視

さ
れ

て
い

る
か

、
ほ

ん
と

に
解

決
で

き
る

こ
と

な
の

か
な

ど
、

と
て

も
考

え
る

こ
と

や
調

べ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
が

多
い

で
す

。
そ

の
た

め
、

ま
ず

は
大

ま
か

な
ジ

ャ
ン

ル
を

決
め

て
、

少
し

ず
つ

身
近

な
こ

と
に

落
と

し
込

ん
で

い
く

の
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

中

で
、

課
題

が
抽

象
的

に
な

り
す

ぎ
な

い
こ

と
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
具

体
的

な
方

が
い

い
で

す
。

課
題

を
設

定
し

て
か

ら
も

細
か

く
決

め
る

こ
と

が
た

く
さ

ん
あ

る
の

で
な

る
べ

く
早

い
う

ち

に
設

定
し

ま
し

ょ
う

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
現

状
分

析
で

は
先

行
研

究
が

重
要

で
す

。
し

か
し

私
た

ち

の
研

究
は

文
献

を
調

べ
て

も
先

行
研

究
が

無
く

、
時

間
を

か

け
す

ぎ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
な

の
で

時
間

を
区

切
っ

て
研

究
に

も
取

り
掛

か
る

と
時

間
に

余
裕

も
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

行
い

現
状

調
査

を
行

い
ま

し
た

が
、

質
問

項

目
の

改
善

点
も

見
ら

れ
た

の
で

早
め

に
取

る
こ

と
で

、
よ

り
実

用
的

な
結

果
を

得
ら

れ
た

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
ま

し
た

。
ま

た
L
IN

E
な

ど
で

ア
ン

ケ
ー

ト
を

回
し

て
も

ら
う

と
楽

で
す

が
、

ク

ラ
ス

に
直

接
行

っ
て

お
願

い
し

た
ほ

う
が

回
答

率
は

高
く

な
る

と
思

わ
れ

る
た

め
お

す
す

め
で

す
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
研

究
の

中
で

、
男

性
の

割
合

が
低

い
保

育
士

と

女
性

の
割

合
が

低
い

警
察

官
に

注
目

し
て

活
動

し
ま

し
た

。

他
に

も
男

女
比

の
差

が
大

き
な

職
業

が
あ

り
ま

し
た

が
、

私
た

ち
に

と
っ

て
よ

り
身

近
な

こ
の

２
つ

に
絞

り
ま

し
た

。
そ

こ
で

働

い
て

い
る

人
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
し

た
り

興
譲

館
生

に
ア

ン

ケ
ー

ト
を

行
っ

た
り

す
る

際
に

は
男

女
の

差
や

、
そ

の
職

業
で

男
性

ま
た

は
女

性
が

増
え

て
ほ

し
い

と
思

う
か

な
ど

、
現

状
と

実
際

に
感

じ
て

い
る

こ
と

を
調

査
し

、
現

場
と

高
校

生
の

２
つ

の
視

点
か

ら
の

こ
の

問
題

の
捉

え
方

の
違

い
を

明
ら

か
に

し
ま

し
た

。
問

い
を

立
て

る
と

き
に

は
具

体
的

に
誰

を
対

象
に

す
る

か
、

ど
ん

な
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

い
か

を
し

っ
か

り
考

え
た

う

え
で

立
て

る
と

よ
い

で
す

。
 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
私

達
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
に

つ
い

て
研

究
を

行
い

ま
し

た

が
、

い
ま

い
ち

自
分

た
ち

の
ゴ

ー
ル

が
定

ま
っ

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
低

迷
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
。

目
指

す
べ

き
目

標
は

し
っ

か
り

決
め

て
か

ら
、

詳
細

な
活

動
内

容
を

決
め

る
こ

と
を

お
す

す
め

し
ま

す
。

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

や
ア

ン
ケ

ー
ト
を

す
る

か
ど

う
か

も
早

め
に

検
討

し
て

先
生

に
相

談
し

ま
し

ょ
う

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
　

 

　
 

ポ
ス

タ
ー

と
題

名
の

付
け

方
が

と
て

も
重

要
だ

と
思

い
ま

す
。

特
に

題
名

は
、

観
衆

の
人

々
の

目
を

引
く

も
の

だ
と

、
そ

れ
だ

け
で

た
く

さ
ん

の
人

に
研

究
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

え
ま

す
。

ま
た

、
発

表
時

に
は

声
の

大
き

さ
を

意
識

し
て

笑
顔

で
に

こ
や

か
に

、
ハ

キ
ハ

キ
と

話
し

た
り

、
聴

衆
の

態
度

に
目

を
向

け
な

が
ら

伝
わ

っ
て

い
る

か
確

認
し

な
が

ら
訴

え
か

け
る

よ
う

に
し

た

り
す

る
の

が
と

て
も

大
切

だ
と

思
い

ま
す

。
質

疑
応

答
は

、
鋭

い
質

問
が

来
る

場
合

が
あ

り
ま

す
が

、
研

究
に

つ
い

て
よ

く
調

べ
て

お
け

ば
し

っ
か

り
答

え
ら

れ
る

の
で

冷
静

に
準

備
し

て
お

く
と

安
心

で
す

。
自

信
を

持
っ

て
発

表
頑

張
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

　
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

　
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

に
ご

協
力

頂
い

た
方

々
を

記
載

し
ま

す
。

 

・
明

星
保

育
園

様
 

・
興

道
北

部
保

育
園

様
 

・
松

が
岬

保
育

園
様

 

・
米

沢
警

察
署

の
方

々
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

う
際

に
は

、
早

め
に

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト
を

取

り
ま

し
ょ

う
。

先
生

の
承

諾
も

必
要

な
の

で
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を

す
る

か
ど

う
か

は
研

究
の

初
期

の
方

で
決

め
て

お
く

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
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◯
緒
言

D
e

W
it

t(
2

0
0

5
)に

よ
る

と
、
幼

少
期

に
読

む
絵

本
は

、
子

供
の

価
値

観
形

成
に

対
し

て
大

き
な

影
響

を
与

え
る

と
さ

れ
る

。
”親

の
役

割
”を

「規
律

者
・養

育
者

・介
護

者
・
友

伴
者

・
提

供
者

」
に

分
類

し
た

先
行

研
究

を
参

考
に

し
、
大

人
が

子
供

に
教

訓
を

与
え

る
た

め
に

選
ば

れ
た

読
書

感
想

文
の

課
題

図
書

に
登

場
す

る
”
親

”
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
が

ど
の

よ
う

に
描

写
さ

れ
て

い
る

の
か

を
、
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
の

作
中

で
の

言
動

と
役

割
語

使
用

を
元

に
調

査
し

た
。

◯
本
研
究
の
ね
ら
い
と
問
い

我
々

は
幼

少
期

に
誰

し
も

が
読

む
絵

本
を

対
象

と
し

て
、
幼

児
が

ど
の

よ
う

な
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

や
役

割
語

に
触

れ
て

い
る

の
か

を
研

究
し

て
い

る
。
本

研
究

に
お

い
て

は
、
主

に
次

の
2

点
、

①
絵

本
全

体
で

は
ど

の
よ

う
な

属
性

を
持

つ
キ

ャ
ラ

が
登

場
す

る
の

か
、
そ

れ
ぞ

れ
の

属
性

に
多

用
さ

れ
る

役
割

語
は

ど
の

よ
う

な
も

の
か

？

②
そ

れ
ぞ

れ
の

属
性

は
ど

の
よ

う
な

役
割

を
持

っ
て

い
る

の
か

？
に

つ
い

て
研

究
を

し
た

。

◯
謝
辞

本
研

究
を

進
め

る
上

で
ご

協
力

い
た

だ
い

た
方

々
に

こ
の

場
を

お
借

り
し

て
厚

く
御

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

◯
調
査
方
法

1
.

課
題

図
書

２
3

冊
分

の
発

話
を

収
集

す
る

。
ま

た
、
発

話
及

び
発

話
者

の
属

性
と

作
中

で
の

”親
の

役
割

”を
果

た
す

特
徴

を
記

録
す

る
。

2
.

子
ど

も
の

親
で

あ
る

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
が

ど
の

”親
の

役
割

”を
も

っ
て

い
た

か
集

計
す

る
。

3
.

収
集

し
た

そ
れ

ぞ
れ

の
テ

キ
ス

ト
を

形
態

素
解

析
し

、
役

割
語

の
特

徴
が

現
れ

や
す

い
品

詞
を

抽
出

す
る

。
4

.
属

性
ご

と
に

多
く

見
ら

れ
た

役
割

語
を

集
計

す
る

。

◯
参
考
文
献

 金
水

 敏
(2

0
0

3
)「

ヴ
ァ

ー
チ

ャ
ル

日
本

語
 役

割
語

の
謎

」
岩

波
書

店
/

A
m

y
　
L
.D

e
w

it
t（

２
０

０
５

）
「
P

re
n

ta
l　

P
o

rt
ra

y
a
ls

　
in

 C
h

il
d

re
n

’
s
 L

it
e

ra
tu

re
:1

9
0

0
-2

0
0

0
」
U

n
iv

e
rs

it
y
 o

f
 N

o
rt

h
 T

e
x
a
s

絵
本
に
お
け
る
役
割
語
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
像

〜
”親
の
役
割
”に
着
目
し
て
〜

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
　
　
２

年
板

垣
希

咲
　
井

上
颯

一
朗

　
尾

形
美

来
　
髙

木
多

恵
　
髙

橋
真

央

◯
仮
説

●
絵

本
に

は
親

と
し

て
の

役
割

を
も

っ
た

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
多

く
登

場
す

る
の

で
は

な
い

か
。

●
母

親
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
が

多
く

登
場

し
、
介

護
者

的
な

役
割

を
帯

び
て

い
る

こ
と

が
多

い
の

で
は

な
い

か
。

調
査
方
法
に
つ
い
て

調
査
結
果

◯
調
査
結
果
ま
と
め

・特
徴

的
な

表
現

：配
布

資
料

参
照

→
属

性
ご

と
に

多
用

さ
れ

る
表

現
、
そ

う
で

な
い

表
現

が
存

在
・親

の
役

割
：養

育
者

・介
護

者
・友

伴
者

の
役

割
が

頻
出

→
子

ど
も

に
と

っ
て

嬉
し

い
体

験
が

多
く

描
か

れ
る

☆
親

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

１
８

人
中

１
３

人
が

母
親

（
７

２
％

）
☆

母
親

・祖
母

の
み

が
介

護
的

側
面

を
持

つ
☆

主
人

公
は

１
６

人
中

１
１
人

が
男

性
（６

９
％

）

◯
課
題
と
展
望
〜
今
後
の
研
究
に
つ
い
て
〜

課
題

・標
本

数
が

少
な

い
（２

３
作

品
）

・課
題

図
書

の
選

定
基

準
に

よ
っ

て
登

場
し

や
す

い
役

割
が

決
ま

る
可

能
性

が
あ

る
展
望

・親
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
以

外
に

対
す

る
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

は
ど

の
よ

う
に

描
写

さ
れ

て
い

る
の

か
も

調
査

し
た

い

◯
展
望
〜
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
〜

・
大

人
が

幼
児

に
読

ま
せ

る
絵

本
（課

題
図

書
、
学

校
図

書
を

含
む

）は
幼

児
の

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
形

成
に

影
響

を
与

え
う

る
・絵

本
に

よ
っ

て
偏

っ
た

イ
メ

ー
ジ

（e
x
.性

別
役

割
分

業
な

ど
）

を
幼

児
に

持
た

せ
る

こ
と

も
、
逆

に
多

様
な

価
値

観
（e

x
.外

国
の

文
化

な
ど

）に
触

れ
さ

せ
る

こ
と

も
で

き
る

・本
研

究
で

見
ら

れ
た

傾
向

を
も

と
に

、
よ

り
バ

ラ
エ

テ
ィ

に
富

ん
だ

選
書

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

課課
題題

とと
展展

望望

縦
軸
＝

（
特
定
の
”親

の
役
割
”が

見
ら
れ
た
人
数
）

　
　
　
（
”親

”キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
全

体
の
人
数
）

横
軸
＝
見
ら
れ
た
”親

の
役
割
”の

側
面

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

人
文

学
と

サ
イ

エ
ン

ス
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

2
B

 絵
本

に
お

け
る

役
割

語
と

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

像
～

“
親

の
役

割
”
に

着
目

し
て

～

メ
ン

バ
ー

：
　

髙
木

多
恵

，
板

垣
希

咲
，

井
上

颯
一

朗
，

尾
形

美
来

，
髙

橋
真

央
　

　
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

F
S
や

先
輩

方
の

S
S
R
か

ら
、

自
分

た
ち

が
興

味
を

持
っ

た

テ
ー

マ
に

す
る

と
良

い
。

と
は

言
い

つ
つ

、
は

じ
め

か
ら

興
味

が
湧

く
こ

と
は

稀
で

、
研

究
し

て
初

め
て

そ
の

分
野

の
奥

深
さ

に
気

付
か

さ
れ

る
こ

と
が

大
半

で
あ

る
。

S
S
R
で

は
、

先
生

方

か
ら

“
課

題
意

識
”
や

“
高

校
生

ら
し

さ
”
の

必
要

性
を

こ
れ

で

も
か

と
強

調
さ

れ
る

。
こ

の
た

め
に

、
テ

ー
マ

設
定

を
し

た
時

点

か
ら

「
こ

の
研

究
は

社
会

に
役

立
つ

の
だ

ろ
う

か
…

」
と

不
安

に
な

っ
た

り
、

今
後

の
研

究
の

方
向

性
が

煮
詰

ま
っ

た
り

す
る

こ
と

も
あ

る
。

（
特

に
数

学
・
文

学
研

究
）
し

か
し

、
と

き
に

は
ま

ず
行

動
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

社
会

的
意

義
は

研
究

を
進

め
る

中
で

見
つ

け
ら

れ
る

か
も

し
れ

な
い

。
正

直
、

ポ
ス

タ
ー

を

作
る

と
き

に
考

え
た

と
し

て
も

遅
く

は
な

い
。

と
に

か
く

調
べ

て

み
な

い
こ

と
に

は
、

そ
の

研
究

が
な

ぜ
生

ま
れ

た
か

、
現

状
ど

う
展

開
さ

れ
て

、
何

に
役

立
て

ら
れ

て
い

る
の

か
は

わ
か

ら
な

い
。

し
た

が
っ

て
、

ま
ず

自
分

の
班

の
誰

か
の

ち
ょ

っ
と

し
た

関

心
の

ま
ま

に
テ

ー
マ

を
決

め
、

そ
の

後
、

そ
れ

に
つ

い
て

調
べ

を
進

め
る

中
で

そ
の

分
野

に
関

連
す

る
興

味
や

課
題

意
識

を

見
出

す
と

い
う

順
序

を
辿

っ
て

み
る

の
も

ひ
と

つ
の

手
だ

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

論
文

掲
載

サ
イ

ト
に

は
先

行
研

究
が

数
多

あ
る

よ
う

に
見

え
る

も
の

の
、

そ
れ

ぞ
れ

を
精

読
し

て
み

る
と

ど
う

も
し

っ
く

り
こ

な
い

と
い

う
こ

と
は

非
常

に
多

か
っ

た
。

理
系

研
究

と
異

な
り

、
や

り

た
い

こ
と

が
完

全
に

一
致

し
て

い
る

な
ど

と
い

う
こ

と
は

な
か

な

か
起

こ
り

え
ず

、
研

究
の

課
題

意
識

も
そ

れ
相

応
に

違
い

を

み
せ

る
。

そ
の

た
め

、
大

事
に

な
っ

て
く

る
姿

勢
と

い
え

ば
、

結

果
で

な
く

そ
の

過
程

を
参

考
と

す
る

姿
勢

だ
と

思
う

。
結

果
は

さ
て

お
き

そ
の

手
法

は
使

え
そ

う
、

と
い

う
研

究
は

な
か

な
か

多
い

。
ま

た
、

本
は

大
切

だ
と

口
酸

っ
ぱ

く
言

わ
れ

る
が

、

そ
っ

く
り

そ
の

ま
ま

利
用

で
き

る
よ

う
な

文
献

が
転

が
っ

て
い

る

わ
け

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
に

も
注

意
さ

れ
た

い
。

た
だ

、
本

は

十
分

活
用

す
べ

き
も

の
で

あ
る

こ
と

に
変

わ
り

は
な

い
。

基
本

的
に

情
報

量
が

多
い

の
で

、
意

外
な

と
こ

ろ
で

助
け

て
く

れ
る

か
も

し
れ

な
い

。
山

大
図

書
館

と
県

立
図

書
館

両
方

を
使

い

こ
な

せ
ば

、
検

索
に

引
っ

か
か

る
程

度
の

本
は

す
べ

て
手

に

入
る

と
考

え
て

よ
い

は
ず

で
あ

る
。

そ
の

際
、

似
た

よ
う

な
内

容

が
含

ま
れ

て
そ

う
で

も
、

学
問

分
野

の
些

細
な

違
い

で
内

容

が
大

き
く

異
な

る
こ

と
も

あ
る

の
で

注
意

が
必

要
で

あ
る

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

仮
説

は
完

全
に

知
識

の
な

い
状

態
で

は
立

て
ら

れ
な

い
。

よ
っ

て
仮

説
は

先
行

研
究

を
読

み
、

デ
ー

タ
収

集
手

法
や

結

果
の

出
方

に
見

当
が

つ
い

て
か

ら
立

て
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

良
い

と
考

え
る

。
ま

た
、

中
間

発
表

ま
で

の
結

果
や

考
察

を
も

と
に

、
ポ

ス
タ

ー
を

作
る

毎
に

細
か

い
仮

説
の

改
良

は
必

要
で

あ
る

。
特

に
、

仮
説

と
結

果
の

整
合

性
は

審
査

に
お

い
て

も
重

視
さ

れ
る

た
め

、
調

査
結

果
が

出
て

か
ら

で
も

、
あ

る
程

度
仮

 

説
の

言
い

回
し

を
検

討
す

べ
き

だ
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

本
研

究
に

お
い

て
、

分
析

に
は

E
xc

el
を

用
い

た
。

分
析

手
法

 

を
一

か
ら

思
い

つ
い

た
わ

け
で

は
な

く
、

先
行

研
究

に
お

い
て

採
用

さ
れ

て
い

た
手

法
を

そ
の

ま
ま

用
い

た
こ

と
が

多
か

っ

た
。

先
行

研
究

の
結

論
な

ど
を

採
用

で
き

な
い

場
合

で
あ

っ

て
も

、
前

述
の

通
り

、
そ

の
研

究
手

法
や

考
え

方
な

ど
は

参
考

に
で

き
る

場
合

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
結

果
が

し
っ

く
り

こ
ず

と

も
先

行
研

究
は

一
読

す
べ

き
で

あ
る

。
オ

リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
を

出

す
と

い
っ

て
も

、
真

似
を

出
来

ず
し

て
ど

う
し

て
独

自
手

法
を

編
み

出
せ

よ
う

か
。

ま
た

、
こ

れ
は

私
た

ち
の

反
省

点
で

あ
る

が
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
押

し
て

し
ま

い
、

分
析

を
や

っ
た

の
み

で
そ

の
評

価
に

時
間

が
割

け
な

か
っ

た
。

こ
れ

で
は

本
末

転

倒
な

の
で

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
を

含
め

て
、

分
析

と
評

価
は

念
入

り
に

や
る

こ
と

を
お

勧
め

す
る

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

、
原

稿
無

し
で

の
発

表
は

不

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

さ
れ

た
い

。
研

究
が

進
む

に
つ

れ
て

話
す

べ
き

こ
と

は
増

え
て

い
き

、
研

究
が

専
門

的
に

な
る

ほ
ど

７
分

の
発

表
時

間
で

は
到

底
語

り
き

れ
な

い
。

そ
こ

で
配

布
資

料
の

活
用

を
強

く
お

勧
め

す
る

。
ポ

ス
タ

ー
に

ズ
ラ

ズ
ラ

と
解

説
文

を
の

せ
る

の
は

ビ
ジ

ュ
ア

ル
的

に
も

よ
ろ

し
く

な
い

た
め

、

用
語

や
調

査
手

法
の

解
説

は
A

4
サ

イ
ズ

の
プ

リ
ン

ト
を

３
０

部

ほ
ど

刷
り

、
発

表
直

前
に

聴
衆

に
配

る
と

良
い

。
加

え
て

、
発

表
に

用
い

る
用

語
は

統
一

し
、

そ
の

用
語

の
定

義
に

つ
い

て

は
班

員
全

員
が

同
じ

よ
う

に
説

明
で

き
る

く
ら

い
に

理
解

し
て

お
く

と
良

い
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

1
0
月

の
中

間
発

表
会

の
際

に
は

、
京

都
外

国
語

大
学

の
麻

子
軒

先
生

に
分

析
方

法
に

つ
い

て
ご

助
言

い
た

だ
い

た
。

ま

た
、

本
研

究
で

使
用

し
た

絵
本

は
す

べ
て

市
立

米
沢

図
書

館

か
ら

借
り

受
け

た
も

の
で

あ
る

。
図

書
館

の
皆

様
に

も
、

予
約

本
の

対
応

な
ど

で
ご

尽
力

い
た

だ
い

た
。

 

参
考

文
献

と
は

し
な

か
っ

た
も

の
の

、
研

究
に

関
連

し
た

書
籍

を
数

冊
読

ん
で

い
る

の
で

、
参

考
ま

で
に

こ
こ

に
記

し
て

お
く

。
 

①
言

語
研

究
の

た
め

の
統

計
入

門
（
く

ろ
し

お
出

版
　

2
0
1
0
）
 

→
言

語
研

究
に

用
い

ら
れ

る
こ

と
が

多
い

統
計

手
法

が
多

く
、

わ
か

り
や

す
く

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

発
話

の
収

集
を

伴
う

、
い

わ
ゆ

る
コ

ー
パ

ス
を

作
っ

て
研

究
す

る
の

で
あ

れ
ば

必
読

。
 

②
役

割
語

研
究

の
地

平
・
展

開
（
同

上
　

2
0
0
7
,2

0
1
1
）
 

→
役

割
語

研
究

の
論

文
集

。
様

々
な

切
り

口
か

ら
の

研
究

が

収
録

。
テ

ー
マ

探
し

に
ち

ょ
う

ど
い

い
か

も
。
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ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

明
る
い

話
し
か
け
づ
ら
い

意
思
が
強
い

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

明
る
い

話
し
か
け
づ
ら
い

意
思
が
強
い

02040608010
0

70
69

30
39

声
を
か
け
る

見
て
い
る

何
も
し
な
い

人
に
頼
む

声
を
か
け
る

見
て
い
る

何
も
し
な
い

人
に
頼
む

02040608010
0

89

23
19

4

声
を
か
け
る

見
て
い
る

何
も
し
な
い

人
に
頼
む

声
を
か
け
る

見
て
い
る

何
も
し
な
い

人
に
頼
む

02040608010
0

44

23
19

47

興
譲
館
生
・
米
沢
第
四
中
学
校
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

明
る
い

話
し
か
け
づ
ら
い

芯
が
あ
る

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

明
る
い

話
し
か
け
づ
ら
い

芯
が
あ
る

02040608010
0

89
10
7

58
43

B
E
Y
O
N
D
T
H
E
D
IF
F
E
R
E
N
C
E
S

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

２
年

坂
野

珠
希

平
賀

紗
世

鈴
木

蓮
花

上
浦
　
陽
向

〜
中
高
生
か
ら
広
げ
る
多
文
化
共
生
の
輪
〜

動
機

現
状

仮
説

謝
辞

○
外
国
人
に
対
す
る
バ
イ
ア
ス
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

に
解
決
で
き
る
も
の
な
の
か
、
外
国
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
方
法
を
模
索
・
調
査
し
て
い
く
中
で
、
人
種
や
国
籍
を
超
え
た
共
生

を
目
指
し
た
い
と
考
え
た
。

本
研
究
に
ご
協
力
頂
い
た
、
米
沢
市
国
際
交
流
協
会
（
Y
IR
A
）
様
、
川
島
印
刷
株
式
会
社
様
、
本
校
の
先
生
方
・

生
徒
の
皆
さ
ん
、
米
沢
市
立
第
四
中
学
校
１
・
２
年
の
生
徒
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

結
果
２
　
米
沢
第
四
中
学
校
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

研
究
の
対
象

活
動
１
米
沢
市
国
際
交
流
協
会
(Y
IR
A
)様

へ
の
訪
問

活
動
２
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

提
案外
国
人
へ
の
直
接
支
援
は
半
減

。
間
接
対
応
は
1
0
倍
以
上
に
急
増

。
→
支
援
意
欲
と
自
力
対
応
の
限
界
が
生
む
「
心
理
的
障
壁
」
が
鮮
明
に

食
券
購
入
の
際
に
人
が
困
っ
て
い
た
と
き
の
日
本
人
・
外
国
人
別
の
対
応

　
出
身
国
や
人
種
に
基
づ
く
偏
見
、
個
人
の
行
動
を
集
団
全
体
と
し
て
捉

え
て
し
ま
う
認
識
の
癖
が
外
国
人
と
の
交
流
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
外
国
人
と
関
わ
る
機
会
が
増
え
る
ほ
ど
既
存

の
イ
メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま
り
、
偏
見
や
差
別
感
情
が
弱
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
。
さ
ら
に
、
中
高
生
は
無
意
識
の
偏

見
を
是
正
し
て
適
切
な
認
識
を
持
つ
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中

高
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
た
。

外
国
人
へ
の
対
応

日
本
人
へ
の
対
応

半
減

1
0
倍
以
上

・
青
少
年
（
１
３
歳
〜
１
５
歳
）
は
中
等
教
育
を
通
し
て
自
分
の
観
点
を

超
え
て
物
事
を
見
る
と
い
う
傾
向
（
※
１
）

・
思
春
期
（
１
０
歳
程
度
〜
２
０
代
半
ば
）
は
認
知
的
・
心
理
社
会
的
・

感
情
的
に
大
き
な
変
化
を
伴
う
時
期
（
※
２
）
　
　
　

参
考
文
献

中
高
生
の
現
状
を
ふ
ま
え
、
我
々
は

外
国
人
に
対
す
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
と
の
向
き
合
い
方

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
現
在
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
中
高
生
に
向
け
て
の
配
布
を
検
討
し
て
い
る
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
日
本
語
以
外
に
も
翻
訳
し
、
日
本
人
側
・
外
国
人
側
双
方
向
へ
共
通
認
識
を
作
る

多
文
化
共
生
の
輪
を
上
の
世
代
に
も
広
げ
る
→
外
国
人
に
対
す
る
意
識
調
査
・
中
高
生
と
の
比
較

実
際
に
外
国
人
と
関
わ
る
機
会
を
増
や
す
た
め
の
周
知
活
動
を
行
う

言
語
の
壁
に
よ
る
外
国
人
に
対
す
る
接
し
づ
ら
さ
の
解
消

置
賜
地
方
に
は
、
在
留
外
国
人
の
生
活
支
援
に
関
す
る
広
報
物
等
は
発
行
さ
れ

て
い
た
が
、
バ
イ
ア
ス
や
偏
見
の
是
正
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る

も
の
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

※
１
エ
レ
ブ
ル
ー
大
学
『
H
o
w

D
o
es

A
d
o
le
sc
en

ts
’

O
p
en

n
es
s

to
D
iv
er
si
ty

C
h
an

ge
O
ve
r

T
im

e?
T
h
e

R
o
le

o
f

M
aj
o
ri
ty
-M

in
o
ri
ty

F
ri
en

d
sh
ip
,

F
ri
en

d
s’

V
ie
w
s,

an
d

C
la
ss
ro
o
m

S
o
ci
al

C
o
n
te
xt
』

h
tt
p
s:
//
p
m
c.
n
cb

i.n
lm

.n
ih
.g
o
v/
ar
ti
cl
es
/P

M
C
7
8
1
5
6
1
1
/?
u
tm

_
※
２
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
『
T
h
e

P
ro
m
is
e

o
f

A
d
o
le
sc
en

ce
:

R
ea
li
zi
n
g

O
p
p
o
rt
u
n
it
y

fo
r

A
ll

Y
o
u
th
.』

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.n
cb

i.n
lm

.n
ih
.g
o
v/
b
o
o
ks
/N

B
K
5
4
5
4
7
6
/?
u
tm

_

中
高
生
は
、
多
文
化
を
受
容
し
て

外
国
人
に
対
し
て
適
切
な
認
識
を
持
つ
た
め
に
重
要
な
年
代

※
１
エ
レ
ブ
ル
ー
大
学
『
H
o
w

D
o
es

A
d
o
le
sc
en

ts
’

O
p
en

n
es
s

to
D
iv
er
si
ty

C
h
an

ge
O
ve
r

T
im

e?
T
h
e

R
o
le

o
f

M
aj
o
ri
ty
-M

in
o
ri
ty

F
ri
en

d
sh
ip
,

F
ri
en

d
s’

V
ie
w
s,

an
d

C
la
ss
ro
o
m

S
o
ci
al

C
o
n
te
xt
』

※
２
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
『
T
h
e

P
ro
m
is
e

o
f

A
d
o
le
sc
en

ce
:

R
ea
li
zi
n
g

O
p
p
o
rt
u
n
it
y

fo
r

A
ll

Y
o
u
th
.』

外
国
人
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

興
譲
館
生
の
回
答

米
沢
第
四
中
学
校
生
の
回
答

多
く
の
中
高
生
が
、
外
国
人
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

い
る
傾
向
に
あ
る
。

《
聞
き
取
り
調
査
を
ふ
ま
え
た
在
留
外
国
人
の
現
状
》

日
本
人
の
中
に
は
、
外
国
語
に
よ
る
意
思
疎
通
や
外
国
の
文
化
・

生
活
習
慣
へ
の
理
解
が
十
分
で
な
い
人
が
多
く
、
そ
の
結
果
在
住
外
国
人
が

友
人
関
係
の
形
成
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
に
困
難
を
抱
え
、

孤
立
や
さ
み
し
さ
を
感
じ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

結
果
１

Y
IR
A
様
を
訪
問
し
、
実
際
の
職
員
さ
ん
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

言
語
の
壁
：
日
本
人
の
英
語
運
用
能
力
が
十
分
で
は
な
く
、
意
思
疎
通

が
困
難
で
あ
る
。

相
互
理
解
の
不
足
：
異
文
化
や
多
様
な
ル
ー
ツ
に
対
す
る
日
本
側
の
知

識
・
理
解
が
乏
し
い
。

社
会
的
孤
立
：
友
人
作
り
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
が

難
し
く
、
孤
独

感
を
抱
え
る
外
国
人
が
多
い
。

《
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ふ
ま
え
て
中
高
生
の
現
状
》

外
国
人
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
人
が
多
い
。
さ
ら
に
支
援
意
欲
・
接
触
意
欲
が
あ

る
が
言
語
が
異
な
る
こ
と
か
ら
来
る
不
安
や
、
外
国
人
に
対
す
る

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
が
行
動
を
抑
制
し
て
い
る
。

興
譲
館
生
・
米
沢
第
四
中
学
校
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

興
譲
館
生
・
米
沢
第
四
中
学
校
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

B
E
Y
O
N
D
T
H
E
D
IF
F
E
R
E
N
C
E
S

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

２
年

坂
野

珠
希

平
賀

紗
世

鈴
木

蓮
花

上
浦
　
陽
向

〜
中
高
生
か
ら
広
げ
る
多
文
化
共
生
の
輪
〜

動
機

動
機

現
状

現
状○
外
国
人
に
対
す
る
バ
イ
ア
ス
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

に
解
決
で
き
る
も
の
な
の
か
、
外
国
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
方
法
を
模
索
・
調
査
し
て
い
く
中
で
、
人
種
や
国
籍
を
超
え
た
共
生

を
目
指
し
た
い
と
考
え
た
。

結
果
２
　
米
沢
第
四
中
学
校
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
２
　
米
沢
第
四
中
学
校
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

活
動
１
米
沢
市
国
際
交
流
協
会
(Y
IR
A
)様

へ
の
訪
問

活
動
１
米
沢
市
国
際
交
流
協
会
(Y
IR
A
)様

へ
の
訪
問

活
動
２
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

活
動
２
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

外
国
人
へ
の
直
接
支
援
は
半
減

。
間
接
対
応
は
1
0
倍
以
上
に
急
増

。
→
支
援
意
欲
と
自
力
対
応
の
限
界
が
生
む
「
心
理
的
障
壁
」
が
鮮
明
に

食
券
購
入
の
際
に
人
が
困
っ
て
い
た
と
き
の
日
本
人
・
外
国
人
別
の
対
応

外
国
人
へ
の
対
応

日
本
人
へ
の
対
応

置
賜
地
方
に
は
、
在
留
外
国
人
の
生
活
支
援
に
関
す
る
広
報
物
等
は
発
行
さ
れ

外
国
人
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

興
譲
館
生
の
回
答

興
譲
館
生
の
回
答

米
沢
第
四
中
学
校
生
の
回
答

米
沢
第
四
中
学
校
生
の
回
答

多
く
の
中
高
生
が
、
外
国
人
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

い
る
傾
向
に
あ
る
。

《
聞
き
取
り
調
査
を
ふ
ま
え
た
在
留
外
国
人
の
現
状
》

日
本
人
の
中
に
は
、
外
国
語
に
よ
る
意
思
疎
通
や
外
国
の
文
化
・

生
活
習
慣
へ
の
理
解
が
十
分
で
な
い
人
が
多
く
、
そ
の
結
果
在
住
外
国
人
が

友
人
関
係
の
形
成
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
に
困
難
を
抱
え
、

孤
立
や
さ
み
し
さ
を
感
じ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

結
果
１

結
果
１

Y
IR
A
様
を
訪
問
し
、
実
際
の
職
員
さ
ん
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

言
語
の
壁
：
日
本
人
の
英
語
運
用
能
力
が
十
分
で
は
な
く
、
意
思
疎
通

が
困
難
で
あ
る
。

相
互
理
解
の
不
足
：
異
文
化
や
多
様
な
ル
ー
ツ
に
対
す
る
日
本
側
の
知

識
・
理
解
が
乏
し
い
。

社
会
的
孤
立
：
友
人
作
り
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
が

難
し
く
、
孤
独

感
を
抱
え
る
外
国
人
が
多
い
。

《
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ふ
ま
え
て
中
高
生
の
現
状
》

外
国
人
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
人
が
多
い
。
さ
ら
に
支
援
意
欲
・
接
触
意
欲
が
あ

る
が
言
語
が
異
な
る
こ
と
か
ら
来
る
不
安
や
、
外
国
人
に
対
す
る

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
が
行
動
を
抑
制
し
て
い
る
。

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

明
る
い

話
し
か
け
づ
ら
い

芯
が
あ
る

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

明
る
い

話
し
か
け
づ
ら
い

芯
が
あ
る

02040608010
0

8989
10
7

58
43

多
く
の
中
高
生
が
、
外
国
人
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

明
る
い

話
し
か
け
づ
ら
い

意
思
が
強
い

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

明
る
い

話
し
か
け
づ
ら
い

意
思
が
強
い

02040608010
0

7070
6969

3030
39

多
く
の
中
高
生
が
、
外
国
人
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

多
く
の
中
高
生
が
、
外
国
人
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

声
を
か
け
る

見
て
い
る

何
も
し
な
い

人
に
頼
む

声
を
か
け
る

見
て
い
る

何
も
し
な
い

人
に
頼
む

02040608010
0

89

23
19

4

日
本
人
へ
の
対
応

日
本
人
へ
の
対
応

声
を
か
け
る

見
て
い
る

何
も
し
な
い

人
に
頼
む

声
を
か
け
る

見
て
い
る

何
も
し
な
い

人
に
頼
む

02040608010
0

44

23
19

47

外
国
人
へ
の
対
応

外
国
人
へ
の
対
応

半
減

半
減

1
0
倍
以
上

1
0
倍
以
上

2040608010
0

外
国
人
へ
の
対
応

外
国
人
へ
の
対
応

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

人
文

学
と

サ
イ

エ
ン

ス
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

2
C

 B
e
yo

n
d
 t

h
e
 D

if
fe

re
n
c
e
s　

～
中

高
生

か
ら

広
げ

る
多

文
化

共
生

の
輪

～
　

メ
ン

バ
ー

：
　

坂
野

珠
希

，
平

賀
紗

世
，

鈴
木

蓮
花

，
上

浦
陽

向
　

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
. 
テ

ー
マ

設
定

に
つ

い
て

 

　
私

た
ち

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

だ
っ

た
の

で
「
〇

〇
す

る
に

は
ど

う
す

れ
ば

？
」
と

い
う

問
い

に
持

っ
て

い
け

る
よ

う
に

、
個

々
の

経
験

や
意

見
を

出
し

合
い

な
が

ら
テ

ー
マ

を
決

定
し

ま
し

た
。

社
会

的
な

問
題

を
地

域
版

（
米

沢
・
置

賜
）
と

し
て

捉
え

る
視

点
や

、
対

象
を

誰
に

す
る

か
を

考
え

る
こ

と
で

、
問

い
が

立
て

や
す

く
な

り
ま

し
た

。
「
多

文
化

共
生

」
や

「
バ

イ
ア

ス
」
な

ど
は

テ
ー

マ
が

大
き

く
議

論
や

展
望

が
広

が
り

や
す

い
反

面
、

研

究
内

容
を

ま
と

め
る

こ
と

が
難

し
く

な
り

が
ち

で
す

。
そ

の
た

め
、

研
究

を
通

し
て

、
『
結

果
的

に
ど

ん
な

未
来

を
も

た
ら

し
た

い
の

か
』
と

い
う

ゴ
ー

ル
イ

メ
ー

ジ
を

描
け

れ
ば

研
究

の
方

針

が
ブ

レ
に

く
く

な
る

と
思

い
ま

す
。

 

２
. 
現

状
分

析
に

つ
い

て
 

 
米

沢
国

際
交

流
協

会
（
Y

IR
A

）
様

を
訪

問
し

、
外

国
人

職
員

の
方

々
に

米
沢

市
に

住
む

日
本

人
の

印
象

に
つ

い
て

イ
ン

タ

ビ
ュ

ー
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
興

譲
館

・
米

沢
第

四
中

学
校

の
生

徒
を

対
象

に
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

が
外

国
人

と
の

交
流

を
妨

げ
て

い
る

か
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

、
中

高
生

の
外

国
人

へ
の

印
象

や
、

日
本

人
と

外
国

人
に

対
す

る
行

動
の

違

い
を

測
る

た
め

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
い

ま
し

た
。

回
答

者
が

深
く

考
え

込
ま

ず
答

え
ら

れ
る

よ
う

項
目

を
設

定
し

ま
し

た
。

な

お
、

実
施

に
は

担
当

教
員

を
通

じ
た

依
頼

が
必

要
な

た
め

、

早
め

の
計

画
と

質
問

内
容

の
事

前
相

談
が

重
要

で
す

。
 

３
. 
課

題
の

設
定

に
つ

い
て

 

 
現

状
理

解
も

兼
ね

て
、

「
日

本
人

が
外

国
人

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
を

抱
い

て
い

る
の

か
」
と

い
う

点
に

着
目

し
、

研

究
を

進
め

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
ま

た
、

外
国

人
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
を

扱
っ

た
参

考
文

献
は

数
が

少
な

く
、

年
代

も
古

い
も

の
が

多
か

っ
た

た
め

、
そ

れ
ら

が
現

代
社

会
に

必
ず

し
も

適
し

て
い

る
か

ど
う

か
は

不
明

確
で

し
た

。
そ

の
た

め
、

実
際

の
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
な

ど
を

踏
ま

え
、

文
献

の
内

容
が

現
在

に
お

い

て
も

妥
当

で
あ

る
か

を
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

し

た
。

こ
の

よ
う

に
、

明
確

な
課

題
と

参
考

文
献

を
設

定
す

る
こ

と

で
研

究
全

体
の

大
ま

か
な

見
通

し
が

立
て

や
す

く
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
漠

然
と

し
た

分
野

の
中

か
ら

、
何

に
焦

点
を

当
て

る
べ

き
か

、
ま

た
そ

れ
が

実
現

可
能

な
研

究
で

あ
る

か
を

意
識

し
て

検
討

す
る

こ
と

が
重

要
だ

と
考

え
ま

す
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

私
達

は
、

中
高

生
の

外
国

人
に

対
す

る
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ

イ
ア

ス
の

是
正

を
目

的
と

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

外
国

人
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

米
沢

国
際

交
流

機
関

を
訪

問
し

聞
き

取
り

調
査

を
行

い
、

日
本

人
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

聞
き

取
り

調
査

の
結

果
を

も
と

に
中

高
生

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
り

ま
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

通
し

て
、

外
国

人
に

対
し

て
日

本
人

が
も

つ
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

が
明

確
に

な
っ

た
と

こ

ろ
で

、
最

終
的

に
は

外
国

人
に

対
す

る
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

の
是

正
を

推
進

す
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
を

作
成

し
ま

し
た

。
修

正
や

印
刷

に
は

時
間

が
か

か
る

の
で

早
期

に
着

手
し

ま
し

ょ

う
。

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
は

、
比

較
的

自
由

に
自

分
達

の
思

い
を

表

現
で

き
る

ツ
ー

ル
だ

と
思

う
の

で
、

社
会

に
提

案
す

る
と

い
う

形

で
活

用
す

る
こ

と
も

一
つ

の
方

法
だ

と
思

い
ま

す
。

 

５
. 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

　
説

得
力

の
あ

る
態

度
で

望
む

こ
と

が
最

も
大

切
で

す
。

い
く

ら
優

れ
た

研
究

を
し

て
い

て
も

、
自

信
な

さ
げ

に
下

を
向

い
て

小
さ

い
声

で
発

表
し

て
は

、
聴

衆
が

不
安

感
を

抱
い

て
し

ま
い

ま
す

。
自

分
の

研
究

に
胸

を
張

っ
て

、
大

き
な

声
で

、
前

を
向

い
て

堂
々

と
発

表
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
ポ

ス
タ

ー
作

成
で

最
も

大
切

な
の

は
、

人
を

惹
き

付
け

る
題

名
に

す
る

こ
と

で

す
。

発
表

を
聞

き
に

来
る

人
は

研
究

内
容

を
見

て
来

る
の

で

は
な

く
、

研
究

テ
ー

マ
の

題
名

を
見

て
足

を
運

ん
で

く
る

の

で
、

考
慮

し
た

テ
ー

マ
決

定
を

し
ま

し
ょ

う
。

 

６
. 
ご

指
導

や
情

報
を

い
た

だ
い

た
方

や
施

設
お

よ
び

 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

・
民

族
的

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
と

好
悪

感
情

に
つ

い
て

の
一

考
察

（
大

阪
大

学
／

原
谷

・
松

山
・
南

／
1
9
6
0
）
 

・
エ

レ
ブ

ル
ー

大
学
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O
ve

r 
T

im
e?

 
T

h
e 

R
o
le

 
o
f 

M
aj

o
ri
ty

-
M

in
o
ri
ty

 
F
ri
en

d
sh

ip
, 

F
ri
en

d
s’

 
V

ie
w
s,

 
an

d
 

C
la

ss
ro

o
m

 S
o
ci

al
 C

o
n
te

xt
 

・
米

国
科

学
ア

カ
デ

ミ
ー

『
T

h
e 

P
ro

m
is

e 
o
f 

A
d
o
le

sc
en

ce
: 

R
ea

liz
in

g 
O

p
p
o
rt

u
n
it
y 

fo
r 

A
ll 

Y
o
u
th

.』
 

米
沢

国
際

交
流

協
会

（
Y

IR
A

）
様

や
本

校
生

徒
、

米
沢

市
立

第
四

中
学

校
の

生
徒

の
皆

さ
ん

に
研

究
に

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

し
た

。
ま

た
、

研
究

を
充

実
さ

せ
る

た
め

に
は

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
だ

け
で

な
く

、
先

行
研

究
を

活
用

す
る

こ
と

も

大
切

で
す

。
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情
報
を
受
け
取

る
力
育
成
塾
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

　
　
　
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

2年
　
玉
橋
弦
大
　
向
川
倖
聖
　
土
屋
友
樹
　
我
彦
佳
士
郎

動
機

中
間
発
表
で
情
報
を
与
え
る
こ
と
で
評
価
が
変
動
し
て
し
ま
う
と
結
論
づ
け
た
。
そ
こ
で
、
無
数
に
存
在
す
る
情

報
の
中
か
ら
、
正
し
い
情
報
を
掴
む
力
を
育
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

先
行
研
究

講
演

：
情

報
の

信
頼

性
〜

新
聞

報
道

に
お
け
る
虚

報
・
誤

報
〜

(福
井

逸
治

)
→

情
報

の
も
つ
不

完
全

性
、
受

け
手

の
努

力
に
つ
い
て
言

及

実
験
１

実
験
2

仮
説

人
は

A
Iの

文
章

を
見

破
る
こ
と
が

難
し
い

夏
目

漱
石

の
『
こ
こ
ろ
』
の

読
書

感
想

文
を
生

成
A

Iで
あ
る
チ
ャ
ッ
ト

G
P

Tと
興

譲
館

の
生

徒
A
に
書

か
せ

、
そ
れ

ぞ
れ

の
文

を
高

校
２
年

生
30

名
に
見

せ
、
ど
ち
ら
が

A
Iか

当
て

さ
せ

る
。

結
果
１

参
考
文
献

情
報
の
信
頼
性
ー
新
聞
報
道
に
お
け
る
虚
報
・
誤
報
ー

(福
井
逸
治

)
品

詞
構

成
率

に
基

づ
く
テ
キ
ス
ト
分

析
の

可
能

性
: メ

ー
ル

自
己

紹
介

文
, 小

説
, 作

文
, 名

大
コ
ー
パ

ス
の

比
較

か
ら

考
察
・・
展
望

A
Iの

作
成

し
た
情

報
は

、
日

本
語

が
不

自
然

で
あ
り
、
堅

い
表

現
を
含

ん
で
い
る
こ
と
が

多
い
と
考

え
ら
れ

る
。
今

回
は

、
文

献
だ
け
の

調
査

で
あ
っ
た
が

動
画

や
写

真
に
も
見

ら
れ

る
傾

向
を
掴

む
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

14
人

/3
0人

⋯
A

Iを
見

破
る
こ
と
が

で
き
た

理
由

・
日

本
語

が
不

自
然

で
あ
る

・
文

章
が

解
説

の
よ
う
に
感

じ
、
全

体
的

に
堅

い
表

現
で
あ
る

・
感

情
が

関
わ

っ
て
く
る
よ
う
な
表

現
が

な
か

っ
た
。

・
難

し
い
言

葉
を
使

う

文
章

の
品

詞
分

解
を
行

う
。

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
書

か
れ

て
い
る
映

画
の

あ
ら
す
じ
と

A
Iが

生
成

し
た
あ
ら
す
じ
を

用
い
る
。

A
Iの

作
成

文
章

の
傾

向
を
考

え
る
。

   
   

   
   

  A
I

   
   

  W
ik

ip
ed

ia

平
均
文
長

   
   

   
  3

5.
82

   
   

   
   

41
.7

平
均
句
読
点
間
隔

   
   

   
  1

5.
43

   
   

   
   

15
.3

名
詞

(１
０
０
文
字
あ
た
り

)
　
　
　

23
.8

4
   

   
   

  2
2.

64

形
容
詞

　
　
　

 0
.6

5
　
　

   
  0

.4
1

副
詞

　
　
　

 0
.5

2
　
　

   
  0

.5
1

連
体
詞

　
　
　

 0
.4

6
　
　

0.
44

動
詞

　
　

7.
91

　
　

10
.6

名
詞
率
（
％
）

   
   

   
   

67
.5

   
   

  
64

,1

M
V

R
（
％
）

   
   

   
   

39
.8

   
   

   
   

17
.6

結
果
2

結
果

２
つ
の
文
章
は

M
V

R
（
動
詞
に
対
す

る
修
飾
語
の
割
合
）
の
違
い
が
大
き

い
。
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
描
写
的

な
文
章
と
な
り
、
低
い
ほ
ど
動
的
な
い

き
い
き
と
し
た
文
章
に
な
る
。

A
Iは

よ
り
具
体
的
に
物
事
を
書
く
文
章
で
あ

る
。
ま
た
、
名
詞
率
の
値
が
若
干

A
I

の
ほ
う
が
高
い
こ
と
か
ら

A
Iの

方
が

堅
い
文
章
と
な
る
。

(福
井
逸
治

)
メ
ー
ル

自
己

紹
介

文
, 小

説
, 作

文
, 名

大
コ
ー
パ

ス
の

比
較

か
ら

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

人
文

学
と

サ
イ

エ
ン

ス
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

2
D

 情
報

を
受

け
取

る
力

育
成

塾
！

！
！

！
！

！
！

！
！

！
　

メ
ン

バ
ー

：
　

玉
橋

弦
大

,　
向

川
倖

聖
,　

土
屋

友
樹

，
我

彦
佳

士
郎

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
自

分
の

興
味

が
あ

る
も

の
に

つ
い

て
テ

ー
マ

を
立

て
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
同

じ
班

の
人

た
ち

と
意

見
を

出
し

合
い

、
世

の
中

が
必

要
と

し
て

い
る

も
の

に
つ

い
て

テ
ー

マ
に

立
て

る
と

研
究

が
や

り
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

自
分

た
ち

の
興

味
・
関

心

が
働

い
て

い
る

こ
と

が
と

て
も

大
切

だ
と

思
い

ま
す

。
興

味
・
関

心
が

湧
か

な
い

こ
と

を
研

究
し

て
い

て
も

意
味

が
な

い
で

す
。

自
分

た
ち

の
班

は
中

間
発

表
の

と
き

と
最

後
の

発
表

の
と

き
で

テ
ー

マ
を

ガ
ッ

ツ
リ
変

え
ま

し
た

。
情

報
の

も
つ

影
響

力
に

つ

い
て

の
研

究
か

ら
そ

の
情

報
自

体
の

信
頼

性
の

研
究

に
つ

い

て
調

べ
ま

し
た

。
中

間
の

と
き

で
研

究
が

行
き

詰
ま

っ
て

し

ま
っ

た
ら

変
え

て
み

る
の

も
あ

り
だ

と
思

い
ま

す
。

ま
ず

、
も

と
の

研
究

と
は

ほ
ん

の
ち

ょ
っ

と
で

も
い

い
の

で
つ

な
が

り
が

あ
る

と
、

研
究

発
表

の
際

に
前

回
研

究
と

の
関

連
性

を
伝

え
や

す

い
の

で
良

い
で

す
。

変
え

る
と

き
に

は
、

担
当

の
先

生
と

し
っ

か
り

相
談

し
ま

し
ょ

う
。

と
て

も
素

晴
ら

し
い

ヒ
ン

ト
を

く
だ

さ
い

ま

す
。

担
当

の
先

生
に

相
談

す
る

こ
と

は
と

て
も

大
切

で
す

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
先

行
研

究
を

参
考

に
す

る
こ

と
は

大
切

で
す

。
自

分
た

ち
の

研
究

と
全

く
同

じ
と

は
言

え
な

い
研

究
で

も
、

検
証

方
法

な
ど

の
点

で
参

考
に

な
る

こ
と

が
多

い
と

思
う

の
で

、
諦

め
ず

に
探

し
て

く
だ

さ
い

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
先

行
研

究
と

は
、

少
し

視
点

を
変

え
た

仮
説

や
問

い
を

立
て

る
こ

と
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

先
行

研
究

と
全

く
同

じ
こ

と
を

や
っ

て
い

て
は

つ
ま

ら
な

い
と

思
い

ま
す

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
最

初
に

立
て

た
仮

説
と

は
違

っ
た

結
果

が
出

て
も

、
ち

ゃ
ん

と
記

録
に

残
し

ま
し

ょ
う

。
そ

れ
は

、
失

敗
で

は
な

い
で

す
。

失

敗
は

、
無

意
味

を
意

味
し

ま
せ

ん
。

 

　
そ

れ
を

も
と

に
ま

た
新

た
に

仮
説

を
立

て
て

、
次

の
研

究
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
と

て
も

大
切

で
す

。
こ

こ
に

、
創

造
す

る

力
が

問
わ

れ
る

と
思

い
ま

す
。

文
系

の
主

な
検

証
方

法
は

、

文
献

調
査

や
ア

ン
ケ

ー
ト
の

2
つ

だ
け

だ
と

思
い

ま
す

。
と

て

つ
も

な
い

量
の

文
献

を
読

み
込

む
必

要
が

あ
る

の
で

と
て

も

時
間

が
か

か
り

ま
す

。
早

め
に

研
究

に
取

り
組

ん
で

お
く

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

探
究

科
は

普
通

科
よ

り
も

、
S
S
R
の

時
間

が
多

い
で

す
が

、
時

間
が

足
り

な
い

と
感

じ
る

と
思

い
ま

す
。

も
っ

た
い

な
い

時
間

を
過

ご
す

こ
と

が
な

い
よ

う
に

し
た

ほ

う
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

５
. 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

タ
イ

ト
ル

が
と

て
も

重
要

で
す

。
タ

イ
ト
ル

で
聴

衆
の

皆
様

の

心
を

掴
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

よ
く

、
偉

い
方

々
は

新
聞

記
事

の
見

出
し

を
参

考
に

し
ま

し
ょ

う
と

い
い

ま
す

。
発

表
で

は
、

声

を
大

き
く

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

聞
い

て
く

だ
さ

っ
て

い
る

人
々

に
き

ち
ん

と
声

を
届

け
る

こ
と

を
心

懸
け

ま
し

ょ
う

。
自

分

た
ち

の
研

究
に

熱
意

が
あ

れ
ば

、
自

然
と

聴
衆

に
熱

い
姿

勢

が
伝

わ
る

と
思

い
ま

す
。

質
問

さ
れ

た
内

容
は

メ
モ

を
し

て
い

く

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
今

後
の

研
究

に
役

立
つ

と
思

い
ま

す
。

7
分

と
い

う
時

間
を

上
手

に
つ

か
っ

て
く

だ
さ

い
。

一
番

い
い

の

は
、

ち
ょ

う
ど

終
わ

る
こ

と
で

す
が

、
2
0
秒

く
ら

い
早

い
こ

と
は

許

容
範

囲
で

し
ょ

う
。

早
め

に
切

り
上

げ
た

ら
、

質
問

時
間

に
移

る
こ

と
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
ど

こ
か

の
企

業
や

団
体

に
お

世
話

に
な

る
こ

と
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

感
謝

は
絶

対
に

し
ま

し
ょ

う
。

今
後

も
お

世
話

に
な

る

人
が

い
る

と
思

う
の

で
、

つ
な

が
り

を
大

切
に

し
ま

し
ょ

う
。
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和
歌
✕
花
染
め

〜
古
の
人
の
感
性
を
知
ろ
う
〜

　
　
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
２
年
　
須
藤
凜
　
浅
野
光
里
　

動
機

前
回
の
研
究
で
は
、
紅
花
と
紫
草
と
露
草
の
花
染
め
の
和
歌
を
比
較
し
て
意
味
の
違
い
を
見
つ
け
た
。
今
回
、
私
た
ち
は
花
染
め
の
和
歌
か
ら
視
野
を

広
げ
て
、
花
染
め
の
和
歌
に
し
か
な
い
特
徴
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の
研
究
で
は
、
花
染
め
の
和
歌
の
意
味
と
植
物
の
和
歌
の
意

味
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
。
植
物
は
、
平
安
時
代
に
人
気
だ
っ
た
桜
、
奈
良
時
代
に
人
気
だ
っ
た
梅
、
そ
し
て
万
葉
集
で
最
も
多
く
詠
ま
れ
た
萩
の

３
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。

先
行
研
究

「
万
葉
集
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
染
め
」
（
清
水
裕
子
、
佐
々
木
和
也
著
）
と
い
う
研
究
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
万
葉
集
の
中
に
詠
ま
れ
た
染
め
物
の

和
歌
に
付
い
て
研
究
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
花
染
め
の
和
歌
と
植
物
の
和
歌
の
詠
ま
れ
方
と
は
ど
の
よ
う
に
違
う
か
を
比
較
し
花

染
め
の
和
歌
の
意
味
の
特
徴
を
研
究
す
る
す
る
こ
と
に
し
た
。
　

仮
説

植
物
の
和
歌
に
詠
ま
れ
る
意
味
と
花
染
め
の
和
歌
に
詠
ま
れ
る
意
味
を
比
較
し
た
と
き
の
仮
説
は
次
の
通
り
。

・
桜
は
す
ぐ
に
散
っ
て
し
ま
う
の
で
、
失
恋
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

・
梅
は
、
雪
の
中
で
咲
く
の
で
、
強
い
心
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

・
萩
は
、
色
が
濃
い
の
で
、
強
い
想
い
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

・
染
め
物
は
「
染
め
る
」
と
い
う
共
通
の
過
程
が
あ
る
た
め
意
味
も
似
て
い
る
が
、
花
の
和
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

研
究
方
法

桜
、
梅
、
萩
の
３
つ
の
花
の
和
歌
を
調
べ
る
。
萬
葉
集
、
古
今
和
歌
集
、
新
古
今
和
歌
集
の
勅
撰
和
歌
集
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
を
探
し
意
味
を
を
考

察
す
る
。
そ
の
後
、
前
回
作
成
し
た
花
染
め
の
和
歌
の
意
味
を
ま
と
め
た
表
と
比
較
し
、
花
染
め
の
和
歌
の
特
徴
を
考
察
し
た
。

結
果

　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
は
、
桜
の
和
歌
1
0
首
、
梅
の
和
歌
１
８
首
、
萩
の
和
歌
1
3
首
か
ら
意
味
を
推
察
し
た
。

考
察

今
回
の
研
究
で
は
、
桜
で
失
恋
を
表
し
て
い
る
和
歌
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

梅
は
、
雪
と
一
緒
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
雪
の
中
で
も
花
を
咲
か
せ
る
梅
の
よ
う
な
強
い
心
を
詠
ん
だ
歌
が
多
か
っ
た
。
ま
た
梅
の
香
り
は

故
人
を
偲
ぶ
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

萩
が
強
い
想
い
を
表
す
花
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
和
歌
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
月
や
鹿
と
と
も
に
詠
ま
れ
て
秋
の
訪
れ
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

植
物
に
比
べ
て
、
染
め
物
は
色
落
ち
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
恋
心
が
冷
め
る
こ
と
表
現
す
る
と
き
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

染
め
物
の
和
歌
は
、
「
染
め
る
」
と
い
う
共
通
の
過
程
が
あ
る
た
め
意
味
も
似
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
植
物
の
和
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
意
味
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

花
染
め
の
和
歌
は
植
物
の
和
歌
に
比
べ
て
心
の
動
き
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
、
花
単
体
で
心
の
動
き
を
詠
ん
だ
も
の
は
な
か
っ
た
。

紅
花
と
梅
の
両
者
は
赤
い
色
を
し
て
い
て
ど
ち
ら
も
比
較
的
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
詠
ま
れ
て
い
る
。

展
望

和
歌
と
花
染
め
に
焦
点
を
当
て
て
研
究
を
し
た
が
、
花
染
め
以
外
の
昔
の
人
々
が
和
歌
に
詠
ん
だ
動
物
や
行
事
な
ど
に
つ
い
て
も
調
べ
、
よ
り
深
く
古

の
人
々
の
感
性
を
探
求
し
て
い
き
た
い
。
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が
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が
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れ
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。
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を
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。
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が
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て
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問
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を
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究
に

時
間

を
か

け
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と
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ま
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問
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ぎ
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た
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憑

性
に
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し
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。

み
な
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を
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。
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、
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前
回

の
研

究
で

行
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
多

く

の
人

が
海

外
へ

の
関

心
を

持
つ

一
方

で
、

海
外

へ

不
安

を
感

じ
て

い
る

人
が

多
い

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

実
際

に
不

安
を

感
じ

て
い

る
人

が
多

い
背

景
と

し

て
、

ど
の

よ
う

な
心

理
的

ハ
ー

ド
ル

が
あ

る
の

か

を
調

査
し

、
不

安
に

感
じ

て
い

る
こ

と
の

事
実

を

確
か

め
、

海
外

へ
の

偏
見

を
減

ら
し

、
国

際
化

を

進
め

た
い

と
考

え
た

。
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東
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米
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６
万
円

８
〜
１
５
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３
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〜
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〜
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〜
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医
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２
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年

版
 
犯

罪
白

書
　

h
t
t
p
s
:
/
/
h
a
k
u
s
y
o
1
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/
j
p
/
7
0
/
n
f
m
/
n
7
0
_
2
_
6
_
1
_
6
_
0
.

h
t
m
l

外
務

省
　

海
外

在
留

邦
人

数
調

査
統

計
　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
f
a
.
g
o
.
j
p
/
m
o
f
a
j
/
t
o
k
o
/
t
o
k
e
i
/
h
o
j
i
n
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

研
究

に
御

協
力

頂
い

た
す

べ
て

の
方

々
に

深
く

御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。

2
0
1
7
年
〜
2
0
2
2
年
で
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た

日
本
人
の
数
と
割
合

海
外
へ
の
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
層
に
対
し
て

実
際
の
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
こ
と
で
不
安
を
払
拭
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
留
学
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
参
加
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
国
際
化
へ
の
よ
り
効
果
的
な
方
法
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

殺
人
の
割
合
：
0.
00
4%

~0
.0
07
%

傷
害
・
暴
行
：
0.
00
3%

~0
.3
%

詐
欺
：
0.
00
3%

~0
.5
%

窃
盗
・
強
盗
：
0.
7%

~1
.9
%

日
本
国
内
で
犯
罪
に
遭
う
確
率
は

0.
4%

~0
.6
%

（
令
和
５
年
度
版
犯
罪
白
書
よ
り
）

国
際
不
安
と
い
う
名
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
る

〜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
障
壁
を
打
ち
破
れ
〜

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
2
年
　
佐
々
木
優
輔
　
森
下
翼
　
袋
地
啓
渡
　

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
2
年
　
佐
々
木
優
輔
　
森
下
翼
　
袋
地
啓
渡
　

国
際
不
安
と
い
う
名
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
る

〜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
障
壁
を
打
ち
破
れ
〜

内
訳

東
南
ア
ジ
ア

中
南
米

欧
州
主
要
都
市

日
本
都
市

家
賃

２
〜
４
万
円

３
〜
６
万
円

８
〜
１
５
万
円

8万
〜
15
万
円

食
費

１
.５

〜
３
万
円

2〜
4万

円
4〜

6万
円

3万
〜
5万

円

交
通
費

5千
〜
1万

円
7千

〜
1.
5万

円
1〜

2万
円

8千
〜
1.
5万

円

医
療

数
千
円

1万
円
前
後

1.
5〜

3万
円

5千
円
〜
1.
5万

円

娯
楽
・
通
信

5千
〜
1万

円
8千

〜
1.
2万

円
1.
5〜

2万
円

2万
〜
4万

円

渡
航
費

5~
20
万
円

留
学
タ
イ
プ

必
要
な
英
語
力
の
目
安

語
学
留
学
（
学
生
・
社
会
人
向
け
）

特
別
な
基
準
は
無
し

4年
制
大
学
へ
の
進
学

英
検
２
級
〜
準
１
級
程
度

２
年
生
大
学
へ
の
進
学

英
検
２
級
程
度

専
門
学
校
へ
の
進
学

英
検
２
級
程
度

高
校
生
留
学

英
検
３
級
〜
２
級
程
度

小
・
中
・
高
生
の
短
期
留
学

特
別
な
基
準
は
無
し

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

特
別
な
基
準
は
無
し

実
際
の
経
済
的
負
担

参
考
文
献
・
謝
辞

考
察
・
展
望

語
学
力
的
ハ
ー
ド
ル

令
和

５
年

版
 
犯

罪
白

書
　

h
t
t
p
s
:
/
/
h
a
k
u
s
y
o
1
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/
j
p
/
7
0
/
n
f
m
/
n
7
0
_
2
_
6
_
1
_
6
_
0
.

h
t
m
l

外
務

省
　

海
外

在
留

邦
人

数
調

査
統

計
　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
f
a
.
g
o
.
j
p
/
m
o
f
a
j
/
t
o
k
o
/
t
o
k
e
i
/
h
o
j
i
n
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

研
究

に
御

協
力

頂
い

た
す

べ
て

の
方

々
に

深
く

御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。

海
外
へ
の
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
層
に
対
し
て

実
際
の
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
こ
と
で
不
安
を
払
拭
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
留
学
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
参
加
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
国
際
化
へ
の
よ
り
効
果
的
な
方
法
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
2
年
　
佐
々
木
優
輔
　
森
下
翼
　
袋
地
啓
渡
　

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

人
文

学
と

サ
イ

エ
ン

ス
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

2
F
 国

際
不

安
と

い
う

名
の

ハ
ー

ド
ル

を
超

え
る

 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
～

グ
ロ

ー
バ

ル
化

へ
の

障
壁

を
打

ち
破

れ
～

　

メ
ン

バ
ー

：
　

佐
々

木
優

輔
，

森
下

翼
，

袋
地

啓
渡

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
自

分
た

ち
が

興
味

を
も

っ
て

い
る

事
柄

に
つ

い
て

ア
イ

デ
ア

を
出

し
合

い
、

そ
れ

ら
を

ま
と

め
て

、
身

近
な

社
会

問
題

や
学

校
内

の
こ

と
で

疑
問

に
感

じ
て

い
る

こ
と

と
関

連
さ

せ
る

と
課

題

が
具

体
的

に
見

え
て

き
や

す
く

な
り

、
研

究
が

進
め

や
す

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

　
ま

た
、

中
間

発
表

後
に

テ
ー

マ
を

変
え

る
の

で
あ

れ
ば

、
中

間
発

表
後

の
S
S
R
の

時
数

が
あ

ま
り

多
く

な
い

こ
と

に
加

え
、

ア

ン
ケ

ー
ト
や

実
験

な
ど

を
行

う
際

の
人

数
が

集
ま

り
に

く
く

な
る

た
め

仮
説

と
ア

ン
ケ

ー
ト
も

早
め

に
行

う
こ

と
が

重
要

で
す

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
私

達
の

班
で

は
、

前
回

の
ア

ン
ケ

ー
ト
を

用
い

て
、

海
外

渡

航
に

対
し

て
感

じ
て

い
る

ハ
ー

ド
ル

と
し

て
ど

の
よ

う
な

も
の

が

多
い

の
か

を
調

べ
ま

し
た

。
自

分
た

ち
が

行
う

研
究

に
近

い
内

容
の

研
究

が
あ

れ
ば

、
積

極
的

に
読

む
よ

う
に

し
、

研
究

に
役

立
て

ら
れ

る
と

よ
り

内
容

が
充

実
す

る
と

思
い

ま
す

。
 

　
ア

ン
ケ

ー
ト
に

関
し

て
、

結
果

や
考

察
に

よ
り

説
得

力
を

持

た
せ

る
た

め
に

、
母

数
を

大
き

く
取

る
こ

と
が

何
よ

り
も

大
切

だ

と
考

え
ま

す
。

 

　
ま

た
、

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
う

際
に

は
何

を
明

ら
か

に
し

た
い

の

か
決

め
て

か
ら

作
る

何
を

明
ら

か
に

し
た

い
の

か
決

め
て

か
ら

作
り

、
そ

の
結

果
を

ど
の

よ
う

に
分

析
す

る
か

ま
で

考
え

る
と

研

究
の

道
筋

が
見

え
て

き
や

す
い

で
す

。
 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て

　
課

題
を

考
え

る
際

は
、

先
行

研
究

に
基

づ
い

て
い

る
方

が
、

研
究

に
説

得
力

が
出

る
た

め
、

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

い
る

か

に
つ

い
て

配
慮

す
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

　
ま

た
、

せ
っ

か
く

課
題

を
設

定
し

て
も

、
結

果
が

測
れ

な
か

っ

た
り

、
因

果
関

係
が

分
か

ら
ず

に
中

途
半

端
に

な
っ

て
し

ま
う

た
め

、
解

決
可

能
な

規
模

か
に

留
意

す
る

と
よ

い
で

す
。

ま
ず

は
、

自
分

た
ち

が
1
年

間
で

実
際

に
変

化
を

起
こ

せ
る

大
き

さ

か
ど

う
か

を
軸

に
考

え
て

み
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。

　
私

達
の

研
究

は
似

た
よ

う
な

先
行

研
究

が
見

つ
か

ら
ず

苦

労
し

た
こ

と
も

あ
っ

た
の

で
、

先
生

と
話

し
合

っ
て

、
落

と
し

所

を
見

つ
け

た
ほ

う
が

良
か

っ
た

な
と

感
じ

ま
し

た
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
S
N

S
で

の
宣

伝
な

ど
の

活
動

を
行

う
際

に
は

な
る

べ
く

早
い

う
ち

か
ら

構
想

を
練

っ
て

お
い

た
ほ

う
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

事
前

に
活

動
の

意
義

や
目

的
を

明

確
に

し
て

お
い

て
、

結
果

と
比

較
す

る
こ

と
で

課
題

を
見

つ
け

や
す

く
な

り
ま

す
。

さ
ら

に
そ

れ
を

考
察

な
ど

に
活

か
せ

る
と

、

研
究

が
よ

り
深

ま
る

と
思

い
ま

す
。

 

　
研

究
を

行
う

際
に

は
、

都
度

活
動

記
録

を
メ

モ
し

て
お

く
と

、

間
が

空
い

た
場

合
で

も
整

理
し

や
す

く
な

り
、

効
率

的
に

研
究

が
進

め
ら

れ
る

の
に

加
え

て
、

ポ
ス

タ
ー

に
ま

と
め

る
際

に
も

、

活
動

内
容

を
リ
マ

イ
ン

ド
で

き
る

た
め

役
に

立
ち

ま
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
で

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
や

数
字

を
掲

載
す

る
際

は
、

積
極

的
に

グ
ラ

フ
に

す
る

と
よ

い
で

す
。

ポ
ス

タ
ー

が
ス

ッ
キ

リ

し
て

見
や

す
く

な
り

、
目

を
引

き
や

す
く

な
り

ま
す

。
 

聞
き

手
が

一
目

で
理

解
で

き
る

よ
う

に
、

説
明

原
稿

に
あ

る
内

容
は

口
頭

で
補

足
し

、
ポ

ス
タ

ー
に

は
キ

ー
ワ

ー
ド

と
数

字
だ

け
を

極
力

残
す

よ
う

に
す

る
と

よ
い

で
す

。
 

　
発

表
の

際
は

、
自

信
を

持
っ

て
は

っ
き

り
と

し
た

声
で

話
す

こ

と
で

、
話

し
た

い
内

容
が

よ
り

相
手

に
伝

わ
り

ま
す

。
ま

た
細

か

い
数

字
を

言
う

と
き

に
は

、
ゆ

っ
く

り
話

す
よ

う
に

し
、

数
字

を

指
し

示
す

と
聞

き
手

の
理

解
が

促
進

さ
れ

や
す

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
参

考
文

献
に

つ
い

て

　
協

力
し

て
い

た
だ

い
た

方
 

本
校

教
諭

　
齋

藤
大

気
先

生
　

小
林

啓
明

先
生

関
西

外
語

大
学

様
 

 　
参

考
に

し
た

文
献

 

外
務

省
　

海
外

在
留

邦
人

数
調

査
統

計
 

令
和

５
年

版
 犯

罪
白

書
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同同
じじ
でで
いい
たた
いい
、、
でで
もも
違違

っっ
てて
いい
たた
いい

ー
”被

り
”と

い
う
感

情
の

正
体

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
　
2年

　
岩

田
祈

恵
　
川

島
萌

生
　
桑

原
愛

実
　
酒

井
花

果
　
佐

藤
未

來

動
機

日
常

生
活

で
他

人
と
も
の

が
被

っ
た
時

に
、
被

る
こ
と
に
抵

抗
を
感

じ
る
場

合
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
親

密
さ
や

上
下

関
係

な
ど
相

手
と
の

関
係

性
に
よ
っ
て
働

く
心

理
が

異
な
る
の

で
は

と
考

え
研

究
す
る
こ
と
に
し
た
。

調調
査査

◯
米

沢
興

譲
館

高
校

の
1･
2年

生
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査

◯
質

問
項

目
①

休
日

の
過

ご
し
方

、
人

と
話

す
こ
と
が

好
き
か

ど
う
か

➁
自

分
の

筆
箱

に
こ
だ
わ

り
が

あ
る
か

➂
ど
ん
な
筆

箱
を
使

用
し
て
い
る
か

④
筆

箱
が

被
っ
た
場

合
ど
う
す
る
か

→
よ
く
話

す
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
先

輩
、
後

輩
　
あ
ま
り
話

さ
な
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
先

輩
、
後

輩

仮仮
説説

・
バ

ン
ド
ワ
ゴ
ン
志

向
と
ス
ノ
ッ
ブ
志

向
が

あ
る
と
知

り
、
「
親

し
い
人

と
な
ら
同

じ
も
の

を
　
　
　
持

っ
て
い
て

も
気

に
な
ら
な
い
」
「
あ
ま
り
話

さ
な
い
人

と
は

同
じ
も
の

を
持

っ
て
い
る
と
き
　
　
に
な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
個

人
の

性
格

や
人

間
関

係
、
親

密
性

に
よ
っ
て
働

く
心

理
が

異
な
る
　
　
の

で
は

な
い
か

と
考

え
た
。

　
・
先

輩
や

親
し
い
人

ほ
ど
被

る
こ
と
に
抵

抗
を
感

じ
る

　
・
後

輩
に
対

し
て
は

被
る
こ
と
に
抵

抗
を
感

じ
な
い

結
果
・
ま
と
め

↳
バ

ン
ド
ワ
ゴ
ン
志

向
や

ス
ノ
ッ
ブ
志

向
は

購
買

時
に
は

た
ら
く
心

理
だ
が

、
ア
ン
ケ
ー
ト
が

購
入

し
て
い
る
前

提
で
の

内
容

と
な
っ
て
し
ま
い
知

り
た

か
っ
た
結

果
が

得
ら
れ

な
か

っ
た
。

展展
望望
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
際
に
ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
い
、
知
り
た
か
っ
た
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
購
買
時
に
は
た
ら
く
心
理
に
焦
点
を
当
て
た
調
査
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
な
ぜ
被
り
た
く
な
い
の
か
、
合

わ
せ
た
い
の
か
の
具
体
的
な
理
由
も
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
。

謝謝
辞辞

・・
参参

考考
文文

献献
ご
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方

、
応

用
社

会
心

理
学

研
究

所
の

方
々

、
関

西
大

学
教

授
串

崎
真

志
様

、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
に
こ
の

場
を
お
借

り
し
て
厚

く
御

礼
申

し
上

げ
ま
す
。

ht
tp
s:
//d
l.n
dl
.g
o.
jp
/v
ie
w
/p
re
pa
re
D
ow

nl
oa
d?

ite
m
Id
=i
nf
o%

3A
nd

ljp
%
2F
pi
d%

2F
10
62
62
39
&
co
nt
en
tN
o=

1 ht
tp
s:
//f
ile
s0
1.
co
re
.a
c.
uk
/d
ow

nl
oa
d/
23
09
22
94
9.
pd

f
ht
tp
s:
//f
ile
s0
1.
co
re
.a
c.
uk
/d
ow

nl
oa
d/
23
09
22
94
9.
pd

f

・
9割

以
上
の
人
が
ど
の
相
手
に
対
し
て
も
「
同
じ
も
の
を
使

い
続
け
る
」
と
回
答
。

・
「
よ
く
話
す
相
手
」
と
比
べ
て
、
「
あ
ま
り
話
さ
な
い
相
手
」
の

方
が
使
い
続
け
る
割
合
が
僅
か
に
高
い

→
立
場
や
関
係
性
に
よ
る
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
現
状
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
心
理
や
買
い
替
え
に
対
す
る

心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

人
文

学
と

サ
イ

エ
ン

ス
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

2
G

 同
じ

で
い

た
い

、
で

も
違

っ
て

い
た

い
～

”
被

り
”
と

い
う

感
情

の
正

体
～

　
 

メ
ン

バ
ー

：
　

酒
井

花
果

，
岩

田
祈

恵
，

川
島

萌
生

，
桑

原
愛

実
，

佐
藤

未
來

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
で

き
る

だ
け

早
く

テ
ー

マ
を

決
め

、
次

の
活

動
に

取
り

掛
か

り

ま
し

ょ
う

。
自

分
た

ち
が

知
り

た
い

こ
と

は
何

か
、

最
終

的
に

ど

う
い

っ
た

結
果

や
学

び
が

ほ
し

い
の

か
を

明
確

に
し

た
う

え
で

テ
ー

マ
を

決
定

す
る

こ
と

を
お

す
す

め
し

ま
す

。
 

 
身

近
な

こ
と

を
テ

ー
マ

に
す

る
と

研
究

が
進

め
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
先

行
研

究
は

積
極

的
に

活
用

し
ま

し
ょ

う
。

複
数

の
サ

イ
ト
や

論
文

な
ど

か
ら

自
分

た
ち

の
研

究
に

関
連

し
て

い
る

内
容

を

見
つ

け
、

自
分

の
口

で
説

明
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

発
表

で
も

焦
ら

ず
対

応
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

先
行

研
究

を
活

用
す

る
と

調
査

方
法

や
仮

説
設

定
も

参
考

に
で

き
る

た
め

、
よ

く
吟

味
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
問

い
の

設
定

は
研

究
全

体
の

方
向

性
を

決
め

る
基

盤
で

あ

る
た

め
最

初
の

段
階

で
十

分
に

練
り

、
方

針
を

固
め

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
問

い
が

具
体

的
で

あ
る

ほ
ど

、
そ

の
後

の
活

動

が
進

め
や

す
く

な
る

と
思

い
ま

す
。

 

　
ま

た
、

仮
説

は
単

な
る

予
想

で
は

な
く

、
な

ぜ
そ

う
考

え
る

の

か
、

と
い

う
根

拠
を

自
分

た
ち

の
経

験
や

先
行

研
究

、
デ

ー
タ

な
ど

に
基

づ
い

て
考

え
る

と
説

得
力

が
増

す
と

思
い

ま
す

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
ア

ン
ケ

ー
ト
を

と
る

時
は

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

が
研

究
内

容

に
あ

っ
た

も
の

に
な

る
よ

う
に

質
問

項
目

や
質

問
形

式
を

よ
く

考
え

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
ま

た
、

作
成

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
で

ど

ん
な

結
果

が
出

て
、

そ
の

結
果

を
元

に
ど

の
よ

う
な

分
析

が
で

き
る

の
か

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

す
る

こ
と

も
重

要
で

す
。

1
回

の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
欲

し
い

結
果

が
得

ら
れ

な
い

場
合

も
あ

る
の

で
、

余
裕

を
持

っ
た

活
動

を
心

が
け

ま
し

ょ
う

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
で

は
、

グ
ラ

フ
は

大
き

く
配

置
し

、
色

づ
か

い
も

工

夫
す

る
と

分
か

り
や

す
く

な
り

ま
す

。
文

字
を

多
く

し
す

ぎ
ず

、

情
報

を
整

理
し

て
伝

え
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

で
は

、
体

育
館

で
他

の
班

と
近

い
距

離

で
行

う
た

め
、

声
が

小
さ

い
と

内
容

が
周

囲
の

音
に

埋
も

れ
て

し
ま

い
ま

す
。

少
し

大
き

す
ぎ

る
と

感
じ

る
く

ら
い

の
声

量
で

話

す
こ

と
が

大
切

で
す

。
ま

た
、

抑
揚

を
つ

け
た

り
問

い
か

け
を

入
れ

た
り

す
る

こ
と

で
聞

き
手

の
注

意
を

引
き

、
発

表
に

注
目

し
て

も
ら

う
工

夫
に

な
り

ま
す

。
質

疑
応

答
時

に
は

意
見

が
出

な
い

場
合

も
あ

り
ま

す
が

、
補

足
説

明
な

ど
を

準
備

し
て

お
く

こ
と

で
沈

黙
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
、

聞
き

手
に

発
表

へ
の

理
解

を
よ

り
深

め
て

も
ら

う
こ

と
に

も
つ

な
が

り
ま

す
。

原
稿

ば
か

り
を

見
ず

、
聞

き
手

に
視

線
を

向
け

て
話

す
こ

と
で

、
研

究
内

容
に

対
す

る
自

信
や

説
得

力
が

よ
り

伝
わ

る
た

め
、

意
識

す
る

と
良

い
で

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
私

達
は

応
用

心
理

学
研

究
所

の
方

々
と

関
西

大
学

の

方
々

に
ご

協
力

い
た

だ
き

、
研

究
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

や
先

行
研

究
を

紹
介

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

さ
ま

ざ
ま

な
方

々
か

ら
の

ア

ド
バ

イ
ス

を
活

か
し

て
、

広
い

視
点

で
研

究
を

進
め

て
い

き
ま

し
ょ

う
。
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 山山

形形
県県

のの
投投

票票
率率

をを
全全

国国
一一

位位
にに

まま
でで

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

上上
げげ

てて
いい

るる
要要

因因
はは

何何
かか

 
  
　

　
　

 

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
2年

鈴
木

陽
斗

小
関

大
和

佐
々

木
晃

一

1.
研研

究究
動動

機機
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

近
年

、
山

形
県

の
投

票
率

は
全

国
1位

で
あ

る
こ

と
で

知
ら

れ
て

い
る

。
中

間
発

表
で

は
三

世
代

同
居

率
に

着
目

し
研

究
し

た
が

一
概

に
も

関
係

が
あ

る
と

は
言

え
な

か
っ

た
。

他
の

影
響

に
つ

い
て

も
調

べ
よ

う
と

思
っ

た
。

2．．
仮仮

説説
投

票
率

は
年

代
が

上
が

る
に

つ
れ

て
高

く
な

っ
て

い
く
た

め
、

高
齢

者
割

合
が

高
い

ほ
ど

投
票

率
は

あ
が

る
の

で
は

な
い

か
。

６
．

謝
辞

・
参

考
文

献
ご

指
導

い
た

だ
い

た
す

べ
て

の
方

々
に

御
礼

申
し

あ
げ

ま
す

。
・内

閣
府

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ht
tp

s:
//w

w
w

5.
ca

o.
go

.jp
 › 

im
g

・
よ

く
わ

か
る

投
票

率
総

務
省

ht
tp

s:
//w

w
w

.s
ou

m
u.

go
.jp

 › 
m

ai
n_

co
nt

en
t

・統
計

局
ht

tp
s:

//w
w

w
.s

ta
t.g

o.
jp

 › 
da

ta
 › 

jin
su

i ›
 2

02
1n

p
・

ht
tp

s:
//w

w
w

.s
ta

t.g
o.

jp
 › 

da
ta

 › 
jin

su
i ›

 2
02

1n
p

都
道

府
県

別
投

票
率

ht
tp

s:
//w

w
w

.s
ta

t.g
o.

jp
 › 

da
ta

 › 
jin

su
i ›

 2
02

1n
p

im
g

ht
tp

s:
//w

w
w

.s
ta

t.g
o.

jp
 › 

da
ta

 › 
jin

su
i ›

 2
02

1n
p

ht
tp

s:
//x

tre
nd

.n
ik

ke
i.c

om
 › 

at
cl

 › 
co

nt
en

ts
・都

道
府

県
別

三
世

帯
同

居
率ht

tp
s:

//x
tre

nd
.n

ik
ke

i.c
om

 › 
at

cl
 › 

co
nt

en
ts

ht
tp

s:
//w

w
w

5.
ca

o.
go

.jp
 ›

ht
tp

s:
//x

tre
nd

.n
ik

ke
i.c

om
 › 

at
cl

 › 
co

nt
en

ts
　

　

ご
指

導
い

た
だ

い
た

す
べ

て
の

方
々

に
御

礼
申

し
あ

げ
ま

す
。

・内
閣

府
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
内

閣
府

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

内
閣

府
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ht

tp
s:

//w
w

w
5.

ca
o.

go
.jp

 › 
im

g
内

閣
府

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ht
tp

s:
//w

w
w

5.
ca

o.
go

.jp
 › 

im
g

内
閣

府
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
よ

く
わ

か
る

投
票

率
総

務
省

ht
tp

s:
//w

w
w

.s
ou

m
u.

go
.jp

 › 
m

ai
n_

co
nt

en
t

・統
計

局
ht

tp
s:

//w
w

w
.s

ou
m

u.
go

.jp
 › 

m
ai

n_
co

nt
en

t
ht

tp
s:

//w
w

w
.s

ta
t.g

o.
jp

 › 
da

ta
 › 

jin
su

i ›
 2

02
1n

p
ht

tp
s:

//w
w

w
.s

ou
m

u.
go

.jp
 › 

m
ai

n_
co

nt
en

t

４４
．．

考考
察察

　
上

の
デ

ー
タ

か
ら

、
投

票
率

が
高

い
10

の
地

域
で

は
似

た
よ

う
な

傾
向

が
多

く
見

ら
れ

た
が

、
山

形
県

が
目

立
っ

て
高

い
と

い
う

も
の

が
な

く
、

今
回

仮
説

と
し

て
立

て
た

高
齢

者
割

合
も

例
外

で
は

な
か

っ
た

た
め

、
確

定
的

な
要

素
と

す
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

そ
し

て
意

外
に

も
前

回
仮

説
と

し
て

立
て

た
三

世
帯

同
居

率
の

方
が

関
連

性
が

高
い

と
い

え
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

６
．

謝
辞

・
参

考
文

献
６

謝
辞

・
参

考
文

献

の
方

が
関

連
性

が
高

い
と

い
え

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
の

方
が

関
連

性
が

高
い

と
い

え
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

５５
．．

展展
望望

今
回

調
べ

た
中

で
、

三
世

帯
同

居
率

が
関

連
性

が
高

い
と

わ
か

っ
た

も
の

の
、

確
定

的
な

要
素

と
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た
た

め
、

今
後

も
探

求
を

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。

３
。

分
析

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

人
文

学
と

サ
イ

エ
ン

ス
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

2
H

 山
形

県
の

投
票

率
を

一
位

に
ま

で
上

げ
て

い
る

要
因

は
何

か
　

メ
ン

バ
ー

：
　

鈴
木

陽
斗

，
小

関
大

和
，

佐
々

木
晃

一
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

達
は

自
分

た
ち

の
住

ん
で

い
る

山
形

県
が

2
0
2
5
年

ま
で

の
６

年
間

で
投

票
率

１
位

を
占

め
て

い
る

こ
と

に
興

味
を

持

ち
、

そ
の

要
因

を
解

明
し

た
い

と
考

え
、

こ
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
ま

し
た

。
大

切
な

の
は

自
分

が
興

味
の

あ
る

テ
ー

マ
・
長

い

期
間

研
究

意
欲

を
維

持
で

き
る

テ
ー

マ
を

選
ぶ

こ
と

で
す

。

テ
ー

マ
が

壮
大

す
ぎ

た
り

、
簡

単
す

ぎ
た

り
す

る
と

、
い

い
内

容
の

発
表

に
つ

な
が

り
ま

せ
ん

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
私

達
の

研
究

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

調
べ

ま
し

た
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

探
す

場
合

は
G

o
o
gl

eS
co

la
rを

使
う

と
詳

し
く

探
す

こ

と
が

で
き

る
の

で
、

活
用

し
て

も
い

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

先

行
研

究
の

年
代

に
気

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
よ

り
新

し
い

も
の

が
出

て
い

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
詳

し
く

調
べ

て
確

認
す

る
こ

と

も
大

切
で

す
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
先

行
研

究
の

分
析

を
参

考
に

し
て

、
具

体
的

に
問

い
を

た

て
ま

し
ょ

う
。

あ
ま

り
問

い
が

広
す

ぎ
る

と
調

べ
る

こ
と

が
多

く
、

発
表

に
間

に
合

わ
な

く
な

る
場

合
も

あ
る

の
で

何
に

つ
い

て

調
べ

る
の

か
は

っ
き

り
わ

か
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て

　
デ

ー
タ

の
引

用
元

は
信

憑
性

が
高

い
も

の
を

使
用

し
ま

し
ょ

う
。

統
計

局
な

ど
の

国
や

地
方

公
共

団
体

の
機

関
が

公
表

し

て
い

る
も

の
が

良
い

で
し

ょ
う

。
比

較
し

て
分

析
・
検

証
す

る
場

合
に

は
で

き
る

だ
け

条
件

を
そ

ろ
え

る
た

め
に

、
年

や
デ

ー
タ

の
範

囲
を

で
き

る
だ

け
同

じ
に

な
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
グ

ラ
フ

な
ど

を
作

成
す

る
場

合
に

は
、

自
分

た
ち

が
示

し
た

い
こ

と
を

表
せ

る
よ

う
な

も
の

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
を

制
作

す
る

と
き

は
以

下
の

4
つ

の
点

に
気

を
つ

け
て

下
さ

い
。

 

①
フ

ォ
ン

ト
の

大
き

さ
  

②
文

字
を

必
要

最
低

限
に

ま
で

減
ら

す
 

③
プ

レ
ゼ

ン
す

る
自

分
達

で
は

な
く

、
観

衆
が

見
や

す
い

グ
ラ

フ
や

デ
ー

タ
、

色
使

い
に

気
を

配
る

 

④
グ

ラ
フ

が
何

を
表

し
て

い
る

か
、

何
の

デ
ー

タ
な

の
か

　
を

観
衆

が
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
 

観
衆

は
我

々
の

ス
ピ

ー
チ

よ
り

も
視

覚
の

方
か

ら
情

報
や

デ
ー

タ
を

取
り

入
れ

や
す

い
で

す
。

自
分

達
が

観
衆

な
ら

こ
の

ポ
ス

タ
ー

は
見

や
す

い
か

、
興

味
を

持
て

る
か

観
衆

側
の

視

点
に

立
っ

て
ポ

ス
タ

ー
を

構
成

す
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

そ

し
て

な
る

べ
く

原
稿

は
見

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
全

く
見

る
な

と
は

言
い

ま
せ

ん
が

、
原

稿
を

見
て

話
す

と
ど

う
し

て
も

顔
が

下
を

向
い

て
し

ま
う

の
で

、
少

し
で

も
暗

記
す

る
た

め
の

事
前

の
練

習
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

ま
た

時
間

制
限

が
あ

る
た

め
、

事
前

の
練

習
で

何
分

で
読

み
終

わ
る

か
も

必
ず

測
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

後
ろ

の
方

ま
で

通
る

大
き

な
声

で
、

あ
せ

ら
ず

、

ゆ
っ

く
り

と
読

む
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

訪
問

し
た

い
場

所
に

は
必

ず
早

め
に

ア
ポ

を
取

り
ま

し
ょ

う
。

ま

た
事

前
に

何
を

聞
き

た
い

の
か

、
見

た
い

の
か

を
は

っ
き

り
さ

せ
て

お
く

こ
と

を
お

す
す

め
し

ま
す

。
参

考
文

献
に

つ
い

て
は

た
だ

U
R
L
を

載
せ

る
だ

け
で

な
く

、
そ

の
U

R
L
が

何
を

示
す

の

か
を

書
く

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
研

究
の

際
に

そ
の

都
度

U
R
L

の
メ

モ
を

し
と

く
と

ポ
ス

タ
ー

作
成

の
と

き
に

や
り

や
す

い
で

す
。

 

山
形

県
選

挙
管

理
委

員
会

事
務

局
様

 

奈
良

県
選

挙
管

理
委

員
会

事
務

局
様

 

奈
良

市
選

挙
管

理
委

員
会

事
務

局
様
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小
学
生
の
主
体
性
向
上
に
向
け
た
授
業
実
践
の
考
察

〜
導
入
の
声
が
け
に
着
目
し
て
〜

展
望

・
私
た
ち
が
作
成
し
た
問
い
リ
ス
ト
を
実
際
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
改
善
・
向
上
さ
せ
て
い
く
。

・
導
入
の
問
い
か
け
・
声
が
け
の
有
用
性
に
つ
い
て
実
践
を
通
し
て
検
証
す
る
。

・
課
題
解
決
型
学
習
に
つ
な
が
る
よ
う
な
声
が
け
の
考
察
を
進
め
る
。

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
２
年

　
駒

村
柚

羽
　
内

山
瑞

咲
　
佐

藤
泰

祐

動動
機機

　
８
月
に
実
施
し
た
課
題
解
決
型
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
て
、
私
た
ち
は
小
学
校
教
員
の
授

業
の
支
援
と
な
り
、
か
つ
当
初
の
目
的
で
あ
る
「
児
童
の
主
体
性
を
育
む
こ
と
」
に
も
有
効
な
手
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

謝謝
辞辞

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
米
沢
市
立
東
部
小
学
校
、
西
部
小
学
校
、
南
部
小
学
校
の
教
員
の
皆
さ
ん
及
び
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
稲
毛
知
明
先
生
・
今
崎
徹
郎
先
生
・
志
藤
征
多
郎
先
生
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

前前
回回

のの
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
調調

査査
目
的
：
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
係
る
実
施
状
況
お
よ
び
現
場
教
員
の
課
題
　
　
　

感
の
把
握

対
象
：
米
沢
市
内
の
小
学
校
３
校
（
東
部
・
南
部
・
西
部
）

　
　
　
27

人
回
答

結
果
：
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
実
施
に
前
向
き
な
一
方
で
授
業
で
の
活
用
　
　
　

に
は
課
題
感
を
抱
え
て
い
る

解
決

法
の

模
索

1.
問
い
声
が
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

　
➥
低
・
中
・
高
学
年
×教

科
別

　
　
抽
象
的
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
が
難
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇩

よ
り
具
体
的
に
す
る
た
め
に
：
実
際
の
教
材
に
即
し
た
問
い

◯
児
童
の
主
体
性
を
刺
激
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
導

入
段
階
で
の
声
が
け
が
効
果
的
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇩

2.
国
語
に
焦
点
を
絞
っ
た
導
入
声
が
け
リ
ス
ト
作
成

　
➥
下
記
の
3つ

の
教
材
×導

入
の
声
が
け

※
国
語
は
児
童
の
考
え
を
引
き
出
し
や
す
い
教
科
で
あ
る
た
め
よ

り
深
い
問
い
が
得
ら
れ
る
と
考
え
た

　
１
年
次
　
お
お
き
な
か
ぶ

　
４
年
次
　
ご
ん
ぎ
つ
ね

　
６
年
次
　
笑
う
か
ら
楽
し
い

3.
現
場
で
働
く
方
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇩

・
先
生
か
ら
の
一
方
的
な
声
が
け
で
は
な
く
児
童
と
の
や
り
と
り
が

重
要

・
ギ
ャ
ッ
プ
を
持
た
せ
て
児
童
の
不
意
を
つ
く
よ
う
な
声
が
け
も
あ

る

〈
参

考
文

献
〉
”小

学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
”.文

部
科
学

省
.2
01
7.
ht
tp
s:
//w

w
w
.m
ex
t.g
o.
jp
/c
on
te
nt
/2
02
30
12
0-
m
xt
_k
yo
ik
u0
2-
10
00
02
60
4_
01
.p
df
,(参

照
20
25
-1
2-
13
).

考考
察察

・
教
科
を
絞
っ
た
こ
と
で
問
い
が
具
体
化
し
、
授
業
場
面
が
　
想
像

し
や
す
く
な
っ
た

・
実
用
性
を
高
め
る
に
は
個
に
応
じ
た
声
が
け
を
考
え
る
必
　
要

が
あ
る

（
人

）

人人

人人
人人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇩

2.
国
語
に
焦
点
を
絞
っ
た
導
入
声
が
け
リ
ス
ト
作
成

。。

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

教
育

と
科

学
　

　
　

　
　

　
　

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

3
A

 小
学

生
の

主
体

性
向

上
に

向
け

た
授

業
実

践
の

考
察

　
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

～
導

入
の

声
が

け
に

着
目

し
て

～
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

メ
ン

バ
ー

：
　

駒
村

柚
羽

,　
内

山
瑞

咲
，

佐
藤

泰
祐

　
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
「
授

業
形

式
」
と

い
う

共
通

の
探

究
内

容
の

も
と

研

究
を

始
め

ま
し

た
。

ま
ず

授
業

形
式

に
対

す
る

自
分

た
ち

の

疑
問

を
多

く
挙

げ
、

多
角

的
な

視
点

で
考

え
ら

れ
る

オ
ー

プ
ン

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

か
ら

具
体

的
な

研
究

の
内

容
を

決
定

し
ま

し

た
。

そ
し

て
わ

た
し

た
ち

は
現

代
の

教
育

と
比

較
し

て
”
主

体

性
”
と

い
う

言
葉

に
焦

点
を

当
て

ま
し

た
。

 

　
私

た
ち

は
テ

ー
マ

決
定

ま
で

と
て

も
時

間
を

か
け

て
し

ま
い

ま
し

た
。

研
究

の
方

向
性

を
抽

象
的

に
考

え
す

ぎ
て

な
か

な

か
進

ま
な

か
っ

た
の

で
、

具
体

化
す

る
こ

と
を

意
識

し
て

な
る

べ
く

早
く

選
択

肢
を

削
っ

て
い

く
こ

と
が

大
切

だ
と

思
い

ま
す

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
米

沢
興

譲
館

高
校

に
は

Ｓ
Ｓ

Ｒ
専

用
の

チ
ャ

ッ
ト
G

P
T

が
あ

り

ま
す

。
そ

れ
を

用
い

て
、

本
校

の
先

輩
方

が
こ

れ
ま

で
取

り
組

ん
で

来
ら

れ
た

研
究

内
容

を
調

べ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま

た
、

G
o
o
gl

eス
カ

ラ
ー

と
い

う
ア

プ
リ
で

は
、

世
界

中
の

い
ろ

い

ろ
な

研
究

内
容

に
つ

い
て

調
べ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

の
で

、
な

か
な

か
研

究
の

テ
ー

マ
や

内
容

が
決

ま
ら

な
い

と
き

に
は

調

べ
て

み
る

こ
と

を
オ

ス
ス

メ
し

ま
す

。
私

た
ち

は
そ

の
他

に
も

、

文
部

科
学

省
等

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
現

代
日

本
に

お
け

る

教
育

の
現

状
を

調
査

し
ま

し
た

。
 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て

　
調

べ
て

わ
か

っ
た

現
状

分
析

を
も

と
に

す
る

と
、

よ
り

具
体

的

な
課

題
が

出
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

時
間

的
に

も
能

力
的

に
も

で
き

る
こ

と
は

限
ら

れ
て

く
る

の
で

、
そ

の
中

で
で

き
そ

う
な

こ
と

で
か

つ
研

究
し

た
い

と
思

え
る

こ
と

を
考

え
て

課
題

を
設

定
し

ま
し

た
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
ア

ン
ケ

ー
ト
を

す
る

目
的

や
対

象
が

研
究

に
あ

っ
て

い
る

か

を
事

前
に

よ
く

吟
味

し
て

、
ノ

ー
ト
に

書
き

留
め

て
お

く
と

あ
と

で
ポ

ス
タ

ー
発

表
の

た
め

に
振

り
返

っ
た

と
き

に
助

か
る

と
思

い
ま

す
。

回
答

の
母

数
を

上
げ

る
た

め
に

は
、

答
え

や
す

い

量
の

質
問

を
心

が
け

、
自

由
記

述
の

欄
は

で
き

る
だ

け
少

な
く

す
る

こ
と

が
効

果
的

で
す

。
 

　
ま

た
、

私
た

ち
は

小
学

校
の

先
生

方
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

っ
た

の
で

、
言

葉
遣

い
に

は
特

に
気

を
つ

け
ま

し
た

。
自

分
た

ち
で

も
何

度
も

推
敲

し
ま

し
た

が
、

先
生

に
確

認
し

て
い

た
だ

く
と

自
分

た
ち

で
は

気
付

け
な

い
よ

う
な

間
違

い
を

指
摘

し
て

い
た

だ
け

る
の

で
、

外
部

の
方

に
ア

ン
ケ

ー
ト
を

す
る

際

は
必

ず
先

生
に

確
認

し
て

い
た

だ
く

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

　
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
だ

け
で

な
く

、
実

際
に

学
校

に
出

向
い

て

働
い

て
い

る
方

か
ら

直
接

お
話

を
伺

っ
た

り
、

授
業

風
景

を
自

 

分
た

ち
の

目
で

確
か

め
た

り
し

た
ほ

う
が

良
か

っ
た

と
思

い
ま

し
た

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
を

作
成

す
る

際
は

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
を

用
い

て
研

究
の

流
れ

を
明

確
に

し
、

ポ
ス

タ
ー

に
載

せ
る

重
要

な
内

容
と

口
頭

で
補

足
す

る
部

分
を

整
理

す
る

こ
と

が
大

切
だ

と
感

じ
ま

し
た

。
ま

た
、

グ
ラ

フ
を

使
用

す
る

際
は

、
数

字
を

大
き

く
し

、

単
位

を
必

ず
記

載
す

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

す
。

タ
イ

ト
ル

に
つ

い
て

は
、

組
み

合
わ

せ
が

重
要

だ
と

思
い

ま
す

。
堅

す

ぎ
る

と
人

を
引

き
付

け
に

く
く

な
り

、
ユ

ー
モ

ラ
ス

す
ぎ

て
も

研

究
の

内
容

が
伝

わ
り

に
く

く
な

っ
た

り
す

る
の

で
、

主
題

を
真

面
目

に
書

い
て

副
題

に
少

し
面

白
み

を
も

た
せ

る
な

ど
組

み

合
わ

せ
が

大
事

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

 

　
配

布
資

料
が

あ
る

場
合

は
、

多
め

に
準

備
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

 

　
私

た
ち

は
原

稿
を

一
言

一
句

正
確

に
読

も
う

と
し

た
た

め
、

声
に

メ
リ
ハ

リ
が

な
く

な
り

、
ど

こ
を

強
調

し
て

伝
え

た
い

の
か

が
分

か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

大
事

な
部

分
だ

け
間

違
え

な
い

よ
う

に
読

む
こ

と
が

大
切

だ
と

思
い

ま
し

た
。

原
稿

を

読
み

間
違

え
る

と
い

う
不

安
を

な
く

す
こ

と
が

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

の

軽
減

に
つ

な
が

る
と

思
い

ま
す

。
 

　
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
私

た
ち

の
研

究
で

は
、

米
沢

市
内

の
小

学
校

3
校

（
東

部
・

西
部

・
南

部
）
の

先
生

方
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
ま

し

た
。

ま
た

、
私

た
ち

が
作

成
し

た
問

い
声

掛
け

リ
ス

ト
に

つ
い

て

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

教
育

と
科

学
コ

ー
ス

の
先

生

方
に

も
研

究
に

つ
い

て
ご

指
導

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

　
参

考
文

献
に

つ
い

て
は

、
U

R
L
を

記
載

す
る

だ
け

で
な

く
、

サ
イ

ト
名

や
閲

覧
し

た
日

時
な

ど
も

書
き

ま
し

ょ
う

。
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音
楽
が
学
習
効
率
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て

影
響
に
つ
い
て

米米
沢沢

興興
譲譲

館館
高高

校校
　
２２
年年

　
佐佐

藤藤
漣漣

　
藤藤

橋橋
寛寛

大大
　
山山

川川
藍藍

良良
　
河河

内内
僚僚

佑佑

緒
言

前
回
の
実
験
で
は
、
普
段
勉
強
中
に
音
楽
を
聞
く
人
・
聞
か
な
い
人
そ
れ
ぞ
れ
で
「
音
楽
有
り
」
「
音
楽
無
し
」
の

2パ
タ
ー
ン
間
の
成
績
に
つ
い
て

t検
定
に
よ
っ
て
有
意
な
差
が
あ
る
か
調
べ
た
が
、
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
個
人
の
成
績
の
差
を
見
る
と
若
干
な
が
ら
音
楽
が
な
い
方
が
成
績
が
良
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

実
験
Ⅱ

内
容
：
本
校

1,
2年

生
を
対
象
に

「
数
の
規
則
性
に
関
す
る
テ
ス
ト
」
を
「
音
楽
な
し
」
「 J

-P
O

P
歌
詞
あ
り
」

「J
-P

O
P
歌
詞
な
し
」
の
３
パ
タ
ー
ン
で
行
い
、

正
答
率
、
回
答
に
か
か
っ
た
時
間
を
測
定
し
た
。

使
用
音
源
：
ナ
ー
シ
ャ

 fe
at

.ハ
ヤ
シ
ユ
ウ

作
曲
：
龍
崎
一

   
   

 
   

   
   

   
   

   
S

um
m

er
 D

riv
e　

作
曲
：
く
れ
っ
ぷ

参
考
文
献

・
音

楽
を
聞

き
な
が

ら
の

勉
強

は
良

い
？

．
課

題
研

究
指

南
書

．20
22

年
度

．
米

沢
興

譲
館

高
校

．0
3D

．
p2

2
・
志

水
佳

和
，
菅

千
索

．
計

算
課

題
の

遂
行

に
及

ぼ
すB

G
M
の

影
響

に
つ
い
て

(2
)‐

B
G

M
音

楽
の

歌
詞

の
理

解
を
中

心
と
し
て
‐
．
和

歌
山

大
学

教
育

実
践

総
合

セ
ン
タ
ー
紀

要
．20

04
年

．
N

o.
14

・
新

沼
菫

，
饗

庭
絵

里
子

，
北

原
鉄

朗
．B

G
M
に
含

ま
れ

る
言

語
が

計
算

課
題

と
読

解
課

題
に
及

ぼ
す
影

響
．
情

報
処

理
学

会
研

究
報

告
．20

21
年

．
N

o.
23

 

仮
説

今
回
の
思
考
力
を
問
う
問
題
で
は
「
音
楽
な
し
」
が
最
も
時
間
か
か
ら
ず
、

正
答
率
も
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

結
果

t検
定
で
は
、
す
べ
て
の
パ
タ
ー
ン
で
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
普
段
勉

強
中
に
音
楽
を
聞
く
人
・
聞
か
な
い
人
と
も
に
、
個
人
ご
と
の
成
績
の
比
較
を
し
た
と
こ

ろ
、
歌
詞
な
し
の
と
き
が
最
も
時
間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
正
答
率
に
つ
い
て

は
、
３
パ
タ
ー
ン
全
て
に
お
い
て
大
差
は
な
か
っ
た
。

展
望

今
回
の
実
験
で
「J

-P
O

P
歌
詞
な
し
」
の
音
楽
が
思
考
力
を
問
う
問
題
で
は
最
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
回
以
降
は
今
回
の

テ
ス
ト
方
式
で
「
歌
詞
な
し
」
の
中
で
も
ど
の
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
が
効
果
的
な
の
か
の
検
証
や
思
考
力
以
外
を
使
う
テ
ス
ト
で
も
実
験
を
行
い
た
い
。

[秒
]

[秒
]

[秒
]

[秒
]

[秒
]

[秒
]

[秒
]

[秒
]

[％
]

[％
]

[％
]

[％
]

[％
]

[％
]

[％
]

[％
]

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

教
育

と
科

学
　

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

3
B

 音
楽

が
学

習
効

率
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
　

　

メ
ン

バ
ー

：
　

佐
藤

漣
，

河
内

僚
佑

，
山

川
藍

良
，

藤
橋

寛
大

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
研

究
テ

ー
マ

は
、

自
分

た
ち

の
興

味
・
関

心
に

沿
っ

た
内

容

に
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

私
達

は
は

じ
め

「
環

境
要

因
が

学
習

効
率

に
与

え
る

影
響

」
に

つ
い

て
調

べ
る

と
い

う
と

こ
ろ

か
ら

ス
タ

ー
ト
し

、
そ

こ
か

ら
高

校

生
で

も
可

能
な

範
囲

は
ど

こ
ま

で
な

の
か

を
考

え
、

結
果

「
音

楽
が

学
習

効
率

に
与

え
る

影
響

」
に

つ
い

て
調

べ
る

こ
と

で
ま

と
ま

っ
た

。
そ

の
た

め
メ

ン
バ

ー
全

員
の

興
味

が
重

な
る

抽
象

的
で

大
枠

な
点

か
ら

話
し

合
い

を
重

ね
、

具
体

的
に

し
て

い
く

と
良

い
。

 

テ
ー

マ
は

今
後

の
研

究
の

方
向

性
を

決
定

づ
け

る
重

要
な

要

素
で

あ
る

た
め

、
慎

重
に

検
討

し
選

定
す

る
必

要
が

あ
る

。
ポ

ス
タ

ー
の

題
名

は
研

究
全

体
の

要
約

と
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
自

分
た

ち
が

こ
れ

か
ら

行
い

た
い

研
究

内
容

に
つ

い
て

調

査
し

、
関

連
す

る
研

究
や

資
料

を
探

し
、

そ
の

中
か

ら
適

切
な

も
の

を
先

行
研

究
と

す
る

と
良

い
。

 

使
用

し
た

先
行

研
究

の
文

献
情

報
（
著

者
名

・
論

文
名

・
掲

載

誌
・
発

行
年

な
ど

）
は

必
ず

写
真

な
ど

を
用

い
て

保
存

す
る

こ

と
。

 

３
．

 仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
仮

説
は

、
自

分
た

ち
が

考
え

う
る

一
般

的
な

理
論

や
知

識
を

も
と

に
設

定
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

研
究

の
問

い
は

、
自

分
た

ち
で

十
分

に
議

論
し

、
明

確
に

設

定
す

る
こ

と
。

仮
説

は
実

験
開

始
前

に
必

ず
決

定
し

て
お

く
と

よ
い

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
分

析
方

法
は

で
き

る
だ

け
具

体
的

か
つ

詳
細

に
記

録
す

る

こ
と

。
後

に
グ

ラ
フ

や
図

を
作

成
す

る
際

に
役

立
つ

。
 

グ
ラ

フ
を

用
い

る
際

は
一

目
見

て
わ

か
る

よ
う

に
わ

か
り

や
す

く

し
て

お
く

と
良

い
。

軸
の

単
位

を
書

く
こ

と
を

忘
れ

ず
に

行
う

こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

 

被
験

者
数

は
で

き
る

だ
け

多
い

方
が

望
ま

し
い

が
、

実
際

に

は
人

数
を

集
め

る
の

が
難

し
い

場
合

も
あ

る
の

で
、

そ
の

場
合

は
実

験
内

容
を

簡
略

化
す

る
な

ど
工

夫
し

、
可

能
な

限
り

多
く

の
協

力
者

を
確

保
す

る
と

良
い

。
 

対
照

実
験

で
は

、
変

更
す

る
条

件
は

一
つ

の
み

に
限

定
し

、

そ
れ

以
外

の
条

件
は

す
べ

て
統

一
す

る
こ

と
。

 

私
達

の
タ

イ
プ

の
実

験
で

は
朝

の
時

間
な

ど
を

活
用

し
、

ク
ラ

ス
単

位
で

実
験

を
実

施
す

る
方

法
も

有
効

で
あ

る
が

、
朝

学

習
の

時
間

は
短

い
た

め
、

実
施

時
間

に
は

注
意

す
る

。
 

実
験

結
果

を
比

較
す

る
際

に
は

、
統

計
的

検
定

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し
く

、
2
群

間
の

差
を

検
証

す
る

場
合

は
 t

検
定

を
用

い

る
。

ま
た

、
3
群

以
上

を
比

較
す

る
場

合
は

一
元

配
置

分
散

分

析
を

用
い

る
。

G
o
o
gl

eス
プ

レ
ッ

ド
シ

ー
ト
を

使
う

場
合

は
、

特

殊
な

方
法

が
必

要
に

な
る

た
め

、
デ

ー
タ

の
分

析
は

は
じ

め

か
ら

E
xc

el
を

用
い

る
と

良
い

。
 

統
計

分
析

で
は

、
適

切
に

関
数

を
活

用
す

る
こ

と
。

 

な
お

、
有

意
な

差
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
場

合
で

も
、

そ
れ

は
失

敗
を

意
味

す
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
デ

ー
タ

の
見

方
を

変

え
た

り
し

て
、

特
徴

を
見

つ
け

ら
れ

る
と

良
い

。
 

問
題

作
成

時
に

は
、

チ
ャ

ッ
ト
G

P
T

を
用

い
る

と
簡

単
だ

が
、

正
確

性
が

高
く

な
い

の
で

、
自

分
た

ち
の

目
で

確
認

を
す

る
こ

と
。

 

自
分

た
ち

が
行

い
た

い
研

究
の

ゴ
ー

ル
を

見
失

わ
な

い
よ

う

に
逐

一
ど

こ
に

着
地

す
る

の
か

確
認

す
る

こ
と

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
発

表
で

は
、

は
っ

き
り

と
し

た
声

で
話

す
こ

と
。

 

前
を

向
き

、
聞

き
手

に
向

け
て

発
表

す
る

こ
と

。
 

研
究

内
容

に
つ

い
て

自
分

た
ち

は
理

解
し

て
い

て
も

、
聞

き

手
に

と
っ

て
は

初
め

て
聞

く
内

容
な

の
で

、
専

門
用

語
の

説

明
や

背
景

の
補

足
な

ど
を

行
い

、
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

参
考

文
献

の
記

載
に

は
細

心
の

注
意

を
払

い
、

可
能

な
限

り

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

情
報

提
供

者
や

協
力

者
の

名
前

を
記

載
す

る
場

合
は

、
必

ず
事

前
に

許
可

を
得

る
こ

と
。

ま
た

、
使

用
し

て
よ

い
か

不
明

な
情

報
に

つ
い

て
は

必
ず

確
認

す
る

こ
と

。
 

参
考

文
献

を
記

載
す

る
際

は
、

新
潟

大
学

の
「
参

考
文

献
の

書
き

方
」
の

資
料

を
参

考
に

す
る

と
よ

い
。

 

失
礼

に
思

わ
れ

る
た

め
、

謝
辞

を
必

ず
明

記
す

る
こ

と
。
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教
師師

をを
A

Iにに
奪奪

わ
れれ

るる
なな
！
！

　
ー
教
師
と
生
徒
の
認
識
の
違
い
を
探
る
ー

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

2年
大
内
優
輔
　
小
関
奏
汰
　
松
浦
悠
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  武
田
将
英
　
鹿
野
陽
聖
　
宍
戸
悠
将

動
機

近
年

、
A

Iは
英

文
の

添
削

や
数

学
の

複
雑

な
計

算
や

問
題

の
解

説
な
ど
を
教

師
並

み
に
、
時

に
は

そ
れ

以
上

の
こ
と
も
容

易
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
私

た
ち
は

「
教教

師師
だだ
かか

らら
ここ
そそ
でで
きき
るる
授授

業業
」
が

あ
る
と
考

え
た
。
教

師
と
生

徒
の

授
業

へ
の

認
識

の
違

い
を
調

べ
る
こ
と
で
、
そ
の

可
能

性
を

探
り
た
い
と
思

っ
た
。

現現
状状

・・
仮

説
今

の
授

業
で
は

退
屈

に
感

じ
て
し
ま
う
生

徒
も
い
て
教

師
の

授
業

の
工

夫
が

生
徒

に
伝

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
る
。

我
々

は
「
良

い
授

業
」
と
は

「
教

師
の

一一
方方

通通
行行

に
な
ら
ず
、
周

り
の

生
徒

と
考

え
を
共

有
し
な
が

ら
知

識
を
深

め
て
い
く
事

が
で
き
る
授

業
」
と
考

え
る
。

研
究

ま
で
の

流
れ

私
達

は
関

西
キ
ャ
リ
ア
研

修
で
啓

林
館

、
近

畿
大

学
に
お

邪
魔

し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
授

業
内

で
の

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の

両
立

の
大

切
さ
に
気

づ
い
た
。

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
を
実

施

謝
辞生

徒
へ
の
質
問

教
師
へ
の
質
問

Q
1.

  数
学

の
授

業
内

で
の

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

.  
   

   
   

  の
理

想
の

比
率

は
？

Q
2.

 イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

ど
ち
ら
が

得
意

か

授
業

内
で
意

識
し
て
い
る
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

比
率

は
？

２２
つつ
のの

結結
果果

をを
比比

較較

結
果

２
イ
ン
プ
ッ
ト
：
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

考
察

生
徒

の
希

望
の

比
率

と
実

際
の

授
業

の
比

率
に
ズ
レ
が

あ
る
先

生
も
い
た
が

、
あ
ま
り
な
い
先

生
も
い
た
。
生

徒
の

比
率

と
先

生
の

比
率

に
あ
ま
り

差
が

な
い
こ
と
が

、
双

方
に
お
い
て
満

足
す
る
授

業
が

で
き
て
い
る
証

拠
に
な
る
の

で
は

な
い
か

と
感

じ
た
。
そ
し
て
今

回
の

研
究

に
よ
り
、
授

業
と
い

う
の

は
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

両
立

で
あ
り
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
授

業
内

で
使

い
分

け
、
生

徒
の

反
応

を
見

な
が

ら
比

率
を
変

え
て
成

り
立

た
せ

て
い
く
も
の

だ
と
実

感
し
た
。

数
学

の
授

業
内

で
の

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

→
結結

果
２

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

ど
ち
ら
が

得
意

か

→
結

果
1

本
研

究
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
近

畿
大

学
田

中
善

大
准

教
授

、
啓

林
館

の
皆

様
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答

え
い
た
だ
い
た
先

生
方

や
生

徒
の

み
な
さ
ん
に
、
こ

の
場

を
借

り
て
深

く
御

礼
申

し
上

げ
ま
す
。

良
い
教

師
と
は

、
授

業
の

引
き
出

し
を
た
く
さ
ん
持

ち
、
生

徒
の

状
況

に
応

じ
て
授

業
の

や
り
方

を
細

か
く
変

化
さ
せ

ら
れ

る
教

師
だ
！

！

B
の
生
徒
の
結
果

Q
1 
の

数
値
の
平
均

Q
1

Q
2

●
全全

体体
のの

6割割
のの
生生
徒徒
がが
アア

ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
のの
方方
にに
重重
点点

をを
置置
いい
てて
いい
るる

●
1 

: 9
、、

9 
: 1

とと
答答
ええ
たた
生生

徒徒
がが
いい
なな
かか
っっ
たた

●
得得

意意
不不

得得
意意

がが
しし
っっ
かか

りり
わわ

かか
れれ

たた

今今
後後

のの
授授

業業
へへ

のの
提提

案案

Q
1 
の
数
値
の
平
均

結結
果果

１１
イ
ン
プ
ッ
ト
：
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

   
 　
　
　
　
　
　
　

A
先

生
　
３
：
７
　
　

A
の

生
徒

　
5.

8：
4.

2
B
先

生
　
８
：
２
　
　

B
の

生
徒

　
4.

1：
5.

9
C
先

生
　
４
：
６
　
　

C
の

生
徒

　
5.

7：
4.

3
D
先

生
　
５
：
５
　
　

D
の

生
徒

　
4.

6：
5.

4
 B

先先
生生

のの
生生

徒徒
のの

結結
果果

をを
ググ
ララ
フフ
でで
可可

視視
化化

すす
るる

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

教
育

と
科

学
　

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

3
C

 教
師

を
A

Iに
奪

わ
れ

る
な

！
！

 －
教

師
と

生
徒

の
認

識
の

違
い

を
探

る
－

メ
ン

バ
ー

：
　

大
内

優
輔

，
松

浦
悠

真
，

小
関

奏
汰

，
鹿

野
陽

聖
，

武
田

将
英

，
宍

戸
悠

将
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
探

究
活

動
に

お
い

て
テ

ー
マ

設
定

は
土

台
と

な
る

重
要

な
段

階
で

す
。

私
た

ち
は

当
初

、
「
A

Iの
発

展
と

教
師

の

役
割

」
と

い
う

広
い

テ
ー

マ
を

考
え

ま
し

た
が

、
実

体
験

を

振
り

返
り

、
「
授

業
に

お
け

る
教

師
と

生
徒

の
認

識
の

違

い
」
と

い
う

具
体

的
な

問
い

に
絞

り
込

み
ま

し
た

。
テ

ー
マ

は
社

会
的

課
題

と
身

近
な

疑
問

に
結

び
つ

け
、

調
査

可

能
な

内
容

に
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
焦

ら
ず

に
問

い
を

深
め

、
納

得
で

き
る

テ
ー

マ
を

設
定

し
て

ほ
し

い
で

す
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
こ

れ
ま

で
に

、
A

Iの
発

展
と

教
育

の
関

係
や

、
教

師
の

役
割

の
変

化
に

関
す

る
研

究
は

多
く

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
学

習
に

お
け

る
イ

ン
プ

ッ
ト
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

重
要

性
に

つ
い

て

も
議

論
さ

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

授
業

内
に

お
け

る
イ

ン
プ

ッ

ト
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

捉
え

方
に

つ
い

て
、

教
師

と
生

徒
の

認
識

の
違

い
に

焦
点

を
当

て
た

研
究

は
多

く
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

本
研

究
で

は
、

こ
の

点
に

着
目

し
、

実
態

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
し

た
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
関

西
キ

ャ
リ
ア

研
修

で
啓

林
館

、
近

畿
大

学
に

訪
問

し
ま

し

た
。

学
ん

だ
こ

と
と

私
た

ち
の

日
常

の
経

験
を

結
び

つ
け

て
得

た
課

題
が

授
業

で
の

イ
ン

プ
ッ

ト
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

比
率

で

あ
っ

た
た

め
、

授
業

を
行

う
先

生
の

イ
ン

プ
ッ

ト
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
比

率
と

、
そ

の
先

生
の

授
業

を
受

け
る

生
徒

の
感

じ
る

イ
ン

プ
ッ

ト
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

比
率

を
そ

れ
ぞ

れ
ア

ン
ケ

ー
ト
で

調

査
を

行
っ

た
。

教
師

と
生

徒
の

認
識

の
違

い
（
差

）
を

求
め

る
こ

と
で

本
当

の
「
良

い
授

業
」
と

は
な

に
か

を
探

究
し

ま
し

た
。

関

西
キ

ャ
リ
ア

研
修

で
S
S
R
の

材
料

に
な

る
こ

と
は

多
い

で
す

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
S
S
R
で

は
、

限
ら

れ
た

期
間

内
に

研
究

を
ま

と
め

る
必

要
が

あ
る

の
で

、
実

験
や

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
う

際
は

、
で

き
る

だ
け

早

め
の

準
備

が
必

要
で

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
、

な
る

べ
く

母
数

を
多

く
す

る
こ

と
で

よ
り

信
頼

の
あ

る
結

果
を

得
る

こ
と

が

で
き

ま
す

。
私

達
の

場
合

は
じ

め
は

、
ク

ラ
ス

ご
と

に
母

数
の

差
が

大
き

か
っ

た
の

で
、

呼
び

か
け

な
ど

の
工

夫
を

行
い

差

を
な

く
す

こ
と

に
努

め
ま

し
た

。
そ

し
て

、
実

験
や

ア
ン

ケ
ー

ト

を
行

う
前

に
、

ど
の

よ
う

な
結

果
が

得
ら

れ
そ

う
な

の
か

を
予

測

す
る

こ
と

や
見

通
し

を
持

つ
こ

と
が

大
切

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

ポ
ス

タ
ー

作
成

に
あ

た
り

、
少

な
い

情
報

量
で

い
か

に
内

容

が
伝

わ
る

か
が

重
要

で
す

。
文

字
の

情
報

は
、

優
先

順
位

を

立
て

、
記

載
す

べ
き

情
報

な
の

か
、

記
載

は
不

要
な

情
報

な

の
か

を
見

極
め

て
記

載
し

ま
し

ょ
う

。
グ

ラ
フ

や
図

、
表

な
ど

は

見
や

す
く

わ
か

り
や

す
い

配
色

や
説

明
が

求
め

ら
れ

ま
す

。

数
字

が
小

さ
く

、
値

が
見

え
な

い
こ

と
に

な
ら

な
い

よ
う

注
意

が

必
要

で
す

。
 

　
記

載
し

な
か

っ
た

内
容

は
口

頭
で

説
明

し
た

り
、

追
加

資
料

で
補

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

多
く

書
き

す
ぎ

て
し

ま
う

こ
と

は
避

け
ま

し
ょ

う
。

 

　
発

表
す

る
際

、
声

は
大

き
く

、
い

つ
も

よ
り

ト
ー

ン
を

上
げ

、

は
き

は
き

と
話

す
こ

と
を

意
識

し
ま

す
。

他
の

班
の

声
に

負
け

て
し

ま
う

と
も

っ
た

い
な

い
で

す
。

ま
た

、
目

線
は

上
げ

て
聞

い

て
く

だ
さ

る
方

へ
向

け
る

こ
と

も
大

切
で

す
。

 

　
質

疑
応

答
で

は
、

予
想

し
て

い
な

か
っ

た
質

問
が

来
る

こ
と

を
想

定
し

、
誰

が
答

え
る

の
か

を
決

め
て

お
く

と
事

故
を

減
ら

せ
ま

す
。

 

　
万

が
一

、
発

表
時

間
や

質
疑

応
答

の
時

間
余

っ
た

り
、

質

問
が

出
な

か
っ

た
場

合
の

た
め

に
、

補
足

説
明

を
い

く
つ

か

用
意

す
る

と
安

心
で

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

近
畿

大
学

 田
中

善
大

准
教

授
 

啓
林

館
関

西
本

社
 

公
文

公
記

念
館

 

数
研

出
版

関
西

本
社

 

 
訪

問
時

の
道

順
や

電
車

の
乗

り
換

え
な

ど
事

前
に

調

べ
て

確
認

し
て

い
た

が
、

実
際

に
な

い
道

が
あ

っ
た

り
、

わ
か

ら
な

い
所

も
あ

っ
た

の
で

少
し

早
め

に
出

発
し

て
い

て
正

解
だ

っ
た

。
ご

飯
を

食
べ

る
場

所
も

事
前

に
話

し
て

い
た

た
め

、
ス

ム
ー

ズ
に

い
き

ま
し

た
。

訪
問

先
は

1
0
分

ほ
ど

前
に

到
着

し
ま

し
た

。
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準
素
数
列
の
一
般
化
に
よ
る
素
数
ま
た
は
双
子
素
数
の
探
索

2
年

4
組

玉
虫
風
雅
，
2
年

3
組

高
橋
璃
恩

1
研
究
動
機

研
究
開
始
以
前
か
ら
素
数
論
に
興
味
が
あ
り
、
素
数
の
規
則
性
に

つ
い
て
研
究
し
て
き
た
。
数
列

6a
n
±

1
に
該
当
す
る
数
に
含
ま
れ

な
が
ら
も
素
数
で
は
な
い
数

(本
論
で
は
準
素
数

Q
n
と
す
る
)
に
着

目
し
て
い
た
際
に
、
双
子
素
数
と
の
関
連
性
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
本
研
究
に
至
っ
た
。

2
準
素
数
の
性
質

P
n
≥

5(
P
n
は
素
数
)
に
お
い
て
一
般
的
に

6a
n
±

1
で
表
せ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し

6a
n
±
1
∈
P
n
だ
が
、
自
然
数
の

全
体
集
合

U
=

6
a
n
±

1
と
す
る
と
素
数
集
合

P
n
に
対
し
て
準
素

数
集
合

Q
n
=

P
n
で
あ
る
た
め
、
純
粋
な
素
数
列
を
導
く
た
め
に
は

準
素
数
を
数
列

6a
n
±

1
か
ら
除
く
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で

エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
の
篩
を
用
い
て
準
素
数
は
ど
の

a
n
か
ら
現
れ
る
の

か
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
の
篩
は
「
α
2
が
合

成
数
な
ら
ば
、
α
2
は

α
以
下
の
素
因
数
を
持
つ
」
と
い
う
定
義
が
さ

れ
て
お
り
、
6a

n
±
1
は

2
と

3
を
素
因
数
に
持
た
な
い
た
め
、
初
め

に
準
素
数
と
な
る
数
は

6a
n
±
1
≥

52
で
あ
る
。

さ
ら
に
整
数

α
を

6
で
割
っ
た
余
り
を

r
と
す
る
と
、

α
≡

r(
m
o
d
6)
,r

∈
{0

,1
,2
,3
,4
,5
}

こ
れ
を
平
方
し
て

α
2
≡

r2
(m

o
d
6)

こ
こ
で

r
に
つ
い
て

r2
m
o
d
6
を
調
べ
る
と
、

r
0

1
2

3
4

5

r2
m
o
d
6

0
1

4
3

4
1

α
が

2
と

3
の
ど
ち
ら
も
素
因
数
に
持
た
な
い
と
き

r
=

1
,5
で
あ

り
、
こ
の
と
き
表
よ
り

r2
≡

1(
m
o
d
6)
よ
っ
て

α
2
≡

1(
m
o
d
6)

し
た
が
っ
て

α
2

=
6
a
n
+

1
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
準
素
数
は

{P
n
(≥

5)
}2
以
降
に

P
n
の
合
成
数
と
し
て
現
れ
、
か
つ

(P
n
)2

は
必
ず

6a
n
+
1
と
な
る
。
··
··
··

1 ○

3
準
素
数
の
素
因
数
ご
と
の
一
般
化

準
素
数
で
あ
る
と
き
の

6a
n
±

1
と

a
n
、
ま
た
そ
の
準
素
数
の
素

因
数
に
つ
い
て
の
表
は
別
紙
の
通
り
で
あ
る
。
表

1
に
記
載
が
あ
る

準
素
数

Q
n
≡

0(
m
o
d
5)
に
着
目
し
、
Q

n
=

6
n
±
1
と
し
て
立
式

す
る
と
、

6a
n
±
1
≡

0(
m
o
d
5)

6
≡

1(
m
o
d
5)
で
あ
る
た
め
、

a
n
±
1
≡

(m
o
d
5)

⇔
a
n
≡

4(
m
o
d
5)
ま
た
は

a
n
≡

1(
m
o
d
5)

し
た
が
っ
て
、
準
素
数

Q
n
≡

0(
m
o
d
5)
に
お
け
る

a
n
は

k
≥

1
に
お
い
て
、

a
n
=

{ 5k
−
1

(n
=

2
k
−
1)

5k
+
1

(n
=

2
k
)

k
の
式
を
自
然
数

n
(n

≥
1)
に
つ
い
て
の
式
に
直
す
と
、

a
n
=

    5( n
+
1

2

) −
1
=

5n
+
3

2
(n
は
奇
数
)

5( n 2

) +
1

=
5n

+
2

2
(n
は
偶
数
)

2
式
の
差
は

1 2
で
あ
り
、
こ
の
数
列
の
初
項
は
分
子
が

5n
+

3
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
分
子
の
定
数
項
に
つ
い
て
、

n
(n

≥
1)

1
2

3
4

5
6

5 2
−

1 2
(−

1)
n

3
2

3
2

3
2

表
よ
り
こ
れ
を
代
入
し
整
理
す
る
と
、
一
般
式
の
形
で
表
せ
る
。

a
n
=

10
n
+
5
−
(−

1)
n

4
(n

≥
1)

··
··
··

1 ○
′

1 ○
よ
り
準
素
数

Q
n
≡

0(
m
o
d
7)
も
同
様
に

a
n
=

14
n
+
7
−
3(
−
1)

n

4
(n

≥
1)

··
··
··

2 ○
′

さ
ら
に
準
素
数

Q
n
≡

0(
m
o
d
11
)、

Q
n
≡

0(
m
o
d
13
)
も
同
様
に

a
n
=

22
n
+
11

−
3(
−
1)

n

4
(n

≥
1)

··
··
··

3 ○
′

a
n
=

26
n
+
13

−
5(
−
1)

n

4
(n

≥
1)

··
··
··

4 ○
′

の
よ
う
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

4
準
素
数
の
一
般
項
の
導
出
と
双
子
素
数
と
の
関
連
性

ま
た
、
こ
れ
ら
の
素
因
数
ご
と
に
一
般
化
し
た
式
を
更
に
素
因
数

に
関
わ
ら
ず
導
出
で
き
る
一
般
式
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

準
素
数

Q
n
≡

0(
m
o
d
P
m
)
に
お
け
る

a
n
は

P
m

=
6
a
′ m
±
1

に
お
け
る

a
′ m
を
用
い
て
、

1 ○
′ ,

2 ○
′ ,

3 ○
′ ,

4 ○
′
よ
り
、

a
n
=

2P
m
·n

+
P
m
−
(P

m
−
4a

′ m
)(
−
1)

n

4
(n

≥
1)

=
P
m
(2
n
+
1)

−
(P

m
−
4a

′ m
)(
−
1)

n

4
(n

≥
1)

こ
の

a
′ n
は

P
m
が
素
数
で
あ
る
こ
と
が
既
知
で
あ
る
た
め
、P

m
を

定
義
し
た
時
点
で
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
ま
で
の
準
素
数
に
つ
い
て
の
定
義
よ
り
、
6a

n
±
1
に

a
n
=

P
m
(2
n
+
1)

−
(P

m
−
4a

′ m
)(
−
1)

n

4
(n

≥
1)

を
代
入
し
、

Q
n
=

6

{ P
m
(2
n
+
1)

−
(P

m
−
4a

′ m
)(
−
1)

n

4

}
±
1

(n
≥

1)

=
6P

m
(2
n
+
1)

−
(6
P
m
−
4
·6
a
′ m
)(
−
1)

n

4
±
1

(n
≥

1)

6a
′ m

=
P
m
∓
1(
∓
は

6a
′ m
と

P
m
の
差
に
よ
っ
て
決
ま
る
)

で
あ
る
た
め
こ
れ
を
代
入
で
き
、

6P
m
(2
n
+
1)

−
{6

P
m
−
4
·(
P
m
±
1)
}(
−
1)

n

4
±
1(
n
≥

1)

=
6P

m
(2
n
+
1)

−
2(
P
m
±
2)
(−

1)
n

4
±
1

(n
≥

1)

=
3P

m
(2
n
+
1)

−
(P

m
±
2)
(−

1)
n

2
±
1

(n
≥

1)

こ
の
と
き
、
±
1
の
い
ず
れ
か
に
準
素
数
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
お
り
、
こ
れ
は
双
子
素
数
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

5
研
究
に
つ
い
て
の
今
後
の
展
望

本
研
究
で
は
準
素
数
の
一
般
項
を
求
め
た
が
、
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス

の
篩
を
応
用
し

p
1
×
p
2
×
p
3
··
·p

n
+
1
で
新
し
い
素
数
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
、
素
数
が
無
限
に
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
よ
う

に
、同
じ
く
準
素
数
の
項
を
掛
け
合
わ
せ

1
加
え
、そ
の
い
ず
れ
の
準

素
数
の
項
を
素
因
数
と
し
て
持
た
な
い

a
n
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

E
SD

エ
キ

ス
パ

ー
ト

コ
ー

ス
：

　
教

育
と

科
学

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

3D
 準

素
数

列
の

一
般

化
に

よ
る

素
数

ま
た

は
双

子
素

数
の

探
索

　
 

メ
ン

バ
ー

：
　

玉
虫

風
雅

、
髙

橋
璃

恩
　

 
後

輩
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

 
１

．
テ

ー
マ

設
定

に
つ

い
て

 
　

や
っ

ぱ
り
好
き
な
こ
と
を
研
究
す
る

の
が

一
番

で
す

よ
ね

。
好

き
な

こ
と

な
ら

熱
中

し
て

研
究

で
き

る
し

、
や

り
た

い
こ

と
も

は
っ

き
り

す
る

は
ず

で
す

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 
　

私
達

は
今

回
の

研
究

で
は

先
行

研
究

を
用

い
ず

、
独

自
の

新
し

い
も

の
を

対
象

に
し

ま
し

た
。

 
　

実
際

先
行

研
究

を
用

い
る

こ
と

は
、

研
究

し
た

い
内

容
が

見
つ

か
ら

な
い

人
の

た
め

の
前

向
き

な
手

段
の

よ
う

な
も

の
な

の
で

、
参

考
に

す
る

の
も

悪
く

は
な

い
で

す
が

、
私

達
の

よ
う

に
な

に
か

や
り

た
い

こ
と

が
あ

る
な

ら
、

わ
ざ

わ
ざ

先
行

研
究

を
探

し
て

や
る

必
要

は
な

く
や
り
た
い

こ
と
を
や
り
た
い
よ
う
に
や
る
の
が
本
来
の
「
研
究
」
で

あ
る

と
私

達
は

思
い

ま
す

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
誰

も
が

言
う

よ
う

な
こ

と
だ

と
は

思
い

ま
す

が
、

普
段

の
生
活
の
中
で
不
思
議
に
感
じ
た
こ
と

を
見

逃
さ

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
私

達
の

研
究

も
中

学
校

で
素

数
に

つ
い

て
勉

強
し

た
際

に
疑

問
に

思
っ

た
こ

と
を

拡
張

し
て

研
究

し
て

き
た

成
果

で
す

。
あ

な
た

が
不

思
議

に
感

じ
た

こ
と

は
な

ん
で

す
か

。
普

段
何

を
不

便
に

思
い

ま
す

か
。

何
に

つ
い

て
感

慨
深

く
思

い
ま

す
か

。
そ

の
普
段
の
気
づ
き
を
最
大
限
に
拡
張
し
て
解
放
し
て

あ
げ

ま
し

ょ
う

。
そ

れ
が

私
達

や
あ

な
た

の
本

当
に

知
り

た
い

こ
と

な
ん

だ
と

思
い

ま
す

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
私

達
は

実
験

を
用

い
た

研
究

で
は

な
か

っ
た

の
で

す
が

、
そ

れ
は

そ
う

と
理

論
の

検
証

に
お

い
て

は
な

か
な

か
に

困
難

を
極

め
ま

し
た

。
そ

の
理

論
に

破
綻

が
な

い
か

、
矛

盾
し

て
い

る
と

こ
ろ

は
な

い
か

、
そ

の
定

義
の

仕
方

は
本

当
に

正
し

い
か

な
ど

、
し

っ
か

り
確

認
し

ま
し

ょ
う

。
 

　
ま

た
、

そ
の

際
は

自
分

の
確

認
だ

け
で

は
不

十
分

な
こ

と
が

多
い

の
で

そ
の
分
野
の
教
員
や
外
部
の
研
究
者
な
ど

に
確
認
し
て
�
�
い
�
し
�
う
�

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
　

発
表

す
る

と
き

、
緊

張
し

ま
す

よ
ね

。
よ

く
わ

か
り

ま
す

。
と

は
い

え
気

持
ち

が
乗

っ
た

発
表

こ
そ

が
最

も
聞

い
て

い
る

人
に

届
く

発
表

で
す

。
私

達
は

こ
の

発
表

を
数

学
が

好
き

な
気

持
ち

を
全

面
に

出
し

な
が

ら
発

表
を

行
い

ま
し

た
。

 

　
他

に
な

に
か

言
う

こ
と

が
あ

る
と

す
れ

ば
、

私
達

の
研

究
は

公
的

に
言

え
ば

小
難

し
く

て
理

解
し

が
た

い
も

の
で

あ
る

と
理

解
し

て
い

ま
す

。
な

の
で

実
際

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
と

き
は
意
図
や
目
的
を
明
白
に
し
�
�
抽

象
的
に
説
明

し
ま

し
た

。
時

に
は

難
し

い
言

葉
を

使
う

こ
と

も
あ

り
ま

す
が

、
聞

き
手

重
視

の
話

し
方

を
取

り
入

れ
て

話
す

こ
と

も
時

に
は

大
切

で
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 
　

私
達

の
研

究
は

今
崎

先
生

に
研

究
の

検
証

や
構

築
を

お
手

伝
い

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

貴
重

な
時

間
も

割
き

な
が

ら
協

力
し

て
い

た
だ

き
、

実
際

に
不

備
を

い
く

つ
も

ご
指

摘
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

今
崎

先
生

、
 

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
 

　
最

後
に

こ
の

研
究

の
展

望
を

書
い

て
お

き
ま

す
。

 
求

め
た

一
般

式
か

ら
導

か
れ

る
２

つ
の

数
の

ど
ち

ら
か

が
準

素
数

で
あ

る
こ

と
を

利
用

し
て

、
こ

の
項

数
を

利
用

し
て

ど
の

素
因

数
に

も
被

ら
な

い
項

数
を

導
く

こ
と

に
よ

っ
て

、
次

ま
た

は
新

し
い

双
子

素
数

を
導

く
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
い

ま
す

。
ち

な
み

に
こ

れ
は

エ
ラ

ト
ス

テ
ネ

ス
の
篩

を
発

想
の

も
と

に
し

て
い

ま
す

。
 

　
も

し
こ

の
研

究
を

引
き

継
ぐ

気
に

な
っ

た
ら

参
考

に
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

 
　

ま
た

、
そ

の
と

き
は

私
達

が
先

に
研

究
を

完
成

さ
せ

る
か

、
あ

な
た

達
が

完
成

さ
せ

る
か

の
競

争
で

す
の

で
先

に
私

達
が

完
成

さ
せ

て
も

あ
し

か
ら

ず
。
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E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

教
育

と
科

学
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

3
E
 学

習
量

と
反

復
回

数
が

記
憶

に
及

ぼ
す

影
響

　

メ
ン

バ
ー

：
　

沖
田

美
涼

，
安

達
久

乃
，

高
梨

遥
乃

香
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
テ

ー
マ

設
定

は
S
S
R
で

１
番

悩
む

と
こ

ろ
だ

と
思

い
ま

す
。

私

達
は

、
今

の
自

分
た

ち
の

こ
れ

か
ら

の
学

習
に

役
立

つ
研

究

を
し

た
い

と
考

え
こ

の
研

究
に

し
ま

し
た

。
自

分
た

ち
に

身
近

な
話

題
で

問
い

で
考

え
や

す
か

っ
た

も
の

の
、

自
分

た
ち

が

知
り

た
い

こ
と

が
ざ

っ
く

り
し

過
ぎ

て
い

て
実

験
方

法
を

考
え

る

の
が

大
変

で
し

た
。

な
の

で
、

大
き

な
も

の
を

テ
ー

マ
設

定
す

る
よ

り
も

そ
の

中
の

1
つ

2
つ

く
ら

い
に

焦
点

を
絞

っ
て

、
ど

ん
な

実
験

が
必

要
で

、
誰

に
協

力
し

て
も

ら
う

必
要

が
あ

る
の

か
な

ど
、

先
の

こ
と

を
考

え
な

が
ら

、
テ

ー
マ

設
定

す
る

と
よ

い
と

思

い
ま

す
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
私

達
の

班
で

は
、

自
分

た
ち

の
テ

ー
マ

に
あ

っ
た

先
行

研

究
を

探
し

た
も

の
の

、
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。

私
達

は
最

初
か

ら
実

験
方

法
な

ど
を

考
え

て
し

ま
い

、
仮

説
を

立
て

実
験

を
行

っ
て

か
ら

ポ
ス

タ
ー

を
完

成
さ

せ
て

し
ま

っ
た

の
で

時
間

が
ぎ

り
ぎ

り
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
が

，
先

行
研

究

が
あ

れ
ば

そ
れ

を
基

に
し

て
ス

ム
ー

ズ
に

研
究

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
 

ど
う

し
て

も
先

行
研

究
が

見
つ

か
ら

な
い

場
合

は
自

分
た

ち
の

テ
ー

マ
を

変
え

る
の

も
あ

り
だ

と
思

い
ま

す
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
私

達
の

班
で

は
「
学

習
に

お
い

て
質

と
量

の
ど

ち
ら

が
重

要

な
の

か
」
「
ど

の
く

ら
い

の
反

復
回

数
が

効
率

よ
く

記
憶

に
定

着
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

」
と

い
う

２
つ

の
問

い
を

立
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

実
験

方
法

を
考

え
て

か
ら

仮
説

を
立

て
ま

し
た

。
大

き
な

ひ
と

つ
の

仮
説

を
立

て
る

の
で

は
な

く
、

ひ
と

つ
ひ

と
つ

の
問

い
か

ら
仮

説
を

立
て

た
ほ

う
が

考
え

や
す

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
仮

説
は

な
ぜ

そ
の

よ
う

に
考

え
る

の
か

は
っ

き
り

し
た

理

由
が

あ
る

と
そ

の
後

の
考

察
が

考
え

や
す

く
な

り
ま

す
。

ま
た

、

１
つ

１
つ

の
言

葉
の

定
義

を
し

っ
か

り
と

明
記

す
る

こ
と

が
大

切

で
す

。
私

達
で

言
え

ば
、

質
、

量
、

効
率

の
良

さ
、

の
定

義
で

す
。

し
っ

か
り

と
聴

衆
に

伝
え

る
こ

と
で

こ
の

実
験

の
す

る
意

味

が
伝

わ
り

や
す

く
な

っ
た

り
自

分
た

ち
が

考
察

す
る

と
き

に
考

え
が

ブ
レ

に
く

く
な

っ
た

り
し

ま
す

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
実

験
を

通
し

て
何

を
知

り
た

い
の

か
常

に
明

確
に

す
る

こ
と

で
研

究
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
ま

す
。

実
験

の
分

析
や

考
察

を

よ
り

強
固

に
す

る
た

め
に

実
験

対
象

人
数

は
多

け
れ

ば
多

い

ほ
ど

良
い

で
す

。
周

り
の

方
に

協
力

し
て

も
ら

う
実

験
で

あ
れ

ば
1
〜

２
ヶ

月
前

か
ら

準
備

す
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
，

私
達

は
協

力
者

を
無

作
為

に
選

ぶ
こ

と
が

で
き

ず
、

少
し

協

力
者

に
か

た
よ

り
が

見
ら

れ
た

の
で

男
女

の
比

率
を

合
わ

せ

る
な

ど
で

実
験

を
行

う
と

よ
り

良
い

検
証

結
果

を
得

る
こ

と
が

で

き
る

と
思

い
ま

す
。

検
証

方
法

に
つ

い
て

は
、

検
証

結
果

を
比

べ
や

す
く

す
る

た
め

に
一

緒
に

す
る

と
こ

ろ
そ

う
で

は
な

い
と

こ

ろ
を

し
っ

か
り

と
明

確
に

し
ま

し
ょ

う
。

私
達

は
１

度
目

の
実

験

で
は

英
単

語
を

使
っ

た
も

の
で

し
た

が
実

験
の

協
力

者
が

す

で
に

知
っ

て
い

る
英

単
語

が
含

ま
れ

て
い

る
可

能
性

を
指

摘

さ
れ

ま
し

た
。

そ
こ

で
２

度
目

の
実

験
で

は
韓

国
語

を
用

い

て
、

協
力

者
が

韓
国

語
を

知
ら

な
い

こ
と

を
実

験
で

示
し

て
か

ら
本

実
験

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

１
度

目
の

実
験

を
行

っ
た

あ

と
に

中
長

期
の

記
憶

保
持

に
つ

い
て

も
調

べ
た

い
と

考
え

、
２

度
目

の
実

験
で

は
テ

ス
ト
を

行
う

間
隔

を
1
ヶ

月
〜

2
ヶ

月
く

ら

い
空

け
た

か
っ

た
で

す
が

時
間

が
間

に
合

わ
ず

2
0
日

後
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

そ
し

て
、

何
事

に
も

根
拠

を
も

た
せ

ま

し
ょ

う
。

本
研

究
で

は
、

な
ぜ

テ
ス

ト
が

１
週

間
後

、
2
0
日

後
に

な
っ

た
か

と
い

う
と

こ
ろ

で
す

。
私

達
は

は
っ

き
り

し
た

根
拠

が

な
く

質
問

を
受

け
た

と
き

に
戸

惑
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
文

字
は

で
き

る
だ

け
少

な
く

し
、

ぱ
っ

と
見

た
だ

け
で

分
か

る
グ

ラ
フ

や
図

を
メ

イ
ン

に
す

る
と

聞

き
手

が
話

し
手

の
発

表
に

集
中

で
き

ま
す

。
発

表
に

つ
い

て

は
、

で
き

る
だ

け
原

稿
を

覚
え

聴
衆

を
見

な
が

ら
発

表
で

き
る

と
素

晴
ら

し
い

で
す

。
ま

た
、

発
表

し
て

い
る

間
は

ど
の

部
分

を
説

明
し

て
い

る
の

か
わ

か
っ

て
も

ら
う

た
め

に
ポ

ス
タ

ー
を

指

し
な

が
ら

発
表

し
ま

し
ょ

う
。

私
達

は
実

際
に

発
表

し
て

い
る

人

は
聴

衆
を

し
っ

か
り

見
る

こ
と

伝
え

る
こ

と
に

専
念

し
、

他
の

人

で
ポ

ス
タ

ー
を

指
し

ま
し

た
。

ど
う

し
た

ら
聴

衆
に

伝
わ

り
や

す

く
な

る
の

か
グ

ル
ー

プ
で

思
考

錯
誤

す
る

と
良

い
と

思
い

ま

す
。

質
問

に
は

で
き

る
だ

け
簡

潔
に

答
え

ま
し

ょ
う

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

  

　
研

究
を

す
る

と
き

に
，

図
書

室
の

本
や

中
間

発
表

の
と

き
に

教
わ

っ
た

本
な

ど
を

参
考

に
し

ま
し

た
。

テ
ス

ト
作

成
で

は

L
E
A

P
や

韓
国

語
の

本
を

用
い

て
行

い
ま

し
た

。
参

考
文

献
を

記
入

す
る

際
は

、
U

R
L
だ

け
で

な
く

サ
イ

ト
名

と
参

照
日

も
入

れ
ま

し
ょ

う
。

迷
っ

た
と

き
は

、
グ

ル
ー

プ
内

で
相

談
し

熟
考

し

て
く

だ
さ

い
。

そ
れ

で
も

行
き

詰
ま

っ
た

と
き

は
先

生
方

に
相

談
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
き

っ
と

助
け

に
な

っ
て

く
れ

る
は

ず
で

す
。
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〜
縦

割
り
班

で
育

て
る
自

己
肯

定
感

〜

運
動

が
苦

手
な
児

童
の
た
め
の

体
育

の
授

業
構

成
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
校
２
年
江
袋
光
咲

竹
田
天
夢

本
間
彩
奈

活活
動動
フフ
リリ
ーー
スス
クク
ーー
ルル
へへ
のの
訪訪
問問
かか
らら

調調
査査
１１
体体
育育
にに
対対
すす
るる
苦苦
手手
意意
識識

調調
査査
２２
苦苦
手手
意意
識識
のの
強強
いい
種種
目目

目目
的的

生
涯
の
運
動
習
慣
を
形
成
す
る
う
え
で
最
初
に
通
る
の
は
小
学
校
の
体

育
の
授
業
で
あ
る
。
運
動
に
対
し
て
苦
手
意
識
や
不
安
が
あ
っ
て
も
、
安

心
し
て
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
発
達
段
階
や
特
性
に

配
慮
し
た
授
業
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
こ
の
テ
ー
マ
を
設

定
し
た
。

反反
省省

・・今今
後後
のの
展展

望望

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
調調
査査
よよ
りり

好
き

苦
手

興
譲
館

73
.4
％

26
.6

%

小
学
校

90
.6

%
9.

4%

活
動
の
様
子
の
見
学
や
職
員
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ

て
、
授
業
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
勉

強
な
ど
に
苦
手
意
識
を
持
つ
児
童
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
活
動
形
式
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
体
制
を
体
育
の
授
業
に
応
用
で
き
な
い
か

と
考
え
た
。

今
回
は
、
実
際
に
小
学
校
な
ど
で
授
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を

作
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
す
る
な
ど
、
他
に
も

色
々
な
方
法
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
、
実
践
で
き
な
か
っ
た
の
が
惜
し

か
っ
た
。
次
年
度
以
降
に
は
、
も
っ
と
実
践
的
な
取
り
組
み
を
増
や

す
形
で
後
輩
に
引
き
継
い
で
も
ら
た
い
。

ここ
れれ
らら
のの
実実
践践
にに
ああ
たた
っっ
てて
のの
課課
題題
点点

・
普
段
の
授
業
に
加
え
て
行
な
う
こ
と
の
困
難
さ

・
教
員
の
負
担
増
加

・
発
達
段
階
へ
の
配
慮
が
必
要

小
学
校
学
習
指
導
要
領

(平
成

29
年
度
告
示

)解
説
体
育
編

平
成

29
年
度
７
月

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
み
ら
い
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
皆
様
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
小
松
小
学
校
、
糠
野
目
小
学
校
、
窪
田
小
学
校
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

・
謝
辞両
者
と
も
に
球
技
、
陸
上
競
技
、
器
械
運
動
の
合
計
が

全全
体体
のの

7割割
以以
上上
をを
占占
めめ
るる
。。

※
ゴ
ー
ル
型
⋯

サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等

ネ
ッ
ト
型
⋯
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
卓
球

等 ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型

⋯
野
球
、
ク
リ

ケ
ッ
ト
等

※
興
譲
館
の
生
徒

に
は
、
小
学
生
時

代
の
体
育
の
授
業

に
限
定
し
て
回
答

し
て
も
ら
っ
た
。

調調
査査
３３
体体
育育
がが
苦苦
手手
なな
理理
由由

苦
手
意
識
の
強
い
種
目
は
多
岐
に
わ
た
り
、
人
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

ま
た
、
苦
手
意
識
を
持
つ
要
因
は
「苦
手
な
種
目
が
あ
っ
た
か

ら
」
が
最
も
多
く
、
や
は
り
苦苦
手手
種種
目目
にに
対対
すす
るる
アア
ププ
ロロ
ーー
チチ
が
カ
ギ
で
あ

る
と
考
察
で
き
る
。

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
教

材
「
す
ら
ら
」の

活
用

②
学
年

を
越

え
た
活

動
③

遊
び
を
通
じ
た
経

験
（
ネ
イ
リ
ス
ト
体

験
、
ヨ
ガ
体

験
な
ど
）

「「ああ
そそ
んん
でで
、、
つつ
なな
がが
っっ
てて
、、
みみ
ええ
るる
体体
育育
」」

提提
案案

１
〜
６
年
生
が
集
ま
っ
て
体
育
の
授
業
を
行
な
う
。
縦
割

り
班
形
式
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
様
々
な
活
動
を
す
る
。

活活
動動
のの
流流
れれ
（（
例例

 球球
技技
））

➀
１
〜
６
年
生

６
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

➁
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ

（
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
遊
び
）

➂
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
個
人
・
グ
ル
ー
プ
の
目
標
設
定

➃
練
習
（
簡
単
な
動
作
か
ら
始
め
る
）

➄
自
己
評
価
・全
体
共
有

⇒⇒
苦苦
手手
種種
目目
にに
対対
すす
るる
アア
ププ
ロロ
ーー
チチ
もも
しし
つつ
つつ
、、

運運
動動
自自
体体
もも
好好
きき
にに
なな
るる

1位
苦
手
・で
き
な
い

種
目
が
あ
る

2位
け
が
・
疲
れ
が
出

や
す
い

3位
ル
ー
ル
・や
り
方

が
難
し
い

怖
い

ト
ラ
ウ
マ

つ
ら
い

※
興
譲
館

 n
=1

62
   

 小
学
校

 (３
校
合
計

)
n=

52
8

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

教
育

と
科

学
　

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

3
F
 運

動
が

苦
手

な
児

童
の

た
め

の
体

育
の

授
業

構
成

　
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

～
縦

割
り

班
×

IC
T
で

育
て

る
自

己
肯

定
感

～
　

　
　

 

メ
ン

バ
ー

：
　

江
袋

光
咲

，
竹

田
天

夢
，

本
間

彩
奈

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
で

き
る

だ
け

早
く

テ
ー

マ
を

決
め

、
活

動
に

充
て

る
時

間
を

確
保

す
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
興

譲
館

の
先

輩
方

や
、

様
々

な
大

学
の

研
究

を
調

べ
て

お
く

と
、

よ
り

具
体

的
な

活
動

計
画

を
立

て
や

す
い

で
す

。
 

　
自

分
た

ち
に

興
味

・
関

心
が

あ
り

、
か

つ
高

校
生

で
も

ア
ク

シ
ョ
ン

を
起

こ
し

や
す

い
テ

ー
マ

に
す

る
と

、
ス

ム
ー

ズ
に

活
動

を
行

え
る

と
思

い
ま

す
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
は

、
必

要
な

情
報

や
対

象
と

な
る

人
を

明

確
に

し
た

う
え

で
行

う
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

私
た

ち
は

興
譲

館
と

小
学

校
３

校
で

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
い

ま
し

た
が

、
合

計
6
0
0
人

を
超

え
る

人
数

と
な

り
、

集
計

に
か

な
り

時
間

が
か

か
り

ま
し

た
。

 

　
対

象
人

数
は

多
い

ほ
う

が
正

確
な

結
果

が
得

や
す

い
で

す

が
、

そ
の

分
時

間
も

か
か

る
の

で
、

そ
の

後
の

分
析

や
活

動

に
充

て
る

時
間

も
十

分
確

保
で

き
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
課

題
や

仮
説

の
設

定
で

は
、

明
確

な
目

的
や

テ
ー

マ
を

考

え
な

が
ら

立
て

た
ほ

う
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

課
題

が
曖

昧
に

な
っ

て
い

る
と

、
具

体
的

な
行

動
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
な

く

な
る

の
で

、
最

終
的

に
自

分
た

ち
が

研
究

を
通

し
て

何
を

し
た

い
の

か
、

目
的

を
考

え
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

行
う

前
の

段
階

か
ら

、
あ

る
程

度
結

果

を
予

測
し

て
、

何
を

行
う

か
考

え
て

お
く

と
良

い
と

思
い

ま
す

。

施
設

や
大

学
へ

の
訪

問
、

校
内

外
で

の
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

な

ど
、

解
決

し
た

い
課

題
に

よ
っ

て
形

式
は

様
々

で
す

。
自

分
た

ち
と

似
た

テ
ー

マ
や

、
同

じ
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

の
先

輩
方

の
活

動
を

参
考

に
し

て
、

メ
ン

バ
ー

や
先

生
方

と
よ

く
話

し
合

い
な

が
ら

段
取

り
を

し
ま

し
ょ

う
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
の

内
容

や
原

稿
を

そ
の

ま
ま

読
み

進
め

る
の

で
は

な
く

、
伝

え
た

い
こ

と
の

要
点

を
上

手
く

ま
と

め
て

、
自

分
の

言

葉
で

話
す

練
習

を
す

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
ど

の
よ

う

な
質

問
を

さ
れ

る
か

あ
る

程
度

予
測

を
立

て
て

お
く

と
、

落
ち

着
い

て
発

表
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
川

西
町

立
小

松
小

学
校

、
米

沢
市

立
窪

田
小

学
校

、
高

畠

町
立

糠
野

目
小

学
校

の
皆

様
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

協
力

し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
ま

た
、

課
題

解
決

に
向

け
た

提
案

の
た

め
に

、
こ

み
ら

い
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

様
に

訪
問

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
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Av
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g 
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~
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32

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

　
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
　

　

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

4
A

 パ
ン

に
負

け
る

な
！

お
に

ぎ
り

の
逆

襲
　

 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

～
お

に
ぎ

り
が

救
う

米
離

れ
～

　

メ
ン

バ
ー

：
　

齋
藤

心
美

，
渋

谷
優

里
，

狩
野

佑
奈

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
、

日
本

の
食

文
化

を
守

り
た

い
と

い
う

気
持

ち
で

集
ま

っ
た

メ
ン

バ
ー

で
す

。
食

文
化

と
言

っ
て

も
、

食
べ

物
自

体
な

の
か

、
食

べ
方

な
の

か
な

ど
、

自
分

た
ち

が
具

体
的

に

食
文

化
の

何
を

守
り

た
い

か
を

考
え

る
の

に
す

ご
く

時
間

が
か

か
り

ま
し

た
。

私
た

ち
は

、
日

本
の

米
を

柱
と

し
た

食
べ

方
と

、

消
費

量
が

減
少

し
て

い
る

米
を

守
り

た
い

と
思

い
、

こ
の

テ
ー

マ
に

し
ま

し
た

。
タ

イ
ト
ル

は
ユ

ニ
ー

ク
に

、
そ

し
て

自
分

た
ち

の
研

究
内

容
と

ず
れ

の
な

い
も

の
を

お
す

す
め

し
ま

す
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
今

日
、

米
の

価
格

高
騰

に
よ

り
米

が
注

目
を

集
め

て
い

ま

す
。

し
か

し
、

価
格

の
み

に
関

心
が

集
中

し
、

米
本

来
の

魅
力

や
役

割
に

目
は

向
け

ら
れ

ず
、

米
の

消
費

量
は

減
少

し
続

け

て
い

ま
す

。
米

価
格

高
騰

の
対

策
と

し
て

パ
ン

・
麺

を
多

く
食

べ
る

、
米

を
食

べ
る

量
を

減
ら

す
、

が
上

位
を

占
め

、
パ

ン
食

が
進

ん
で

し
ま

う
と

い
う

危
機

的
状

況
に

あ
る

こ
と

を
知

り
ま

し

た
。

 

　
現

状
分

析
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
型

の
探

究
で

は
一

番
大

切
だ

と

教
わ

り
、

時
間

を
か

け
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
っ

て
調

査
し

ま

し
た

。
私

た
ち

は
農

林
水

産
省

の
デ

ー
タ

を
主

に
使

っ
て

お

り
、

自
分

た
ち

の
研

究
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

、
一

番
信

用
で

き
る

公
的

な
サ

イ
ト
を

活
用

す
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
、

パ
ン

食
が

進
ん

で
し

ま
え

ば
、

米
を

中
心

と
し

た

日
本

の
伝

統
的

な
食

文
化

を
継

承
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

う
と

い
う

強
い

危
機

感
を

抱
き

ま
し

た
。

海
外

で
は

お
に

ぎ
り

ブ
ー

ム
が

起
き

て
い

ま
す

。
日

本
国

内
で

も
お

に
ぎ

り
専

門
店

が
増

え
続

け
て

お
り

、
米

離
れ

が
進

む
中

で
も

お
に

ぎ
り

は
コ

ン
ビ

ニ
の

主
力

商
品

で
す

。
タ

イ
ム

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

重
視

す
る

現
代

社
会

に
お

い
て

、
ワ

ン
ハ

ン
ド

で
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

お
に

ぎ
り

は
、

「
米

離
れ

を
食

い
止

め
る

救
世

主
に

な
る

の
で

は
な

い
か

」
と

い
う

仮
説

を
立

て
ま

し
た

。
 

　
課

題
の

設
定

も
探

究
で

は
特

に
大

切
な

過
程

で
す

。
自

分

た
ち

が
解

決
し

た
い

課
題

は
、

本
当

に
解

決
が

必
要

と
さ

れ

て
い

る
こ

と
な

の
か

を
考

え
て

、
自

分
た

ち
の

や
り

た
い

こ
と

を

た
だ

や
る

だ
け

に
な

ら
な

い
よ

う
に

気
を

つ
け

ま
し

ょ
う

。
 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
日

本
発

の
フ

ァ
ス

ト
フ

ー
ド

で
あ

る
お

に
ぎ

り
で

す
が

、
日

本

人
の

大
人

の
方

で
も

お
に

ぎ
り

を
上

手
く

握
れ

な
い

場
面

を

目
の

当
た

り
に

し
ま

し
た

。
そ

こ
で

、
私

た
ち

は
誰

で
も

簡
単

に
、

家
に

あ
る

安
い

材
料

で
作

る
こ

と
が

で
き

、
さ

ら
に

不
足

し

が
ち

な
栄

養
を

補
っ

て
く

れ
る

よ
う

な
お

に
ぎ

り
を

考
案

し
ま

し

た
。

記
憶

に
残

り
や

す
い

よ
う

に
レ

シ
ピ

は
あ

え
て

手
書

き
で

作
成

し
ま

し
た

。
ま

た
、

校
内

と
子

ど
も

食
堂

で
お

に
ぎ

り
作

り

の
体

験
会

を
行

い
、

作
る

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ
、

楽
し

み
な

が
ら

参
加

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
ま

た
作

り
た

い
と

い
う

前
向

き
な

意
識

を
促

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

誰
を

対
象

に
、

何
を

目
的

と
し

た

取
り

組
み

な
の

か
を

常
に

考
え

な
が

ら
活

動
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
ま

た
、

自
分

た
ち

が
そ

の
活

動
を

行
う

こ
と

で
、

何
を

ど

う
変

え
た

い
の

か
、

ど
う

い
う

成
果

を
得

た
い

の
か

は
、

チ
ー

ム

の
み

ん
な

と
確

認
し

あ
う

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
は

、
見

た
い

と
思

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
色

を
使

っ

た
り

、
グ

ラ
フ

や
図

を
入

れ
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

私
た

ち
が

気

を
配

り
切

れ
な

か
っ

た
こ

と
は

、
重

要
な

情
報

は
目

立
つ

色
に

す
る

こ
と

で
す

。
ま

た
、

回
答

数
を

目
立

つ
よ

う
に

記
載

す
る

こ

と
で

す
。

ポ
ス

タ
ー

を
作

る
時

は
、

こ
れ

ら
の

こ
と

に
気

を
つ

け

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

話
す

と
き

は
強

調
し

た
い

と
こ

ろ
で

間

を
と

っ
た

り
、

顔
を

で
き

る
だ

け
前

に
向

け
て

発
表

す
る

と
い

い

と
思

い
ま

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
子

ど
も

食
堂

で
の

体
験

会
は

川
西

町
子

ど
も

食
堂

な
か

よ
し

キ
ッ

チ
ン

の
佐

藤
様

に
ご

協
力

い
た

だ
き

ま
し

た
。

川
西

町
産

の
お

米
ま

で
提

供
し

て
い

た
だ

き
あ

り
が

た
か

っ
た

で
す

。
子

ど
も

食
堂

は
、

月
に

1
回

や
、

年
に

数
回

し
か

や
っ

て
い

な
い

と
こ

ろ
が

多
か

っ
た

た
め

、
協

力
し

て
い

た
だ

き
た

い
な

ら
早

め
に

ア
ポ

を
と

る
こ

と
を

お
す

す
め

し
ま

す
。

参
考

文
献

は
主

に
農

林
水

産
省

の
デ

ー
タ

を
引

用
し

ま
し

た
。
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4.
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

◎
イイ
ンン
スス
タタ
ググ
ララ
ムム
にに
よよ
るる
周周

知
高

校
生

の
多

く
が

利
用

し
て
い
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
、

よ
り
多

く
の

高
校

生
に
減

塩
を
周

知
す
る

〈 〈
結結

果
と
反

省
〉

・
閲

覧
数

　
10

9
・
い
い
ね

数
(ポ

ス
ト
別

)　
減

塩
 2

2・
ベ
ジ
ア
ッ
プ

 1
1

➡
閲

覧
数

に
対

し
い
い
ね

数
が

少
な
い

◎
ベ
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
25

へ
の

参
加

米
沢

市
健

康
福

祉
部

健
康

課
様

が
作

成
し
た
「
ベ
ジ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
25

」
の

ポ
ス
タ
ー
を
校

内
の

各
教

室
前

や
昇

降
口

等
に
掲

示
し
周

知
し
た
。

〈〈
結結

果果
とと
反

省
〉

・
Q

R
コ
ー
ド
を
見

つ
け
ら
れ

な
い
人

が
多

か
っ
た

・
最

後
ま
で
読

ま
な
か

っ
た
人

が
多

か
っ
た

・
面

倒
だ
っ
た
と
答

え
た
人

が
多

か
っ
た

高高
校校
生生
にに
減減
塩塩
をを
広広
めめ
隊隊

!
～～
目目
指指
せせ
減減
塩塩
ママ
スス
タタ
ーー
！！
～～

　
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
校
2年

　
小
関
美
波
　
長
澤
優
衣

1.
緒緒
言言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県
は
食
塩
摂
取
量
が
多
く
、
高
血
圧
に
な
る
人
が
多
い
と

い
う
こ
と
を
昨
年
度
の

FS
（
異
文
化
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
）
で
学
ん

だ
。
山
形
県
で
も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
高

校
生
で
減
塩
を
意
識
し
て
い
る
人
は
少
な
い
。
若
い
う
ち
の
食

生
活
が
大
切
だ
と
思
い
、
高
校
生
に
焦
点
を
当
て
て
活
動
し
よ

う
と
考
え
た
。

2.
現
状
分
析

1.
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
でで
のの

調調
査

・
年

齢
と
と
も
に
血

圧
が

上
が

り
上

昇
の

割
合

が
食

塩
摂

取
量

と
関

係
し
て
い
る
。

1日
あ
た
り
の

食
塩

摂
取

量
が

多
い
と
上

昇
す
る
血

圧
の

値
が

大
き
く
な
る
。

・
山

形
県

は
消

費
量

日
本

一
で
あ
る
ラ
ー
メ
ン
や

､雪
が

多
い
こ

と
か

ら
保

存
が

効
く
漬

物
や

干
物

と
い
っ
た
加

工
食

品
な
ど
で

食
塩

を
多

く
摂

る
習

慣
が

根
付

い
て
い
る
。

2.
米米

沢
栄

養
大

学
へ

の
訪

問
調

査
(2

02
5年

8月
21

日
)

・
山

形
県

は
､男

性
8割

・
女

性
6割

が
県

が
設

定
し
た
目

標
食

塩
摂

取
量

(8
g)
を
上

回
っ
て
い
る
。

・
ほ

ぼ
す
べ

て
の

年
代

で
減

塩
が

必
要

3.
日日

本本
ハハ

ムム
株株

式式
会会

社社
本本

社社
へへ

のの
訪訪

問問
調調

査
(2

02
5年

12
月

3日
)

・
N
aC

lを
KC

lに
変

え
る
こ
と
で
減

塩
が

可
能

・
食

塩
の

量
を
減

ら
し
、
だ
し
を
使

い
旨

味
を
維

持
す
る

・
減

塩
商

品
の

売
れ

行
き
あ
ま
り
良

く
な
い

3.
課
題題
のの
設設
定定

若
い
う
ち
に
濃

い
味

の
も
の

に
慣

れ
て
し
ま
う
と
塩

分
の

過
剰

摂
取

に
繋

が
る
が

、
減

塩
に
取

り
組

ん
で
い
る
高

校
生

は
少

な
い
。

5.
今今
後後

のの
展展
望望

高
校

生
に
減

塩
を
広

め
る
第

一
歩

を
踏

み
出

す
こ
と
は

で
き

た
が

、
取

り
組

ん
で
も
ら
う
こ
と
に
は

繋
げ
る
こ
と
が

で
き
な

か
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は

以
下

の
こ
と
を
実

践
し
て
い
き
た
い
。

◎
計

画
性

が
な
か

っ
た
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の

開
設

が
遅

　
か

っ
た
➡

見
通

し
を
持

っ
て
取

り
組

む
◎

閲
覧

数
は

多
い
が

、
い
い
ね

が
少

な
い

➡
・
発

信
方

法
を
工

夫
す
る

　
・
投

稿
頻

度
を
上

げ
る

　
・
写

真
を
用

い
て
わ

か
り
や

す
く
す
る

｢山
形

県
民

の
男

女
別

食
塩

摂
取

量
の

割
合

｣　
典

:山
形
県
保
険
者
協
議
会

参
考
文
献
、
研
究
協
力
者

ht
tp

s:
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w
w

w
.k

yo
to

.c
o

o
p

/t
o

p
ic

s/
20

25
/0

5/
p

o
st

-2
98

4.
ht

m
l　

京
都
生
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

it
y.

ts
u

ru
o

ka
.lg

.jp
/n

en
ki

n
/k

o
ku

h
o

/k
yo

u
d

o
u

ko
u

h
o

u
.f

ile
s/

R
1d

ai
15

ka
i.p

d
f山

形
県
保
険
者
協
議
会

米
沢
栄
養
大
学
助
教

牛
崎
里
生
様
、
日
本
ハ
ム
株
式
会
社
様
、
米
沢
市
健
康
課

渡
部
朱
里
様

ベ
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
を
し
た
人
の
割
合

●は
い

●い
い
え

n=
72

実
際
に
掲
示
し
た
ポ
ス
タ
ー

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

　
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

4
B

 高
校

生
に

減
塩

を
広

め
隊

！
～

目
指

せ
減

塩
マ

ス
タ

ー
！

～

メ
ン

バ
ー

：
　

小
関

美
波

，
長

澤
優

衣
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

達
は

、
F
S
 

(異
文

化
融

合
サ

イ
エ

ン
ス

）
で

減
塩

に
つ

い

て
学

び
、

興
味

を
持

っ
た

た
め

こ
の

テ
ー

マ
に

決
め

ま
し

た
。

私
達

の
よ

う
に

F
S
で

興
味

を
持

っ
た

こ
と

を
テ

ー
マ

に
設

定

し
、

探
究

し
て

い
く

の
も

一
つ

の
策

だ
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

私

達
は

テ
ー

マ
の

決
定

が
遅

か
っ

た
た

め
、

や
り

た
か

っ
た

こ
と

を
す

べ
て

実
行

に
移

す
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
な

の

で
、

早
め

に
テ

ー
マ

を
決

め
る

こ
と

で
、

出
来

る
活

動
の

範
囲

が
広

が
る

と
思

い
ま

す
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

は
現

状
分

析
が

大
事

に
な

っ
て

き
ま

す
。

私

達
も

、
山

形
県

の
食

塩
摂

取
量

の
現

状
や

取
り

組
み

の
現

状

を
知

る
た

め
、

訪
問

調
査

を
通

し
て

情
報

収
集

し
ま

し
た

。
時

間
に

余
裕

を
持

ち
、

見
通

し
を

持
っ

て
行

動
す

る
こ

と
が

必
要

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

現
状

を
も

と
に

リ
サ

ー
チ

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

を
立

て
る

た
め

、
自

分
た

ち
が

現
状

を
よ

く
把

握
し

て
い

る
こ

と
が

大

切
で

す
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
立

て
た

課
題

は
活

動
し

て
い

く
中

で
起

点
と

な
る

も
の

な
の

で
、

現
状

に
合

っ
て

い
て

さ
ら

に
明

確
で

あ
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

私
達

高
校

生
が

で
き

る
こ

と
は

何
な

の
か

、
現

状
を

変
え

る
た

め
に

は
今

何
を

す
る

べ
き

な
の

か
を

考
え

る
こ

と
で

設
定

し
や

す
く

な
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
自

分
た

ち
が

ア
ク

シ
ョ
ン

出
来

る
、

現
実

的
か

つ
規

模
を

考
え

た
う

え
で

課
題

設
定

を

す
る

こ
と

も
大

切
で

す
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
課

題
が

明
確

に
な

っ
た

ら
、

誰
に

、
何

で
、

ど
の

よ
う

に
、

ど
う

な
っ

て
ほ

し
い

の
か

を
考

え
て

活
動

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

ま
た

、
活

動
方

針
が

決
ま

っ
た

ら
、

す
ぐ

に
行

動
に

移
す

こ
と

が
大

切
で

す
。

私
達

は
、

減
塩

レ
シ

ピ
を

提
案

す
る

こ
と

や
減

塩
を

広
め

る
た

め
に

ポ
ス

タ
ー

を
作

ろ
う

と
考

え
て

い
ま

し
た

が
、

時
間

の
都

合
上

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

計
画

性
や

見
通

し
が

立
っ

て
い

な
か

っ
た

こ
と

が
原

因
だ

と
思

い
ま

す
。

よ
り

良
い

活
動

に
す

る
た

め
に

は
長

期
休

み
な

ど
を

有
効

に
活

用
す

る
こ

と
が

大
事

に
な

っ
て

き
ま

す
。

 

　
外

部
の

方
に

協
力

し
て

い
た

だ
く

と
き

、
前

も
っ

て
何

を
伝

え

る
の

か
、

何
を

お
聞

き
し

た
い

の
か

を
グ

ル
ー

プ
の

人
や

担
当

の
先

生
方

と
共

有
し

て
お

く
こ

と
は

、
活

動
を

有
意

義
な

も
の

に
す

る
た

め
に

は
最

重
要

で
す

。
関

西
キ

ャ
リ
ア

研
修

の
際

に

は
、

企
業

の
方

と
連

絡
を

取
る

こ
と

や
訪

問
の

許
可

を
い

た
だ

く
に

は
時

間
が

か
か

る
た

め
、

早
め

に
始

め
て

お
く

こ
と

を
お

す
す

め
し

ま
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
は

で
き

る
だ

け
文

量
を

少
な

く
し

、
文

字
の

大
き

さ

を
大

き
く

す
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
説

明
で

使
う

表
や

グ
ラ

フ

は
大

き
く

す
る

と
聞

い
て

く
だ

さ
る

方
に

見
や

す
く

、
わ

か
り

や

す
く

な
り

ま
す

。
　

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ
ン

で
は

、
自

分
が

思
っ

て

い
る

以
上

に
ゆ

っ
く

り
話

し
、

時
々

聴
衆

に
目

線
を

送
っ

て
発

表
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
ま

た
、

他
の

グ
ル

ー
プ

も
発

表
を

行
っ

て
い

る
の

で
、

声
を

張
っ

て
話

す
こ

と
が

大
切

で
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
訪

問
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
米

沢
栄

養
大

学
様

や
日

本
ハ

ム

株
式

会
社

様
、

お
話

を
お

伺
い

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

米
沢

市

健
康

福
祉

部
健

康
課

様
に

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

 イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

の
調

査
も

必
要

に
な

っ
て

く
る

と
思

い
ま

す

が
、

実
際

に
訪

問
さ

せ
て

い
た

だ
き

お
話

を
お

伺
い

す
る

こ
と

は
大

切
で

す
。
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食
べ
る
こ
と
は
悪
な
の
か

〜〜
体体

型
維

持
を
め
ぐ
る
理

想
と
現

実
〜

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

2年
　
坂
爪
香
蓮
　
五
十
嵐
里
桜

1.
緒
言

毎
年

身
体

測
定

の
時

期
に
な
る
と
教

室
中

に
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

し
な
き
ゃ
」
な
ど
と
い
う
声

が
聞

こ
え
て
く
る
が

、
果

た
し
て
本

当
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
は

必
要

な
の

か
と
疑

問
に
思

い
、
こ
の

テ
ー

マ
を
立

て
た
。

2.
現
状

分
析

■調調
査査
1

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
関

す
る
意

識
調

査
・
実

施
日

令
和

7年
7月

・
対

象
本

校
1･

2年
生

回
答

者
19

6名

・
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
経
験
が
あ
る
生
徒
は
女
子

58
人

　
男
子

12
人
、
体
型
維
持
目
的
は
女
子

51
人
、
男
子

7人
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
悪
影
響
を
知
っ
て
い
る
人
多
数
（
栄
養
失
調
、

骨
粗
鬆
症
な
ど
）

■調調
査査
2

養
護

教
諭

よ
り
い
た
だ
い
た
校

内
の

B
M

Iの
数

値
（
女

性
）

・
男
女
と
も
に
肥
満
の
範
囲
（
B

M
I2

5.
0以

上
）
に
い
る
生
徒
は
少

数 ■調調
査査
３３

（
「
家
庭
基
礎
」
東
京
書
籍
　
教
科
書
引
用
）

・
15

〜
19

歳
と

20
代

の
女

性
約

2割
が

や
せ

（
B

M
I1

8.
5未

満
）
→

や
せ

妊
婦

→
低

出
生

体
重

児
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
肥

満
に
な
り
や

す
い

4.
解解
決決

にに
向向

けけ
たた
取取

りり
組組

みみ
実
践践
①①
大大
学学
へへ
のの
訪訪
問問
調調
査査

【
山

形
県

立
米

沢
栄

養
大

学
】2

02
5.

9.
17

訪
問

→
昨

今
若

い
女

性
の

「
や

せ
」
が

問
題

視
さ
れ

て
い
る

→
母

体
が

低
体

重
だ
と
低

出
生

体
重

児
が

増
加

す
る

　
（
先

進
国

の
中

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
）

→
毎

日
ワ
ン
パ

タ
ー
ン
で
も
よ
い
の

で
朝

食
か

ら
き
ち

　
ん
と
食

べ
る
こ
と
が

大
切

【
神

戸
女

子
大

学
】

20
25

.1
2.

3訪
問

→
食

と
心

は
深

い
関

係
に
あ
り
心

の
問

題
(勉

強
、

　
友

人
関

係
な
ど

) が
そ
の

ま
ま
食

欲
に
も
影

響

【
大

阪
公

立
大

学
】

20
25

.1
2.

3訪
問

→
一

方
的

に
悪

影
響

を
伝

え
る
の

で
は

な
く
深

い
知

識
　
が

な
い
人

た
ち
で
も
分

か
り
や

す
く
実

践
し
や

す
い

　
よ
う
メ
リ
ッ
ト
を
伝

え
る
な
ど
し
て
ハ

ー
ド
ル

を
　
下

げ
る
こ
と
が

大
切

実
践践

②②
食食

べべ
るる
ダダ
イイ
エエ
ッッ
トト
をを
学学

ぶぶ
会会

のの
実実

施施
・
1月

上
旬

に
1.

 2
年

生
希

望
者

11
名

に
講

座
を
開

催
→

朝
ご
は

ん
の

重
要

性
や

米
の

偉
大

さ
に
つ
い
て
の

講
義

→
実

際
に
時

短
食

品
を
使

用
し
て
朝

ご
は

ん
を
作

る
体

験
会

も
実

施
→

ナ
ッ
ジ

(n
ud

ge
)理

論
の

活
用

E(
ea

sy
)A

(a
ttr

ac
tiv

e 
)S

(s
oc

ia
l)T

(ti
m

el
y)

【
講

座
内

ア
ン
ケ
ー
ト
】

・
朝

ご
は

ん
を
毎

日
食

べ
る

→
11

人
・
1日

で
摂

取
す
べ

き
カ
ロ
リ
ー
の

予
想

→
80

0~
28

00
kc

al
・
参

加
時

体
型

維
持

目
的

の
食

事
制

限
を
し
て
い
る

→
3人

・
参

加
者

の
感

想
→

「
食

べ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

簡
単

さ
を
理

解
し
た
」
「
食

べ
な
い
ほ

う
　
が

良
い
と

考
え
て
い
た
」
…

な
ど

実実
践践

③③
ダダ
イイ
エエ
ッッ
トト
にに
関関

すす
るる
動動

画画
作作

成
→

公
式

in
st

ag
ra

m
に
動

画
の

投
稿

依
頼

中
→

よ
り
多

く
の

方
に
（
本

校
生

徒
以

外
に
も
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食

べ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
周

知

3.
課課
題題
のの
整整
理理

痩
せ

る
必

要
が

な
い
の

に
体

型
維

持
の

た
め
の

　
　
　
　
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
行

っ
て
い
る
生

徒
が

多
い

5.
今
後
の
展
望

体
験
会
や
動
画
の
視
聴
を
通
し
て
、
全
校
生
徒
が
食
べ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

方
法
を
知
り
、
短
期
間
で
の
過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
へ

と
変
え
る
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
体
型
維
持
目
的
で
は
な
く
ダ
イ

エ
ッ
ト
本
来
の
意
味
で
あ
る
体
調
維
持
目
的
で
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
自
分

自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
次
世
代
や
家
族
な
ど
周
り
の
方
々
も
生
涯
健
康
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。

研
究
協
力
・
参
考
文
献

山
形

県
立

米
沢

栄
養

大
学

健
康
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養

学
科

鈴
木

美
穂

講
師

｜
若

い
女

性
の

健
康

と
栄

養
(2

02
5)
　
　
　
　
　
　
　
　
神

戸
女

子
大

学
健

康
福

祉
学

部
健

康
ス
ポ
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ツ
学

科
佐

藤
誓

子
教

授
、
松

本
衣

代
教

授
（
20

25
）

大
阪

公
立

大
学

生
活

科
学

部
生

活
科

学
研

究
科

早
見

直
美

教
授

（
20
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）
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ぐ
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ダ
イ
エ
ッ
ト
と
は

体
調
維
持
の
た
め
の
食
事
制
限
の
こ
と

出
典

　
医

療
法

人
社

団
め
ぐ
み

の
会

｜
ダ
イ
エ
ッ
ト
っ
て
何

で
す
か

　
　

　
　
　
　
　
　

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
は

体
調
維
持
の
た
め
の
食
事
制
限
の
こ
と

出
典

　
医

療
法

人
社

団
め
ぐ
み

の
会

｜
ダ
イ
エ
ッ
ト
っ
て
何

で
す
か

　
　

1.
緒

言
毎

年
身

体
測

定
の

時
期

に
な
る
と
教

室
中

に
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

し
な
き
ゃ
」
な
ど
と
い
う
声

が
聞

こ
え
て
く
る
が

、
果

た
し
て
本

当
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
は

必
要

な
の

か
と
疑

問
に
思

い
、
こ
の

テ
ー

マ
を
立

て
た
。

5.
今
後
の
展
望

体
験
会
や
動
画
の
視
聴
を
通
し
て
、
全
校
生
徒
が
食
べ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

方
法
を
知
り
、
短
期
間
で
の
過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
へ

と
変
え
る
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
体
型
維
持
目
的
で
は
な
く
ダ
イ

エ
ッ
ト
本
来
の
意
味
で
あ
る
体
調
維
持
目
的
で
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
自
分

自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
次
世
代
や
家
族
な
ど
周
り
の
方
々
も
生
涯
健
康
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。

研
究
協
力
・
参
考
文
献

研
究
協
力

参
考
文
献

山
形

県
立

米
沢

栄
養

大
学

健
康

栄
養

学
科

鈴
木

美
穂

講
師

｜
若

い
女

性
の

健
康

と
栄

養
(2

02
5)
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
神

戸
女

子
大

学
健

康
福

祉
学

部
健

康
ス
ポ
ー
ツ
学

科
佐

藤
誓

子
教

授
、
松

本
衣

代
教

授
（
20

25
）

大
阪

公
立

大
学

生
活

科
学

部
生

活
科

学
研

究
科

大
阪

公
立

大
学

生
活

科
学

部
生

活
科

学
研

究
科

早
見

直
美

教
授

（
早

見
直

美
教

授
（
20

25
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医

療
法

人
社

団
め
ぐ
み

の
会

｜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医

療
法

人
社

団
め
ぐ
み

の
会

｜
ダ
イ
エ
ッ
ト
っ
て
何

で
す
か

ht
tp
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K
Q
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R

K
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Q
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w
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米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
保

健
室

(2
02

5)

【
図

1】
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
こ
と
が
あ
る

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 男
女
の
割
合

【
図

2】
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
定
義

食
べ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
関
す
る
動
画
で
す

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

　
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

4
C

 食
べ

る
こ

と
は

悪
な

の
か

～
体

型
維

持
を

め
ぐ

る
理

想
と

現
実

～
　

メ
ン

バ
ー

：
　

坂
爪

香
蓮

 ，
五

十
嵐

里
桜

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
メ

ン
バ

ー
の

や
り

た
い

分
野

、
今

気
に

な
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
か

ら
決

め
た

方
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

自
分

達
に

と
っ

て
身

近
な

問
題

に
つ

い
て

研
究

す
る

の
が

お
す

す

め
で

す
。

複
数

人
で

の
研

究
は

、
全

員
が

納
得

す
る

テ
ー

マ

に
す

る
こ

と
自

体
、

と
て

も
難

易
度

の
高

い
こ

と
な

の
で

、
ど

こ

な
ら

妥
協

で
き

る
か

を
話

し
合

い
ま

し
ょ

う
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

 
ア

ン
ケ

ー
ト
を

取
る

場
合

は
、

早
め

に
と

る
こ

と
を

お
す

す
め

し
ま

す
。

母
数

に
対

し
て

回
答

数
が

少
な

い
と

信
憑

性
が

か
け

て
し

ま
う

た
め

、
各

ク
ラ

ス
を

回
っ

た
り

、
cl

as
sr

o
o
m

に
投

稿
し

て
も

ら
っ

た
り

す
る

こ
と

で
回

答
率

の
上

昇
が

見
込

め
ま

す
。

ま

た
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
の

情
報

分
析

で
は

、
大

学
や

企
業

な
ど

信
憑

性
の

高
い

サ
イ

ト
の

使
用

や
、

複
数

の
情

報
を

見

比
べ

る
こ

と
で

デ
ー

タ
の

正
確

性
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

私
達

が
使

用
し

た
本

校
の

B
M

Iの
数

値
の

よ
う

な
個

人
情

報
を

使
用

し
た

い
と

思
っ

た
ら

早
め

に
担

当
の

先
生

に
相

談
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
使

用
許

可
が

下

り
る

ま
で

に
か

な
り

の
時

間
が

か
か

り
ま

す
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

 現
実

分
析

を
参

考
に

し
て

、
自

分
達

の
理

想
と

の
相

違
点

に

つ
い

て
の

問
い

を
立

て
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
か

ら
の

活
動

が
決

ま
る

の
で

、
時

間
を

か
け

て
設

定
し

ま
し

ょ
う

。
私

た

ち
は

、
標

準
B

M
Iの

生
徒

が
多

い
興

譲
館

で
あ

る
の

に
も

関

わ
ら

ず
、

ダ
イ

エ
ッ

ト
を

し
て

い
る

生
徒

が
多

い
こ

と
が

問
題

だ

と
思

い
ま

し
た

。
そ

こ
で

、
ど

の
よ

う
に

し
た

ら
体

型
維

持
目

的

の
食

事
制

限
を

体
調

維
持

目
的

の
食

事
制

限
に

す
る

こ
と

が

で
き

る
の

か
を

課
題

に
し

ま
し

た
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

  
課

題
が

明
確

に
な

っ
た

上
で

こ
れ

か
ら

何
を

し
て

い
く

か
を

1

度
メ

ン
バ

ー
と

話
し

合
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

取
り

組
み

を
思

い

つ
い

た
ら

早
め

早
め

に
行

動
し

ま
し

ょ
う

。
特

に
普

通
科

は
、

探
究

科
よ

り
単

位
数

が
少

な
い

の
で

、
早

め
に

行
動

し
て

く
だ

さ
い

。
外

部
提

携
の

取
り

組
み

を
行

う
際

も
、

早
め

に
外

部
の

方
と

連
絡

を
取

り
合

う
こ

と
が

大
切

で
す

。
ま

た
、

動
画

を
作

成

す
る

時
は

専
門

家
か

ら
の

助
言

を
い

た
だ

く
と

、
動

画
に

対
す

る
信

憑
性

が
高

ま
り

ま
す

。
興

譲
館

公
式

In
st

ag
ra

m
に

作
成

し
た

動
画

を
載

せ
て

欲
し

い
場

合
は

、
動

画
の

確
認

や
訂

正

な
ど

で
1
-
2
週

間
程

度
か

か
る

場
合

が
あ

る
の

で
、

早
め

に
相

談
・
行

動
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

 
ポ

ス
タ

ー
作

成
に

関
し

て
は

、
文

字
ば

か
り

の
ポ

ス
タ

ー
だ

と

聴
衆

が
集

ま
り

に
く

い
傾

向
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

で
き

る
だ

け

少
な

い
文

字
量

で
書

く
こ

と
を

薦
め

ま
す

。
円

グ
ラ

フ
や

棒
グ

ラ
フ

は
、

モ
ノ

ク
ロ

の
配

布
資

料
に

記
載

し
て

し
ま

う
と

、
見

づ

ら
い

と
感

じ
る

聴
衆

が
多

い
の

で
、

ポ
ス

タ
ー

に
入

れ
た

方
が

伝
わ

り
や

す
く

な
り

ま
す

。
発

表
時

に
は

、
周

り
も

声
を

張
る

の

で
い

つ
も

の
倍

出
し

て
も

聞
こ

え
な

い
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

聴
衆

を
で

き
る

限
り

ポ
ス

タ
ー

付
近

に
集

め
た

り
、

声
量

を
い

つ
も

の
5
-
6
倍

出
し

た
り

す
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
話

し
方

に

抑
揚

を
つ

け
る

こ
と

で
聴

衆
を

聞
き

飽
き

さ
せ

な
い

、
そ

ん
な

発
表

を
す

る
こ

と
も

出
来

ま
す

。
実

際
に

使
用

し
た

も
の

を
一

緒
に

紹
介

す
る

こ
と

で
聴

衆
の

理
解

度
も

深
ま

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
ま

た
、

発
表

原
稿

を
見

な
が

ら
話

す
の

で
は

な
く

、
聴

衆
が

い
る

方
向

を
向

い
て

「
今

、
あ

な
た

に
伝

え
よ

う
と

し
て

ま

す
よ

」
と

い
う

こ
と

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
か

の
よ

う
に

話
す

と
、

聴
衆

に
伝

わ
り

や
す

い
で

す
。

質
問

が
来

な
か

っ
た

時
用

に
補

足

説
明

を
用

意
し

て
お

く
と

、
沈

黙
の

時
間

が
な

く
な

り
内

容
も

充
実

す
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
自

信
な

さ
げ

に
話

す
と

、
聴

衆
に

伝
わ

っ
て

し
ま

う
の

で
、

こ
の

1
年

（
中

間
発

表
だ

と
半

年
）
や

り
き

っ
て

き
た

自
分

を
称

え
て

、
自

信
満

々
に

話
し

て
く

だ
さ

い
ね

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
9
月

中
旬

に
米

沢
栄

養
大

学
を

訪
問

し
た

際
に

鈴
木

美
穂

様
よ

り
「
若

い
女

性
の

健
康

と
栄

養
」
に

つ
い

て
講

話
を

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

1
2
月

の
関

西
キ

ャ
リ
ア

研
修

で
は

神
戸

女

子
大

学
を

訪
問

し
佐

藤
誓

子
様

・
松

本
衣

代
様

、
ま

た
、

大
阪

公
立

大
学

を
訪

問
し

早
見

直
美

様
に

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

し

た
。

訪
問

し
た

際
に

質
問

を
さ

せ
て

い
た

だ
け

る
場

面
が

あ
る

と
思

う
の

で
、

事
前

に
自

分
た

ち
で

調
べ

た
こ

と
が

合
っ

て
い

る
か

の
確

認
や

話
を

聞
い

た
上

で
疑

問
に

思
っ

た
こ

と
な

ど
を

積
極

的
に

質
問

す
る

こ
と

を
心

が
け

ま
し

ょ
う

。
せ

っ
か

く
機

会

を
与

え
ら

れ
て

い
る

の
に

質
問

を
し

な
い

の
は

も
っ

た
い

な
い

で
す

。
 

　
ポ

ス
タ

ー
で

は
、

興
譲

館
保

健
室

よ
り

本
校

生
徒

の
B

M
Iの

数
値

、
家

庭
基

礎
の

教
科

書
よ

り
日

本
で

の
B

M
I値

の
分

布

の
読

み
取

り
、

医
療

法
人

社
団

め
ぐ

み
の

会
よ

り
「
ダ

イ
エ

ッ

ト
っ

て
何

で
す

か
」
を

使
用

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
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研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

5
A

 静
電

気
力

を
用

い
た

ス
ペ

ー
ス

デ
ブ

リ
回

収
の

可
能

性
　

メ
ン

バ
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：
　

神
尾

日
乃
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渡

會
愛

香
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

研
究

を
成

功
さ

せ
る

た
め

に
は

、
そ

の
テ

ー
マ

に
対

す
る

強

い
熱

意
と

意
欲

が
不

可
欠

で
す

。
 

　
し

か
し

、
意

欲
だ

け
で

は
不

十
分

で
あ

り
、

研
究

を
実

行
に

移
す

た
め

に
は

、
テ

ー
マ

か
ら

具
体

的
に

導
か

れ
る

実
験

の

現
実

性
を

吟
味

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

　
特

に
、

実
験

の
規

模
が

大
き

す
ぎ

る
と

、
実

行
が

困
難

に
な

り
、

研
究

の
進

行
が

停
滞

す
る

原
因

と
な

る
た

め
、

実
現

可
能

な
計

画
を

立
て

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

先
行

研
究

の
内

容
を

、
深

く
理

解
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

内
容

の
理

解
が

不
十

分
な

場
合

、
仮

説
の

誤
り

や
実

験
の

考

察
の

誤
り

に
つ

な
が

っ
た

り
、

実
験

内
容

が
目

的
か

ら
外

れ
て

し
ま

っ
た

り
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
仮

説
は

根
拠

に
基

づ
い

て
考

え
ま

し
ょ

う
。

現
段

階
の

研
究

や
持

っ
て

い
る

知
識

で
分

か
っ

て
い

る
こ

と
を

総
動

員
し

て
、

考
え

ら
れ

結
果

と
そ

の
要

因
を

立
て

る
と

よ
い

で
し

ょ
う

。
 

　
私

た
ち

の
場

合
、

約
5
ヶ

月
か

け
て

山
形

大
学

の
研

究
室

で

使
用

で
き

る
実

験
器

具
を

知
っ

て
か

ら
問

い
を

立
て

た
た

め
、

必
ず

し
も

研
究

が
、

問
い

を
立

て
る

こ
と

か
ら

始
ま

ら
な

い
こ

と

は
知

っ
て

お
い

た
ほ

う
が

よ
い

で
す

。
問

い
を

立
て

る
際

も
、

自
分

た
ち

に
で

き
る

範
囲

で
研

究
す

る
こ

と
を

念
頭

に
お

く
こ

と
を

意
識

す
る

の
が

重
要

で
す

。
ま

た
、

自
分

た
ち

で
立

て
た

問
い

が
、

既
存

の
研

究
に

よ
っ

て
分

か
っ

て
い

る
可

能
性

が

な
い

か
を

確
か

め
る

こ
と

も
忘

れ
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
当

然
で

す
が

、
仮

説
と

あ
っ

て
い

な
か

っ
た

か
ら

と
い

っ
て

、

実
験

デ
ー

タ
の

改
ざ

ん
は

行
わ

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
逆

に
、

当
た

り
前

を
覆

す
チ

ャ
ン

ス
と

思
っ

た
ほ

う
が

よ
い

で
す

。
 

　
記

録
し

た
デ

ー
タ

を
ど

う
視

覚
化

す
る

と
聴

衆
に

と
っ

て
わ

か
り

や
す

い
か

を
考

え
る

の
が

大
事

で
す

。
折

れ
線

グ
ラ

フ
な

の
か

、
棒

グ
ラ

フ
な

の
か

、
表

な
の

か
、

あ
ら

ゆ
る

方
法

を
吟

味

し
、

最
も

自
分

た
ち

の
考

察
し

や
す

い
形

に
す

る
と

聴
衆

も
納

得
し

や
す

い
で

す
。

 

　
　

グ
ル

ー
プ

全
体

で
、

分
析

・
考

察
の

内
容

を
よ

く
擦

り
合

わ

せ
る

こ
と

が
非

常
に

重
要

で
す

。
曖

昧
な

理
解

の
ま

ま
発

表

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

数
値

の
単

位
や

微
々

た

る
変

化
も

見
逃

さ
な

い
よ

う
に

し
て

お
く

と
よ

い
で

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

に
お

い
て

重
要

な
こ

と
は

、
大

き
く

分

け
て

2
つ

あ
り

ま
す

。
1
つ

目
は

発
表

の
心

構
え

に
つ

い
て

、
2

つ
目

は
質

疑
応

答
の

準
備

で
す

。
 

　
ま

ず
、

発
表

の
心

構
え

に
つ

い
て

で
す

。
聴

衆
に

内
容

が

明
確

に
伝

わ
る

よ
う

、
は

っ
き

り
、

丁
寧

に
説

明
す

る
こ

と
が

大

切
で

す
。

研
究

の
面

白
さ

が
伝

わ
る

よ
う

に
、

笑
顔

で
、

楽
し

ん
で

発
表

し
ま

し
ょ

う
。

そ
し

て
、

自
分

た
ち

の
研

究
に

誇
り

と

自
信

を
持

っ
て

発
表

に
臨

み
ま

し
ょ

う
。

 

　
続

い
て

、
質

疑
応

答
の

準
備

に
つ

い
て

で
す

。
初

心
に

戻

り
、

「
も

し
自

分
が

こ
の

研
究

に
つ

い
て

全
く

知
ら

な
い

聴
衆

だ
っ

た
ら

、
ど

の
よ

う
な

点
に

疑
問

を
持

つ
か

」
と

い
う

視
点

で

質
問

を
予

測
し

、
準

備
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
ま

た
、

他
の

研
究

班
の

メ
ン

バ
ー

な
ど

に
質

問
し

て
も

ら
う

こ
と

も
効

果
的

で

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
私

た
ち

は
、

山
形

大
学

 大
学

院
 理

工
学

研
究

科
 江

目
宏

樹
教

授
に

多
大

な
る

ご
支

援
を

賜
り

ま
し

た
。

山
形

大
学

工
学

部
の

実
験

器
具

を
お

借
り

し
て

実
験

を
行

い
、

教
授

に
数

多
く

の
ご

助
言

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

　
世

の
中

で
は

ど
の

よ
う

な
研

究
が

行
わ

れ
て

い
る

の
か

、
ま

た
ど

の
よ

う
な

人
が

い
る

の
か

を
調

べ
る

こ
と

で
、

よ
り

よ
い

研

究
の

実
現

に
つ

な
が

る
と

思
い

ま
す

。
 

　
ま

た
、

自
分

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

が
大

切
で

す
。
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工
学
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研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

5
B

 W
h
e
re

 a
re

 b
e
ar

s？
 ～

熊
出

没
地

の
予

測
の

精
度

向
上

を
目

指
し

て
～

　

メ
ン

バ
ー

：
　

竹
田

春
輝

，
佐

藤
怜

，
小

笠
原

陸
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

達
は

漠
然

と
情

報
系

の
研

究
を

行
い

た
い

と
思

っ
て

い

た
人

で
チ

ー
ム

を
組

み
ま

し
た

。
そ

こ
か

ら
様

々
な

社
会

課
題

や
興

味
の

あ
る

課
題

を
挙

げ
、

話
し

合
い

を
重

ね
な

が
ら

今

の
テ

ー
マ

を
設

定
し

ま
し

た
。

 

　
ま

ず
は

様
々

な
意

見
を

出
し

合
う

こ
と

が
大

切
で

す
。

何
に

興
味

が
あ

る
の

か
、

何
が

で
き

る
の

か
を

明
確

に
し

、
具

体
化

す
る

こ
と

で
円

滑
な

テ
ー

マ
設

定
を

行
え

る
と

思
い

ま
す

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
私

達
の

研
究

に
は

先
行

研
究

が
な

く
、

一
か

ら
テ

ー
マ

を
考

え
て

研
究

を
行

い
ま

し
た

。
 

　
し

か
し

、
そ

の
よ

う
な

テ
ー

マ
は

一
ヶ

月
後

に
も

似
た

研
究

が

存
在

し
な

い
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
実

際
、

私
達

が
研

究
を

始
め

て
か

ら
発

表
会

ま
で

の
間

に
大

学
に

よ
る

類
似

研
究

の
論

文

が
発

表
さ

れ
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

場
合

で
も

、
積

極
的

に
関

係
を

築
き

、
自

分
た

ち
の

研
究

に
活

か
す

と
よ

い
で

し
ょ

う
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
考

え
ら

れ
る

可
能

性
は

す
べ

て
考

慮
し

ま
し

ょ
う

。
一

度
間

違
っ

た
仮

説
を

立
て

て
し

ま
う

と
、

無
理

に
で

も
そ

れ
を

立
証

し

よ
う

と
迷

走
し

て
し

ま
う

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
仮

説

を
立

て
る

こ
と

や
結

果
の

予
測

に
失

敗
は

つ
き

も
の

で
す

が
、

一
つ

の
仮

説
に

拘
り

す
ぎ

な
い

こ
と

が
重

要
で

す
。

 

　
ま

た
、

仮
説

や
問

な
ど

は
大

き
な

枠
組

み
と

し
て

捉
え

る
の

で
は

な
く

、
具

体
的

な
も

の
に

す
る

こ
と

で
実

験
が

行
い

や
す

く
な

り
ま

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
対

照
実

験
の

徹
底

が
大

事
で

す
。

予
備

実
験

を
し

て
い

て

傾
向

を
知

っ
た

つ
も

り
に

な
っ

て
い

て
も

、
対

照
実

験
を

行
う

と

そ
の

結
果

が
1
8
0
度

変
わ

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
検

証
は

試
行

回
数

を
な

る
べ

く
増

や
し

て
誤

差
を

減
ら

し
ま

し
ょ

う
。

誤
差

だ

と
思

っ
て

い
た

も
の

が
思

わ
ぬ

傾
向

で
あ

っ
た

り
、

傾
向

だ
と

思
っ

て
い

た
も

の
が

誤
差

で
あ

っ
た

り
し

ま
す

。
誤

差
の

な
い

実
験

は
不

可
能

で
あ

る
こ

と
を

意
識

し
ま

し
ょ

う
。

 

　
私

達
の

研
究

は
実

験
に

特
別

な
器

具
や

場
所

は
必

要
あ

り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

そ
れ

で
も

実
験

に
は

長
い

時
間

を
必

要
と

し
ま

し
た

。
テ

ー
マ

は
手

早
く

決
め

、
実

験
計

画
を

立
て

、
実

験
を

な
る

べ
く

早
く

始
め

ま
し

ょ
う

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
最

も
重

要
な

の
は

、
”
い

か
に

聴
衆

に
分

か
っ

て
も

ら
え

る

か
”
で

す
。

声
を

大
き

く
す

る
の

は
勿

論
、

な
る

べ
く

原
稿

を
見

な
い

で
、

聴
衆

の
方

を
向

い
て

訴
え

か
け

る
よ

う
に

発
表

を
す

る
ほ

う
が

好
印

象
だ

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
グ

ラ
フ

の
縦

軸
、

横

軸
は

何
で

、
そ

の
グ

ラ
フ

の
ど

う
い

う
特

徴
か

ら
何

が
わ

か
る

か
ま

で
詳

し
く

説
明

す
る

こ
と

も
意

識
し

ま
し

ょ
う

。
 

　
事

前
準

備
と

し
て

、
で

き
る

だ
け

早
く

ポ
ス

タ
ー

を
作

成
し

、

何
を

言
い

た
い

の
か

把
握

す
る

こ
と

に
時

間
を

割
き

ま
し

ょ
う

。

研
究

へ
の

理
解

度
が

深
ま

る
と

、
質

疑
応

答
に

も
対

応
し

や

す
く

な
り

ま
す

。
ま

た
、

何
度

も
練

習
し

発
表

に
か

か
っ

た
時

間
、

指
示

棒
の

使
い

方
、

間
隔

の
入

れ
方

、
声

量
を

確
認

し

ま
し

ょ
う

。
発

表
の

質
が

上
が

る
だ

け
で

な
く

、
当

日
の

緊
張

も

和
ら

ぎ
ま

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
自

分
た

ち
の

研
究

に
少

し
で

も
参

考
に

な
る

よ
う

な
研

究
を

し
て

い
た

り
、

そ
の

分
野

に
詳

し
い

教
授

に
は

積
極

的
に

コ
ン

タ
ク

ト
を

取
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。
私

達
も

同
じ

よ
う

な
熊

の
出

没
地

予
測

を
研

究
し

て
い

る
教

授
に

連
絡

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
改

善
点

や
今

後
の

目
標

に
つ

い
て

話
し

合
い

ま
し

た
。

専
門

家

に
相

談
す

る
こ

と
で

、
自

分
た

ち
の

研
究

に
何

が
足

り
な

い
の

か
改

め
て

自
覚

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

　
参

考
文

献
の

書
き

方
に

は
注

意
が

必
要

で
す

。
正

し
い

参

考
文

献
の

示
し

方
を

よ
く

調
べ

、
引

用
元

を
わ

か
り

や
す

く
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

参
考

文
献

は
本

当
に

信
用

で
き

る
も

の
を

使
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

デ
ー

タ
が

古
す

ぎ
た

り
、

著

者
が

わ
か

ら
な

か
っ

た
り

す
る

も
の

は
使

わ
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

７
．

情
報

系
の

研
究

を
す

る
方

へ
 

　
私

達
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

G
o
o
gl

ei
co

la
b
を

用
い

て
作

り
ま

し

た
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
が

あ
れ

ば
ど

こ
で

も
実

行
で

き
、

プ

ロ
グ

ラ
ム

の
共

有
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

利

点
が

あ
り

ま
す

。
 

　
本

研
究

で
は

、
機

械
学

習
を

行
う

際
に

は
sk

le
ar

n
、

地
理

的
な

情
報

を
扱

う
と

き
は

ge
o
p
an

d
as

や
fo

liu
m

と
い

っ
た

ラ
イ

ブ
ラ

リ
を

利
用

し
ま

し
た

。
 

　
ま

た
、

予
測

の
検

証
を

行
う

際
は

、
乱

数
を

生
成

し
直

し
つ

つ
複

数
回

の
予

測
と

評
価

を
な

る
べ

く
一

度
に

行
う

こ
と

で
、

研
究

の
負

担
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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プ
ロ
ト
ン

伝
導
性
ペ
レ
ッ
ト
の
作
製
・性

能
評
価

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

2年
小
林
恒
平
大
原
滉
二
郎
片
平
夏
南
斗
鑓
水
悠
大
横
山
侑
史

11..研研
究究
背背
景景
・・
目目
的的

〈〈
背背
景景
〉〉

SG
研
究
所
が
開
発
し
た
プ
ロ
ト
ン
伝
導
性
粉
体
（
超
プ
ロ
ト
ン
伝
導

体
）
は
、
高
温
・
低
温
環
境
下
で
も
高
い
プ
ロ
ト
ン
伝
導
度
を
維
持
で
き
る
特
長

を
持
つ
。
私
た
ち
は
プ
ロ
ト
ン
伝
導
性
粉
体
を
固
形
化
し
、
実
用
性
を
高
め
る
こ

と
を
目
標
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

〈 〈
目目
的的
〉〉
プ
ロ
ト
ン
伝
導
性
粉
体
と
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
粉
末
を
用
い
て
プ
ロ
ト

ン
伝
導
性
を
持
つ
ペ
レ
ッ
ト
を
作
製
す
る
。
ま
た
導
電
率
に
影
響
す
る
要
因
を
調

べ
る
。

99..謝謝
辞辞

本
研
究
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た

株
式
会
社

SG
研
究
所

工
藤
和
秀
氏
、

佐
々
木
実
氏

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

77..考考
察察

実
験

1に
つ
い
て

プ
ロ
ト
ン
伝
導
体
粒
子
の
充
填
率

(ペ
レ
ッ
ト
中
の
体
積
割
合

)が
変
化

⇒
伝
導
体
粒
子
間
の
接
触
点
数
が
変
化

⇒
ペ
レ
ッ
ト
内
部
で
は
粉
体
同
士
の
界
面
抵
抗
が
支
配
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
験

2に
つ
い
て

・
連
続
的
な
電
圧
印
加
⇒
陰
極
側
へ
プ
ロ
ト
ン
が
移
動
・
蓄
積

⇒
ペ
レ
ッ
ト
内
部
の
キ
ャ
リ
ア
濃
度
が
減
少
⇒
導
電
率
が
低
下

・
印
加
開
始
直
後

:プ
ロ
ト
ン
伝
導

+電
子
伝
導
、
長
時
間
印
加
後

:電
子
伝
導

⇒
差
分

=プ
ロ
ト
ン
伝
導
率
と
す
る
と
、
実
験

2の
計
測
系
に
お
け
る
プ
ロ
ト
ン

伝
導
率
は
全
導
電
率
の
約

10
~2

5%
ほ
ど
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
験

3に
つ
い
て

・
電
圧
を
上
げ
て
も
電
子
伝
導
率
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
。

⇒
電
圧
を
高
く
す
る
こ
と
で
プ
ロ
ト
ン
が
界
面
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
障
壁
を
越
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
粉
体
間
に
お
け
る
プ
ロ
ト
ン
の
移
動
が
促
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

・
高
電
圧
を
印
加
す
る
と
プ
ロ
ト
ン
伝
導
率
も
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

6..実
験

3 電
圧
増
加
に
よ
る
導
電電
率率
上上
昇昇
のの
検検
証証

方
法

実
験

2後
、
ペ
レ
ッ
ト

B、
C、

Dに
乾
電
池

2個
を
用
い
て
電
圧

(約
17

V)
を
か
け
、

電
流
を
測
定
し
た
。
そ
れ
を
基
に
導
電
率
を
算
出
し
た
。

結
果

表
3 
印
加
電
圧

9V
→

17
Vで

の
導
電
率

(単
位

:[S
/m

])
実
験

3終
了
時
と
比
較
し
て
、
導
電
率
が
増
加
し
た
。

44..実実
験験

11 各各
ペペ
レレ
ッッ
トト
のの
導導
電電
率率
測測
定定

方
法

各
ペ
レ
ッ
ト
に
乾
電
池

1個
を
用
い
て
電
圧

(約
9V

)を
か
け
、
電
流
の
大
き
さ
を

テ
ス
タ
ー
で
測
定
し
た
。
そ
れ
を
基
に
導
電
率
を
算
出
し
た
。

結
果

導
電
率
は
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
質
量
比
に
対
し
て
指
数
関
数
的
な
変
化
を
示
し
た
。

図
5
各
ペ
レ
ッ
ト
の
導
電
率

(縦
軸
は
対
数
表
示

)

ペ
レ
ッ
ト

A ペ
レ
ッ
ト

B

ペ
レ
ッ
ト

C
ペ
レ
ッ
ト

D

２２
..ペペ
レレ
ッッ
トト
作作
製製

方
法

①
以
下
の
セ
ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
均
一
に
な
る
よ
う
に
混
ぜ
る
。

表
1 
各
原
料
の
質
量
と
質
量
比

②
直
径

10
m

m
の
円
筒
金
型
に
混
合
粉
末
を
入
れ
、
油
圧
プ
レ
ス
で

60
kg

/c
m

²で
加
圧
す
る
。

③
金
型
か
ら
取
り
外
し
、
約

26
0℃

に
設
定
し
た
電
気
炉
で

15
分
間
加
熱
す
る
。

①
   

  ②
③

図
1 
ペ
レ
ッ
ト
作
製
風
景

結
果

厚
さ
、
質
量
は
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。

表
2 
完
成
し
た
ペ
レ
ッ
ト
の
厚
さ
・
質
量

図
2
完
成
し
た
ペ
レ
ッ
ト

D

55..実実
験験

22 連連
続続
電電
圧圧
印印
加加
にに
よよ
るる
導導
電電
率率
低低
下下
のの
検検
証証

方
法

各
ペ
レ
ッ
ト
に
乾
電
池

1個
を
用
い
て
電
圧

(約
9V

)を
長
時
間
か
け
続
け
、
各
時

間
で
電
流
を
測
定
し
た
。
そ
れ
を
基
に
導
電
率
を
算
出
し
た
。

結
果

ペ
レ
ッ
ト

A→
ク
ラ
ン
プ
で
挟
ん
だ
際
に
破
損
し
、
実
験
で
き
な
か
っ
た
。

図
6 
連
続
電
圧
印
加
中
の
導
電
率
の
経
時
変
化

赤
線

:電
圧
印
加
後

20
分
ま
で
に
測
定
さ
れ
た
導
電
率
平
均

灰
線

:電
圧
印
加
後

20
分
以
降
に
測
定
さ
れ
た
導
電
率
平
均

・
い
ず
れ
の
ペ
レ
ッ
ト
も
、
電
圧
印
加

開
始
後
約

20
分
で
導
電
率
が
低
下
し
、

そ
の
後
長
時
間
に
わ
た
り
ほ
ぼ
一
定
と

な
っ
た
。

・
低
下
率
は
約

10
~2

5%
で
あ
っ
た
。

図
4
実
験
時
の
ペ
レ
ッ
ト
付
近
の
様
子

ア
ル
ミ
板
と
ペ
レ
ッ
ト
は

ス
プ
リ
ン
グ
ク
ラ
ン
プ
で
固
定
し
た
。

33..今今
回回
のの
実実
験験
装装
置置
にに
つつ
いい
てて

図
3
実
験
装
置
概
略
図

電
源

テ
ス
タ
ー

ペ
レ
ッ
ト

ア
ル
ミ
板
電
極

乾
電
池
エ
ボ
ル
タ

9V
角
型

As
tro

AI
DT

13
2A

M
ul

tim
et

er

ア
ル
ミ
板 ペ
レ
ッ
ト

-
-

+
+

ー
   

+
+ ー

厚
さ

(m
m

)
質
量

(g
)

A
2.

4
0.

43
B

3.
0

0.
51

C
3.

0
0.

46
D

3.
0

0.
47

9V
(実
験

3終
了
時

)
17

V(
印
加
直
後

)
増
加
倍
率

B
0.

00
17

0.
00

23
約

1.
35
倍

C
0.

00
04

9
0.

00
06

4
約

1.
30
倍

D
0.

00
01

0
0.

00
01

9
約

1.
90
倍

プ
ロ
ト
ン
伝
導
体

(g
)

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

(g
)
ポ
リ
カ
質
量
比

(%
)

A
0.

48
0.

02
4

B
0.

45
0.

05
10

C
0.

42
0.

08
14

D
0.

40
0.

10
20

プ
ロ
ト
ン

(H
⁺)

電
子

(e
⁻)

0.
00

08

0.
00

1

0.
00

12

0.
00

14

0
40

0
80

0
12

00
16

00

導電率(S/m)

時
間

(m
in

)

ペ
レ
ッ
ト

D

導電率(S/m)

ペ
レ
ッ
ト

A
ク
ラ
ン
プ
で
挟
ん
だ
際
に
破
損
し
、
実
験
で
き
な
か
っ
た
。

ク
ラ
ン
プ
で
挟
ん
だ
際
に
破
損
し
、
実
験
で
き
な
か
っ
た
。

ペ
レ
ッ
ト

D

0.
01

5

0.
02

0.
02

5

0
30

0
60

0
90

0
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00

導電率(S/m)

時
間

(m
in

)

ペ
レ
ッ
ト

B
0.
02
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0.
01
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-0
.0
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4

0.
00
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8

0.
00
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5

-0
.0
00
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88..展展
望望

・
界
面
抵
抗
を
減
少
さ
せ
る
方
法

を
探
索
す
る
。

・
幅
広
い
電
圧
で
導
電
率
の
変
化

を
調
べ
て
い
く
。

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

機
械

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

と
社

会
　

  

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

5
C

 プ
ロ

ト
ン

伝
導

性
ペ

レ
ッ

ト
の

作
製

・
性

能
評

価
　

メ
ン

バ
ー

：
　

小
林

恒
平

，
大

原
滉

二
郎

，
片

平
夏

南
斗

，
鑓

水
悠

大
，

横
山

侑
史

  

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

研
究

テ
ー

マ
の

決
定

に
お

い
て

、
自

身
の

興
味

関
心

は
重

要
で

す
が

、
そ

れ
以

上
に

「
社

会
的

意
義

」
と

「
実

現
可

能
性

」

の
バ

ラ
ン

ス
が

不
可

欠
で

す
。

当
初

検
討

し
て

い
た

「
定

規
を

弾
い

た
と

き
に

鳴
る

音
」
の

研
究

は
、

発
展

性
や

意
義

に
欠

け

て
い

ま
し

た
。

7
月

に
S
G

研
究

所
か

ら
の

提
案

が
あ

り
、

未
知

の
分

野
で

あ
っ

て
も

社
会

的
に

有
用

な
テ

ー
マ

に
切

り
替

え

た
こ

と
で

、
結

果
的

に
理

解
が

深
ま

り
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
に

繋
が

り
ま

し
た

。
ま

た
、

学
校

内
の

設
備

で
ど

こ
ま

で
実

験
が

可
能

か
と

い
う

、
実

現
性

を
早

期
に

見
極

め
る

こ
と

が
、

限
ら

れ
た

時
間

内
で

成
果

を
出

す
鍵

と
な

り
ま

す
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

新
材

料
を

扱
う

研
究

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
先

行
研

究
は

な

い
と

し
て

い
ま

し
た

。
し

か
し

「
未

知
の

材
料

」
と

い
う

点
に

固
執

せ
ず

、
既

存
の

「
機

能
性

粉
体

と
樹

脂
の

混
合

」
と

い
う

広
い

枠
組

み
で

捉
え

直
す

と
、

類
似

の
作

製
手

法
や

評
価

方
法

を

先
行

研
究

と
み

な
せ

る
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

ポ
ス

タ
ー

に
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
ペ

レ
ッ

ト
内

部
の

粉
体

の
状

態
を

推
測

す
る

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
お

い
て

は
、

パ
ー

コ
レ

ー
シ

ョ
ン

理
論

や

深
さ

優
先

探
索

に
関

す
る

文
献

を
参

考
に

し
ま

し
た

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

実
験

に
お

け
る

「
測

定
限

界
」
を

考
慮

し
た

問
い

・
仮

説
が

必
要

で
す

。
本

研
究

で
は

、
プ

ロ
ト
ン

伝
導

体
粉

末
を

9
割

含

む
ペ

レ
ッ

ト
を

作
製

し
ま

し
た

が
、

標
準

的
な

電
流

計
で

は
測

定
不

能
な

ほ
ど

抵
抗

が
大

き
く

、
マ

イ
ク

ロ
単

位
の

微
小

電
流

を
測

定
で

き
る

テ
ス

タ
ー

の
導

入
が

必
要

で
し

た
。

ま
た

、
電

圧
印

加
か

ら
約

2
0
分

で
導

電
率

が
低

下
す

る
現

象
に

対
し

、

「
プ

ロ
ト
ン

伝
導

の
完

全
な

喪
失

」
と

い
う

仮
説

を
立

て
ま

し
た

が
、

電
圧

を
2
倍

に
す

る
と

導
電

率
が

増
加

し
ま

し
た

。
こ

の
検

証
に

よ
り

、
高

電
圧

に
よ

っ
て

粒
子

間
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
障

壁
を

越
え

ら
れ

る
プ

ロ
ト
ン

が
増

え
る

と
い

う
考

察
に

至
り

ま
し

た
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

測
定

で
き

る
生

デ
ー

タ
が

必
ず

し
も

研
究

の
目

的
に

合
致

す
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

私
た

ち
が

測
定

で
き

る
の

は
抵

抗
で

す
が

、
目

的
は

質
量

比
ご

と
の

電
気

的
性

質
で

す
か

ら
、

そ

れ
以

外
の

厚
さ

や
断

面
積

に
よ

っ
て

変
化

し
て

し
ま

う
抵

抗
の

デ
ー

タ
を

そ
の

ま
ま

利
用

す
る

こ
と

は
適

切
で

は
あ

り
ま

せ

ん
。

よ
っ

て
導

電
率

と
い

う
単

位
に

計
算

で
補

正
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
デ

ー
タ

の
提

示
に

お
い

て
は

、
正

確
な

数
値

を

「
表

」
で

示
し

、
変

化
の

傾
向

や
相

関
関

係
を

「
グ

ラ
フ

」
で

示

す
と

い
う

使
い

分
け

が
重

要
で

す
。

特
に

対
数

グ
ラ

フ
な

ど
特

殊
な

表
記

を
用

い
る

場
合

は
、

第
三

者
が

誤
解

し
な

い
よ

う
注

釈
や

配
色

に
配

慮
し

、
算

出
根

拠
と

な
る

数
式

を
明

記
す

る
こ

と
で

、
議

論
の

客
観

性
を

担
保

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
 

5
. 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

ポ
ス

タ
ー

発
表

で
は

、
文

字
数

を
極

限
ま

で
削

り
、

図
や

グ

ラ
フ

を
メ

イ
ン

に
据

え
た

「
遠

く
か

ら
で

も
一

目
で

内
容

が
伝

わ

る
」
構

成
を

目
指

し
ま

し
ょ

う
。

内
容

の
整

合
性

や
文

体
に

つ

い
て

は
、

班
員

全
員

で
読

み
合

わ
せ

(時
に

は
音

読
し

て
)、

数
値

の
ミ
ス

や
誤

字
が

な
い

か
を

確
認

し
ま

し
ょ

う
。

発
表

本

番
で

は
、

用
意

し
た

原
稿

の
棒

読
み

は
避

け
、

聴
衆

の
反

応

を
見

な
が

ら
適

切
な

声
量

と
ス

ピ
ー

ド
を

調
整

し
、

自
分

の
言

葉
で

語
り

か
け

ま
し

ょ
う

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

本
研

究
は

、
S
G

研
究

所
の

佐
々

木
実

氏
、

工
藤

和
秀

氏

か
ら

原
料

提
供

と
専

門
的

な
助

言
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

新
材

料
に

関
す

る
研

究
で

あ
る

こ
と

か
ら

先
行

研
究

が
な

か
っ

た
と

思
い

込
ん

で
い

た
こ

と
、

S
G

研
究

所
の

方
に

ご
助

言
を

頂
い

て
い

た
こ

と
か

ら
、

ポ
ス

タ
ー

に
は

参
考

文
献

を
記

載
し

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

こ
れ

は
本

来
ア

カ
デ

ミ
ズ

ム
に

あ
る

ま
じ

き
行

為

で
あ

り
、

自
分

た
ち

の
研

究
の

正
当

性
・
信

頼
性

を
損

な
う

こ
と

で
す

。
情

報
源

の
明

記
を

し
っ

か
り

行
っ

て
初

め
て

、
他

人
と

議
論

で
き

る
共

通
の

地
平

に
立

つ
こ

と
に

な
り

ま
す

。
文

献
調

査
の

際
は

、
闇

雲
に

論
文

を
乱

読
す

る
の

で
は

な
く

、
ま

ず

「
総

説
論

文
」
で

分
野

の
全

体
像

を
体

系
的

に
理

解
し

て
か

ら
、

個
別

の
専

門
論

文
へ

と
掘

り
下

げ
て

い
く

手
法

が
文

献
探

索
の

時
間

を
有

意
義

に
使

う
こ

と
に

つ
な

が
り

ま
す

。
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逆
回
転
す
る
２
つ
の
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
風
車
を
モ
ー
タ
ー
の
永
久
磁

石
と
コ
イ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
接
続
す
る
こ
と
で
相
対
的
な
回
転
が
生
じ

て
実
質
的
な
回
転
数
が
増
加
す
る
。

コ
イ
ル

コ
イ
ル

二
重
反
転
式
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
風
車
の
発
電
量
の
検
証

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
 2
年

髙
橋

優
希

髙
橋

那
奈

岡
野

花
伊

藤
岬

▶
緒

言

▶
謝
辞

▶
参

考
文

献

▶
展

望

▶
二

重
反

転
サ

ボ
ニ
ウ
ス
の

仕
組

み
[1

]

石
と
コ
イ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
接
続
す
る
こ
と
で
相
対
的
な
回
転
が
生
じ

て
実
質
的
な
回
転
数
が
増
加
す
る
。

て
実
質
的
な
回
転
数
が
増
加
す
る
。

て
実
質
的
な
回
転
数
が
増
加
す
る
。

コ
イ
ル
側
に
接
続
　
永
久
磁
石
側
に
接

続
（
図

１
）

近
年
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い

て
、
本
校
で
は
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
風
車
を
利
用
し
た
発
電
に
つ
い
て
の

研
究
を
進
め
て
き
た
。
今
回
は
二
重
反
転
機
構
を
導
入
し
、
単
数
と

の
発
電
量
の
比
較
を
行
っ
た
。

謝
辞

山
形

大
学

工
学

部
准

教
授

大
町

竜
哉

様
、
山

形
県

立
米

沢
興

譲
館

高
等

学
校

教
諭

髙
橋

渉
先

生
実

験
に
関

し
て
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借

り
て
お
礼

申
し
上

げ
ま
す
。

[1
]宮

沢
直

樹
　
牛

山
泉

「
二

重
反

転
式

サ
ボ
ニ
ウ
ス
形

発
電

風
車

に
関

す
る
研

究
」(

20
25

 1
0月

15
日

)
[2

]高
橋
海
斗
・
新
野
瑛
大
・
角
田
萌
・
鈴
木
芽
依
・
野
村
有
功

.　
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
風
車
の
発
電
量
増
大
に
向
け
て

.
20

23
年
度
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
課
題
研
究
指
南
書

,
20

23
,

p.
33

.

今
後
は
風
車
の
回
転
速
度
を
測
定
し
、
本
当
に
力
が
は
た
ら
い
て
い

る
か
直
接
的
な
検
証
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
取
得
し
た
デ
ー
タ

の
よ
り
適
切
な
分
析
手
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

二
重
反
転
式
を
単
純
な

2つ
の
単
数
風
車
の
合
成
と
捉
え
る
と
、
仕

事
の
原
理
よ
り
発
電
量
は
単
数
の

2倍
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
ね
じ
れ
の
回
転
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
力
に
よ
っ
て
仕
事
が
生

じ
た
場
合
、
発
電
量
が
単
数
式
の

2倍
を
上
回
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

▶
実

験
①

二
重
反
転
式
と
単
数
の
発
電
量
比
較

本
校
の

20
23

年
の
先
行
研
究
で
求
め
ら
れ
た
最
適
形
状

[2
]を

参
考
に
３

D
プ
リ
ン
タ
ー
で
風
車
を
作
成
し
、
風
速

5.
0m

/s
の
扇

風
機
の
風
を
当
て
る
。
回
転
が
安
定
す
る
ま
で

15
秒
待
ち
、

30
秒

間
発
電
量
を
計
測
す
る
。

スス
リリ
ッッ
ププ
リリ
ン
グ

（
写
真

1）
実
験
の
様
子
　
　
（
写
真

2）
電
力
伝
達
機
構
の
様
子

▶▶
実実
験験
①①

 −
 結結

果果
単

数
✕

２
二

重
反

転
式

平
均

値
(m

W
)

3.
53

3
4.

76
3

最
大

値
(m

W
)

5.
90

8
8.

82
3

発
電

量
(m

W
)

10
5.

89
6

14
2.

79
3

t検
定

3.
5×

10
^−

20
平
均
値
の

t検
定
結
果
が
有
意

水
準

(0
.0

5)
よ
り
も
小
さ
い

⇒
有
意
差
あ
り

以
上
の
結
果
よ
り
、
二
重
反
転
式
の
ほ
う
が
発
電
能
力
が
高
い
と
結

論
づ
け
ら
れ
る
。

▶
考

察
①

  図
１

発
電
量
が
増
加
し
た

の
は
系
の
追
加
に

よ
っ
て
単
数
で
は
使

わ
れ
な
い
反
作
用
の

力
が
他
方
の
風
車
の

順
回
転
の
向
き
と
一

致
し
た
た
め
で
は
な

い
か
。
（
図
３

,４
）

反
作
用
の
力
が
は
た
ら
く
場
合
、
風
車
が
早
く
回
る
。
つ
ま
り
自
己
起

動
特
性
が
高
い

(安
定
す
る
ま
で
・
回
り
始
め
る
ま
で
の
時
間
が
短

い
)と

考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
実
験
②
で
は
自
己
起
動
特
性
の
比
較

を
行
い
反
作
用
の
力
の
有
無
を
検
証
し
た
。

▶
実
験
②

単
数
と
二
重
反
転
式
の
自
己
起
動
特
性
比
較

二
重
反
転
式
、
単
数
の
プ
ー
リ
側
、
本
体
側
の
そ
れ
ぞ
れ
で
静
止
し

て
い
る
状
態
か
ら

20
秒
間

、
風
速

3.
8m

/s
、

4.
1m

/s
、

4.
6m

/s
、

5.
0m

/s
の
風
を
当
て
て
電
圧
を
測
定
す
る
。
得
ら
れ
た
電
圧
を
プ
ロ
ッ

ト
し
て
、
横
軸
時
間
、
縦
軸
電
圧
の
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
。
基
本
的
な

実
験
装
置
は
実
験
①
と
同
じ
だ
が
、
扇
風
機
同
士
の
干
渉
を
防
ぐ
た

め
、
新
た
に
扇
風
機
間
に
板
を
設
置
し
た
。

比
較
②

電
圧

の
初

期
値

（
初

め
て
電

圧
が

生
じ
た
点

）
比

較

▶
実

験
②

 −
 結

果
比

較
①

プ
ロ
ッ
ト
を
三
次
関
数
で
近
似
し
た
曲
線
の
極
大
値
を
安

定
し
た
点
と
し
て
時
間
を
比
較

(中
央
値
の

10
％
以
下
は
外
れ
値
と
し
て
取
り
除
い
た

)

▶
実

験
②

 −
 考

察
◎
比
較
的
弱
い
風
速
で
は
、
二
重
反
転
式
の
方
が
安
定
し
て

　
回
り
始
め
る
ま
で
の
時
間
が
短
い
。

⇨
自
己
起
動
特
性
が
高
い
と
判
断
で
き
る
。

　
▷
反
作
用
の
力
が
仕
事
を
し
て
い
る
。

（
二二
重重
反反
転転
式式
のの
発発
電電
量量
がが
単単
数数
のの

2倍倍
よよ
りり
大大
きき
いい
要要
因

）
◉
一
方
、
比
較
的
強
い
風
速
時
に
は
差
異
が
見
ら
れ
な
い
。

➡
風
車
を
流
れ
る
風
量
が
す
ぐ
に
飽
和
状
態
に
達
す
る
か
ら
で
は

な
い
か
。

(回
転

速
度

に
は

顕
著

な
影

響
が

見
ら
れ

な
い
た
め
。

)

二
重

反
転

式
で
は

導
線

が
絡

ま
る
た

め
、
ス
リ
ッ
プ
リ
ン

グ
を
電

力
を
取

り
出

す
機

構
と
し
て

使
用

し
た
。

4.
1ｍ

/s
で
は
二
重
反
転
式
の

ほ
う
が
早
く
電
圧
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

4.
6ｍ

/s
、

5.
0ｍ

/s
で

は
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。

▶▶
仮仮

説説
②②

二
重
反
転
式
を
単
純
な

二
重
反
転
式
を
単
純
な

▶▶
仮

説
①

単
数
式
（
図
３
）
２
段
式
（
図
４
）

⇒
プ
ー
リ
側
か
ら
み
た

コ
イ
ル
内
部
の
図

コ
イ
ル

コ
イ
ル（
図

２
）

（
グ
ラ
フ
１
）
電

圧
の

近
似

曲
線

の
モ
デ
ル

（
グ
ラ
フ
２
）
極

大
値

の
時

刻
比

較

（
グ
ラ
フ
３
）
電

圧
初

期
値

の
比

較

コ
イ
ル

反反
作

用

反反
作

用

コ
イ
ル

固 定

て
実
質
的
な
回
転
数
が
増
加
す
る
。

て
実
質
的
な
回
転
数
が
増
加
す
る
。

コ
イ
ル
側
に
接
続
　
永
久
磁
石
側
に
接

続
（
図

１
）

コ
イ
ル
側
に
接
続
　
永
久
磁
石
側
に
接

続
（
図

１
）

単
数
式
（
図
３
）
２
段
式
（
図
４
）

単
数
式
（
図
３
）
２
段
式
（
図
４
）

単
数
式
（
図
３
）
２
段
式
（
図
４
）

単
数
式
（
図
３
）
２
段
式
（
図
４
）

単
数
式
（
図
３
）
２
段
式
（
図
４
）

て
実
質
的
な
回
転
数
が
増
加
す
る
。

コ
イ
ル
側
に
接
続
　
永
久
磁
石
側
に
接

続
（
図

１
）

台
と
永
久
磁
石
が
同
一
物
体
⇒
回
転
が
起
こ
ら
な
い

弱
い
風
速
で
は
、
二
重
反
転
式
の
方
が
安
定
し
て
回
り
始
め
る
ま
で

の
時
間
が
短
い
が
、
強
い
風
速
時
に
は
差
異
が
見
ら
れ
な
い
。

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

機
械

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

と
社

会
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

5
D

 二
重

反
転

式
サ

ボ
ニ

ウ
ス

型
風

車
の

発
電

量
の

検
証

　

メ
ン

バ
ー

：
　

髙
橋

優
希

，
髙

橋
那

奈
，

岡
野

花
，

伊
藤

岬
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
テ

ー
マ

は
で

き
る

限
り

早
く

決
め

ま
し

ょ
う

。
私

達
は

最
初

に

本
校

で
研

究
が

行
わ

れ
て

き
た

サ
ボ

ニ
ウ

ス
型

風
車

の
研

究

を
引

き
継

ぐ
こ

と
を

決
め

、
先

行
研

究
を

調
べ

ま
し

た
。

そ
の

中
で

二
重

反
転

式
に

関
す

る
研

究
を

見
つ

け
、

よ
り

効
率

的

な
発

電
に

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
研

究
テ

ー
マ

に

選
び

ま
し

た
。

ま
た

、
抽

象
的

な
テ

ー
マ

は
避

け
、

比
較

対
象

を
具

体
的

に
決

め
ま

し
ょ

う
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

①
ま

ず
は

た
く

さ
ん

調
べ

ま
し

ょ
う

。
最

初
は

質
よ

り
量

で
す

。

最
初

に
研

究
し

た
い

分
野

の
全

体
像

を
知

る
こ

と
で

そ
の

分

野
の

引
き

出
し

が
増

え
る

の
で

行
き

詰
ま

る
こ

と
が

少
な

く
な

り

ま
す

。
 

②
ど

こ
ま

で
わ

か
っ

て
い

て
ど

こ
ま

で
わ

か
っ

て
い

な
い

の
か

を
明

確
に

し
ま

し
ょ

う
。

自
身

が
研

究
し

た
い

分
野

は
ど

の
く

ら

い
研

究
が

進
ん

で
い

る
の

か
を

調
べ

る
こ

と
で

自
身

の
や

り
た

い
研

究
に

新
規

性
が

あ
る

の
か

等
が

わ
か

り
ま

す
。

 

③
先

行
研

究
を

見
る

際
は

グ
ラ

フ
や

表
が

あ
れ

ば
必

ず
そ

こ

を
注

視
し

ま
し

ょ
う

。
調

べ
た

い
内

容
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

ア

プ
ロ

ー
チ

で
結

果
を

示
し

て
い

る
の

か
（
例

え
ば

縦
軸

と
横

軸

が
な

に
か

、
グ

ラ
フ

か
ら

ど
の

よ
う

な
根

拠
で

考
察

を
し

て
い

る

か
）
を

調
べ

る
こ

と
で

自
身

の
や

り
た

い
研

究
に

現
実

性
が

増

し
ま

す
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

最
初

は
先

行
研

究
を

も
と

に
仮

説
や

問
い

を
立

て
ま

し
ょ

う
。

動
機

や
最

終
目

標
を

見
据

え
た

内
容

と
な

る
よ

う
に

意
識

し
ま

し
ょ

う
。

 

  
ま

た
、

「
具

体
的

で
あ

る
こ

と
」
も

ポ
イ

ン
ト
の

1
つ

で
す

。
抽

象

的
す

ぎ
る

問
い

は
検

証
が

難
し

く
な

り
ま

す
。

ど
の

よ
う

な
条

件

で
、

何
が

ど
う

変
化

す
る

の
か

を
明

確
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

  
次

に
、

「
検

証
可

能
で

あ
る

こ
と

」
で

す
。

実
験

・
調

査
・
観

察

な
ど

に
よ

っ
て

確
か

め
ら

れ
る

内
容

に
な

っ
て

い
る

か
を

確
認

し
ま

す
。

デ
ー

タ
と

し
て

集
め

ら
れ

る
形

に
落

と
し

込
め

て
い

る

か
が

重
要

で
す

。
 

  
さ

ら
に

、
「
比

較
や

因
果

関
係

を
意

識
す

る
こ

と
」
も

大
切

で

す
。

「
A

は
B

に
影

響
を

与
え

る
の

か
」
 「

条
件

X
と

条
件

Y
で

は

結
果

に
違

い
が

あ
る

の
か

」
 な

ど
、

変
数

を
は

っ
き

り
さ

せ
る

こ

と
で

、
研

究
の

方
向

性
が

明
確

に
な

り
ま

す
。

 

  
仮

説
や

問
い

に
関

し
て

は
、

時
間

を
か

け
て

丁
寧

に
考

え
る

こ
と

で
、

そ
の

後
の

調
査

や
分

析
が

ス
ム

ー
ズ

に
進

み
、

よ
り

説
得

力
の

あ
る

課
題

研
究

へ
と

つ
な

が
り

ま
す

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て

　
で

き
る

だ
け

対
照

実
験

を
行

う
こ

と
を

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

扇

風
機

の
高

さ
や

風
車

の
向

き
な

ど
の

細
か

い
状

態
を

毎
回

揃

え
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

そ
う

す
る

こ
と

で
実

験
の

信
憑

性
が

高
ま

り
ま

す
。

 

　
ま

た
、

デ
ー

タ
は

多
い

に
越

し
た

こ
と

は
な

い
の

で
、

早
く

実

験
の

方
向

性
を

定
め

、
早

い
時

期
か

ら
実

験
に

取
り

掛
か

れ

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
は

文
字

で
説

明
し

す
ぎ

ず
に

グ
ラ

フ
や

図
を

積
極

的
に

用
い

ま
し

ょ
う

。
ま

た
グ

ラ
フ

を
示

す
と

き
は

タ
イ

ト
ル

・
軸

・

単
位

・
凡

例
を

明
記

し
、

発
表

で
も

指
し

な
が

ら
説

明
を

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
実

験
装

置
を

提
示

す
る

と
よ

り
理

解
度

が
高

ま

り
ま

す
。

 

　
ポ

ス
タ

ー
に

す
る

と
き

は
思

考
プ

ロ
セ

ス
を

入
れ

替
え

る
こ

と

も
有

効
で

す
。

 
主

張
に

一
貫

性
を

も
た

せ
る

よ
う

に
心

が
け

ま

し
ょ

う
。

 

　
発

表
の

際
は

、
原

稿
を

持
参

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

が
、

原
稿

に
目

線
を

向
け

な
が

ら
話

し
続

け
る

の
は

と
て

も
印

象
が

悪
い

こ
と

で
す

。
聴

衆
に

対
し

て
の

発
表

で
あ

る
こ

と
を

意
識

し
、

で

き
る

だ
け

声
を

張
っ

て
、

た
ま

に
目

線
を

上
げ

な
が

ら
発

表
し

ま
し

ょ
う

。
自

分
た

ち
が

思
っ

て
い

る
以

上
に

聴
衆

に
は

声
が

届
き

ま
せ

ん
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
大

学
の

先
生

方
を

う
ま

く
頼

り
ま

し
ょ

う
。

や
は

り
大

学
の

教

授
は

そ
の

分
野

の
ス

ペ
シ

ャ
リ
ス

ト
で

す
の

で
研

究
で

悩
ん

で

い
る

こ
と

に
は

大
抵

回
答

し
て

く
だ

さ
る

と
思

い
ま

す
。

行
き

詰

ま
っ

た
ら

大
学

の
教

授
の

方
に

相
談

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

そ
の

際
は

何
で

悩
ん

で
い

て
何

を
教

え
て

ほ
し

い
の

か
明

確
に

し

て
か

ら
メ

ー
ル

を
送

り
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
参

考
文

献
を

書
く

と
き

は
様

式
通

り
の

書
き

方
を

し
ま

し
ょ

う
。

 

ご
協

力
頂

い
た

方
々

 

山
形

大
学

工
学

部
准

教
授

　
大

町
竜

哉
様

 

本
校

教
諭

　
髙

橋
渉

先
生

 

参
考

文
献

 

[1
]宮

沢
直

樹
、

牛
山

泉
. 
「
二

重
反

転
式

サ
ボ

ニ
ウ

ス
形

発

電
風

車
に

関
す

る
研

究
」
 (
2
0
2
5
年

1
2
月

2
6
日

) 

[2
] 

高
橋

海
斗

、
新

野
瑛

大
、

角
田

萌
、

鈴
木

芽
依

、
野

村
有

攻
「
サ

ボ
ニ

ウ
ス

型
風

車
の

発
電

量
増

大
に

向
け

て
」
2
0
2
3
年

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
課

題
研

究
指

南
書

，
2
0
2
3
年

，
p
.3

3

．
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U
S
B
端
子
の
つ
い
て
い
る
方
向
を

0
度
と
す
る
(図

1
)。

時
計
回
り
に
L
E
D
を
そ
れ
ぞ
れ
1

番
〜
1
2
番
と
定
義
す
る
。

（
図
１
）

R
eS

p
e

a
k

e
r

X
V
F
3
8
0
0
を
用
い
た

音
源
定
位
性
能
の
評
価
実
験

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
2
年

木
村


鷹
詠

,

伊

藤

大

翔
,根

津

夢

耀

研
究

の
動

機
・

背
景

な
ぜ
こ
の
研
究
を
す
る
の
か
?

耳
の
聞
こ
え
に
く
い
場
合
、
背
後
か
ら
近
づ
く
車
や
自
転

車
に
気
づ
け
な
い
、
緊
急
ア
ラ
ー
ト
や
避
難
放
送
を
聞
き

逃
す
、
ど
こ
か
ら
人
が
近
づ
く
か
分
か
ら
な
い
不
安
を
感

じ
る
な
ど
、
安
全
と
社
会
参
加
の
障
壁
が
あ
る
。

既
存
の
解
決
策
の
限
界

補
聴
器
や
人
工
内
耳
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、
重
度
難

聴
へ
の
効
果
の
限
界
、
手
術
の
必
要
性
、
高
額
な
費
用
な

ど
、
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
「
音

を
聞
く
」
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
別
の
感
覚
か
ら
情

報
を
得
る
選
択
肢
は
な
い
。

提
案
：
S
o
u
n
d


V
is
u
a
li
z
a
ti
o
n


G
o
g
g
le
s

(S
V

G
)

音
の
情
報
を
視
覚
情
報
に
変
換
す
る
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
型

デ
バ
イ
ス
。
マ
イ
ク
ア
レ
イ
で
環
境
音
を
収
録
し
、
A
Iが

音
源
の
方
向
と
種
類
を
判
別
し
て
透
過
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

表
示
す
る
。

手
術
不
要
で
装
着
す
る
だ
け
で
使
用
で
き
、
聴
覚
障
害
者

に
新
し
い
選
択
肢
を
提
供
す
る
。

本
実

験
の

位
置

づ
け

S
V
G
の
実
現
に
は
正
確
な
音
源
定
位
が
不
可
欠
で
あ
る
。

S
S
R
で
は
、
使
用
予
定
の
R
e
S
p
e
a
k
e
r

L
it
e
の
性
能
を
実

装
前
に
評
価
し
、
統
合
可
能
性
を
検
証
す
る
こ
と
を
本
実

験
の
目
的
と
す
る
。
(S
V
G
は
木
村
の
個
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。
)

実
験

方
法

使
用
機
材

R
e
S
p
e
a
k
e
r

X
V
F
3
8
0
0
（
se

e
d


s
tu

d
io
社
）

4
マ
イ
ク
M
E
M
S
ア
レ
イ
（
円
形
配
置
）

3
6
0
度
音
源
定
位
機
能

T
D
O
A
方
式
に
よ
る
音
源
定
位

1
.4
つ
の
マ
イ
ク
が
同
時
に
音
を
収
録

2
.各

マ
イ
ク
へ
の
到
達
時
間
差
を
計
算

3
.時

間
差
か
ら
音
源
方
向
を
推
定
（
三
角
測
量
）

4
.リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
L
E
D
表
示
(音

源
方
向
に
緑
色
に
発
光

し
て
示
さ
れ
る
。
)

実
験
条
件

測
定
距
離
：
2
m

測
定
方
向
：
8
方
向
（
4
5
度
刻
み
）

各
方
向
：
5
回
測
定
（
合
計
4
0
試
行
）

音
源
：
T
o
n
e


G
e
n
e
ra
to

r（
5
0
0
H
z、

7
0
d
B
）

環
境
：
静
か
な
室
内

実
験

結
果

実
験
の
結
果
を
以
下
の
表
に
示
す
。

考
察

と
分

析
総
合
成
功
率
8
0
%
を
達
成
。

基
本
4
方
向
：
9
0
%


→

0
°,
9
0
°,
2
7
0
°で

1
0
0
%
達
成



→


日
常
で
重
要
な
「
背
後
の
危
険
」
「
左
右
の
接
近
」
を
確

実
に
察
知

斜
め
4
方
向
：
7
0
%


→

L
E
D
配
置
（
3
0
度
間
隔
）
と
4
5
°方

向
の
構
造
的
ミ
ス
マ
ッ
チ



→


U
I設

計
で
補
完
可
能
（
範
囲
表
示
・
セ
ク
タ
ー
表
示
）

展
望

1
.

E
S
P
3
2
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
開
発

2
.

ラ
ズ
パ
イ
と
の
通
信
確
立

3
.

処
理
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
構
築

4
.

統
合
テ
ス
ト
・
最
適
化

今
回
の
性
能
評
価
を
私
の
個
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
S
V
G

の
開
発
に
役
立
て
て
い
く
。

出
典
/参

考
文
献

　
S

ee
d

st
u

d
io


x
vf

38
00


w
ik

i
（
公
式
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）

参
照
日
:2
02

6年
1月

30
日

U
R

L:
h

tt
p

s:
//

w
ik

i.s
ee

ed
st

u
d

io
.c

o
m

/j
a/

re
sp

ea
ke

r_
xv

f3
80

0_
in

tr
o

d
u

ct
io

n
/

音
源
方
向

期
待
さ
れ
る

L
E
D
出
力

試
行
1

試
行
2

試
3

試
行
4

試
行
5

成
功
率

0°
1


o
r

12

12
12

1
12

12
10

0%

45
°

2
2

3
3

2
3

60
%

90
°

3

o

r

4

3
4

4
3

4
10

0%

13
5°

5
5

5
5

8
5

80
%

18
0°

6

o

r

7

5
7

6
7

6
80

%

22
5°

8
8

8
7

6
8

60
%

27
0°

9

o

r

10

10
10

10
10

10
10

0%

31
5°

11
11

12
11

8
11

60
%

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

機
械

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

と
社

会
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

5
E
 R

e
S

p
e
ak

e
r 

X
V

F
3
8
0
0
を

用
い

た
音

源
定

位
性

能
の

評
価

実
験

　

メ
ン

バ
ー

：
　

木
村

 鷹
詠

，
伊

藤
 大

翔
，

根
津

 夢
耀

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

 
テ

ー
マ

設
定

に
つ

い
て

は
、

ま
ず

ど
の

よ
う

に
決

定
す

る
か

書
き

出
す

こ
と

が
大

切
で

す
。

ま
た

、
設

定
す

る
テ

ー
マ

は
社

会
課

題
に

着
目

す
る

の
が

望
ま

し
い

で
し

ょ
う

。
今

回
は

実
装

の
た

め
の

課
題

が
明

確
で

し
た

の
で

、
解

決
方

法
を

探
索

す

る
形

を
と

り
ま

し
た

。
研

究
を

進
め

る
過

程
で

内
容

や
テ

ー
マ

が
変

わ
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

た
め

、
柔

軟
に

対
応

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 先
行

研
究

の
調

査
は

、
ご

自
身

の
研

究
テ

ー
マ

を
深

く
理

解

し
、

方
向

性
を

定
め

る
た

め
の

大
切

な
一

歩
で

す
。

テ
ー

マ
が

決
ま

り
ま

し
た

ら
、

ぜ
ひ

早
め

に
、

そ
し

て
詳

し
く

関
連

す
る

研

究
を

調
べ

て
み

て
く

だ
さ

い
。

そ
う

す
る

こ
と

で
、

こ
れ

ま
で

に

確
立

さ
れ

た
手

法
や

知
識

を
研

究
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

、
ス

ム
ー

ズ
な

研
究

の
進

行
に

つ
な

が
る

と
考

え
ま

す
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て

　
研

究
は

、
動

機
か

ら
問

題
意

識
を

明
確

化
し

、
解

決
に

向
け

た
ア

イ
デ

ア
（
仮

説
）
を

立
て

ま
す

。
次

に
、

乗
り

越
え

る
べ

き

具
体

的
な

課
題

を
設

定
し

、
最

適
な

研
究

手
法

（
実

験
・
調

査

な
ど

）
を

選
択

し
て

検
証

活
動

を
行

い
ま

す
。

動
機

、
ア

イ
デ

ア
（
仮

説
）
、

課
題

設
定

、
検

証
と

い
う

論
理

的
プ

ロ
セ

ス
に

よ
っ

て
、

信
頼

性
の

あ
る

研
究

が
成

立
し

、
未

知
を

既
知

に
変

え
る

営
み

と
な

り
ま

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
検

証
方

法
に

つ
い

て
は

、
十

分
な

調
査

を
行

う
こ

と
で

、
相

応
に

信
頼

性
の

高
い

も
の

を
構

築
で

き
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

し
か

し
、

分
析

方
法

や
結

果
の

取
得

方
法

に
は

注
意

が
必

要

で
す

。
私

た
ち

の
場

合
、

期
待

さ
れ

る
結

果
と

な
っ

た
正

答
率

を
採

用
し

ま
し

た
が

、
元

々
確

率
的

に
一

様
で

は
な

か
っ

た
た

め
、

正
確

な
分

析
と

は
言

い
難

い
結

果
と

な
り

ま
し

た
。

分
析

は
極

め
て

重
要

で
す

。
こ

の
分

析
で

適
切

で
あ

る
か

と
い

う
疑

念
が

少
し

で
も

生
じ

た
場

合
は

、
L
L
M

に
質

問
し

た
り

、
周

囲

の
教

員
や

専
門

家
に

問
い

合
わ

せ
た

り
す

る
こ

と
が

肝
要

で

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て

　
写

真
や

表
な

ど
を

追
加

す
る

こ
と

で
、

初
心

者
の

方
に

も
内

容
を

理
解

し
や

す
く

な
り

ま
す

。
 

　
発

表
会

場
が

広
い

た
め

、
声

が
予

想
よ

り
も

届
か

な
い

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

ご
自

身
の

通
常

の
声

量
の

二
倍

程
度

を
意

識
し

て
発

声
す

る
こ

と
を

お
勧

め
し

ま
す

。
 

　
私

た
ち

は
発

表
会

に
て

、
ポ

ス
タ

ー
以

外
に

も
作

成
し

た
ス

ラ
イ

ド
を

補
足

的
に

提
示

す
る

形
で

発
表

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

実
験

器
具

な
ど

を
実

際
に

そ
の

場
で

お
見

せ
す

る
こ

と

で
、

聴
衆

の
反

応
も

分
か

り
や

す
く

な
り

、
印

象
に

も
残

り
や

す

く
な

り
ま

す
。

実
験

器
具

を
提

示
す

る
際

は
、

発
表

会
の

ル
ー

ル
を

確
認

し
て

下
さ

い
（
机

を
準

備
し

て
は

な
ら

な
い

、
手

に

持
て

る
道

具
の

み
認

め
る

、
な

ど
）
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

●
大

阪
大

学
産

業
科

学
研

究
所

 駒
谷

研
究

室
 

●
S
ee

d
st

u
d
io

 x
vf

3
8
0
0
 w

ik
i 

●
先

行
研

究
 

○
N

ag
at

o
m

o
 e

t 
al

.,
 I
C

A
SS

P
 (
2
0
2
2
) 

○
C

¸ 
ak

ır
 e

t 
al

.,
 "

C
o
n
vo

lu
ti
o
n
al

 

R
ec

u
rr

en
t 

N
eu

ra
l 
N

et
w
o
rk

s 
fo

r 

P
o
ly

p
h
o
n
ic

 S
o
u
n
d
 E

ve
n
t 

D
et

ec
ti
o
n
" 
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z
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z
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40
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w
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ku
ni
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ne
t.j
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ch
oi
ce
/7
_i
nd

ex
_d
et
ai
l.h
tm

l
20
26

2
3

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

機
械

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

と
社

会
　

　
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

5
F
 モ

ス
キ

ー
ト

音
を

用
い

た
カ

ン
ニ

ン
グ

方
法

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

メ
ン

バ
ー

：
　

白
井

佑
磨

，
横

山
令

門
，

渡
部

隼
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
  
　

　
　

　
 

　
テ

ー
マ

設
定

は
時

間
と

の
勝

負
で

す
。

素
早

く
正

確
に

目

標
を

定
め

る
こ

と
で

研
究

に
費

や
す

時
間

も
増

え
、

研
究

が
よ

り
良

い
も

の
に

な
り

ま
す

。
決

め
方

の
コ

ツ
と

し
て

、
「
自

分
た

ち

が
興

味
の

あ
る

こ
と

」
「
社

会
に

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
」
「
難

し

す
ぎ

な
い

こ
と

」
の

３
つ

が
う

ま
く

噛
み

合
う

も
の

を
意

識
す

る
と

決
め

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
そ

の
テ

ー
マ

の
最

終
目

標
ま

で

決
め

て
お

く
と

、
見

通
し

が
立

て
や

す
く

な
り

ま
す

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
私

達
は

自
分

た
ち

で
考

え
た

テ
ー

マ
で

研
究

を
始

め
ま

し

た
が

、
研

究
を

一
か

ら
始

め
る

の
は

か
な

り
大

変
で

す
。

こ
れ

ま
で

の
先

輩
の

研
究

を
引

き
継

い
だ

り
、

自
分

た
ち

に
近

し
い

研
究

か
ら

ヒ
ン

ト
を

得
る

な
ど

す
る

と
、

安
定

し
た

研
究

に
な

る

と
思

い
ま

す
。

内
容

は
先

行
研

究
を

な
ぞ

る
の

で
は

な
く

、
独

自
性

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
も

の
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
現

状
分

析
で

引
っ

か
か

っ
た

こ
と

や
目

に
つ

い
た

こ
と

を
掘

り
下

げ
て

い
く

よ
う

に
仮

説
を

立
て

る
と

、
や

り
や

す
い

と
思

い

ま
す

。
理

解
が

深
け

れ
ば

大
丈

夫
で

す
が

、
仮

説
が

大
き

す

ぎ
る

と
研

究
の

方
向

性
を

見
失

っ
て

し
ま

う
の

で
、

仮
説

は
具

体
的

か
つ

分
か

り
や

す
い

も
の

を
立

て
る

と
よ

い
で

し
ょ

う
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
そ

の
実

験
で

何
を

知
り

た
い

の
か

、
何

を
発

見
し

た
い

の
か

を
は

っ
き

り
し

て
実

験
を

行
い

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

実
験

後
は

考

察
を

行
い

、
次

の
実

験
、

そ
し

て
最

終
目

標
に

つ
な

が
る

も
の

を
み

つ
け

ま
し

ょ
う

。
そ

の
際

に
は

客
観

的
な

意
見

を
求

め
る

と
説

得
力

の
あ

る
も

の
に

な
り

、
次

の
実

験
に

も
ス

ム
ー

ズ
に

う

つ
れ

ま
す

。
私

達
は

実
験

の
準

備
に

手
間

取
っ

て
し

ま
い

、

実
験

を
計

画
の

回
数

分
行

え
な

か
っ

た
の

で
、

実
験

す
る

際

は
素

早
く

具
体

的
な

段
取

り
を

立
て

、
回

数
を

こ
な

す
ほ

う
が

よ
り

良
い

研
究

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
　

 

　
「
こ

れ
を

見
た

い
！

」
と

思
わ

せ
る

よ
う

な
、

内
容

が
よ

く
理

解

で
き

、
ユ

ー
モ

ア
の

あ
る

タ
イ

ト
ル

が
い

い
と

思
い

ま
す

。
ポ

ス

タ
ー

は
文

字
ば

か
り

に
な

ら
な

い
よ

う
、

図
表

や
写

真
な

ど
を

た
く

さ
ん

用
い

て
、

言
葉

で
内

容
を

説
明

す
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ

う
。

ま
た

、
発

表
の

際
、

私
達

の
グ

ル
ー

プ
で

は
実

際
に

使
用

し
た

ス
ピ

ー
カ

ー
を

用
い

る
こ

と
で

、
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

よ
う

に
し

ま
し

た
。

発
表

の
中

で
な

に
か

を
実

践
す

る
こ

と
は

聴
衆

の
興

味
を

引
く

た
め

に
も

有
効

で
す

。
ま

た
、

発
表

の
際

は
声

量
と

ア
イ

コ
ン

タ
ク

ト
を

意
識

し
ま

し
ょ

う
。

ポ
ス

タ
ー

の
図

表
を

示
す

際
も

、
聴

衆
を

向
い

た
ま

ま
上

手
く

話
す

こ
と

で
良

い
印

象
を

得
ら

れ
ま

す
。

身
振

り
手

振
り

を
加

え
て

み
る

と
さ

ら
に

良

い
発

表
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

　
　

 

　
参

考
文

献
が

多
い

こ
と

は
悪

い
こ

と
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
一

つ
の

資
料

か
ら

で
は

な
く

複
数

の
文

献
を

調
べ

、
濃

い
内

容

に
し

ま
し

ょ
う

。
も

し
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

調
べ

た
も

の
を

ポ
ス

タ
ー

に
書

く
際

は
、

サ
イ

ト
を

調
べ

た
日

付
ま

で
書

き
込

む
こ

と

を
忘

れ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
 

　
・
ご

指
導

頂
い

た
方

々
 

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

校
　

　
髙

橋
 渉

 先
生

 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
江

袋
 晴

菜
 先

生
 

　
・
参

考
文

献
 

「
彩
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国
リ
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ネ
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ル
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方
法

(1
）

靴
の

中
敷

き
に

3c
m

バ
ネ

を
付

け
た

圧
電

素
子

を
乗

せ
る

。
そ

の
上

に
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
板

を
付

け
、

踏
み

つ
け

て
回

路
に

流
れ

た
電

圧
を

テ
ス

タ
ー

で
調

べ
る

。
(2

）
圧

電
素

子
を

(1
)と

逆
に

付
け

、
(1

)と
同

様
に

調
べ

る
。

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
２
年
髙
橋
爽
丹
野
隼
翔
色
摩
一
希
新
野
真
生
原
田
和
輝

緒
言 日

常
生

活
の

移
動

手
段

と
し

て
の

’歩
行

’に
着

目
し

、
多

数
の

人
に

よ
る

踏
む

行
為

を
圧

電
素

子
を

介
し

て
利

用
可

能
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

得
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
歩

行
を

妨
げ

な
い

範
囲

で
圧

電
素

子
を

利
用

し
、

な
お

か
つ

効
率

的
に

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

生
産

す
る

こ
と

を
目

的
に

デ
ー

タ
を

集
め

、
適

し
た

方
法

を
考

案
す

る
こ

と
を

指
針

と
し

実
験

を
行

っ
た

。

実
験
１

中
敷

き
に

つ
け

て
か

か
と

か
ら

押
し

付
け

ら
れ

た
場

合
と

足
裏

に
つ

け
て

地
面

に
押

し
付

け
ら

れ
た

場
合

の
圧

電
素

子
に

か
か

る
力

を
調

べ
る

。

圧
電
素
子
の
特
徴
・
用
途
に
つ
い
て

本
実

験
に

用
い

た
「

圧
電

素
子

（
ピ

エ
ゾ

素
子

）
」

は
外

部
か

ら
の

圧
力

を
電

圧
に

変
換

す
る

圧
電

効
果

を
持

つ
。

実
験
２

中
敷

き
に

つ
け

て
か

か
と

か
ら

押
し

つ
け

ら
れ

た
場

合
に

バ
ネ

の
自

然
長

を
変

え
た

と
き

、
発

生
す

る
電

圧
の

大
き

さ
を

調
べ

る
。

中
敷

き
に

配
置

す
る

場
合

と
足

裏
に

配
置

す
る

場
合

と
で

得
ら

れ
る

電
圧

は
平

均
値

を
比

べ
て

も
大

き
な

違
い

は
な

か
っ

た
。

考
察

足
裏

に
配

置
し

た
場

合
は

踏
み

つ
け

た
時

に
バ

ネ
が

取
れ

る
、

な
ど

が
起

こ
り

不
安

定
で

あ
っ

た
た

め
中

敷
き

に
配

置
す

る
ほ

う
が

適
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

回
路
図

（
図
２
）

目
的
・
仮
説

⚫
圧

電
素

子
の

発
生

電
圧

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
⚫

圧
電

素
子

の
配

置
を

変
更

す
る

場
合

と
使

用
す

る
バ

ネ
の

弾
性

力
を

変
化

さ
せ

た
場

合
の

２
つ

の
実

験
を

行
い

、
発

生
電

圧
を

上
昇

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

歩
行
発
電
の
電
圧
増
加
に
向
け
た
圧
電
素
子
の
運
用

歩
行
発
電
の
電
圧
増
加
に
向
け
た
圧
電
素
子
の
運
用

実
験
結
果
１
（
表
１
）

方
法

(1
）

靴
の

中
敷

き
に

4c
m

バ
ネ

を
つ

け
た

圧
電

素
子

を
乗

せ
る

。
そ

の
上

に
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
板

を
つ

け
、

踏
み

つ
け

て
回

路
に

流
れ

た
電

圧
を

テ
ス

タ
ー

で
調

べ
る

。
(2

）
バ

ネ
の

大
き

さ
を

5c
m

に
変

え
(1

)と
同

様
に

調
べ

る
。

展
望

⚫
今

回
は

素
子

の
上

か
ら

そ
の

場
で

踏
み

つ
け

る
の

み
だ

っ
た

の
で

今
後

は
実

際
の

歩
行

を
伴

う
実

験
を

実
施

し
た

い
。

⚫
ま

た
、

発
生

す
る

電
圧

に
大

き
く

偏
り

が
あ

っ
た

た
め

電
圧

を
一

定
に

す
る

仕
組

み
を

回
路

に
組

み
込

み
実

験
し

て
い

き
た

い
。

実
験
結
果
２
（
表
２
）

謝
辞

本
研

究
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
ご

協
力

い
た

だ
い

た
大

阪
工

業
大

学
工

学
部

・
電

気
電

子
シ

ス
テ

ム
工

学
科

・
又

吉
秀

仁
先

生
、

髙
橋

渉
先

生
、

江
袋

晴
菜

先
生

に
感

謝
御

礼
を

申
し

上
げ

ま
す

。

圧
電
素
子
の
構
造

（
図
１
）

実
験

2の
箱

ひ
げ

図
（

図
３

）

4c
m

の
バ

ネ
を

使
用

し
た

場
合

と
5c

m
の

バ
ネ

を
使

用
し

た
場

合
と

で
得

ら
れ

る
電

圧
は

、
中

央
値

・
平

均
値

の
ど

ち
ら

も
5c

m
バ

ネ
を

使
用

し
た

場
合

の
ほ

う
が

大
き

く
な

っ
た

。
考
察

バ
ネ
の
自
然
長
が
長
い
ほ
ど
押
し
込
め
ら
れ
る
長
さ
が
長
く
な
り
、

弾
性
力
が
大
き
く
な
る
こ
と
で
圧
電
素
子
の
発
生
電
圧
が
高
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

参
考
資
料

地
震

兵
器

HA
AR

P地
震

を
起

こ
す

の
は

→
「

逆
圧

電
効

果
」

?
ht

tp
s:/

/o
uj

yu
jyu

.b
lo

g1
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.fc
2.

co
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/b
lo

g-
en

try
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ht
m

l
(参

照
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25
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0-
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)

（
1)
中
敷
き
に
配
置
し
た
場
合
（
2)
足
裏
に
配
置
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場
合
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数
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4c
m

5c
m

写
真
１

写
真

２

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

機
械

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

と
社

会
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

5
G

 歩
行

発
電

の
電

圧
増

加
に

向
け

た
圧

電
素

子
の

運
用

　

メ
ン

バ
ー

：
　

髙
橋

爽
，

丹
野

隼
翔

，
色

摩
一

希
，

新
野

真
生

，
原

田
和

輝
　

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て

　
テ

ー
マ

設
定

の
際

は
自

分
た

ち
の

興
味

、
研

究
の

し
や

す

さ
、

社
会

に
ど

う
貢

献
で

き
る

か
、

の
３

つ
の

要
素

を
踏

ま
え

る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

 

　
実

験
は

多
く

の
時

間
や

人
の

協
力

を
必

要
と

す
る

の
で

、
こ

こ
の

テ
ー

マ
設

定
が

盤
石

で
あ

る
ほ

ど
よ

り
多

く
の

リ
ソ

ー
ス

を

実
験

に
回

せ
る

よ
う

に
な

る
で

し
ょ

う
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
こ

の
研

究
は

本
校

の
先

輩
方

の
研

究
を

先
行

研
究

と
し

ま
し

た
。

研
究

を
始

め
る

前
に

「
J-

S
T

A
G

E
」
な

ど
の

サ
イ

ト
を

用
い

て
論

文
な

ど
を

探
し

、
自

分
た

ち
の

行
い

た
い

実
験

が
既

に

存
在

し
て

い
る

か
の

確
認

や
、

行
い

た
い

と
考

え
て

い
る

実
験

の
内

容
や

方
法

の
参

考
に

す
る

と
実

験
が

よ
り

進
み

や
す

く

な
る

で
し

ょ
う

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て

　
仮

説
を

立
て

る
こ

と
で

デ
ー

タ
の

収
集

や
調

査
し

た
い

項
目

に
対

し
て

効
率

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
が

行
え

る
た

め
、

自
分

た
ち

の
設

定
し

た
テ

ー
マ

に
よ

り
近

づ
き

や
す

く
な

り
ま

す
。

 

　
仮

説
を

立
て

る
際

は
手

段
や

協
力

が
す

ぐ
に

確
保

が
で

き

な
い

よ
う

な
難

し
い

仮
説

を
設

定
せ

ず
、

身
近

で
で

き
る

こ
と

か
ら

実
験

を
深

め
て

い
く

の
が

よ
い

と
思

い
ま

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て

　
実

験
は

と
に

か
く

早
く

行
う

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
実

験
に

道
具

が
必

要
な

場
合

は
す

ぐ
に

学
校

に
備

わ
っ

て
い

る
か

を
確

認

し
、

よ
り

多
く

の
検

証
を

行
え

る
時

間
を

作
り

ま
し

ょ
う

。
 

　
ま

た
、

普
通

科
の

場
合

は
実

験
で

き
る

時
間

が
探

究
科

よ
り

少
な

い
の

で
、

事
前

に
何

を
す

る
か

決
め

て
研

究
を

進
め

る
と

時
間

を
有

効
に

利
用

で
き

る
で

し
ょ

う
。

 

　
実

験
デ

ー
タ

か
ら

得
た

気
づ

き
や

発
見

を
土

台
に

次
の

実

験
を

行
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
よ

り
良

く
な

る
で

し
ょ

う
。

 

　
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て

　
作

成
し

た
ポ

ス
タ

ー
だ

け
で

は
聴

衆
に

内
容

が
伝

わ
ら

な
い

可
能

性
が

あ
る

と
判

断
し

た
場

合
、

そ
の

部
分

を
補

う
補

足
説

明
を

事
前

に
用

意
し

ま
し

ょ
う

。
 

　
ま

た
、

予
想

さ
れ

る
質

問
へ

の
回

答
を

考
え

て
素

早
い

回
答

を
で

き
る

よ
う

に
す

る
な

ど
、

与
え

ら
れ

た
時

間
を

有
効

活
用

で
き

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

　
私

達
は

普
通

科
関

西
キ

ャ
リ
ア

研
修

で
大

阪
工

業
大

学
大

宮
キ

ャ
ン

パ
ス

を
訪

問
し

、
又

吉
秀

仁
先

生
に

エ
ネ

ル
ギ

ー

や
発

電
に

関
す

る
助

言
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

企
業

や
大

学

へ
の

訪
問

を
検

討
す

る
場

合
は

丁
寧

に
お

願
い

し
て

、
お

礼

の
メ

ー
ル

も
忘

れ
ず

に
送

り
ま

し
ょ

う
。

 

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を

利
用

し
参

考
文

献
を

見
つ

け
た

場
合

、

サ
イ

ト
名

、
U

R
L
、

参
照

日
の

記
載

を
必

ず
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。
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温
度度

差差
発発

電電
とと
太太

陽陽
光光

発発
電電

にに
よよ
るる
二二

重重
発発

電電
の

効
率

化
を
目

指
し
て

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
　

2年
　
土

屋
優

心
　
北

原
優

介
　
佐

藤
大

輔
　
三

浦
信

緒緒
言言

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
   

   
   

   
近
年
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
私
達
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
発
電
方

法
に
目
を
つ
け
た
。
本
校
で
は
、
太
陽
光
発
電
の
太
陽
の

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
際
に
発
生

し
た
熱
を
用
い
て
ゼ
ー
ベ
ッ
ク
素
子
に
置
い
て
温
度
差
を
作

り
、
温
度
差
発
電
を
す
る
先
行
研
究
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で

は
冷
源
に
氷
を
用
い
て
お
り
、
氷
が
溶
け
る
こ
と
で
温
度
差

が
保
て
な
く
な
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
冷
源
を

流
れ
る
水
に
変
え
る
こ
と
で
、
温
度
差
を
長
時
間
保
つ
こ
と

が
で
き
、
安
定
し
た
発
電
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。

仮仮
説説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冷

源
を
流

れ
る

水
と
し
、
熱

源
を
太

陽
光

発
電

の
発

電
の

際
に
太

陽
光

パ

ネ
ル

に
生

じ
る
熱

と
す
る
こ
と
で
、
温

度
差

が
長

時
間

安

定
し
、
発

電
効

率
が

上
昇

す
る
の

で
は

な
い
か

。
二

重
発

電
が

可
能

に
な
る
の

で
は

な
い
か

。

実実
験験

方方
法法

1,
流

れ
る
水

の
中

に
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
を
上

部
が

で
る

　
よ
う
に
入

れ
る
。

2,
そ
の

上
に
ペ
ル

チ
ェ
素

子
を
置

き
、
太

陽
光

パ
ネ
ル

　
を

置
い
て
光

を
当

て
る
。

3,
時

間
を

1分
計

り
、
そ
の

間
の

電
圧

を
計

る
。

　
実

験
時

の
条

件
：
水

の
温

度
（
冷

源
）
11

℃

結
果

・
太

陽
光

パ
ネ
ル

の
発

電
の

際
に
生

じ
る
熱

と
流

れ
る
　

水
を
、
熱

源
、
冷

源
と
し
て
用

い
る
こ
と
で
二

重
　
発

電
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

太
陽
光
パ
ネ

ル
の
電
圧

ペ
ル
チ
ェ
素

子
の
最
大
電

圧

最
高
温
度
差

1回
目

1.
5V

0.
53

V
44

℃

2回
目

1.
5V

0.
56

V
55

℃

考
察

・
展

望
・
結

果
よ
り
、
温

度
差

が
大

き
い
ほ

ど
、
ペ
ル

チ
ェ
素

子
の

最
大

電
圧

が
　
大

き
く
な
る
と
考

え
ら
れ

る
。

・
電

圧
が

一
度

上
昇

し
た
あ
と
、
徐

々
に
低

下
す
る
傾

向
が

見
ら
れ

た
。
　
こ
れ

は
、
装

置
全

体
の

温
度

が
次

第
に
均

一
に
な
り
、
ペ
ル

チ
ェ
素

子
　
の

両
面

の
温

度
差

が
小

さ
く
な
っ
た
た
め
だ
と
考

え
る
。

　
し
か

し
、
水

で
冷

や
す
こ
と
で
温

度
差

を
あ
る
程

度
保

て
た
た
め
、
発

　
電

効
率

を
高

め
ら
れ

る
可

能
性

が
あ
る
と
考

え
た
。

・
こ
れ

か
ら
は

水
の

量
や

温
度

を
変

え
て
よ
り
安

定
し
た
温

度
差

を
作

れ
　
る
条

件
を
探

っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ペ
ル

チ
ェ
素

子
の

数
や

配
置

を
　
工

夫
し
て
温

度
差

発
電

の
出

力
を
高

め
ら
れ

る
と
考

え
て
い
る
。

図
１
ペ
ル
チ
ェ
素
子
の
電
圧

１
回

目
：
赤

２
回

目
：
黒

考
察

・
展

望
・
結

果
よ
り
、
温

度
差

が
大

き
い
ほ

ど
、
ペ
ル

チ
ェ
素

子
の

最
大

電
圧

が
　
大

き

参
考

文
献

研
究
が
進
む
ペ
ル
チ
ェ
素
子
の
効
率
と
発
電
へ
の
応
用
　

ht
tp

s:
//b

lo
g.

rit
ta

l.j
p/

85
3

閲
覧
日
：
20

26
年

1月
10

日

太
陽
光
発
電
は
熱
に
弱
い
！
原
因
や
対
処
法
に
つ
い
て
徹
底
解
説
！

ht
tp

s:
//w

aj
o-

ho
ld

in
gs

.jp
/m

ed
ia

/6
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 閲
覧
日
：
20

25
年

10
月

14
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
具

・
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
　
・
ペ
ル
チ
ェ
素
子
　
・
電
圧
計

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
　
・
電
圧
ス
ペ
ク
ト
ル

・
白
熱
電
球

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

機
械

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

と
社

会
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

5
H

 温
度

差
発

電
と

太
陽

光
に

よ
る

二
重

発
電

の
効

率
化

を
目

指
し

て
　

 

メ
ン

バ
ー

：
　

土
屋

優
心

，
北

原
優

介
，

佐
藤

大
輔

，
三

浦
信

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
　

 

自
分

た
ち

が
あ

く
ま

で
も

高
校

生
で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

自
覚

し
て

考
え

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

学
校

の
施

設
に

は
限

り
が

あ
る

の
で

、
そ

の
中

の
で

き
る

範
囲

で
考

え
る

と
良

い
と

思
う

。
ま

た
、

思
い

つ
き

で
テ

ー
マ

を
考

え
ず

に
実

験
の

見
通

し
を

た
て

て
、

一
年

間
を

通
し

て
そ

の
実

験
が

で
き

る
か

ど
う

か
、

メ
ン

バ
ー

と
考

え
て

立
て

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
テ

ー
マ

か
ら

オ
リ
ジ

ナ
ル

の
研

究
を

考
え

、
行

う
の

は
か

な
り

大
変

で
す

。
積

極
的

に
図

書
館

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
か

ら
先

行

研
究

を
調

べ
、

参
考

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て

　
私

達
は

、
自

分
た

ち
が

研
究

可
能

な
範

囲
で

仮
説

を
立

て

る
こ

と
を

心
が

け
ま

し
た

。
仮

説
通

り
の

結
果

に
な

ら
な

い
こ

と

も
多

く
あ

り
ま

し
た

が
、

そ
の

と
き

は
特

に
そ

の
原

因
を

分
析

す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
そ

の
中

に
問

い
の

ヒ
ン

ト
が

隠
れ

て
い

る
は

ず
で

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

1
0
月

の
中

間
発

表
を

意
識

し
な

が
ら

、
2
月

の
最

終
発

表
を

目
標

と
し

て
、

最
初

の
段

階
か

ら
計

画
し

な
が

ら
取

り
組

み
、

実
験

結
果

に
基

づ
い

て
方

向
性

を
変

え
た

追
加

実
験

が
行

え
る

よ
う

余
裕

を
も

っ
て

行
動

し
ま

し
ょ

う
。

自
分

た
ち

が
想

定

す
る

よ
り

も
多

く
の

条
件

が
存

在
す

る
こ

と
を

意
識

し
、

対
照

実

験
を

行
う

際
は

、
な

る
べ

く
変

え
る

べ
き

条
件

1
つ

だ
け

が
変

わ

る
よ

う
に

実
験

を
設

定
し

て
く

だ
さ

い
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

ポ
ス

タ
ー

作
成

の
際

は
聴

衆
が

理
解

し
や

す
い

よ
う

に
文

字

数
を

な
る

べ
く

減
ら

し
、

図
表

を
多

く
用

い
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

発
表

の
際

は
ポ

ス
タ

ー
を

見
な

が
ら

で
は

声
が

届
か

な

い
た

め
、

聴
衆

を
見

て
は

っ
き

り
と

大
き

な
声

で
発

表
す

る
こ

と

を
心

が
け

ま
し

ょ
う

。
質

疑
応

答
で

は
ど

ん
な

質
問

を
さ

れ
る

の
か

事
前

に
想

定
し

、
解

答
を

準
備

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

研
究

を
進

め
る

に
あ

た
り

、
髙

橋
渉

先
生

、
江

袋
晴

菜
先

生

に
実

験
方

法
や

デ
ー

タ
整

理
の

仕
方

に
つ

い
て

ご
指

導
を

い

た
だ

き
ま

し
た

。
ま

た
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
書

籍
や

論
文

、
環

境
省

や
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
の

資
料

を
参

考
に

し
ま

し
た

。
研

究
は

一
人

で
は

で
き

ま
せ

ん
。

指
導

し
て

く
れ

る
方

へ
の

感
謝

を
忘

れ
ず

に
取

り
組

む
こ

と
が

大
切

で

す
。
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写
真

実
験
物

材
料

参
考
文
献

図
サ
ボ
ニ
ウ
ス
・
ダ
リ
ウ
ス
型
風
車

展
望

結
果
と
考
察

目
的
・仮
説

実
験
方
法

緒
言

近
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

本
校
で
は
以
前
よ
り
サ
ボ
二
ウ
ス
型
風
車
の
研
究
が
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
は
サ
ボ
二
ウ
ス
型
と
ダ
リ
ウ
ス
型
の

種
類
の
風
車
を

組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ら
に
よ
る
発
電
量
の
向
上
を
目
指
し
た
。

サ
ボ
ニ
ウ
ス
・
ダ
リ
ウ
ス
型
風
車
の
発
電
機
構
に
つ
い
て

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

年
山
川
暖
菅
琉
人
佐
藤
心
太
郎

サ
ボ
二
ウ
ス
型
と
ダ
リ
ウ
ス
型
の

種
類
の
風
車
と
そ
の

つ
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ボ
ニ
ウ
ス
・
ダ
リ
ウ
ス
型
風
車
の
発
電

量
の
違
い
を
記
録
す
る
。

サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
と
ダ
リ
ウ
ス
型
の

つ
の
風
車
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
相
互
の
欠
点
を
相
殺
し
発
電
量
が
向
上
す
る
の

で
は
な
い
か
。

・
段
ボ
ー
ル
・
ベ
ア
リ
ン
グ

・
プ
ー
リ
ー

・
棒

・
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

・
発
電
用
モ
ー
タ
ー

・
お
菓
子
の
空
箱

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
メ
ー
タ
ー

・プ
ー
リ
ー
を
用
い
て
サ
ボ
ニ
ウ
ス
の
み
の
発
電
量
と

つ
を
組
み
合

わ
せ
た
風
車
の
発
電
量
を
計
測

・
お
菓
子
の
空
箱
を
用
い
て
作
成
し
た
風
車
に
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

風
を
当
て
、
回
転
が
安
定
す
る
ま
で

秒
間
待
っ
て
か

ら
そ
れ
ぞ
れ

秒
ご
と
の
発
電
量
を
計
測

・こ
れ
を

回
ず
つ
行
い

秒
ご
と
の
発
電
量
の
平
均
を
求
め
る

発電量

時
間

秒
毎
の
発
電
量

サ
ボ

ニ
ウ

ス
サ

ボ
ニ

ウ
ス

・
ダ

リ
ウ

ス
型

風
車

◎
発
電
量
で
は
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
の
み
の
風
車
の
方
が
発
電

量
が
多
か
っ
た

・
サ
ボ
ニ
ウ
ス
・
ダ
リ
ウ
ス
型
風
車
は
回
転
が
安
定
す
る
ま
で

の
時
間
が
短
く
、
相
互
の
欠
点
を
相
殺
し
発
電
量
が
サ
ボ

ニ
ウ
ス
型
よ
り
も
大
き
く
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
サ
ボ
ニ
ウ

ス
型
が
安
定
し
て
い
き
、
サ
ボ
ニ
ウ
ス
・
ダ
リ
ウ
ス
型
よ
り

も
発
電
量
が
大
き
く
な
っ
た

→
発
電
機
構
に
は
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
風
車
の
方
が
適
切
で
あ

る ダ
リ
ウ
ス
型
の
み
の
実
験
も
試
み
た
が
素
材
性
質
上
、
ダ

リ
ウ
ス
型
の
み
で
回
転
を
す
る
こ
と
が
不
可
だ
っ
た
た
め

実
験
結
果
が
で
な
か
っ
た

・ダ
リ
ウ
ス
型
の
み
の
発
電
量
も
計
測
し
比
較
す
る

・動
作
時
、
音
が
大
き
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
実
験
器
具
の
強
度
の
調
整
や
グ
リ
ス
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
改

善
を
図
り
、
再
度
比
較
す
る

風
参

照
日

年
月

日

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

機
械

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

と
社

会
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

5
I 
サ

ボ
ニ

ウ
ス

・
ダ

リ
ウ

ス
型

風
車

の
発

電
機

構
に

つ
い

て
　

 

メ
ン

バ
ー

：
　

山
川

 暖
，

菅
 琉

人
，

佐
藤

 心
太

朗
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

私
達

は
興

味
あ

る
分

野
、

今
気

に
な

っ
て

い
る

社
会

問
題

 

に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
か

ら
決

め
ま

し
た

。
ま

だ
研

究
テ

ー
マ

を
早

い
段

階
で

決
め

る
こ

と
で

、
余

裕
を

も
っ

て
実

験
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

研
究

テ
ー

マ
の

内
容

が
考

え
や

す
い

も
の

に
し

た
方

が
時

間
を

有
効

に
使

え
る

と
思

い
ま

す
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

決
め

た
テ

ー
マ

と
似

て
い

る
実

験
な

ど
か

ら
も

調
べ

て
み

て
使

え
そ

う
な

情
報

を
出

し
て

み
て

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
先

行
研

究
を

し
っ

か
り

調
べ

る
こ

と
に

よ
り

実
験

な
ど

の
時

間
を

短
縮

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

大
学

な
ど

の
論

文
を

見
る

こ
と

に
よ

っ

て
、

そ
の

研
究

の
理

解
度

を
深

め
る

こ
と

に
繋

が
り

ま
す

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

仮
説

を
立

て
る

こ
と

に
よ

っ
て

研
究

の
道

筋
を

立
て

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
仮

説
を

立
て

る
こ

と
で

何
を

確
か

め
る

べ
き

か
を

具
体

的
に

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
仮

説
を

立
て

る
こ

と

に
よ

っ
て

、
無

駄
な

試
行

錯
誤

を
減

ら
し

て
効

率
よ

く
研

究
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

実
験

は
な

る
べ

く
早

く
進

め
た

ほ
う

が
い

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

実
験

に
必

要
な

道
具

が
あ

れ
ば

早
い

段
階

で
揃

え
た

ほ

う
が

後
か

ら
時

間
に

追
わ

れ
る

こ
と

が
な

く
な

り
ま

す
。

何
か

を

比
較

す
る

と
き

は
、

条
件

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
正

確
な

実
験

結
果

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
　

　
　

ポ
ス

タ
ー

を
見

る
人

が
見

や
す

い
よ

う
に

図
や

グ
ラ

フ
を

活

用
し

て
、

文
字

だ
け

を
羅

列
す

る
の

で
は

な
く

、
彩

り
を

加
え

る

こ
と

に
よ

っ
て

、
聴

衆
の

興
味

や
関

心
を

惹
く

こ
と

で
よ

り
多

く

の
方

々
に

発
表

を
聞

い
て

も
ら

え
る

と
思

い
ま

す
。

発
表

す
る

時
は

、
発

表
原

稿
だ

け
を

見
る

の
で

は
な

く
、

聴
衆

の
方

を
見

て
発

表
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

大
学

や
企

業
に

協
力

し
て

も
ら

う
場

合
は

、
先

方
に

失
礼

が
な

い
よ

う
に

お
礼

や
メ

ー
ル

の
返

事
な

ど
を

忘
れ

ず
し

ま
し

ょ
う

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
引

用
す

る
場

合
、

参
考

文
献

の
参

照
日

を
明

確
に

し
記

載
方

法
を

確
認

し
そ

れ
に

沿
っ

て
記

載
す

る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
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ch
at

G
P

T

1
3

+1
0

+2

 (
 1

) 

ht
tp
://
w
w
w
.a
rc
h.
en
g.
os
ak
a-
u.
ac
.jp
/~
la
bo

4/
w
w
w
/p
ap
er
-to

p.
fil
es
/2
01
9_
pd

f/2
01
9a
ij_
k/
19
-b
-1
8.
pd

f

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

デ
ザ

イ
ン

と
工

学
　

　
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

6
A

 使
う

の
は

頭
だ

け
じ

ゃ
な

い
！

匂
い

で
集

中
力

増
加

作
戦

　
　

メ
ン

バ
ー

：
　

須
藤

逞
，

長
和

壮
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て

　
テ

ー
マ

設
定

は
研

究
を

す
る

上
で

非
常

に
大

事
な

要
素

で

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

先
行

研
究

を
調

べ
て

面
白

そ
う

な

テ
ー

マ
を

設
定

し
て

も
良

い
で

す
が

、
自

分
で

興
味

の
あ

る
こ

と
を

考
え

て
テ

ー
マ

を
決

め
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
自

分
が

疑
問

に
思

っ
た

こ
と

、
興

味
を

持
っ

た
こ

と
を

テ
ー

マ
と

絡
め

あ

わ
せ

る
こ

と
で

研
究

を
進

め
て

い
る

う
ち

に
新

た
な

疑
問

が
湧

い
て

き
て

よ
り

良
い

研
究

に
な

っ
て

い
く

と
思

い
ま

す
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
テ

ー
マ

と
関

わ
り

の
あ

る
論

文
を

調
べ

て
現

状
ど

こ
ま

で
研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
こ

と
が

大
事

で
す

。
論

文
か

ら
学

べ
る

こ
と

も
多

く
あ

る
た

め
絶

対
確

認
す

べ
き

で

す
。

ま
た

、
研

究
は

複
数

あ
る

こ
と

が
ほ

と
ん

ど
な

の
で

す
べ

て
し

っ
か

り
読

ん
で

知
識

を
増

や
し

て
自

分
の

テ
ー

マ
の

説

得
力

を
あ

げ
ま

し
ょ

う
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
仮

説
は

研
究

の
方

針
を

決
め

る
大

事
な

も
の

で
す

。
先

行

研
究

か
ら

発
展

さ
せ

て
い

く
の

が
良

い
と

思
い

ま
す

。
解

決
し

た
い

こ
と

を
決

め
て

何
が

ど
う

な
る

の
か

の
よ

う
な

具
体

的
な

仮

説
で

あ
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

ま
た

、
根

拠
を

持
た

せ
た

り
、

誰

が
読

ん
で

も
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

シ
ン

プ
ル

に
す

る
こ

と
も

大

切
で

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

が
匂

い
に

関
す

る
実

験
を

し
た

際
、

匂
い

の
濃

さ
な

ど
の

基
準

が
曖

昧
で

人
数

も
確

保
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

結

果
に

説
得

力
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
比

較
の

条
件

を
揃

え
る

こ
と

や
人

数
を

確
保

す
る

こ
と

が
最

優
先

だ
と

思
い

ま
す

。
実

験
に

よ
り

説
得

力
を

も
た

せ
る

た
め

に
、

先
入

観
を

入
れ

な
い

よ
う

に
し

た
り

、
一

人
ひ

と
り

の
差

を
見

た
り

す
る

こ
と

も
大

事
だ

と
思

い
ま

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
発

表
を

聞
く

人
が

内
容

を
す

ぐ
理

解
で

き
る

よ
う

に
文

 

字
の

大
き

さ
や

色
、

グ
ラ

フ
や

表
を

使
う

な
ど

工
夫

し
ま

し
ょ

う
。

声
の

大
き

さ
や

読
む

ス
ピ

ー
ド

も
聞

こ
え

る
よ

う
に

し
な

け

れ
ば

い
け

ま
せ

ん
。

ど
ん

な
に

素
晴

ら
し

い
研

究
を

し
て

も
そ

れ
が

相
手

に
伝

わ
ら

な
け

れ
ば

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
関

西
研

修
で

大
学

や
企

業
に

訪
問

す
る

場
合

、
で

き
る

だ

け
早

く
メ

ー
ル

や
電

話
で

ア
ポ

を
取

り
、

日
程

を
決

め
ま

し
ょ

う
。

も
ち

ろ
ん

失
礼

の
な

い
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
い

け
ま

せ
ん

。

訪
問

先
の

方
々

は
専

門
的

な
知

識
を

持
っ

て
お

り
、

熱
心

に

教
え

て
い

た
だ

け
る

の
で

自
分

た
ち

も
し

っ
か

り
と

知
識

を
つ

け
て

臨
み

ま
し

ょ
う

。
研

究
内

容
を

し
っ

か
り

説
明

で
き

る
よ

う

に
す

る
こ

と
、

質
問

を
考

え
て

お
く

こ
と

も
大

事
で

す
。
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 --
-緒

言
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
--

取
り
組
み
①
　
鏡
の
設
置

ア
ン
ケ
ー
ト
で
露
見
し
た
校
舎
内
の
見
通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
に
鏡
を
設
置
し
た
。

以
下
は
設
置
し
た
場
所
の
様
子
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
あ
る
。

取
り
組
み
②

動
画
作
成

バ
ス
乗
車
時
の
マ
ナ
ー
や
混
雑
時
の
譲
り
合
い
の
大
切
さ
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
動
画
を
作
成
し
た
。

動
画
に
は
米
沢
興
譲
館
高
校
の
校
章
の
花
で
あ
る
橘
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
、
タ
チ
バ
ナ
さ
ん
が
登
場
す
る
。
親
し

み
や
す
く
、
愛
着
が
湧
く
マ
ス
コ
ッ
ト
的
存
在
な
の
で
、
こ
の
研
究
を
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
る
。

展
望

謝
辞

本
研

究
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方

々
に
心

よ
り
御

礼
申

し
上

げ
ま
す
。

結
果

・
考

察
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
こ
の
活
動
に
よ
る
直
接
的
な
効
果
に
は

個
人
差
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
成
果
と
し
て
こ
の
活
動
自
体
に
意
義
が
あ
る

こ
と
は
確
認
で
き
た
。

要
望
の
中
で
は
特
に
身
長
の
関
係
で
見
え
な
い
人
が
い
た
り
、
鏡
の

デ
ザ
イ
ン
が
廊
下
の
雰
囲
気
に
馴
染
ん
で
い
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
。
⇨
鏡 鏡

のの
高高
ささ
、、
大大
きき
ささ
、、
デデ
ザザ
イイ
ンン
のの
見見
直直
しし

を
行
う
。

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
　
２
年

　
齋

藤
理

紗
　
平

果
南

子
　
大

浦
幸

太
　
齊

藤
万

葉
　
島

貫
香

織

興
譲

館
に
は

危
険

や
不

便
が

多
く
存

在
す
る
。
そ
こ
で
、
校

舎
内

の
曲

が
り
角

で
ぶ

つ
か

り
や

す
い

こ
と
、
冬

季
の

通
学

時
の

危
険

に
着

目
し
、
そ
れ

ぞ
れ

の
問

題
の

解
決

、
改

善
を
目

指
し
た
。

---
現

状
---

---
---

---
---

---
---

---
---
活活

動動
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

--

・
誰

に
と
っ
て
も
見

や
す
い
鏡

に
す
る
た
め
に
引

き
続

き
デ
ザ

イ
ン
を
模

索
し
て
い
き
た
い
。

・
今
回
作
成
し
た
動
画
は
本
校
や
市
役
所
の

H
P
、

S
N

S
に
掲
載
予
定
で
、

　
よ
り
多
く
の
人
が
思
い
や
り
を
持
っ
て
行
動
し
、
冬
の
交
通
安
全
に
繋
が
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

動動
画画

見見
てて
ねね
‼

鏡鏡
のの
設設
置置

ア
ン
ケ
ー
ト
で
ぶ
つ
か
り
や
す
い

　
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
場
所

　
・
１
年
生
教
室
側
の
階
段
付
近

　
・
職
員
室
側
の
階
段
付
近

　
・
体
育
館

Q
.校

舎
内
で
人
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に

   
 な

っ
た
こ
と
が
あ
る
か
（
n=

11
1）

※
鏡
の
大
き
さ

:3
0×

30
(c

m
)

  設
置
位
置

:床
か
ら
約

13
5c

m

Q
.こ

の
鏡
に
よ
っ
て
ぶ
つ
か
る
こ
と
を

　
回
避
で
き
た
か
（
n=

49
）

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

デ
ザ

イ
ン

と
工

学
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

6
B

 興
譲

館
大

革
命

～
危

険
を

減
ら

し
、

安
心

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
～

　

メ
ン

バ
ー

：
　

齋
藤

理
紗

，
平

果
南

子
，

大
浦

幸
太

，
齊

藤
万

葉
，

島
貫

香
織

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

最
初

は
メ

ン
バ

ー
の

中
で

興
味

の
あ

る
こ

と
を

出
し

合
い

、

興
譲

館
に

存
在

す
る

身
近

な
課

題
を

解
決

す
る

と
い

う
大

ま

か
な

テ
ー

マ
を

決
め

ま
し

た
。

次
に

具
体

的
な

課
題

を
た

く
さ

ん
出

し
、

そ
の

中
か

ら
解

決
し

た
い

こ
と

を
選

ん
で

深
め

る
よ

う

に
し

ま
し

た
。

テ
ー

マ
が

広
す

ぎ
る

と
時

間
が

足
り

な
く

な
る

の

で
テ

ー
マ

の
範

囲
は

あ
る

程
度

絞
り

込
む

の
が

い
い

と
思

い

ま
す

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

　
　

　
　

 

　
出

さ
れ

た
意

見
の

中
か

ら
、

校
舎

内
の

曲
が

り
角

で
ぶ

つ
か

り
や

す
い

こ
と

と
、

冬
季

の
登

下
校

時
に

送
迎

車
が

増
加

し
混

雑
す

る
こ

と
に

着
目

し
ま

し
た

。
そ

し
て

、
班

の
メ

ン
バ

ー
だ

け

で
な

く
、

本
当

に
多

く
の

生
徒

や
保

護
者

が
こ

れ
ら

を
危

険
・

不
便

に
感

じ
て

い
る

か
を

調
べ

る
た

め
、

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
ま

し
た

。
 

 
よ

り
多

く
の

方
に

回
答

い
た

た
だ

け
る

よ
う

、
短

時
間

で
回

答

で
き

る
選

択
式

を
中

心
と

し
た

簡
潔

な
内

容
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

し
ま

し
た

。
写

真
な

ど
の

視
覚

的
な

要
素

も
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

よ
り

わ
か

り
や

す
く

、
さ

ら
に

回
答

し
や

す
く

な
る

と
思

い
ま

す
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

達
は

テ
ー

マ
か

ら
現

状
分

析
を

通
し

て
問

題
を

細
分

化

し
、

最
終

的
に

「
校

舎
内

の
曲

が
り

角
に

お
け

る
見

通
し

の
改

善
」
「
学

校
周

辺
の

登
下

校
に

生
じ

る
混

雑
の

改
善

」
に

焦
点

を
当

て
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。

 

こ
の

よ
う

に
抽

象
的

な
テ

ー
マ

を
具

体
に

落
と

し
込

む
こ

と
、

な

る
べ

く
多

く
、

細
か

く
課

題
を

考
え

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
い

ま

す
。

ま
た

、
な

る
べ

く
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
、

す
べ

き
こ

と
、

必
要

性
が

あ
る

こ
と

と
い

う
三

要
素

が
含

ま
れ

る
も

の
を

課
題

に
定

め
る

と
そ

の
先

も
進

め
や

す
い

で
し

ょ
う

。
 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
私

達
は

初
め

駐
車

場
に

白
線

を
ひ

く
こ

と
を

考
え

て
い

ま
し

た
が

、
雪

な
ど

の
影

響
で

実
現

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

解
決

策
を

考
え

る
際

は
先

を
見

通
し

て
計

画
を

立
て

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
は

た
く

さ
ん

の
回

答

を
得

る
た

め
に

で
き

る
だ

け
早

く
実

施
し

ま
し

ょ
う

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て

　
ポ

ス
タ

ー
作

り
に

つ
い

て
は

、
た

く
さ

ん
の

人
の

注
意

を
引

け

る
よ

う
に

、
タ

イ
ト
ル

は
と

に
か

く
大

き
く

、
わ

か
り

や
す

い
フ

ォ

ン
ト
と

色
に

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
文

字
が

多
い

と
聞

い
て

い
る

人

が
口

頭
で

話
し

て
い

る
内

容
を

聞
き

逃
し

て
、

本
当

に
言

い
た

い
こ

と
を

理
解

し
て

く
れ

な
い

可
能

性
が

高
ま

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

そ
う

な
ら

な
い

よ
う

、
な

る
べ

く
グ

ラ
フ

や
図

を
中

心
に

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
グ

ラ
フ

は
何

の
グ

ラ
フ

か
を

明
記

し
て

お
い

た

方
が

い
い

で
す

。
 

　
発

表
の

仕
方

に
つ

い
て

は
、

と
に

か
く

大
き

な
声

で
話

す
こ

と
が

大
切

で
す

。
人

気
の

研
究

に
な

る
ほ

ど
、

後
ろ

の
人

に
は

声
が

届
き

に
く

く
な

り
ま

す
し

、
発

表
中

は
他

の
班

も
発

表
し

て

い
る

た
め

、
埋

も
れ

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

に
ハ

キ
ハ

キ
喋

り
ま

し
ょ

う
。

そ
の

た
め

に
も

、
前

を
向

い
て

、
か

つ
身

振
り

手
振

り

を
し

て
話

す
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
は

、
原

稿
を

暗
記

す
る

こ
と

で
は

な
く

、
自

分
が

伝
え

た
い

こ
と

を
頭

の
中

で
整

理
し

て

お
く

こ
と

を
意

味
し

ま
す

。
そ

の
や

り
方

な
ら

、
原

稿
を

暗
記

し

て
発

表
す

る
や

り
方

と
は

違
い

、
質

問
や

指
摘

を
受

け
た

と
き

に
簡

単
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
私

達
は

、
米

沢
市

役
所

地
域

振
興

課
の

方
々

に
、

市
内

バ

ス
の

現
状

や
ご

意
見

を
お

聞
き

す
る

た
め

に
、

学
校

で
話

し

合
い

を
行

い
ま

し
た

。
私

達
の

場
合

は
、

ま
ず

学
校

で
市

役

所
に

お
電

話
し

、
そ

の
後

、
メ

ー
ル

で
日

程
や

場
所

な
ど

の

確
認

、
調

整
を

し
ま

し
た

。
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、

外
部

の

方
に

協
力

し
て

い
た

だ
く

際
は

、
丁

寧
な

言
葉

遣
い

や
敬

語

表
現

に
気

を
付

け
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
日

時
な

ど
は

研
究

の
進

度
や

自
分

た
ち

の
予

定
を

熟
考

し
た

上
で

提
示

し
、

万
全

に

準
備

が
出

来
て

い
る

状
態

で
当

日
を

迎
え

ら
れ

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

研
究

の
目

的
に

合
っ

た
質

問
や

意
見

を
伝

え
ら

れ
る

よ
う

に
、

会
話

の
流

れ
を

意
識

し
て

事
前

に
考

え
て

お
く

と
、

ス

ム
ー

ズ
に

雰
囲

気
良

く
い

く
と

思
い

ま
す

。
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保
護
動
物

保
護
動
物
の
た
め
の
施
設
提
案

〜
保
護
✕
宿
泊
を
組
み
合
わ
せ
た
仕
組
み
〜

動
機 私
た
ち
の
住
む
地
域
や
学
校
周
辺
で
、
野
良
猫
・
野
良
犬
の
繁
殖
に
よ
る
増
加

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
動
物
保
護
施
設
で
は
収
容
数
の
増
加
に

よ
る
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
殺
処
分
」
と
い
う
現
実
に
つ
い
て
知
り
、
日
本
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
た
い
と
思
い
、
こ

の
探
究
を
行
っ
た
。

現
状
・
課
題

近
年

、
犬

や
猫

の
殺

処
分

数
は

減
少

傾
向

に
あ
る
が

、
そ
の

一
方

で
保

護
さ
れ

る
動

物
の

数
は

増
え
て
い
る
。

そ
の

結
果

、
保

護
施

設
で
は

人
手

不
足

や
予

算
不

足
に
よ
り
、
十

分
な
管

理
や

世
話

が
行

き
届

か
な
い
と
い
う
課

題
が

生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
動

物
に
と
っ
て
望

ま
し
い
「
里

親
」
を
見

つ
け
る
た
め
の

条
件

が
厳

し
く
、
譲

渡
が

進
み

に
く
い
こ
と
も
大

き
な
問

題
で
あ
る
。

保
護
動
物

提
案

　
　
　
　
　
　
　

   
   

人人
間間

とと
動動

物
の

たた
めめ
のの

宿宿
泊泊

施
設

目
的

・
動

物
保

護
施

設
の

負
担

軽
減

と
譲

渡
促

進

利
用
者

は
、
滞

在
中

に
保

護
動

物
と
実

際
に
関

わ
る
。

・
散

歩
、
え
さ
や

り
、
簡

単
な
世

話
へ

の
参

加
・
動

物
と
触

れ
合

う
時

間
の

提
供

・
宿

泊
費

の
一

部
を
動

物
の

飼
育

費
・
医

療
費

に
還

元
→

利
用

者
は

癒
し
を
得

る
と
同

時
に
、
動

物
保

護
に

「
支

援
者

と
し
て
関

わ
る
立

場
」
に
な
る
。

保
護

動
物

に
と
っ
て
、
人

と
過

ご
す
経

験
は

将
来

の
譲

渡
に
つ
な
が

る
重

要
な
要

素
で
あ
る
。

・
人

と
の

生
活

に
慣

れ
る

・
性

格
や

特
徴

を
宿

泊
者

が
直

接
知

る
こ
と
が

で
き
る

・
実

際
の

生
活

に
近

い
環

境
で
過

ご
す
こ
と
で
、
譲

渡
後

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防

ぐ
→

こ
れ

に
よ
り
、
動

物
に
と
っ
て
負

担
の

少
な
い
譲

渡
が

可
能

に
な
る
。

専
門

知
識

を
持

つ
従

業
員

や
飼

育
員

が
、
施

設
全

体
を
管

理
す
る
。

・
健

康
管

理
・
し
つ
け
・
安

全
管

理
・
宿

泊
者

へ
の

関
わ

り
方

の
指

導
・
動

物
の

状
態

を
見

極
め
、
譲

渡
に
つ
な
げ
る
判

断
→

専
門

家
が

間
に
入

る
こ
と
で
、
安

全
性

と
信

頼
性

を
確

保
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　

展
望

　
宿
泊
と
動
物
保
護
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
資
金
不
足
や
人
手
不
足
の
改
善
、
そ
し
て
譲
渡
の
促
進
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
宿
泊

者
が
動
物
と
実
際
に
関
わ
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
、
責
任
あ
る
飼
育
へ
の
意
識
向
上
も
期
待
で
き
る
。
一
方
で
、
人
の
出
入
り
が
多
い
環
境
は
動
物

に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
安
全
管
理
や
衛
生
管
理
の
徹
底
、
宿
泊
者
へ
の
事
前
説
明
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
施
設
を
運

営
す
る
際
の
人
件
費
や
宿
泊
費
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い
飼
育
費
用
を
ど
こ
か
ら
捻
出
す
る
の
か
も
考
え
た
い
。

今
後
は
、
動
物
へ
の
負
担
を
減
ら
す
空
間
設
計
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が
ら
課
題
を
解
決
で
き
る
実
現
性
の
高
い

提
案
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

謝
辞 株
式

会
社

乃
村

工
藝

社
様

・
大

阪
市

動
物

愛
護

体
験

学
習

セ
ン
タ
ー
荒

井
様

本
研

究
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
へ

こ
の

場
を
か

り
て
心

か
ら
御

礼
申

し
上

げ
ま

す
。
　

従
業
員

飼
い
主

　
利
用
者

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

校
　

2年
　
平

吹
美

羽
　
大

浦
玖

紀

.h
ttp

s:
//w

w
w

.e
nv

.g
o.

jp
/n

at
ur

e/
do

bu
ts

u/
ai

go
/2

_d
at

a/
st

at
is

tic
s/

do
g-

ca
t.h

tm
l

環
境

省
＿

動
物

の
愛

護
と
適

切
な
管

理
よ
り

不
妊
去
勢
手
術
が

認
識
さ
れ
始
め
た

努
力
義
務
と
さ
れ

て
い
た

不
妊
去
勢
手
術
が

義
務
付
け
ら
れ
た

の
探
究
を
行
っ
た
。

わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
た
い
と
思
い
、
こ

の
探
究
を
行
っ
た
。

の
探
究
を
行
っ
た
。

ま
た
、
動

物
に
と
っ
て
望

ま
し
い
「
里

親
」
を
見

つ
け
る
た
め
の

条
件

が
厳

し
く
、
譲

渡
が

進
み

に
く
い
こ
と
も
大

き
な
問

題
で
あ
る
。

ht
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ht
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s:
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20
6/

日
本
の
寄
付
文
化
を
再
構
築
す
る

A
LT

 M
E

D
IA

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

デ
ザ

イ
ン

と
工

学
　

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

6
C

 保
護

動
物

の
た

め
の

施
設

提
案

 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ～

保
護

×
宿

泊
を

組
み

合
わ

せ
た

仕
組

み
～

　

メ
ン

バ
ー

：
　

平
吹

 美
羽

，
大

浦
 玖

紀
　

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て

　
面

白
そ

う
と

思
っ

た
分

野
に

つ
い

て
テ

ー
マ

を
設

定
す

る
の

も
よ

い
で

す
が

、
な

る
べ

く
自

分
の

進
路

に
関

連
の

あ
る

テ
ー

マ
を

選
択

し
ま

し
ょ

う
。

将
来

就
き

た
い

職
業

、
大

学
で

学
び

た
い

分
野

に
つ

い
て

な
ど

を
探

求
し

、
そ

れ
ら

の
知

識
を

増
や

せ
る

貴
重

な
チ

ャ
ン

ス
で

す
の

で
そ

の
チ

ャ
ン

ス
を

活
か

せ
る

よ
う

に
す

る
と

将
来

的
に

良
い

か
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
型

は
「
人

を
い

か
に

惹
き

つ
け

る
か

。
」
と

い
う

点
も

重

視
し

な
が

ら
テ

ー
マ

設
定

を
し

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

　
1
人

で
は

な
く

メ
ン

バ
ー

の
人

と
話

し
合

い
、

多
角

的
な

視
点

か
ら

現
状

を
分

析
し

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

取
り

扱
う

デ
ー

タ
は

正

確
で

信
憑

性
の

あ
る

も
の

を
扱

い
ま

し
ょ

う
。

で
き

れ
ば

、
様

々

な
観

点
か

ら
分

析
で

き
る

よ
う

に
、

分
析

す
る

デ
ー

タ
は

一
つ

に
限

ら
ず

複
数

扱
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て

　
課

題
に

対
す

る
解

決
方

法
の

進
め

方
が

少
し

困
難

に
な

る

可
能

性
が

あ
る

の
で

、
着

目
し

た
課

題
が

本
当

に
問

題
視

さ

れ
て

い
る

か
改

め
て

デ
ー

タ
を

見
極

め
て

確
認

し
ま

し
ょ

う
。

(実
際

に
デ

ー
タ

を
確

認
す

る
と

、
メ

デ
ィ

ア
の

報
道

の
仕

方
な

ど
か

ら
予

想
と

は
反

し
て

ほ
と

ん
ど

解
決

し
て

る
な

ど
の

場
合

も
あ

り
ま

す
。

)ま
た

、
国

単
位

、
世

界
単

位
の

大
き

な
課

題
の

設
定

し
て

も
面

白
い

で
す

が
、

身
近

な
地

域
単

位
、

人
間

生

活
に

お
け

る
小

さ
な

課
題

に
設

定
す

る
方

が
進

め
や

す
く

、

聞
き

手
か

ら
し

て
も

共
感

し
や

す
く

て
良

い
と

個
人

的
に

思
い

ま
す

。
で

す
の

で
、

自
分

と
メ

ン
バ

ー
の

方
々

の
余

裕
に

つ
い

て
話

し
合

い
な

が
ら

課
題

"範
囲

"に
つ

い
て

決
め

ま
し

ょ
う

。
 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

　
で

き
れ

ば
、

デ
ー

タ
や

情
報

の
リ
サ

ー
チ

は
ネ

ッ
ト
だ

け
の

情
報

だ
け

に
頼

ら
ず

専
門

的
な

機
関

に
聞

く
な

ど
し

ま
し

ょ
う

。

(A
Iの

乱
用

は
な

る
べ

く
避

け
、

上
手

に
向

き
合

い
ま

し
ょ

う
。

)

ま
た

、
限

ら
れ

た
時

期
で

す
る

研
究

な
の

で
完

成
系

を
イ

メ
ー

ジ
し

な
が

ら
研

究
を

進
め

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

(普
通

科
の

人
は

よ
り

時
間

が
少

な
い

の
で

そ
の

日
の

S
S
R
で

ど
の

よ
う

に
、

ど
こ

ま
で

進
め

る
か

大
ま

か
な

目
安

を
立

て
る

と
良

い
と

思
い

ま

す
。

)そ
し

て
、

課
題

や
取

り
組

み
の

理
解

は
特

定
の

自
分

だ

け
に

偏
ら

な
い

よ
う

に
し

、
メ

ン
バ

ー
全

員
が

深
い

知
識

を
つ

け
、

理
解

し
ま

し
ょ

う
。

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て

　
研

究
の

完
成

度
は

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
仕

方
に

よ
っ

て
良

い
方

向
に

も
悪

い
方

向
に

も
左

右
さ

れ
ま

す
の

で
以

下

の
点

に
気

を
つ

け
て

発
表

し
ま

し
ょ

う
。

 

・
聞

き
手

に
は

っ
き

り
と

聞
こ

え
る

声
量

、
ス

ピ
ー

ド
、

は
っ

き
り

さ
を

気
を

つ
け

る
。

(発
表

前
に

誰
か

に
聞

い
て

確
認

し
て

も
ら

う
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

) 

・
ア

イ
コ

ン
タ

ク
ト
や

問
い

か
け

、
聞

き
手

を
惹

き
つ

け
る

工
夫

を
す

る
 

・
質

疑
応

答
で

は
、

自
分

が
一

年
間

探
求

し
て

き
た

研
究

な

の
で

ハ
キ

ハ
キ

と
自

信
を

も
っ

て
応

答
す

る
。

し
か

し
、

わ
か

ら

な
い

も
の

は
誤

魔
化

さ
ず

に
は

っ
き

り
わ

か
ら

な
い

と
応

答
す

る
。

ま
た

、
回

答
は

結
論

か
ら

簡
潔

に
、

長
々

と
回

り
く

ど
い

回

答
は

控
え

る
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

　
関

西
キ

ャ
リ

ア
研

修
な

ど
で

お
話

し
を

伺
っ

た
企

業
様

の
お

名
前

を
ポ

ス
タ

ー
に

掲
載

し
た

い
場

合
は

、
企

業
の

方
に

お
名

前
を

記
載

し
て

よ
い

か
の

確
認

を
ち

ゃ
ん

と
と

り
ま

し
ょ

う
。

そ
し

て
、

企
業

の
方

か
ら

お
名

前
の

掲
載

に

あ
た

っ
て

ポ
ス

タ
ー

内
容

の
確

認
を

希
望

さ
れ

る
場

合
も

あ
り

ま
す

の
で

、
ア

ド
バ

イ
ス

や
修

正
点

を
い

た
だ

く
事

を

考
え

、
早

め
に

ポ
ス

タ
ー

を
完

成
さ

せ
て

確
認

し
て

い
た

だ
き

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

参
考

文
献

に
つ

い
て

は
、

引
用

先

を
は

っ
き

り
さ

せ
て

、
正

し
く

明
記

し
ま

し
ょ

う
。

そ
し

て
、

研

究
に

携
わ

っ
て

く
だ

さ
っ

た
方

々
に

は
ち

ゃ
ん

と
感

謝
を

伝
え

ま
し

ょ
う

。
特

に
外

部
の

方
に

は
、

貴
重

な
時

間
を

い

た
だ

い
て

い
る

自
覚

を
も

っ
て

、
挨

拶
や

感
謝

の
言

葉
は

忘
れ

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
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も
う
迷
わ
な
い
！
大
人
も
子
供
も
夢
中
に
な
る

   
   

   
   

   
   

   
ご
み
分
別
か
る
た
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
２
年

　
嶋

倉
優

斗
　
二

馬
実

祐

　
正
し
い
ご
み
分
別
区
分
を
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
も
に
楽

し
み
な
が
ら
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
「
か
る
た
」
を
用
い
る
。

ご
み
分
別
か
る
た
で
遊
ん
で
い
く
こ
と
で
ご
み
の
分
別
を
ゲ
ー

ム
感
覚
で
覚
え
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。

・
自
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
み
の
分
別
区
分
が
詳

細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
注
意
事
項
等
が
複
雑
で
あ

り
、
直
感
的
に
わ
か
り
に
く
い
。

・
不
適
切
な
分
別
に
よ
る
ゴ
ミ
処
理
施
設
な
ど
で
の
事

故
、
火
災
が
多
発
。

・
自
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
み
の
分
別
区
分
が
詳

　
私
た
ち
は
日
々
、
ご
み
箱
の
前
で
悩
む
こ
と
が
あ
る
。

現
在
、
ご
み
の
分
別
区
分
は
自
治
体
ご
と
に
細
か
く
指

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
複
雑
さ
は
「
正
し
く
捨
て
た
い
」
と

い
う
市
民
の
意
欲
を
削
ぐ
高
い
壁
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

た
。
こ
の
「
分
別
の
迷
い
」
こ
そ
が
、
資
源
循
環
の
最
適

化
を
阻
む
真
の
原
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ご
み

分
別
の
ル
ー
ル
を
『
勉
強
』
『
確
認
』
す
る
の
で
は
な
く
、

誰
も
が
『
遊
び
』
な
が
ら
自
然
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
デ
ザ

イ
ン
を
考
案
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
私
た
ち
は
日
々
、
ご
み
箱
の
前
で
悩
む
こ
と
が
あ
る
。

動
機

現
状

提
案

提提提提提提提提提提提提
案案案案案案案案案案案案案

・
幅
広
い
世
代
を
対
象
と
し
た
か
る
た
を
作
成
し
使
用

・
か
る
た
遊
び
特
有
の
「
素
早
く
札
を
取
る
」
と
い
う
身
体
性
と
反

復
性
は
、
記
憶
の
定
着
に
高
い
効
果

を
発
揮
す
る

・
子
供
に
は
幼
少
期
か
ら
分
別
へ
の
意
識
を
高
め
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う

・
大
人
に
は
遊
び
を
通
じ
て
改
め
て
ご
み
分
別
ル
ー
ル
を
確
認

し
て
も
ら
い
ご
み
分
別
の
際
の
一
助
と
し
て
も
ら
う
。

　
正
し
い
ご
み
分
別
区
分
を
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
も
に
楽

仮
説

展
望 今
後
、
実
際
に
幅
広
い
世
代
に
か
る
た
で
遊
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

楽
し
さ
が
あ
る
か
、
ま
た
分
別
ル
ー
ル
へ
の
理
解
度
が
上
が
る
か

確
認
し
た
い
。

・
米
沢
市
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記
載

の
分
別
方
法
よ
り
カ
ル
タ
を
作
成

・
分
別
方
法
を
記
載
し
た
読
み
札
と
絵
札
を
作
成

〈 〈
遊遊
びび
方方
〉〉

①
読
み
札
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
の
分
別
方
法
や
そ

の
際
の
注
意
点
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
基
に
絵
札

に
書
か
れ
た
ゴ
ミ
の
種
類
を
推
測

②
推
測
し
た
ゴ
ミ
が
書
か
れ
た
絵
札
を
選
択

③
獲
得
し
た
絵
札
の
枚
数
を
競
う

読
みみ

札
　
→

絵絵 札札 　
→

参
考

文
献

参
考

文
献

米
沢
市
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ
ブ
ッ
ク

ht
tp

s:
//
w
w
w
.c
it
y.
yo

n
ez

aw
a.
ya

m
ag

at
a.
jp
/m

at
er

ia
l/
fi
le
s/
gr
o
u
p
/4

7/
gu

id
eb

o
o
k.
p
d
f

絵
札
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

絵
札
に
描
か
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
伊
東
忠
太
の
描
い
た
妖
怪
画
を
題
材
と

し
た
。
地
元
の
偉
人
と
関
連
付
け
る
こ
と
で
、
か
る
た
に
「
米
沢
ら
し
さ
」
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

伊伊
東東
忠忠
太太

・
山
形
県
米
沢
市
出
身
　
・
明
治
〜
昭
和
期
の
建
築
家

   
 代

表
建
築
：
築
地
本
願
寺

　
彼
は
随
一
の
妖
怪
好
き
で
あ
り
、
数
多
く
の
妖
怪
画
を
制
作

・
彼
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
妖
怪
画
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
モ
チ
ー
フ
に

・
親
し
み
や
す
さ
の
あ
る
手
書
き
の
か
る
た
で
皆
が
楽
し
め
る
。

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
の

火
災
で
発
火
し
た
廃
棄
物
（
例

1）

米
沢
市
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク

P
12

よ
り
参
照
（
例

2）

謝謝
辞辞

本
研
究
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
大
阪
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
様
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
様
に
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

デ
ザ

イ
ン

と
工

学
　

  

研
究

タ
イ

ト
ル

：
 6

D
 も

う
迷

わ
な

い
！

大
人

も
子

供
も

夢
中

に
な

る
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ご

み
分

別
か

る
た

ゲ
ー

ム
デ

ザ
イ

ン
 

メ
ン

バ
ー

：
　

嶋
倉

優
斗

，
二

馬
実

祐
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

達
は

家
庭

な
ど

で
の

ご
み

の
分

別
時

に
、

自
治

体
ご

と

に
異

な
る

ゴ
ミ
分

別
区

分
の

わ
か

り
に

く
さ

に
注

目
し

て
テ

ー

マ
を

設
定

し
ま

し
た

。
更

に
幅

広
い

世
代

を
対

象
に

楽
し

み
な

が
ら

分
別

ル
ー

ル
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

、
か

る
た

と
関

連
付

け
た

ゴ
ミ
分

別
か

る
た

ゲ
ー

ム
デ

ザ
イ

ン
を

考
案

し
ま

し
た

。

テ
ー

マ
を

決
め

る
際

は
、

自
分

た
ち

の
身

近
な

と
こ

ろ
で

発
生

し
て

い
る

課
題

や
自

分
た

ち
が

関
心

を
持

っ
て

い
る

事
柄

を

い
く

つ
か

挙
げ

、
そ

の
中

で
最

も
探

究
し

て
い

き
た

い
と

思
え

る
も

の
、

ま
た

、
そ

の
テ

ー
マ

が
自

身
で

実
現

可
能

で
デ

ザ
イ

ン
案

な
ど

を
構

想
し

や
す

い
も

の
な

ど
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

　
メ

ン
バ

ー
同

士
で

興
味

・
関

心
の

あ
る

分
野

に
つ

い
て

意
見

を
出

し
合

い
、

目
的

や
対

象
、

活
動

の
最

終
目

標
な

ど
を

あ
ら

か
じ

め
意

識
し

て
お

く
と

ス
ム

ー
ズ

な
活

動
が

行
え

る
と

思
い

ま
す

。
 

　
中

間
発

表
、

最
終

発
表

ま
で

あ
っ

と
い

う
間

に
時

間
が

過

ぎ
、

特
に

普
通

科
は

時
間

数
が

短
い

の
で

、
時

間
を

無
駄

に

せ
ず

計
画

的
に

活
動

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
非

常
に

重
要

で

す
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
私

達
は

米
沢

市
を

研
究

す
る

自
治

体
の

対
象

と
し

、
米

沢

市
が

発
行

し
て

い
る

「
ご

み
の

分
け

方
・
出

し
方

ガ
イ

ド
ブ

ッ

ク
」
よ

り
、

理
解

し
に

く
い

と
感

じ
た

注
意

事
項

な
ど

を
確

認
し

、

ゴ
ミ
分

別
の

区
分

を
も

う
一

度
ま

と
め

直
し

ま
し

た
。

私
達

は
ア

ン
ケ

ー
ト
等

は
実

施
し

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

よ
り

客
観

的
な

立

場
か

ら
の

視
点

を
得

ら
れ

た
り

、
新

た
な

課
題

を
把

握
し

た
り

で
き

る
と

い
う

点
で

、
ア

ン
ケ

ー
ト
を

行
う

の
も

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
現

状
と

目
的

を
照

ら
し

合
わ

せ
、

目
的

や
成

し
遂

げ
た

い
こ

と
に

沿
っ

た
課

題
を

設
定

す
る

と
よ

い
で

し
ょ

う
。

ま
た

、
費

用

や
時

間
な

ど
を

考
慮

し
、

現
実

的
に

自
分

た
ち

で
活

動
に

取

り
組

め
る

よ
う

に
課

題
を

設
定

す
る

こ
と

も
良

い
で

し
ょ

う
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
私

達
は

、
は

じ
め

に
や

り
た

い
こ

と
を

上
げ

て
い

き
、

か
た

ち

を
考

え
て

い
く

中
で

、
困

難
な

点
が

見
つ

か
り

大
き

く
方

向
を

変
え

る
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
。

今
回

、
検

証
ま

で
行

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
な

る
べ

く
早

く
行

動
に

移
す

と
良

か
っ

た
と

感

じ
ま

し
た

。
 

　
か

る
た

の
作

成
に

つ
い

て
は

、
中

間
発

表
、

関
西

キ
ャ

リ
ア

研
修

に
て

様
々

な
ご

意
見

を
い

た
だ

き
、

そ
れ

を
も

と
に

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
ま

し
た

。
頂

い
た

ご
意

見
は

大
切

だ
と

思
い

ま

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
は

見
や

す
さ

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

文
字

で
埋

め
て

し
ま

う
よ

り
も

、
グ

ラ
フ

や
図

、
写

真
を

入
れ

る
と

見
や

す
く

な
る

と
思

い
ま

す
。

 

　
発

表
の

際
、

実
物

が
あ

る
と

研
究

の
イ

メ
ー

ジ
を

し
て

も
ら

い

や
す

く
な

っ
た

り
、

聴
衆

の
気

を
引

い
た

り
で

き
る

と
思

う
の

で
、

作
成

す
る

も
の

が
あ

る
場

合
発

表
ま

で
に

用
意

し
て

お
く

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

ご
協

力
い

た
だ

い
た

方
々

 

大
阪

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

様
 

京
都

市
立

芸
術

大
学

様
 

参
考

文
献

 

米
沢

市
ゴ

ミ
の

分
け

方
・
出

し
方

ガ
イ

ブ
ッ

ク
 

　
関

西
キ

ャ
リ
ア

研
修

で
の

訪
問

先
で

様
々

ご
意

見
を

い
た

だ

け
る

の
で

、
自

分
の

研
究

に
関

わ
る

企
業

、
大

学
を

探
す

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
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実
験

1で
は

、
測

定
さ

れ
た

電
圧

お
よ

び
電

流
の

分
布

の
集

中
度

を
、

電
池

状
態

の
安

定
性

と
定

義
す

る
。

実
験

2で
は

、
電

流
と

電
圧

の
関

係
（

I-
V
）

特
性

に
お

け
る

グ
ラ

フ

の
動

き
に

つ
い

て
直

線
的

な
関

係
を

示
す

場
合

は
内

部
抵

抗
の

影
響

が
支

配
的

で
あ

る
状

態
、

曲
線

を
示

す
場

合
は

発
電

特
性

の
影

響
が

現
れ

て
い

る
状

態
と

定
義

す
る

。

サ
フ
ラ
ワ
ー
イ
エ
ロ
ー
に
特
化
し
た

ベ
ニ
バ
ナ
型
太
陽
電
池
の
性
能
評
価

増
原
喜
央
　
木
ノ
内
瞳
　
丹
野
優
陽
　
野
原
果
歩

先
行

研
究

に
お

い
て

の
デ

ー
タ

の
大

き
な

ブ
レ

は
ヨ

ウ
素

ヨ
ウ

化
カ

リ
ウ

ム
水

溶
液

の
漏

出
に

よ
る

回
路

の
短

絡
が

中
間

発
表

に
お

い
て

示
唆

さ
れ

た
が

、
デ

ー
タ

数
の

不
足

か
ら

断
定

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
今

回
の

研
究

に
お

い
て

は
、

電
池

側
面

を
拭

き
取

っ
た

場
合

と
拭

き
取

ら
な

か
っ

た
場

合
の

デ
ー

タ
数

を
増

や
し

、
原

因
を

確
定

さ
せ

る
と

と
も

に
固

定
抵

抗
器

に
よ

っ
て

抵
抗

値
を

少
し

ず
つ

変
え

な
が

ら
16

ポ
イ

ン
ト

で
デ

ー
タ

を
と

り
、
I-
V
グ

ラ
フ

に
よ

っ
て

太

陽
電

池
の

性
能

を
評

価
す

る
。

C
H

3C
O

O
H

 a
q(

15
%

):
6.

0m
l

T
ri

to
n 

X
-1

00
:

0.
75

g
PE

G
:

0.
26

g
T

iO
2:

2.
6g

上上
かか
らら
順順

番番
に

混混
合合

後後
塗塗

布布

10mm

FT
O
塗

布
ガ
ラ
ス

T
iO

2
ペ

ー
ス
ト

20
m

m

(図
2)
塗

布
イ
メ
ー

ジ
2

冷冷
却却

24
h

焼焼
きき
付付

けけ
30
m
in

(8
0W

)

浸浸
漬漬

24
h

V

15
cm

(図
3)
実
験
装
置
模
式
図

(写
真

4)
実
験
装
置

(写
真

1)
作
成
し
た
セ
ル

導導
電電

性性
ガガ
ララ
スス

焼焼
成成
酸酸
化化
チチ
タタ
ンン
膜膜

ササ
フフ
ララ
ワワ
ーー
イイ
エエ
ロロ
ーー
色色
素素

黒黒
鉛鉛

ヨヨ
ウウ
素素

液液

導導
電電

性性
ガガ
ララ
スス

太太
陽陽

光光

(図
2)
太
陽
電
池
模
式
図

(写
真

3)
作
成
し
た
電
池

(写
真

2)
浸
漬
の
様
子

T
iO

2を
塗

布
し

た
FT

O
ガ

ラ
ス

と
黒

鉛
を

塗
布

し
た

FT
O
ガ

ラ
ス

間
に

ヨ

ウ
素

ヨ
ウ

化
カ

リ
ウ

ム
水

溶
液

を

滴
下

し
た

後
FT

O
ガ

ラ
ス

間
に

で
き

た
段

差
面

を
キ

ッ
チ

ン
ペ

ー
パ

ー

で
拭

き
取

る
。

な
お

拭
き

取
り

対

象
は
40

個
の

セ
ル

の
う

ち
半

分
の

20
個

に
対

し
て

実
施

し
た

。
20

(写
真

5)
ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
が

漏
れ
だ
し
て
い
る
様
子

緒
言

実
験

方
法

実
験

方
法

①
T

iO
2電

極
の
作
成

◯
電
池
構
造

FT
O
ガ
ラ
ス

FT
O
ガ
ラ
ス

黒
鉛

ヨヨ
ウウ
素素

液

太
陽陽

光光

負
極

正
極

3Ｉ
⁻⇢

Ｉ₃
⁻＋

2e
⁻

ＩＩ₃₃
⁻⁻＋＋

2e
⁻⁻⇢⇢
3ＩＩ
⁻⁻

Ti
O
2+

ササ
フフ
ララ
ワワ
ーー
イイ
エエ
ロロ
ーー

e⁻e e⁻⁻

(図
3)
太

陽
電

池
模

式
図

②
電
池
性
能
の
測
定

電
池
側
面
の
拭
き
取
り

O
PP

テテ
ーー
ププ

(厚厚
ささ
0.
05

ｍｍ
ｍｍ
)

Ti
O
₂₂

1分分
乾乾
燥燥

(図
1)
塗

布
イ
メ
ー

ジ
1

V

FT
O
ガ
ラ
ス

黒
鉛

Ti
O
₂+

サ
フ
ラ
ワ
ー
イ
エ
ロ
ー
溶
液

ヨ
ウ
素

液液

人人
工工

太太
陽陽

灯灯

(図
4)
照
射
・
計
測
　
模
式
図

拭拭
きき
取取

りり
後後

(図
5)
拭

き
取

り
　
模

式
図

実
験
1

I-
V
カ
ー
ブ
特
性
測
定

実
験
2

A

V

R

マ
ル

チ
テ

ス
タ

ー
を

左
の

図
の

よ
う

に
電

流
計

、
電

圧
計

と

し
て

接
続

し
、

固
定

抵
抗

器
の

抵
抗

値
※
を

変
え

な
が

ら
電

流
値

、
電

圧
値

を
測

定
し

、
I-
V
カ

ー
ブ

特
性

測
定

を
行

う
。

ま
た

、
同

じ
実

験
を
9個

の
セ

ル
に

お
い

て
行

い
、

そ
れ

ら
の

平
均

値
に

よ
っ

て
描

か
れ

た
カ

ー
ブ

の
形

状
で

性
能

評
価

を

行
う

。

(図
6)

I-
V
カ
ー

ブ
特

性
測

定
時

の
回

路
図

実
験

結
果
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先
行

研
究

の
実

験
デ

ー
タ

に
お

い
て

度
々

確
認

さ
れ

た
デ

ー
タ

の
ブ

レ
は

グ
ラ

フ
で

示
し

た
通

り
pH

3,
pH

11
と

も
に

デ
ー

タ
の

ブ
レ

が
確

認
さ

れ
て

い
た

が
、

下
の

現
行

の
研

究
に

お
い

て
拭

き
取

り
実

施
し

た
も

の
の

デ
ー

タ
が

集
合

し
て

い
る

た
め

先
行

研
究

で
の

ブ
レ

は
回

路
の

短
絡

が
原

因
だ

と
考

え
ら

れ
る

。

考
察
1

実
験

2で
得

ら
れ

た
I-

V
特

性
は

、
電

流
の

増
加

に
伴

っ
て

電
圧

が
ほ

ぼ
比

例
し

て
変

化
す

る
直

線
的

な
関

係
を

示
し

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
本

研
究

で
作

製
し

た
電

池
で

は
、

発
電

特
性

よ
り

も
内

部
抵

抗
の

影
響

に
支

配
さ

れ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

考
察
2

・
カ
ル
タ
モ
ン
、
サ
フ
ラ
ワ
ー
イ
エ
ロ
ー
を
用
い
た
ベ
ニ
バ
ナ
型
太
陽
電
池
の
最
適
条
件
の
探
索
 高

橋
暁
華
 齋

藤
諒
汰
 中

川
峻
 鈴

木
碧
 小

林
万
桜

・
ベ
ニ
バ
ナ
花
弁
に
含
ま
れ
る
赤
色
素
カ
ル
タ
ミ
ン
の
分
析
 長

岡
一
郎
 笠

原
義
正

・
色
素
増
感
太
陽
電
池
に
お
け
る
色
素
pH
依
存
性
(h
tt
ps
:/
/w
ww
.j
st
ag
e.
js
t.
go
.j
p/
ar
ti
cl
e/
ie
ej
fm
s/
13
0/
2/
13
0_
2_
13
6/
_p
df
/-
ch
ar
/j
a)

・
国
立
大
学
 5
5 
工
学
系
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(h
tt
ps
:/
/w
ww
.m
ir
ai
-k
ou
ga
ku
.j
p/
la
bo
ra
to
ry
/p
ag
es
/1
21
03
1.
ph
p)

・
紅
花
色
素
水
溶
液
の
吸
光
ス
ペ
ク
ト
ル
の
pH
依
存
性
 大

津
玉
子
 飛

田
満
彦

・
酢
酸
を
用
い
た
 T
iO
2 
ペ
ー
ス
ト
に
よ
る
色
素
増
感
太
陽
電
池
に
関
す
る
研
究
 本

田
健
二
 古

矢
賢
志
 松

浦
秀
治
 大

阪
電
気
通
信
大
学
 工

学
研
究
科
 総

合
電
子
工
学
専
攻

最
終
参
照
日

(2
02

6/
01

/3
0)

参
考

文
献

実
験

結
果
2

測
定

デ
ー

タ
一

般
的

な
太

陽
光

電
池

の
カ

ー
ブ

15
cm

(実実
験験
1)

10
cm

(実実
験験
2)

展
望

太
陽

電
池

内
の

内
部

抵
抗

が
大

き
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
要

因
と

し
て

、

・
正

極
の

黒
鉛

面
〜

電
解

液
間

の
電

子
の

受
け

渡
し

が
滞

っ
て

い
る

こ
と

・
負

極
の

FT
O
面

〜
電

解
液

間
の

接
触

し
て

い
る

面
積

が
大

き
い

こ
と

・
一

般
的

な
シ

リ
コ

ン
型

太
陽

電
池

と
比

較
し

た
と

き
に

起
電

力
が

小
さ

い
た

め
、

相
対

的
な

内
部

抵
抗

が
大

き
い

こ
と

な
ど

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
理

想
的

な
I-

V
グ

ラ
フ

を
描

画
す

る
た

め
に

電
池

や
測

定
方

法
を

改
善

し
て

い
き

た
い

。

乾
燥

と
電

池
の

性
能

低
下

の
関

連
に

つ
い

て
調

査
で

き
な

か
っ

た
た

め
調

査
し

た
い

。

pH
11

pH
3 電

流
(μ
A
)

電圧(mV)

pH
3と

pH
11
と
の
性
能
比
較

pH
3

pH
11

側
面
拭
き
取
り
実
施
、
未
実
施
(p
H
3)

最
適

動
作

点

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

マ
テ

リ
ア

ル
サ

イ
エ

ン
ス

と
人

間
生

活
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

7
A

 サ
フ

ラ
ワ

ー
イ

エ
ロ

ー
に

特
化

し
た

ベ
ニ

バ
ナ

型
太

陽
電

池
の

性
能

評
価

　

メ
ン

バ
ー

：
　

増
原

喜
央

，
木

ノ
内

瞳
，

野
原

果
歩

，
丹

野
優

陽
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

達
は

、
先

輩
方

か
ら

研
究

を
引

き
継

ぎ
テ

ー
マ

を
 

作
成

し
ま

し
た

。
研

究
を

引
き

継
い

で
テ

ー
マ

設
定

を
行

う
場

合
は

先
行

研
究

に
お

け
る

展
望

や
行

わ
れ

な
か

っ
た

実
験

に

目
を

向
け

て
み

る
と

設
定

し
や

す
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ま
た

、

先
行

研
究

の
寄

せ
集

め
に

な
ら

な
い

よ
う

独
自

性
に

こ
だ

わ
り

研
究

を
進

め
て

い
っ

て
く

だ
さ

い
。

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
を

突

き
詰

め
て

い
っ

た
先

に
素

晴
ら

し
い

結
果

が
待

っ
て

い
る

で

し
ょ

う
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
go

o
gl

e 
sc

h
o
la

r等
を

用
い

て
調

べ
る

こ
と

を
推

奨
し

ま
す

。

ま
た

、
先

輩
方

か
ら

研
究

を
引

き
継

い
だ

場
合

は
校

内
の

過

去
の

関
連

す
る

す
べ

て
の

研
究

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
て

お

き
ま

し
ょ

う
。

先
行

研
究

を
読

む
こ

と
で

ポ
ス

タ
ー

発
表

に
お

け

る
質

疑
応

答
の

精
度

上
昇

に
つ

な
が

り
ま

す
。

ま
た

、
研

究
の

方
針

が
行

き
詰

ま
っ

た
時

に
有

効
な

手
法

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ぜ

ひ
、

積
極

的
に

利
用

す
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
ま

ず
は

自
身

の
研

究
の

目
的

や
、

研
究

内
容

に
つ

い
て

深

く
理

解
す

る
こ

と
が

肝
要

だ
と

考
え

ま
す

。
や

り
た

い
研

究
の

内
容

を
理

解
し

て
こ

そ
、

疑
問

点
や

不
明

な
点

を
発

見
し

、
そ

こ
か

ら
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
目

的
に

す
る

の
か

、
探

究
し

て
い

く

の
か

方
針

が
立

て
ら

れ
ま

す
。

方
針

を
絞

り
込

ん
で

い
く

こ
と

で
よ

り
仮

説
や

問
い

が
立

て
や

す
く

な
り

ま
す

。
ま

た
、

仮
説

に

つ
い

て
も

如
何

に
そ

の
考

え
に

至
っ

た
の

か
、

関
連

す
る

情

報
を

探
し

な
が

ら
筋

道
を

立
て

て
整

理
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。
 

　
ま

た
、

科
学

研
究

に
つ

い
て

は
普

段
の

実
験

手
法

に
注

意

を
は

ら
い

、
観

察
す

る
こ

と
で

新
た

に
気

づ
き

を
得

ら
れ

る
か

も

し
れ

ま
せ

ん
。

総
括

し
て

研
究

内
容

に
対

す
る

深
い

理
解

が

重
要

で
す

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
根

拠
を

持
っ

た
分

析
、

検
証

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
デ

ー
タ

数
は

あ
れ

ば
あ

る
だ

け
あ

っ
た

ほ
う

が
良

い
で

す
。

 

グ
ラ

フ
を

作
る

際
に

は
エ

ラ
ー

バ
ー

を
つ

け
た

り
、

い
く

つ

デ
ー

タ
を

集
め

た
か

を
説

明
す

る
と

良
い

で
す

。
一

般
的

に

デ
ー

タ
の

数
が

多
い

ほ
ど

、
エ

ラ
ー

バ
ー

の
幅

が
小

さ
い

ほ

ど
、

そ
の

結
果

の
信

頼
性

が
高

ま
り

ま
す

。
 

　
上

の
こ

と
を

踏
ま

え
て

デ
ー

タ
は

ス
プ

レ
ッ

ド
シ

ー
ト
な

ど
の

表
計

算
ソ

フ
ト
に

記
録

す
る

の
が

お
す

す
め

で
す

。
多

く
の

デ
ー

タ
を

一
気

に
処

理
で

き
る

の
で

便
利

で
す

。
使

い
方

を

勉
強

し
と

く
の

も
い

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て

　
ポ

ス
タ

ー
で

は
グ

ラ
フ

や
図

を
入

れ
文

字
は

必
要

最
小

限

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

　
研

究
発

表
の

と
き

に
は

聞
き

手
を

飽
き

さ
せ

な
い

よ
う

に
す

る
の

が
大

切
で

す
。

難
し

い
言

葉
や

説
明

が
あ

る
と

興
味

が

冷
め

て
し

ま
う

の
で

誰
で

も
わ

か
る

よ
う

な
説

明
が

で
き

る
の

が

理
想

的
で

す
。

ま
た

原
稿

を
見

ず
に

聞
き

手
を

見
て

発
表

で

き
る

と
よ

り
良

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

　
研

究
発

表
の

仕
方

に
つ

い
て

は
要

旨
集

や
S
S
R
ノ

ー
ト
の

後
ろ

の
方

に
書

か
れ

て
い

る
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
(評

価
基

準
)を

参

考
に

す
る

の
も

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献
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い
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大
阪

大
学

大
学

院
基

礎
工

学
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究
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渡
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郎
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に
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い
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だ
き

ま
し

た
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藤
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川
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ワ
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イ
エ
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ベ
ニ

バ

ナ
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太
陽

電
池

の
最

適
条

件
の

探
索
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・
長

岡
一

郎
 笠

原
義

正
「
ベ

ニ
バ

ナ
花

弁
に

含
ま

れ
る

赤

色
素

カ
ル

タ
ミ

ン
の

分
析
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野
浩
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広
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酢
酸
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い
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T
iO

2
ペ

ー
ス

ト
に

よ
る

色
素

増
感

太
陽

電
池
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関
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研
究
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大

津
玉

子
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田
満

彦
 (
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0
0
7
)「
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花

色
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水
溶

液
の

吸
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ス
ペ
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ト
ル

の
p
H

依
存

性
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繊
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学
会

誌
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ペ
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本

田
健
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 古

矢
賢

志
 松

浦
秀

治
 「

酢
酸

を
用

い
た

 

T
iO

2
 ペ

ー
ス

ト
に

よ
る

色
素

増
感

太
陽

電
池

に
関

す
る

研
究

 」
 

・
国

立
大

学
 5

5
 工

学
系

学
部

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
ir

ai
-
k
o
u
ga

k
u
.j
p
/
la

b
o
ra

to
ry

/
p
ag

es
/

1
2
1
0
3
1
.p

h
p
　

(参
照

2
0
2
6
-
0
2
-
2
4
)
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:1
6c

m
²

:3
00

m
W

:0
.4

~0
.9

6V
 (D

C
)

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

マ
テ

リ
ア

ル
サ

イ
エ

ン
ス

と
人

間
生

活
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

7
B

 ア
ク

リ
ル

樹
脂

と
超

プ
ロ

ト
ン

伝
導

体
を

用
い

た
膜

作
製

　

メ
ン

バ
ー

：
　

金
子

昂
生

，
安

孫
子

浩
也

，
永

岡
叶

羽
，

千
葉

悠
晴

，
松

原
奈

央
，

杉
浦

怜
奈

，
嶋

貫
雄

飛
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
自

分
た

ち
が

興
味

を
持

っ
て

い
る

も
の

を
色

々
挙

げ
て

み

て
、

そ
れ

を
実

現
す

る
た

め
に

は
何

が
必

要
か

、
何

な
ら

自
分

た
ち

に
研

究
で

き
そ

う
か

を
鑑

み
て

可
能

な
限

り
早

急
に

具

体
的

な
テ

ー
マ

を
決

め
る

こ
と

を
お

す
す

め
し

ま
す

。
本

当
に

や
り

た
い

こ
と

や
興

味
の

あ
る

こ
と

が
な

い
場

合
担

当
の

先
生

に
相

談
し

て
み

る
の

も
一

つ
の

方
法

だ
と

思
い

ま
す

。
　

 

　
実

際
に

私
達

は
何

も
決

ま
っ

て
い

な
い

状
態

か
ら

先
生

の

紹
介

で
プ

ロ
ト
ン

伝
導

体
と

い
う

テ
ー

マ
に

行
き

つ
き

ま
し

た
。

 

　
様

々
な

所
に

ア
ン

テ
ナ

を
伸

ば
し

て
お

く
こ

と
が

大
事

だ
と

思
い

ま
す

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
先

行
研

究
が

無
い

の
は

あ
る

の
と

比
べ

て
目

標
や

何
を

す

べ
き

か
が

決
め

に
く

い
の

で
先

行
研

究
が

あ
る

の
を

選
ぶ

の

が
無

難
で

す
。

し
か

し
、

自
分

が
興

味
を

持
っ

た
こ

と
を

つ
き

つ
め

て
こ

そ
良

い
研

究
に

な
る

と
思

う
の

で
、

ど
ん

ど
ん

チ
ャ

レ

ン
ジ

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
 

３
．

 仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
研

究
で

は
、

ま
ず

疑
問

を
具

体
的

な
問

い
に

し
、

原
因

と
結

果
が

は
っ

き
り

分
か

る
よ

う
な

形
に

し
ま

し
ょ

う
。

そ
し

て
、

そ
の

問
い

に
対

す
る

予
想

を
理

由
と

と
も

に
仮

説
と

し
て

立
て

、
実

験
や

調
査

で
確

か
め

ら
れ

る
内

容
に

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
過

去
の

先
輩

方
の

研
究

や
、

go
o
gl

e 
sc

h
o
la

rで
見

つ
け

た

論
文

な
ど

を
参

考
に

実
験

手
法

を
検

討
し

ま
し

ょ
う

。
計

画
を

立
て

る
際

は
対

照
実

験
を

取
り

入
れ

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
ま

た
、

ポ
ス

タ
ー

発
表

に
備

え
て

、
実

験
の

様
子

を
写

真
に

収

め
て

お
く

こ
と

も
忘

れ
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

使
っ

た
も

の
を

記
載

す
る

と
き

は
質

量
だ

け
で

は
な

く
物

質
量

も
調

べ
た

方
が

良
い

で
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
発

表
で

は
、

聞
き

手
内

容
が

正
確

に
伝

わ
る

よ

う
、

話
し

方
や

態
度

に
注

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
ま

ず
声

の
大

き
さ

は
、

後
方

の
人

に
も

届
く

よ
う

十
分

な
声

量
で

、
は

っ

き
り

発
音

し
て

話
す

こ
と

を
意

識
し

ま
す

。
ま

た
、

早
口

に
な

り

す
ぎ

な
い

よ
う

、
や

や
ゆ

っ
く

り
し

た
速

度
で

話
す

と
理

解
さ

れ

や
す

い
で

す
。

視
線

は
ポ

ス
タ

ー
だ

け
で

な
く

聞
き

手
に

も
向

け
、

語
り

か
け

る
姿

勢
を

大
切

に
し

て
く

だ
さ

い
。

姿
勢

は
背

筋
を

伸
ば

し
、

ポ
ス

タ
ー

を
隠

さ
な

い
位

置
に

立
ち

、
説

明
の

際
に

は
指

や
ペ

ン
で

示
す

部
分

を
明

確
に

し
ま

す
。

ま
た

、
実

験
で

使
っ

た
器

具
な

ど
を

実
際

に
見

せ
る

と
さ

ら
に

説
得

力
を

増
す

こ
が

で
き

ま
す

。
専

門
用

語
に

は
そ

の
都

度
説

明
を

入

れ
た

り
、

誰
に

で
も

わ
か

る
よ

う
な

ポ
ス

タ
ー

に
す

る
の

が
大

事

で
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
ご

指
導

し
て

い
た

だ
い

た
の

は
S
G

研
究

所
の

工
藤

さ
ん

や

S
S
R
担

当
の

菊
地

篤
先

生
で

す
。

ま
た

、
中

間
発

表
の

際
に

審
査

員
の

方
に

ご
助

言
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ご
指

導
や

ご
助

言
を

も
ら

い
た

い
と

思
っ

た
ら

、
自

分
た

ち
か

ら
積

極
的

に
先

生
や

外
部

の
方

に
聞

く
べ

き
で

す
。

 

　
参

考
文

献
は

U
R
L
だ

け
で

な
く

そ
の

サ
イ

ト
の

見
出

し
や

引

用
し

た
日

時
も

記
し

て
お

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
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C
N
Fゲ

ル
の
二
酸
化
炭
素
吸
着
性
能
の
評
価

【
緒
言
】

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
深
刻
化
が
世
界
的
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
世
代
素
材
で
あ
る

C
N
Fを

用
い
て
、
二
酸
化
炭
素
削
減
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
　
　
　
　
２
年

　
田

中
花

瑠
　
米

野
紗

雪
　
寒

河
江

恋
翔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結

城
遥

大
　
新

野
蒼

佑
　
渡

部
瑛

良

【
C
N
F（

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
）
と
は
】

C
N
Fと

は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
を
主
成
分
と
す
る
植
物
繊
維
を
、
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
サ
イ
ズ
ま
で
ほ
ぐ
し
て
微
細
化
し
た
素
材
で
あ
る
。
軽
さ
、
強
度
、

耐
膨
張
性
な
ど
、
様
々
な
点
で
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
く
、
普
及
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

【
仮
説
】

C
N
Fに

は
二
酸
化
炭
素
吸
着
性
が
あ
り
、
そ

の
性
質
を
活
か
し
て
二
酸
化
炭
素
削
減
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
実

験
】

目
的

：
C
N
Fは

二
酸

化
炭

素
を
吸

着
す
る
性

能
が

あ
る
の

か
確

か
め
る
。

方
法

：
C
N
F固

形
分
3.
0％

の
C
N
Fゲ

ル
、
3.
0％

寒
天

、
精

製
水

を
そ
れ

ぞ
れ
3.
50

ｇ
ず
つ
用

意
し
、
小

型
の

容
器

に
充

填
し
た
後

、
そ
れ

ら
を
二

酸
化

炭
素

濃
度

測
定

機
と
と
も
に
５
個

ず
つ
密

閉
容

器
へ

入
れ

る
。

1日
お
き
に
測

定
機

の
値

を
観

測
し
、
3日

間
計

測
を

行
う
。

【
結
果
１
】

写
真

は
初

期
の

二
酸

化
炭

素
濃

度
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
か

ら
寒

天
、
C
N
Fゲ

ル
、
精

製
水

で
あ
る
。

寒
天

は
、
観

測
の

途
中

で
測

定
機

が
壊

れ
て
し
ま

い
、
２
日

目
以

降
観

測
が

で
き
な
か

っ
た
。

結
果

か
ら
、
精

製
水

よ
り
も
C
N
Fゲ

ル
の

方
が

二
酸

化
炭

素
濃

度
が

低
い
こ
と
が

分
か

っ
た
。

デ
ー
タ
の

信
憑

性
を
高

め
る
た
め
、
も
う
一

度
同

じ
実

験
を
行

っ
た
。

【
結
果
２
】

寒
天
は
、
観
測
の
途
中
で
測
定
器
の
充
電
が
切
れ
て
し
ま
い
、
３

日
目
の
観
測
が
で
き
な
か
っ
た
。

【
考
察
】

【
実

験
】

目
的

：
C
N
Fは

二
酸

化
炭

素
を
吸

着
す
る
性

能
が

あ
る
の

か
確

か
め
る
。

方
法

：
C
N
F固

形
分
3.
0％

の
C
N
Fゲ

ル
、
3.
0％

寒
天

、
精

製
水

を
そ
れ

ぞ
れ
3.
50

ｇ
ず
つ
用

意
し
、
小

型
の

容
器

に
充

填
し
た
後

、
そ
れ

ら
を
二

酸
化

炭
素

濃
度

測
定

機
と
と
も
に
５
個

ず
つ
密

閉
容

器
へ

入
れ

る
。

1日
お
き
に
測

定
機

の
値

を
観

測
し
、
3日

間
計

測
を

行
う
。

【
結
果
１
】

写
真

は
初

期
の

二
酸

化
炭

素
濃

度
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真

は
初

期
の

二
酸

化
炭

素
濃

度
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
か

ら
寒

天
、
C
N
Fゲ

ル
、
精

製
水

で
あ
る
。

寒
天

は
、
観

測
の

途
中

で
測

定
機

が
壊

れ
て
し
ま

い
、
２
日

目
以

降
観

測
が

で
き
な
か

っ
た
。

結
果

か
ら
、
精

製
水

よ
り
も
C
N
Fゲ

ル
の

方
が

二
酸

化
炭

素
濃

度
が

低
い
こ
と
が

分
か

っ
た
。

デ
ー
タ
の

信
憑

性
を
高

め
る
た
め
、
も
う
一

度
同

じ
実

験
を
行

っ
た
。

【
結
果
２
】

寒
天
は
、
観
測
の
途
中
で
測
定
器
の
充
電
が
切
れ
て
し
ま
い
、
３

日
目
の
観
測
が
で
き
な
か
っ
た
。

写
真

は
初

期
の

二
酸

化
炭

素
濃

度
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
考
察
】

精
製

水
よ
り
C
N
Fゲ

ル
の

方
が
C
O
2の

吸
着

量
が

高
い
こ
と
よ
り
、

C
O
2吸

着
性

能
が

あ
る
と
い
え
る
。

実
験

２
の

２
日

目
に
数

値
が

高
く
な
っ
て
い
る
の

は
夕

方
で
は

計
測

器
の

数
値

が
安

定
す
る
前

に
読

み
取

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ

る
。

C
N
Fゲ

ル
が

精
製

水
よ
り
C
O
2を

吸
着

し
て
い
る
の

は
、
C
N
Fの

C
N
Fゲ

ル
の

示
す
塩

基
性

と
C
O
2の

塩
基

性
が

結
合

し
、
中

和
反

応
が

起
こ
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
考

察
す
る
。

【
展
望
】

C
O
2は

C
N
Fの

カ
ル

ボ
キ
シ
基

（
C
O
O
-）
の

示
す
酸

性
よ
り
も
弱

い
た

め
、
C
O
2を

は
じ
く
と
考

え
ら
れ

る
が

、
C
N
Fゲ

ル
は
C
O
2を

吸
着

し
て

い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が

と
れ

る
要

因
に
つ
い
て
探

り
、
よ
り
C
N
Fゲ

ル
が

C
O
2を

吸
着

す
る
よ
う
に
改

良
を
行

っ
て
い
く
。

【
参
考
文
献
】

【
参
考
文
献
】

ht
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E
S

D
エ
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ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

マ
テ

リ
ア

ル
サ

イ
エ

ン
ス

と
人

間
生

活
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

７
C

 C
N

F
ゲ

ル
の

二
酸

化
炭

素
吸

着
性

能
の

評
価

　
 

メ
ン

バ
ー

：
　

田
中

花
瑠

，
米

野
紗

雪
，

寒
河

江
恋

翔
，

結
城

遥
大

，
新

野
蒼

佑
，

渡
部

瑛
良

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

 
研

究
し

た
い

も
の

が
大

ま
か

に
決

ま
っ

た
ら

、
身

近
な

社
会

問
題

等
か

ら
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

、
テ

ー
マ

を
決

め
て

み
て

く
だ

さ
い

。
S
D

G
ｓの

１
７

の
目

標
か

ら
テ

ー
マ

を
絞

っ
て

も
い

い
と

思
い

ま
す

。
こ

う
す

る
こ

と
で

、
具

体
的

な
事

例
か

ら
出

発
で

き

る
た

め
、

研
究

課
題

を
絞

り
込

み
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

、
興

味
の

あ
る

こ
と

や
、

面
白

い
と

感
じ

た
こ

と
を

テ
ー

マ

に
し

て
も

良
い

で
し

ょ
う

。
決

め
た

テ
ー

マ
の

最
先

端
の

研
究

を
し

て
い

る
研

究
所

や
企

業
の

事
例

を
調

べ
、

疑
問

に
思

っ

た
こ

と
や

自
分

た
ち

が
で

き
る

範
囲

内
で

で
き

る
こ

と
か

ら
考

え

る
こ

と
も

良
い

で
し

ょ
う

。
深

め
た

い
こ

と
を

テ
ー

マ
に

設
定

す

る
こ

と
で

、
主

体
的

に
研

究
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

と
思

い

ま
す

。
た

く
さ

ん
ア

イ
デ

ア
を

出
し

、
取

り
組

み
や

す
さ

や
、

研

究
の

利
点

な
ど

の
観

点
か

ら
絞

っ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
テ

ー
マ

と
関

係
が

深
い

論
文

を
G

o
o
gl

e　
S
ch

o
la

r等
で

調

べ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
先

行
研

究
の

目
的

、
方

法
、

結
果

を
整

理
し

、
自

身
の

テ
ー

マ
と

ど
の

よ
う

に
関

連
付

け
ら

れ
る

か
を

検
討

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 

　
情

報
は

量
だ

け
で

な
く

質
も

重
視

し
、

ま
と

め
サ

イ
ト
や

出
典

が
明

示
さ

れ
て

い
な

い
サ

イ
ト
等

で
調

べ
る

こ
と

は
避

け
、

大

学
教

授
の

論
文

や
学

術
雑

誌
等

か
ら

調
べ

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
先

行
研

究
な

ど
に

基
づ

い
て

、
妥

当
性

と
具

体
性

の
あ

る
仮

説
を

立
て

ま
し

ょ
う

。
仮

説
や

問
い

が
抽

象
的

だ
と

、
明

確
な

考
察

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
ま

た
、

担
当

の
先

生
か

ら
助

言
を

い
た

だ
く

の
も

良
い

で
し

ょ
う

。
自

分
た

ち
で

は
気

づ
き

に
く

い

こ
と

を
指

摘
し

て
い

た
だ

き
、

明
確

な
問

い
を

立
て

て
く

だ
さ

い
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
実

験
に

必
要

な
も

の
は

自
分

た
ち

で
購

入
し

た
り

、
借

り
た

り

し
て

早
め

に
揃

え
ま

し
ょ

う
。

 

　
対

照
実

験
を

行
う

こ
と

を
心

が
け

、
比

べ
た

い
こ

と
以

外
の

条
件

が
変

わ
っ

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

に
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

試

行
回

数
を

増
や

す
こ

と
で

誤
差

を
小

さ
く

で
き

、
デ

ー
タ

の
信

憑
性

が
高

ま
る

た
め

、
時

間
と

材
料

に
余

裕
が

あ
る

場
合

は

何
度

も
検

証
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
実

験
を

す
る

環
境

（
温

度
や

湿

度
、

気
圧

）
の

条
件

を
一

致
さ

せ
ら

れ
る

よ
う

に
工

夫
し

ま
し

ょ

う
。

 

　
本

研
究

で
使

用
し

た
C

O
₂計

測
機

器
の

誤
差

が
大

き
い

た

め
、

よ
り

正
確

な
計

測
値

が
と

れ
る

機
器

を
借

り
る

と
実

験
の

精
度

が
上

が
る

で
し

ょ
う

。
 

　
質

量
だ

け
で

な
く

使
用

す
る

ゲ
ル

や
寒

天
の

形
状

を
考

慮

す
る

こ
と

で
、

考
察

の
幅

が
広

が
る

と
思

い
ま

す
。

 

　
さ

ら
に

、
中

間
発

表
会

等
で

い
た

だ
い

た
ア

ド
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
り

、
前

回
の

実
験

の
反

省
を

し
っ

か
り

行
っ

た
り

し
て

、

実
験

方
法

を
改

善
す

る
と

い
い

で
し

ょ
う

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
聴

衆
の

興
味

を
引

く
よ

う
に

作
成

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

デ
ー

タ
を

示
す

際
は

、
グ

ラ
フ

や
表

を
積

極
的

に
活

用
し

ま
し

ょ
う

。
文

字
で

の
説

明
は

簡
潔

に

し
、

詳
し

い
説

明
は

口
頭

で
済

ま
せ

る
よ

う
に

心
が

け
て

く
だ

さ

い
。

 

　
発

表
に

つ
い

て
は

、
聴

衆
全

員
に

伝
わ

る
よ

う
大

き
な

声
で

は
っ

き
り

話
し

、
聴

衆
と

の
ア

イ
コ

ン
タ

ク
ト
も

大
切

に
し

て
く

だ

さ
い

。
発

表
時

間
を

意
識

し
、

練
習

を
通

し
て

適
切

な
時

間
配

分
を

確
認

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
で

す
が

、
時

間
が

余
り

そ

う
な

場
合

は
補

足
説

明
を

用
意

し
て

お
く

と
良

い
で

す
。

質
問

や
意

見
を

い
た

だ
い

た
時

は
、

必
ず

感
謝

の
意

を
示

し
、

質

問
者

の
意

見
を

素
直

に
受

け
止

め
、

研
究

の
糧

に
し

ま
し

ょ

う
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
私

た
ち

は
、

京
都

大
学

生
存

圏
研

究
所

　
伊

福
伸

介
教

授

な
ら

び
に

京
都

市
産

業
技

術
研

究
所

の
皆

様
よ

り
助

言
を

い

た
だ

き
ま

し
た

。
研

究
に

行
き

詰
ま

っ
た

り
、

研
究

を
よ

り
専

門

的
な

も
の

に
近

づ
け

た
い

と
思

っ
た

り
し

た
と

き
は

外
部

の
方

に
積

極
的

に
コ

ン
タ

ク
ト
を

取
り

、
助

言
を

い
た

だ
き

ま
し

ょ
う

。
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環
境
DN
Aを
用
い
た
山
形
県
置
賜
地
方
に
お
け
る
野
生
メ
ダ
カ
の
継
続
調
査

山山
形形
県県
立立
米米
沢沢
興興
譲譲
館館
高高
等等
学学
校校
２２
年年
新新
野野
日日
毬毬
木木
村村
明明
莉莉
丹丹
内内
唯唯
愛愛

・
昨
年
度
と
同
じ
地
点
で
環
境

DN
Aを
用
い
て
調
査
を
行
う
。

→
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の
生
息
域
の
変
容
を
把
握
し
、
生
息
域
マ
ッ
プ
の
作
成
に
繋
げ
る
。

謝
辞

か
ず
さ

DN
A研
究
所

新
潟
市
水
族
館
マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海

宮
城
教
育
大
学
環
境
教
育
大
学

棟
方
有
宗
様

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団

一
般
社
団
法
人
日
本
先
端
科
学
技
術
教
育
人
材
研
究
機
関
機
構
岡
山
大
学

中
澤
拓
也
様

ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

成
瀬
清
様

株
式
会
社
G
EN
O
D
AS

岡
野
様

松
尾
様

緒
言

キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
は
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
が

絶
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
保
全
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

我
々
は
20
05
年
に
作
成
さ
れ
た
山
形
県
の
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
（
図
1）
の
生
息
域
マ
ッ
プ
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

こ
と
、
作
成
さ
れ
て
い
な
い
山
形
県
南
部
の
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
研
究
を
始
め
た
。

ま
た
、
近
縁
種
で
あ
る
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
（
図
2）
は
、
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
と
の
完
全
交
配
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
（
中
尾

20
16
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
が
、
純
系
の
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
の
生
息

域
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の
生
息
域
も
同
様
に
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

実
験
１

結
果
１

図
1キ
タ
ノ
メ
ダ
カ

図
2ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ

図
3 
野
生
メ
ダ
カ
の
生
息
域

（
日
本
に
お
け
る
メ
ダ
カ
の
生
息
分
布
よ
り
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
メ
ダ
カ
班
が
作
成
）

予
備
実
験

先
行
研
究
で
使
用
し
た
プ
ラ
イ
マ
ー
の
有
用
性
を
確
認

実
験
１

先
行
研
究
で
環
境

DN
Aを
確
認
し
た
、

3水
系

8地
点
を

A-
Hと
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
、
調
査
し
た
。

ｋ
:キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
ｍ

:ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ

採
水
ろ
過

核
酸
抽

出 PC
R

電
気
泳

動

キ
タ
ノ
メ
ダ
カ

→
計

4地
点
で
環
境

DN
Aを
確
認

し
。

１
つ
（
ピ
ン
ク
）
の
水
系
上
以

外
の
地
点
で
確
認
さ
れ
た
。

ろ
過
後
の
ろ
紙
か
ら
、

m
ag

LE
AD

6g
Cを
用
い
て

DN
Aを
抽
出

M
as

te
r m

ix 
10

μL
滅
菌
蒸
留
水

7μ
L

Fプ
ラ
イ
マ
ー

1μ
L

Rプ
ラ
イ
マ
ー

1μ
L

サ
ン
プ
ル

1μ
L

50
℃

2分
間

95
℃

10
分
間

95
℃

1分
間

60
℃

1分
間

赤
字
を

40
サ
イ
ク
ル

キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
が

13
8b

p、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
が

10
7b

pの
位
置
に
バ
ン
ド
が
あ
る
か
を
目
視
で

確
認

展
望

研
究
の
流
れ

野
生
メ
ダ
カ
保
全
に
向
け
た
生
息
域
マ
ッ
プ
の
拡
大

生
息
域
マ
ッ
プ
の
拡
大
に
お
い
て
河
川
の
近
隣
に
位
置
す
る
置
賜
地
域
の
高
校
に
採
水
を
依
頼
す
る
。

→
採
水
後
、
本
校
で
実
験
を
行
う
。

今
回
の
研
究
の
目
的

・
昨
年
度
と
同
じ
地
点
で
環
境

DN
Aを
用
い
て
調
査
を
行
う
。

→
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
・
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の
生
息
域
の
変
容
を
把
握
し
、
生
息
域
マ
ッ
プ
の
作
成
に
繋
げ
る
。

ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の
遺
伝
子
型
の
比
較

河
川
争
奪
に
よ
る
、
宮
城
県
か
ら
の
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の
流
入
を

検
証
す
る
た
め
、
雪
ど
け
後
、
米
沢
市
の
大
滝
川
お
よ
び
そ
の

流
域
と
、
宮
城
県
の
白
石
川
お
よ
び
流
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ナ

ミ
メ
ダ
カ
を
採
取
す
る
。

→
M

IG
‐s

eq
法
に
よ
り
、
塩
基
配
列
の
近
似
性
か
ら
地
域
型
を
明

ら
か
に
し
、
河
川
争
奪
が
メ
ダ
カ
の
分
布
に
及
ぼ
し
た
影
響

検
討
す
る
。
加
え
て

GE
NO

DA
Sに
分
子
系
統
樹
の
作
成
を

依
頼
す
る
。

→
信
頼
性
向
上
の
た
め
に
、
今
後
は
メ
ダ
カ
の
ヒ
レ
の
サ
ン
プ

ル
数
の
増
加
を
目
指
す
。

考
察
１

中
心
部
に
お
い
て
メ
ダ
カ
の
DN

Aの
確
認
さ
れ
た
地
点
が
増
加
し
た

→
支
流
等
が
他
の
地
点
に
比
べ
て
多
い
た
め
、
支
流
等
で
新
た
に
繁
殖
し
た
メ
ダ
カ
の
DN

Aが
確
認
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
の
DN

Aを
確
認
し
た
地
点
が
増
加
し
た

→
中
心
部
に
は
用
水
路
が
多
い
た
め
、
そ
れ
ら
人
工
水
域
が
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
の
新
た
な
生
息
地
と
し
て

機
能
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
が
純
系
種
か
交
雑
種
な
の
か
は
環
境
DN

Aを
用
い
た
調
査
で
は
判
別
で
き
な
い
た
め
、
個
体
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

調
査
し
た
3つ
の
水
系
で
は
、
メ
ダ
カ
の
行
き
来
が
で
き
な
い

→
ほ
か
の
水
系
か
ら
メ
ダ
カ
の
移
動
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

河
川
争
奪
に
よ
る
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の
生
息

最
上
川
上
流
で
の
河
川
争
奪

キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
と
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
が
と
も
に
生
息

し
て
い
る
京
都
府
の
由
良
川
は
、
兵
庫
県
の
加
古
川

と
過
去
に
河
川
争
奪
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
る
。
（
細
川

20
18
）

山
形
県
最
上
川
の
支
流
で
あ
る
大
滝
川
と
、

宮
城
県
阿
武
隈
川
の
支
流
で
あ
る
白
石
川
の
間
で

約
27

00
0年
前
に
河
川
争
奪
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
浅
野

19
76
）

→
最
上
川
水
系
に
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
が
侵
入
し
、

山
形
県
南
部
に
は
、
も
と
も
と
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
が

生
息
し
て
い
る
新
た
な
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

図
７

図
６20
24
年

図
11

図
６
，
７
，
８

国
土
地
理
院
地
図
を
も
と
に
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
メ
ダ
カ
班
が
作
成

（
国
土
地
理
院
地
図
を
も
と
に
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
メ
ダ
カ
班
が
作
成
）

（
「
い
で
あ
株
式
会
社

【
解
析
サ
ー
ビ
ス
】

M
IG

-s
eq
分
析
」
よ
り
引
用
）

ｍ ｍ

20
25
年

6月

ｍ
k

20
25
年

9月

ｋ

ｍ
ｍ
k

ｋ

ｍ
k

ｍ
k

ｋ
ｍ
k

ｍ
k

ｍ
k

ｋ

ｋ

図
４
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
メ
ダ
カ
班
が
作
成

・
A地
点
、

 C
地
点
で
の

20
25
年
に
お
け
る
調
査
で
は
、
両
種
の
メ
ダ
カ
の

DN
A 
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

・
20

25
年
は

3か
月
の
間
に
、
黒
丸
の

4つ
の
地
点
に
お
い
て
、
メ
ダ
カ
の

DN
Aが
確
認
さ
れ

て
い
る
地
点
が
増
加
し
て
い
る
。

・
H地
点
で
は
調
査
ご
と
に
確
認
さ
れ
る
メ
ダ
カ
の

DN
Aが
変
化
し
て
い
る
。

・
9月
の
生
息
域
マ
ッ
プ
は
雨
が
降
っ
て
か
ら
日
を
置
か
ず
に
採
水
し
た
た
め

DN
Aが

流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

現
状

本
校
の
先
行
研
究

・
山
形
県
南
部
に
位
置
す
る
南
陽
市
と
米
沢
市
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
南
陽
市
と
米
沢
市
の
両
方
で
、

キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の

2種
の

DN
Aを
確
認
し
た
。

・
本
来
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
の
み
生
息
す
る
山
形
県
で
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
を
確
認
し
た
。

→
山
形
県
南
部
で
野
生
メ
ダ
カ
の
生
息
域
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

・
山
形
県
南
部
に
お
け
る
、
野
生
メ
ダ
カ
の
南
陽
市
、
米
沢
市
以
外
の
調
査
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

図
10

実
験
２
魚
影
が
確
認
さ
れ
た
地
点
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

図
８

採
水
中
に
魚
影
を
確
認
し
た

2地
点

E、
Hで
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

地
点

Eと
地
点

Hで
、
個
体
の
ヒ
レ
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
、
遺
伝
的
攪
乱
が

行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
の
調
査
を
行
う
。
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調
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告
書
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宏
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大
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図
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４
）
動
物
た
ち
の
地
球

 魚
類
朝
日
新
聞
社
・
河
府
和
義
・
青
柳
一
彦
（
２
０
１
０
）

Sa
ts

uk
i T

su
ji 

Yu
ka

 Ig
uc

hi
 N

ao
ki

 S
hi

ba
ta

 Io
ri 

Ta
ka

m
ur

a 
Ta

da
o 

Ki
ta

ga
w

a 
Hi

ro
ki

 Ya
m

an
ak

a
（
２
０
１
８
）

Re
al

-ti
m

e 
m

ul
tip

le
x P

CR
 fo

r s
im

ul
ta

ne
ou

s d
et

ec
tio

n 
of

 m
ul

tip
le

 sp
ec

ie
s f

ro
m

 e
nv

iro
nm

en
ta

l D
NA

: a
n 

ap
pl

ica
tio

n 
on

 tw
o 

Ja
pa
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se
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ed
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sp
ec
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Sc
ie

nt
ifi

c R
ep

or
ts

,８
中
尾
遼
平

(２
０
１
６

)全
国
の
メ
ダ
カ
種
群
に
お
け
る
ヒ
メ
ダ
カ
に
よ
る
遺
伝
的
撹
乱
に
関
す
る
研
究
近
畿
大
学
入
口
友
香
．
二
次
的
接
触
帯
に
お
け
る
遺

伝
的
集
団
構
造
の
比
較
か
ら
見
た
日
本
産
メ
ダ
カ
二
種
の
関
係
性
．
大
阪
大
学
．
(２
０
１
９
)中
井
宏
施

.ヒ
メ
ダ
カ
体
色
原
因
遺
伝
子
マ
ー
カ
ー
に
よ
る

 奈
良
県
大
和
川
水
系
の
メ
ダ
カ
集
団
の

解
析

 
近
畿
大
学
（
２
０
１
１
）

二
 井
宿
峠

 の
河
川
争
奪

 に
つ
い
て
浅
野
隆
（
１
９
７
６
）

H

結
果
２

C
G

F
D

E A
B

採
水
地
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

2L
ず
つ
採
水
を
行
う

ガ
ラ
ス
ろ
紙
（
直
径

90
m

m
）
を
用
い
て
吸
引
ろ
過

地
点

Eで
は
メ
ダ
カ
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
で
き
な
か
っ
た
が
、
地
点

Hで
は
サ
ン
プ
ル
を

3つ
採
取
で
き

た
。

地
点

Hで
採
取
し
た

3匹
の
ヒ
レ
の
サ
ン
プ
ル
を

1～
3と
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
、
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
、

ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
、
ヒ
メ
ダ
カ
体
色
原
因
遺
伝
子
マ
ー
カ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
イ
マ
ー
を
用
い
て

電
気
泳
動
を
行
っ
た
。

・
1，

3の
メ
ダ
カ
は
ヒ
メ
ダ
カ
と
ヒ
メ
ダ
カ
と
の
純
系
の
個
体
で
あ
っ
た
。

・
2は
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
と
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
を
親
に
持
つ
純
系
の
個
体
で
あ
っ
た
。

・
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
を
親
に
持
つ
メ
ダ
カ
は
今
回
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

考
察
２

ヒ
メ
ダ
カ
の
純
系
の
個
体
が
確
認
さ
れ
た

→
本
来
野
生
に
生
息
し
て
い
な
い
、
ヒ
メ
ダ
カ
は
人
為
的
に
放
流
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

ヒ
メ
ダ
カ
が
放
流
直
後
の
個
体
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
野
生
で
の
繁
殖
が
危
惧
さ
れ
る
。

ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の
純
系
の
個
体
が
確
認
さ
れ
た
。
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
を
親
に
持
つ
個
体
が

確
認
さ
れ
な
か
っ
た

→
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
の
生
息
域
が
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
も
と
も
と

ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
が
置
賜
地
方
に
生
息
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

※
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
と
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
と
の
間
に
は
明
確
な
生
存
へ
の
有
意
差
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

生
息
域
マ
ッ
プ
の
変
更

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

河
川
争
奪
調
査

米
沢
市
外
の
高
校
へ

採
水
依
頼

保
全
団
体
へ
の

情
報
提
供

図
5

国
土
地
理
院
地
図
を
も
と
に

コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
メ
ダ
カ
班
が
作
成

図
9

国
土
地
理
院
地
図
を
も
と
に
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
メ
ダ
カ
班
が
作
成

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

バ
イ

オ
産

業
科

学
と

社
会

課
題

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

8
A

 環
境

D
N

A
を

用
い

た
山

形
県

置
賜

地
方

に
お

け
る

野
生

メ
ダ

カ
の

継
続

調
査

　

メ
ン

バ
ー

：
　

新
野

日
毬

，
木

村
明

莉
，

丹
内

唯
愛

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

私
た

ち
は

、
先

輩
方

が
行

っ
て

き
た

先
行

研
究

を
引

き
継

ぎ
、

本
研

究
を

実
施

し
ま

し
た

。
キ

タ
ノ

メ
ダ

カ
と

近
縁

種
で

あ

る
ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

は
ど

ち
ら

も
環

境
省

レ
ッ

ド
リ
ス

ト
の

絶
滅

危
惧

種
Ⅱ

類
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

来
キ

タ
ノ

メ
ダ

カ
の

み
が

生
息

す
る

山
形

県
で

ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

を
確

認
し

た
こ

と
か

ら
キ

タ

ノ
メ

ダ
カ

を
保

全
す

る
た

め
に

生
息

域
マ

ッ
プ

を
作

成
す

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
　

キ
タ

ノ
メ

ダ
カ

が
山

形
県

で
確

認
さ

れ
た

要

因
の

1
つ

と
し

て
河

川
争

奪
と

い
う

侵
食

力
の

強
い

河
川

が
隣

接
す

る
別

の
河

川
の

流
域

ま
で

侵
食

し
、

そ
の

上
流

部
の

流

路
や

流
域

を
奪

い
取

っ
て

し
ま

う
地

形
現

象
で

す
。

実
際

に

私
達

は
、

河
川

争
奪

が
原

因
と

な
っ

て
ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

が
山

形

県
南

部
へ

流
入

し
た

の
か

ど
う

か
を

検
証

す
る

た
め

、
あ

わ
せ

て
調

査
を

行
い

ま
し

た
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

先
行

研
究

で
は

、
本

来
山

形
県

南
部

に
は

生
息

し
て

い
な

い
と

さ
れ

る
ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

の
存

在
が

確
認

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ

ら

の
調

査
は

環
境

D
N

A
を

用
い

て
実

施
さ

れ
、

そ
の

結
果

を
も

と
に

生
息

域
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
私

た
ち

は
そ

の
成

果
を

踏
ま

え
、

調
査

地
点

を
設

定
し

、
改

め
て

調
査

を
行

い
ま

し
た

。

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
先

行
研

究
や

論
文

を
参

考
に

し
な

が
ら

立
て

て
い

く
の

が
い

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

自
分

が
調

べ
た

い
こ

と
を

明
確

に
し

、

そ
れ

に
沿

っ
て

仮
説

を
考

え
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

研
究

で
は

生
物

を
扱

う
の

で
環

境
的

要
因

や
人

為
的

要
因

を
踏

ま

え
る

の
も

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
環

境
D

N
A

と
い

う
生

態
系

に
影

響
を

与
え

な
い

非
侵

襲
的

な
手

法
を

用
い

て
調

査
し

て
い

ま
す

。
無

菌
室

で

作
業

を
行

う
な

ど
、

コ
ン

タ
ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

に

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

　
生

息
域

マ
ッ

プ
の

作
成

だ
け

で
は

な
く

、
河

川
争

奪
の

調

査
、

個
体

調
査

、
生

息
域

マ
ッ

プ
の

拡
大

、
プ

ラ
ン

ク
ト
ン

の

種
類

を
調

べ
る

な
ど

今
後

の
方

針
に

つ
い

て
は

様
々

あ
り

ま

す
。

そ
の

た
め

自
分

が
何

を
調

べ
た

い
の

か
で

決
め

て
く

だ
さ

い
。

 

　
私

た
ち

が
行

う
予

定
で

あ
る

河
川

争
奪

を
分

析
す

る
手

法

は
、

M
IG

-
se

q
法

で
す

。
私

た
ち

は
株

式
会

社
G

E
N

O
D

A
S

様
に

外
注

を
行

う
予

定
で

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
は

ポ
ス

タ
ー

を
読

み
上

げ
る

だ
け

に
な

ら
な

い
よ

う
に

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

原
稿

を
作

っ
て

も

い
い

の
で

す
が

、
原

稿
だ

け
を

見
る

の
で

は
な

く
聞

き
手

の
方

を
見

る
こ

と
を

意
識

し
た

ほ
う

が
印

象
も

良
く

な
り

ま
す

。
特

に

ポ
ス

タ
ー

発
表

で
は

す
ぐ

近
く

で
別

の
班

が
発

表
を

行
っ

て

い
る

た
め

、
聴

衆
の

方
を

向
い

て
発

表
を

行
わ

な
い

と
聞

き
取

り
に

く
い

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
ポ

ス
タ

ー
で

す
が

文
字

が
多

く

な
る

と
聴

衆
の

負
担

が
大

き
く

な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
図

や
グ

ラ

フ
を

用
い

て
視

覚
的

に
も

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
試

行
錯

誤
し

ま
し

ょ
う

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

・
野

生
メ

ダ
カ

お
よ

び
ヒ

メ
ダ

カ
の

譲
渡

 

キ
タ

ノ
メ

ダ
カ

：
新

潟
市

水
族

館
マ

リ
ン

ピ
ア

日
本

海
　

2
対

 

ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

：
N

B
R
P
　

ナ
シ

ョ
ナ

ル
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
成

瀬
清

様
よ

り
　

1
8
匹

 

白
石

川
由

来
の

ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

：
宮

城
教

育
大

学
　

6
対

 

ヒ
メ

ダ
カ

：
米

沢
市

立
第

四
中

学
校

　
6
匹

 

・
現

在
の

飼
育

状
況

（
2
0
2
6
年

3
月

3
日

時
点

）
 

キ
タ

ノ
メ

ダ
カ

：
2
対

 

ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

：
メ

ス
2
匹

　
オ

ス
5
匹

 

白
石

川
由

来
ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

：
1
匹

 

ヒ
メ

ダ
カ

：
2
匹

 

・
メ

ダ
カ

の
飼

育
方

法
 

　
長

期
休

暇
中

は
メ

ン
バ

ー
で

分
担

し
て

生
物

室
に

置
き

っ

ぱ
な

し
に

な
ら

な
い

よ
う

に
持

ち
帰

っ
て

く
だ

さ
い

。
夏

は
涼

し

い
グ

リ
ー

ン
ハ

ウ
ス

に
水

槽
を

移
動

さ
せ

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

冬
は

水
槽

用
の

ヒ
ー

タ
ー

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

ろ
過

装
置

の
定

期
的

な
洗

浄
を

お
願

い
し

ま
す

。
餌

を
忘

れ
ず

に

上
げ

て
く

だ
さ

い
。

わ
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
ら

自
分

た
ち

で

調
べ

て
み

て
く

だ
さ

い
。

 

　
ヒ

メ
ダ

カ
、

キ
タ

ノ
メ

ダ
カ

、
ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

は
、

別
の

水
槽

で
そ

れ
ぞ

れ
飼

育
し

、
交

雑
が

絶
対

に
起

こ
ら

な
い

よ
う

に
管

理
し

て
く

だ
さ

い
。
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山山
形形
県県
置置
賜賜
地地
域域
にに
おお
けけ
るる

セ
ンン
ザザ
ンン
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ
・・
ババ
ンン
エエ
ツツ
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ
のの
生生
息息
域域
調調
査

〜〜
環環
境境

D
N

A
調調
査査
用用
ププ
ララ
イイ
ママ
ーー
のの
設設
計計
とと
特特
異異
性性
検検
討討
〜〜

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

2年
原
奈
那
渋
間
晴
翔

山
形
県
に
は
セセ
ンン
ザザ
ンン
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ
（
以
下
セセ
ンン
ザザ
ンン
）
、
ババ
ンン
エエ
ツツ
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ

（
以
下
ババ
ンン
エエ
ツツ
）
、
クク
ロロ
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ
、
ババ
ンン
ダダ
イイ
ハハ
ココ
ネネ
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ
の

4種
が
生
息

し
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
全
て
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
セセ
ンン
ザザ
ンン
、

ババ
ンン
エエ
ツツ
は
、

20
24
年

4月
に
宮
城
学
院
女
子
大
学
よ
り
発
表
さ
れ
た
論
文
に
て
、
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
か
ら
再
分
類
さ
れ
た

3種
の
う
ち
の

2種
で
あ
る
。

本
校
の
先
行
研
究
で
は
セ セ
ンン
ザザ
ンン
、
ババ
ンン
エエ
ツツ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

(m
t)D

N
A

の
C

yt
b遺
伝
子
前
半
の
塩
基
配
列
決
定
と
分
子
系
統
解
析
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
環
境

D
N

Aを
用
い

た
調
査
に
必
要
な
プ
ラ
イ
マ
ー
が
作
成
さ
れ
た
が
、
特
異
性
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

プ
ラ
イ
マ
ー
の
有
用
性
・
特
異
性
調
査

抽
出
済
み

D
N

A（
有
用
性
：
セ
ン
ザ
ン
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
バ
ン
エ
ツ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
特
異
性
：
セ
ン
ザ
ン
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
バ
ン
エ
ツ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
）
、
セ
ン
ザ
ン
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
バ
ン
エ
ツ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
設
計
し
た
プ
ラ
イ
マ
ー

PC
R
法

m
tD

N
A 

C
yt

b領
域
の
増
幅

電
気
泳
動
法

・
６
通
り
か
ら
最
適
な
プ
ラ
イ
マ
ー
を
確
定
し
（
特
異
性
調
査
）
、
環
境

D
N

Aに
よ
る
生
息
域
調
査
を
行
う

。 ・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
シ
ー
ケ
ン
ス
に
か
け
、
セセ
ンン
ザザ
ンン
・
ババ
ンン
エエ
ツツ
の

m
tD

N
A全
長
の
配
列
を
決
定
す
る
。

・
飼
育
中
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
棲
む
容
器
を
用
い
て
環
境

D
N

Aの
持
続
時
間
を
検
証
す
る
。

※
環
境

D
N

A
生生
物物
がが
体体
のの
一一
部部
（（
糞糞
、、
粘粘
液液
、、
皮皮
膚膚
なな
どど
））
やや
組組
織織
片片
をを
環環
境境
中中
にに
放放
出出
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
土土
壌壌
やや
水水

なな
どど
のの
環環
境境
中中
にに
存存
在在
すす
るる
生生
物物
由由
来来
のの

DN
A
のの
ここ
とと

【【
諸諸
言言
】】

【【
先先
行行
研研
究究
】】

濃
度 ng

/μ
L

50
μL

数

PC
R）

C

山
形
県
に
生
息
す
る
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
以
下
の
通
り
に
再
分
類
さ
れ
た
。

【
トト
ウウ
ホホ
クク
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ
（

H
yn

ob
iu

s l
ic

he
na

tu
s））
】
（
図

1：
〇

●）
・
青
森
県
、
秋
田
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
に
生
息

【
セセ
ンン
ザザ
ンン
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ
（

H
yn

ob
iu

s s
en

za
ne

ns
is
））
】
（
図

1：
△

▲
）

・
山
形
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
に
生
息

【
ババ
ンン
エエ
ツツ
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ
（

H
yn

ob
iu

s u
na

nn
gs

o））
】
（
図

1：
□■
）

・
山
形
県
以
南
に
生
息

・
解
析
し
た

m
tD

N
A 

C
yt

b領
域
全
長
か
ら
以
下
の
プ
ラ
イ
マ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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図
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ア
ル
タ
イ
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P
C
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図
４
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P
C

R
条
件
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含
有
料

(
値

(

1.
M

G
S(

M
as

si
ve

 P
ar

al
le

l s
eq

ue
nc

in
g)

 li
br

ar
y作作

成成
D

N
Aの
抽
出
（

Q
ia

ge
n 

D
ne

as
y 

Bl
oo

d&
Ti

ss
ue

 K
it、
ア
ル
カ
リ
熱
抽
出
法

） D
N

Aの
定
量
（

Q
ub

it）
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
作
成

断
片
化
（
平
滑
末
端
）
と
タ
グ
付
け
（

TA
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
）

PC
R
増
幅

ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
定
量
（

Q
ub

it）
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
に
よ
る
解
析

→
→

→
m

tD
N

Aの
C

yt
b領
域
全
長
の
決

定

〈
有
用
性
調
査
〉

PC
R
増
幅
（
図

4）

電
気
泳
動
法

セセ
ンン
ザザ
ンン
プ
ラ
イ
マ
ー
セセ
ンン
ザザ
ンン

○
ババ
ンン
エエ
ツツ
プ
ラ
イ
マ
ー
ババ
ンン
エエ
ツツ

○

セセ
ンン
ザザ
ンン
プ
ラ
イ
マ
ー
セセ
ンン
ザザ
ンン
以以
外外
✕

ババ
ンン
エエ
ツツ
プ
ラ
イ
マ
ー
ババ
ンン
エエ
ツツ
以以
外外
✕

【【
目目
的的
】】

【【
実実
験験
方方
法法
①①
〈〈
特特
異異
的的
ププ
ララ
イイ
ママ
ーー
作作
成成
にに
向向
けけ
てて
〉〉
】】

【
展
望
】】

・
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
塩
基
配
列
を
用
い
て
再
度
プ
ラ
イ
マ
ー
設
計
を
す
る
。

・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
飼
育
水
を
用
い
て
環
境

D
N

Aが
検
出
可
能
か
、
ま
た
、
そ
の
持
続
時
間

に
つ
い
て
検
証
す
る
。

・
環
境

D
N

Aを
用
い
た
生
息
域
調
査
を
行
う
（
図

2）
。

・
生
息
域
調
査
に
伴
い
環
境
要
因
を
分
析
し
、
保
全
活
動
に
繋
げ
る
。

【【
参参
考考
文文
献献
・・
謝謝
辞辞
】】
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 S
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 P
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ou
sl

y 
D

es
cr

ib
ed

 S
pe

ci
es

 fr
om

 E
as

te
rn

 J
ap

an
・
藤
原
愛
弓

,飯
澤
由
貴

, 土
手
内
千
春

, 田
中
一
裕
宮
城
学
院
女
子
大
学
構
内
で
発
見
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

.“新
種

”と
判
明
、
「
セ
ン
ザ
ン
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」
と
命
名
主
要
な
生
息
地
「
仙
台
」
と
「
山
形
」
を
合
わ
せ
、
「
仙
山
」
に
由
来

.2
02

4.
4.

25
,宮
城
学
院
女
子
大
学
構
内
の
チ
ョ
ウ

類
相

,宮
城
学
院
女
子

大
学
生
活
環
境
科
学
研
究
所

.
・
日
本
の
重
要
な
両
生
類
・
は
虫
類
の
分
布
（
環
境
省
）

宇
都
宮
大
学
農
学
部
応
用
生
命
化
学
科
飯
郷
雅
之
教
授
、
日
本
両
棲
類
研
究
所
篠
崎
尚
史
所
長

公
益
財
団
法
人
河
川
財
団
の
河
川
基
金
の
助
成
、
研
究
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
第

7回
“サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
研
究
費

”「
ア
サ
ヒ
飲
料
賞

20
25
」

【【
結結
果果
①①
】】

図
1

セセ
ンン
ザザ
ンン
・
ババ
ンン
エエ
ツツ
の

m
tD

N
Aの

C
yt

b遺
伝
子
全
長
（

11
41

bp
）
の
塩
基
配
列
を
決
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
に
特
異
的
な
プ
ラ
イ
マ
ー
作
成
が
可
能
に
な
る
。

す
る 新
規
に
設
計
し
た
プ
ラ
イ
マ
ー
を
用
い
て
環
境

D
N

Aを
用
い
て
生
息
域
調
査
を
行
う
。

2.
ププ
ララ
イイ
ママ
ーー
のの
設設
計計

※
O

lig
on

uc
le

ot
id

e 
Pr

op
er

tie
s 

C
al

cu
la

to
rを
用
い
た

↑ 
図

3：
先
行
研
究
で
作
成
さ
れ
た
プ
ラ
イ
マ
ー

・
10
個
体
の
セセ
ンン
ザザ
ンン
、

47
個
体
の
ババ
ンン
エエ
ツツ

C
yt

b遺
伝
子
全
長
の
塩
基
配
列
を

決
定
し
て
分
子
系
統
樹
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
縁
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。

・
2種
の

C
yt

b遺
伝
子
全
長
の
比
較
に
よ
り
種
特
異
的
な
塩
基
配
列
を
見
出
し
た
。

(図
7)

・
そ
れ
ぞ
れ
の
種
に
特
異
的
と
思
わ
れ
る
プ
ラ
イ
マ
ー
を
作
成
し
た
。

(表
1,
表

2)

ババ
ンン
エエ
ツツ

セセ
ンン
ザザ
ンン

図
5：
再
現
性
確
認
の
実
験
結
果

→

・
昨
年
度
抽
出
さ
れ
た
セセ
ンン
ザザ
ンン
、
ババ
ンン
エエ
ツツ
お
よ
び
今
年
度
採
取
さ
れ
た
個
体

の
D

N
Aを
対
象
に
、
プ
ラ
イ
マ
ー

L1
40

10
 と

H
15

28
9を
用
い
て

PC
R

・
ダ
イ
レ
ク
ト
シ
ー
ケ
ン
ス
に
よ
る

C
yt

b遺
伝
子
全
長
の

塩
基
配
列
決
定

(F
AS

M
AC
に
委
託

)
・
ゲ
ノ
ム
ネ
ッ
ト

C
lu

st
al

W
に
よ
る
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
と

ET
E3
の

N
J法
を
用
い
た

分
子
系
統
解
析
に
よ
る

2種
の
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
決
定

・
両
種
に
お
け
る

1塩
基
置
換
（

SN
Ps
）
の
存
在
位
置
の
確
認

・
2種
の
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
に
よ
り
特
異
的
プ
ラ
イ
マ
ー
作
成
可
能
な
候
補
位
置
の
確
認

1.
C

yt
b遺遺
伝伝
子子
全全
長長
のの
塩塩
基基
配配
列列
決決
定定

本本
校校
のの
先先
行行
研研
究究
にに
つつ
いい
てて

m
tD

N
Aの

C
yt

b前
半
領
域
か
ら
作
成
し
た
プ
ラ
イ
マ
ー
の
有
用
性
が
確
認
さ
れ
た
。
（
図

3）
し
か
し
な
が
ら
、
再
現
性
確
認
の
た
め
再
度
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ババ
ンン
エエ
ツツ
は
増
幅
が

確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
セセ
ンン
ザザ
ンン
で
は
特
異
的
な
増
幅
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
（
図

4,
5）

種
特
異
性
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

ｂ

個
体
が
確
認
さ
れ
た
地
点

新
た
な
採
水
地
点
の
候
補

↑ 
図

4：
PC

R
条
件

図
7:
両
種
の

C
yt

b遺
伝
子
全
長
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
配
列
の
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
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ババ
ンン
エエ
ツツ
（（
高高
畠畠
町町
混混
合合
））

表
1:
セセ
ンン
ザザ
ンン
、
ババ
ンン
エエ
ツツ

C
yt

b遺
伝
子
用
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
新
規
プ
ラ
イ
マ
ー

表
2:
セセ
ンン
ザザ
ンン
、
ババ
ンン
エエ
ツツ

C
yt

b遺
伝
子
用
プ
ラ
イ
マ
ー
の
組
み
合
わ
せ
と
ア
ン
プ
リ
コ
ン

セセ
ンン
ザザ
ンン
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ

ババ
ンン
エエ
ツツ
ササ
ンン
シシ
ョョ
ウウ
ウウ
オオ

条
件
：
・

le
ng

th
 2

0~
26
・

G
C
含
有
量

30
~6

0%
・

Tm
値

60
℃
程
度

※
プ
ラ
イ
マ
ー
ダ
イ
マ
ー
が
で
き
な
い
よ
う
に
確
認
す
る
。

最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
検
証
す
る
た
め
、

F1
,F

2,
F3

,R
1,

R
2,

R
3を
設
計
す
る
。

図
6:

C
yt

b全
長
の
塩
基
配
列
を
用
い
た

分
子
系
統
樹

(E
TE

3の
N

J法
)

【【
実実
験験
方方
法法
②②
〈〈
作作
成成
しし
たた
ププ
ララ
イイ
ママ
ーー
のの
特特
異異
性性
検検
討討
〉〉
】】

・
PC

R法
に
よ
る
増
幅

・
電
気
泳
動
法
に
よ
る
バ
ン
ド
の
確
認

Sa
m

pl
e

Pr
im

er
結結
果果
（（
ババ
ンン
ドド
））

セセ
ンン
ザザ
ンン

セセ
ンン
ザザ
ンン

有有
セセ
ンン
ザザ
ンン

ババ
ンン
エエ
ツツ

有有
ババ
ンン
エエ
ツツ

セセ
ンン
ザザ
ンン

無無
ババ
ンン
エエ
ツツ

ババ
ンン
エエ
ツツ

有有
クク
ロロ

セセ
ンン
ザザ
ンン

F1
R

3、、
F3

R
3はは
無無
しし

クク
ロロ

ババ
ンン
エエ
ツツ

有有

セ
ン
ザ
ン
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
プ
ラ
イ
マ
ー

バ
ン
エ
ツ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
プ
ラ
イ
マ
ー

セ
ン
ザ
ン
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

F1
R

3,
F3

R
3に
特
異
性
が
確
認
で
き
た

バ
ン
エ
ツ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

特
異
性
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た

【【
結結
果果
②②
】】

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

バ
イ

オ
産

業
科

学
と

社
会

課
題

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

8
B

　
山

形
県

置
賜

地
域

に
お

け
る

セ
ン

ザ
ン

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
・
バ

ン
エ

ツ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

の
生

息
域

調
査

～
環

境
D

N
A

調
査

用
プ

ラ
イ

マ
ー

の
設

計
と

特
異

性
検

討
～

メ
ン

バ
ー

：
　

原
奈

那
，

渋
間

晴
翔

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
山

形
県

置
賜

地
域

に
生

息
す

る
準

絶
滅

危
惧

種

の
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

に
つ

い
て

、
保

全
を

目
的

に
環

境
D

N
A

を

用
い

た
生

息
域

調
査

を
行

っ
て

い
ま

す
。

2
0
2
4
年

に
ト
ウ

ホ
ク

サ
ン

シ
ョ
ウ

ウ
オ

が
3
種

に
新

た
に

分
類

さ
れ

、
そ

れ
ら

に
関

す

る
情

報
は

生
息

域
・
個

体
を

含
め

少
な

か
っ

た
た

め
、

環
境

D
N

A
に

よ
る

調
査

を
行

う
準

備
段

階
と

し
て

セ
ン

ザ
ン

サ
ン

シ
ョ
ウ

ウ
オ

・
バ

ン
エ

ツ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

そ
れ

ぞ
れ

に
特

異
的

な
プ

ラ
イ

マ
ー

の
作

成
を

目
標

と
し

ま
し

た
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
私

た
ち

の
行

な
っ

て
い

る
研

究
は

1
つ

上
の

先
輩

方
が

独
自

に
始

め
た

も
の

で
あ

り
、

私
た

ち
は

二
代

目
に

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

先
輩

方
の

行
っ

て
き

た
研

究
と

ト
ウ

ホ
ク

サ
ン

シ
ョ
ウ

ウ
オ

の
再

分
類

に
関

す
る

論
文

を
先

行
研

究
と

し
ま

し
た

。
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

や
そ

の
生

息
環

境
に

関
す

る
情

報
は

G
o
o
gl

e 

S
ch

o
la

rや
J-

S
T

A
G

E
で

論
文

な
ど

の
検

索
を

か
け

て
収

集
し

ま
し

た
。

論
文

を
検

索
す

る
際

は
、

そ
の

生
物

の
日

本
語

の

名
前

だ
け

で
な

く
、

英
語

名
、

学
名

、
そ

の
生

物
の

近
縁

種
な

ど
、

キ
ー

ワ
ー

ド
を

変
え

な
が

ら
検

索
を

し
ま

し
ょ

う
。

よ
り

多
く

の
文

献
と

情
報

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

　
C

h
at

G
P
T

な
ど

の
生

成
A

I自
体

か
ら

情
報

を
手

に
入

れ
る

こ
と

は
大

変
危

険
で

す
。

し
か

し
、

「
○

○
に

関
す

る
論

文
を

列
挙

し
て

」
な

ど
と

依
頼

す
る

と
、

適
し

た
論

文
を

出
し

て
く

れ

る
こ

と
が

多
く

あ
り

ま
す

。
上

手
く

使
い

こ
な

し
、

研
究

に
利

用

し
ま

し
ょ

う
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
生

物
を

対
象

と
す

る
研

究
は

様
々

な
方

面
の

ア
プ

ロ
ー

チ

が
無

限
に

出
て

き
ま

す
。

プ
ラ

イ
マ

ー
が

作
成

で
き

れ
ば

、
特

異
性

実
験

や
環

境
D

N
A

に
よ

る
調

査
を

行
い

、
継

続
的

に
生

息
域

を
調

べ
、

そ
の

変
化

を
調

べ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

そ
の

調
査

の
中

で
、

生
息

環
境

に
は

ど
の

よ
う

な
類

似
点

が
あ

る
の

か
、

サ
ン

シ
ョ
ウ

ウ
オ

の
個

体
の

特
徴

が
生

息
域

や
生

存
率

に
影

響
す

る
の

か
、

越
冬

個
体

は
い

る
の

か
な

ど
視

点
を

変

え
て

問
い

を
立

て
て

み
る

こ
と

で
、

よ
り

深
い

研
究

に
な

り
ま

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
、

環
境

中
に

あ
る

微
量

の
D

N
A

か
ら

特
定

の
生

物
が

生
息

し
て

い
る

か
を

検
証

す
る

「
環

境
D

N
A

」
を

用
い

た

手
法

で
研

究
を

行
な

っ
て

い
ま

す
。

環
境

D
N

A
を

扱
う

実
験

の
際

に
は

、
河

川
や

池
な

ど
か

ら
水

を
採

取
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
場

合
に

よ
っ

て
は

、
実

際
に

個
体

を
採

取
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

自
然

界
か

ら
採

取
す

る
と

き
に

は
土

地
の

所
有

者
・
管

理
者

に
は

必
ず

許
可

を
取

る
よ

う
に

し
て

く

だ
さ

い
。

ま
た

、
そ

の
土

地
で

採
集

や
観

察
を

行
う

際
に

は
、

無
闇

に
自

然
環

境
を

荒
ら

さ
ず

、
動

か
し

た
石

な
ど

は
必

ず
も

と
に

戻
す

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

(環
境

D
N

A
に

よ
る

調
査

の

具
体

的
な

手
法

に
つ

い
て

は
環

境
D

N
A

学
会

の
環

境
D

N
A

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
) 

サ
ン

シ
ョ
ウ

ウ
オ

を
飼

育
す

る
場

合
、

た
く

さ
ん

の
説

明
動

画

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
上

に
上

が
っ

て
い

ま
す

。
必

ず
複

数
の

動

画
を

見
て

、
正

し
く

飼
育

で
き

る
よ

う
な

環
境

を
整

え
て

く
だ

さ

い
。

ク
リ
ー

ン
ル

ー
ム

に
は

エ
ア

コ
ン

が
設

置
さ

れ
て

い
る

た

め
夏

季
も

飼
育

が
可

能
で

す
が

、
長

期
休

業
中

は
必

ず
メ

ン

バ
ー

が
持

ち
帰

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

脱
走

に
も

注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
　

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

に
お

い
て

大
切

な
こ

と
、

そ
れ

は
「
声

量
」
で

す
。

ど
れ

だ
け

説
明

が
上

手
く

、
素

晴
ら

し
い

研
究

で

も
、

聞
き

取
ら

れ
な

け
れ

ば
意

味
が

あ
り

ま
せ

ん
。

よ
り

多
く

の

相
手

に
自

分
の

研
究

を
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

に
、

腹
か

ら
声

を
出

し
ま

し
ょ

う
。

マ
ス

ク
を

外
し

ま
し

ょ
う

。
前

を
向

い
て

話
し

ま
し

ょ
う

。
台

本
を

用
意

す
る

の
も

良
い

で
す

が
、

私
た

ち
は

本

番
に

台
本

を
使

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
の

方
が

常
に

相
手

の

方
を

向
く

こ
と

が
で

き
、

な
お

か
つ

実
験

の
本

質
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

か
ら

で
す

。
余

裕
が

あ
れ

ば
是

非
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

　
宇

都
宮

大
学

農
学

部
応

用
生

命
科

学
科

　
飯

郷
雅

之
教

授
に

は
昨

年
度

に
引

き
続

き
お

世
話

に
な

っ
て

い
ま

す
。

引

き
継

ぐ
際

に
は

、
連

絡
を

取
る

用
に

し
て

く
だ

さ
い

。
 

　
日

本
両

生
類

研
究

所
様

に
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

の
D

N
A

を
ご

提

供
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

(参
考

文
献

）
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S
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re
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sl
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D

es
cr

ib
ed

 S
p
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fr
o
m

 

E
as

te
rn

 J
ap

an
 

・
藤

原
愛

弓
,飯

澤
由

貴
, 

土
手

内
千

春
, 

田
中

一
裕

宮
城

学

院
女

子
大

学
構

内
で

発
見

の
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

 .
“
新

種
”
と

判

明
、

「
セ

ン
ザ

ン
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

」
と

命
名

 
主

要
な

生
息

地

「
仙

台
」
と

「
山

形
」
を

合
わ

せ
、

「
仙

山
」
に

由
来

.2
0
2
4
.4

.2
5
,

宮
城

学
院

女
子

大
学

構
内

の
チ

ョ
ウ

 

類
相

,宮
城

学
院

女
子

 大
学

生
活

環
境

科
学

研
究

所
. 

・
日

本
の

重
要

な
両

生
類

・
は

虫
類

の
分

布
(環

境
省

）
 

山
形

県
置

賜
地

域
に

お
け

る
セ

ン
ザ

ン
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

・
バ

ン
エ

ツ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ
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参
考
文
献

遠
山
か
ぶ
の
粕
汁

山
形

｜
う
ち
の
郷
土
料
理

-農
林
水
産
省

大
澤
勝
次
・
久
保
田
旺
　
「
植
物
バ
イ
テ
ク
の
実
際
」
　
出
版
　
農
山
漁
村
文
化
協
会

遠
山
か
ぶ
をを
未未
来来
へへ
つつ
なな
ぐぐ
～～
組組
織織
培培
養養
にに
よよ
るる
品品
種種
のの
維維
持持
～～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
　
　
鈴
木
雫
月
　
小
笠
原
聖
悟
　
遠
藤
陽
妃

緒緒
言言

遠
山
か
ぶ

(B
ra

ss
ic

a 
ra

pa
 R

ap
ife

ra
 G

ro
up

)は
上
杉
家
が
約

18
00

年
頃
に
栽
培
を
上
杉
鷹
山
公
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
「
山

形
お
き
た
ま
伝
統
野
菜
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
は
品
種
改
良
さ
れ
た
カ
ブ
に
市
場
を
奪
わ
れ
て
栽
培
す
る
農
家
が
減
少
し
た
。
そ
こ

で
、
本
研
究
で
は
品
種
の
保
存
、
遺
伝
資
源
の
確
保
の
た
め
組
織
培
養
を
行
い
、
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
株
を
つ
く
る
こ
と
に
し
た
。
中
間
発
表
ま
で
は
遠
山

か
ぶ
を
無
菌
で
播
種
し
成
長
し
た
か
ぶ
の
茎
頂
の
採
取
を
試
み
た
が
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
生
育
不
良
が
目
立
っ
た
た
め
無
菌
処
理
を
行
わ
ず
に

成
長
さ
せ
た
遠
山
か
ぶ
の
茎
頂
や
形
成
層
を
培
養
す
る
こ
と
に
し
た
。

本本
研研
究究
のの
培培
地地
のの
レレ
シシ
ピピ
　
pH

=5
.8
~5
.9

精
製
水

20
0m

l (
1瓶

30
m

l) 
 m

s粉
0,

46
g 

 
ス
ク
ロ
ー
ス

6.
00

g 
 寒

天
0.

18
g/

1瓶
   

pH
調
整
用

N
aO

H
aq

実
験
１

茎
頂
を
培
地
で
培
養

手
法
：
栽
培
し
た
か
ぶ
か
ら
茎
頂
を
採
取
し
ア
ル
コ
ー
ル
で
１
分
間
消
毒
を
し

た
後
に
瓶
内
で
培
養
す
る
。

（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
使
用
　

25
℃
）

結
果
：
３
日
後
に
カ
ビ
が
発
生
し
始
め
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
最
終
的
に
全
滅

し
た
。

考
察
：
消
毒
が
不
足
し
て
い
た
た
め
カ
ビ
が
発
生
し
た
。

実実
験験
３３
　
消消
毒毒
方方
法法
のの
確確
立立

をを
目目
指指
すす

方
法
：
形
成
層
の
細
胞
を
実
験
２
と
同
じ
よ
う
に
取
り
出
し
、
播
種
す
る
。

播
種
直
前
の
消
毒
の
条
件
を
変
え
て
み
る
。

消
毒
方
法

①
エ
タ
ノ
ー
ル
に

1分
間
浸
す
。

②
次
亜
塩
素
酸
水

(2
％

)に
浸
す
。

③
精
製
水
で

30
秒
洗
浄
す
る
。

②
の
次
亜
塩
素
酸
水
で
の
消
毒
時
間
を

3分
,5
分

,1
0分

,2
0分

と
時
間

を
変
え
て
消
毒
を
行
う
。
（
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を

2瓶
ず
つ
作
成
）

④
暗
く
し
て

25
℃
に
設
定
し
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で
培
養
す
る
。

実
験
２

形
成

層
の
細
胞
を
採
取

手
法
：
か
ぶ
の
形
成
層
を
採
取
し
、
茎
頂
培
養
の
培
地
と
同
じ
レ
シ
ピ
で
培

養
し
た
。

結
果
：
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
３
日
で
全
滅
し
た
。

考
察
：
消
毒
不
足
に
よ
り
カ
ビ
が
繁
殖
し
た
。

考考
察察

謝謝
辞辞

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
中
村
先
生
、
山
下
先
生
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

展
望

・
現
在
培
養
し
て
い
る
細
胞
の
観
察
、
適
宜
継
代
す
る
。

・
培
養
の
結
果
を
見
て
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
最
適
な
割
合
を
対
照
実
験
を
し
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

下下
準準
備備
（（
親親
植植
物物
のの
栽栽
培培
））

市
販
の
植
物
用
培
養
土
（
有
機
肥
料
入
り
）
に
発
芽
し
た
か
ぶ
を
移

植
し
栽
培
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
果

消
毒
時
間

考
察

3分
,5
分

組
織
を
死
滅
さ
せ
ず
、
無
菌
状
態
に
す
る
こ
と
が
達

成
さ
れ
た
た
め
、
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
な
く

カ
ル
ス
の
よ
う
な
も
の
が
形
成
さ
れ
た
。

10
分

,2
0分

植
物
片
の
大
き
さ
に
対
し
て
消
毒
時
間
が
長
く
な
っ

た
た
め
、
細
胞
自
体
を
死
滅
さ
せ
て
し
ま
い
カ
ル
ス

化
に
至
ら
な
か
っ
た
。

消
毒
時
間

考
察

3分
、

5分
・
植
え
付
け
を
し
た
植
物
片
か
ら
細
胞
の
よ
う
な
も

の
が
発
現
し
上
方
向
に
伸
び
て
い
た
。

・
他
の
培
地
の
植
え
付
け
た
植
物
片
は
中
心
が
黄

色
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
た
り
、
細
胞
の
上
に
半
透
明
の

ゲ
ル
状
の
も
の
が
隆
起
し
て
い
た
。

10
分
、

20
分

植
え
付
け
か
ら
何
も
変
化
は
な
か
っ
た
。

↑写
真

1 
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
し
た
培

地
　
　
　

↑写
真

2 
採

取
し
た
茎

頂

形
成
層

植
物
の
茎
や
根
の
内
部
に
存
在
す
る
、
細
胞

分
裂
が
活
発
に
行
わ
れ
る
組
織
で
あ
る
。
形
成

層
の
お
か
げ
で
植
物
は
横
方
向
に
も
成
長
し
、

根
や
茎
の
直
径
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
写
真

3:
今
回
使
用
し
た
形

成
層

→

←
写
真
４

植
物

片
か

ら
生

え
る
突

起

写
真
５

→
細
胞
の
上
を
覆
う
ゲ
ル
状

の
物
体

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
 　

バ
イ

オ
産

業
科

学
と

社
会

課
題

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

8
C

 遠
山

か
ぶ

を
未

来
へ

つ
な

ぐ
～

組
織

培
養

に
よ

る
品

種
の

維
持

～
　

メ
ン

バ
ー

：
　

鈴
木

雫
月

，
小

笠
原

聖
悟

，
遠

藤
陽

妃
，

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

私
達

は
3
人

と
も

植
物

の
育

成
や

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
と

い
っ

た
生

物
分

野
に

興
味

が
あ

り
ま

し
た

。
私

達
が

研
究

し
た

テ
ー

マ
は

研
究

の
過

程
で

植
物

の
知

識
や

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

先
輩

の
先

行
研

究
か

ら
こ

の
研

究
テ

ー
マ

を
選

択
し

ま
し

た
。

ま
た

、
遠

山
か

ぶ
は

地
域

の
伝

統
野

菜
で

あ
り

、
自

分
の

調
べ

た
い

こ
と

と
地

域
性

を
掛

け
合

わ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
よ

り
目

的
を

持
っ

た
有

意
義

な
研

究
が

で
き

ま
し

た
。

研
究

内
容

が
思

い
つ

か
な

い
場

合
は

、
先

輩
方

の
研

究
を

調
べ

、
興

味
の

あ
る

も
の

を
見

つ
け

る
の

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

私
達

は
先

行
研

究
で

培
地

を
使

っ
て

種
子

を
発

芽
さ

せ
て

い

た
手

法
か

ら
、

土
壌

で
か

ぶ
を

発
芽

さ
せ

、
茎

頂
や

形
成

層

を
採

取
す

る
と

い
う

方
法

に
切

り
替

え
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
に

先

行
研

究
を

基
に

自
分

た
ち

の
ゴ

ー
ル

を
明

確
に

し
て

、
先

行

研
究

に
縛

ら
れ

ず
に

自
分

た
ち

の
実

験
に

よ
り

最
適

な
方

法

に
改

良
し

て
い

く
と

、
も

し
か

し
た

ら
先

行
研

究
以

上
に

効
率

よ
く

結
果

が
得

ら
れ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

先
輩

方
の

先
行

研
究

だ
け

で
な

く
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
上

の
論

文
な

ど

も
参

考
に

し
て

い
く

の
が

大
事

で
す

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

実
験

の
中

で
、

ど
ん

な
結

果
が

ほ
し

い
の

か
、

ど
ん

な
観

点
か

ら
実

験
を

進
め

る
の

か
を

明
確

に
し

て
仮

説
を

立
て

る
と

良
い

で
し

ょ
う

。
私

た
ち

は
、

か
ぶ

の
茎

頂
と

形
成

層
を

採
取

し
て

実
験

を
行

い
ま

し
た

。
実

験
前

に
あ

ら
か

じ
め

ど
ん

な
仕

組
み

で
植

物
の

成
長

が
起

こ
っ

て
い

る
の

か
、

ど
ん

な
機

能
が

あ
る

の
か

な
ど

を
調

べ
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
そ

の
た

め
に

私
た

ち
は

参
考

文
献

と
し

て
使

用
し

た
本

を
読

み
込

ん
だ

り
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

た
り

し
ま

し
た

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
上

の
情

報
を

参

考
に

す
る

際
は

複
数

の
サ

イ
ト
を

見
て

比
較

し
て

、
よ

り
信

頼

の
お

け
る

情
報

を
探

し
ま

し
ょ

う
。

実
験

を
し

た
結

果
か

ら
考

え

ら
れ

る
理

由
や

仮
説

か
ら

新
し

い
実

験
に

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
す

る
よ

う
な

流
れ

が
あ

る
と

筋
道

の
通

っ
た

研
究

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
ゴ

ー
ル

を
見

失
わ

な
い

よ
う

に
実

験
の

意
図

や
目

的
を

見
つ

め
直

す
こ

と
も

大
切

で
す

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

本
研

究
を

通
し

て
重

要
な

こ
と

は
無

菌
状

態
を

ど
う

実
現

す
る

か
だ

っ
た

の
で

、
実

験
器

具
や

培
地

は
オ

ー
ト
ク

レ
ー

ブ
を

使
っ

た
滅

菌
を

す
る

こ
と

、
ク

リ
ー

ン
ベ

ン
チ

を
使

う
操

作
の

時

は
ク

リ
ー

ン
ベ

ン
チ

内
や

使
用

す
る

器
具

、
手

を
十

分
に

ア
ル

コ
ー

ル
消

毒
し

て
コ

ン
タ

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
さ

せ
な

い
工

夫

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
実

験
後

は
や

り
っ

ぱ
な

し
で

は
な

く
、

観

察
を

継
続

し
、

写
真

を
撮

っ
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
し

か
し

主
観

で

の
比

較
に

は
限

界
が

あ
る

の
で

、
観

察
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
結

果
か

ら
根

拠
の

裏
付

け
に

な
る

よ
う

な
追

加
実

験
を

す
る

と
良

い
で

す
。

ク
リ
ー

ン
ベ

ン
チ

、
オ

ー
ト
ク

レ
ー

ブ
を

使
う

際
は

他

の
バ

イ
オ

班
の

人
に

も
事

前
に

使
用

す
る

タ
イ

ミ
ン

グ
を

伝
え

て
お

く
と

良
い

で
し

ょ
う

。
そ

し
て

、
私

達
が

発
表

会
で

ご
指

摘

い
た

だ
い

た
中

で
の

反
省

点
と

し
て

参
考

文
献

の
情

報
を

鵜

呑
み

に
し

す
ぎ

な
い

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

。
た

と
え

参
考

文
献

で

採
用

さ
れ

て
い

た
手

法
で

あ
っ

て
も

自
分

た
ち

の
研

究
に

最

適
か

を
対

照
実

験
し

て
み

る
と

よ
り

、
根

拠
の

あ
る

実
験

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

専
門

用
語

の
意

味
を

聴
衆

に
説

明
で

き
る

よ
う

に
調

べ
、

適

切
な

使
い

方
で

発
表

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
事

前

準
備

の
段

階
で

発
表

会
の

と
き

に
質

問
さ

れ
そ

う
な

内
容

を
ま

と
め

て
お

き
、

そ
の

部
分

の
準

備
を

重
点

的
に

行
っ

て
お

く
と

良
い

で
す

。
発

表
の

と
き

は
時

間
い

っ
ぱ

い
に

発
表

で
き

る
よ

う
時

間
が

余
っ

た
と

き
用

に
補

足
説

明
の

準
備

を
し

て
お

く

と
、

安
心

で
す

。
ポ

ス
タ

ー
は

写
真

や
図

を
惜

し
み

な
く

使

い
、

で
き

る
だ

け
文

字
数

は
少

な
く

、
簡

潔
な

文
章

に
し

て
口

頭
の

発
表

で
多

く
の

情
報

を
聴

衆
に

伝
え

ら
れ

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

京
都

大
学

大
学

院
農

学
研

究
科

農
学

専
攻

蔬
菜

花
卉

園
芸

学
研

究
室

　
 

教
授

　
田

中
義

行
様

　
准

教
授

　
大

野
翔

様
 

植
物

バ
イ

テ
ク

の
実

際
　

農
文

協
　

大
澤

勝
次

・
久

保
田

旺
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ウ
コ
ギ
葉
の
抗

菌
効

果
を
活
用
し
た
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作

成
に
向
け
て

緒
言

米
沢
の
伝
統
植
物
で
あ
る
ウ
コ
ギ
に
は
特
定
の
菌
に
対
す

る
抗
菌
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
私

達
は
ウ
コ
ギ
の
抗
菌
効
果
を
利
用
し
た
皮
膚
に
優
し
い
抗

菌
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
作
ろ
う
と
考
え
た
。
ま
た
、
本
研
究
で

は
山
形
県
米
沢
市
周
辺
に
群
生
す
る
ウ
コ
ギ
科
ウ
コ
ギ
属

ヒ
メ
ウ
コ
ギ
（
E

le
ut

he
ro

co
cc

us
 s

ie
bo

ld
ia

nu
s）

を
用
い

た

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
　
２
年

　
青

木
昂

太
郎

　
小

村
一

生

検
証

ウ
コ
ギ
葉

抽
出

液
と
親

和
性

が
高

い
と
考

え
ら
れ

る
グ
リ
セ
リ
ン
を
ウ
コ
ギ
葉

抽
出

液
と
合

わ
せ

た
ら
グ
ラ
ム
陰

性
菌

に
対

す
る
抗

菌
効

果
が

見
ら

れ
る
の

で
は

な
い
か

実
験

ペ
ー
パ

ー
デ
ィ
ス
ク
法

を
用

い
た

①
ウ
コ
ギ
葉
抽
出
液
２
％
＋
グ
リ
セ
リ
ン
５
％
　
　
＋

滅
菌
水

　
②
ウ
コ
ギ
葉
抽
出
液

2%
＋
グ
リ
セ
リ
ン
１
０
％
　
　
＋

滅
菌
水

　
③
グ
リ
セ
リ
ン
５
％
＋
滅
菌
水

　
④
グ
リ
セ
リ
ン
１
０
％
＋
滅
菌
水

結
果

①
〜

④
全

て
阻

止
円

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

考
察

今
回
設
定
し
た
グ
リ
セ
リ
ン
の
濃
度
で
は
ウ
コ

ギ
の
成
分
が
グ
リ
セ
リ
ン
の
内
部
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
た
め
、
阻
止
円
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

展
望

グ
リ
セ
リ
ン
の

濃
度

を
下

げ
て
も
う
一

度
、
同

様
の

実
験

し
阻

止
円

が
見

ら
れ

る
か

確
認

し
た
い
。

抗
菌

効
果

が
確

認
さ
れ

た
場

合
は

実
際

に
肌

に
塗

っ
て
み

て
抗

菌
効

果
が

維
持

さ
れ

た
ま
ま
ハ

ン
ド
ク
リ
ー
ム
と
し
て
は

た
ら
く
の

か
を
調

べ
た

い
。

謝
辞

ウ
コ
ギ
を
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
ウ
コ
ギ
農

家
内

藤
次

男
様

に
深

く
感

謝
い
た
し
ま
す

参
考
文
献

田
村
朝
子
、
田
渕
三
保
子
、
山
田
則
子
　
　
　
　
　
ウ
コ
ギ

(A
ca

nt
ho

pa
na

x 
si

eb
lia

nu
m

)の
抗
菌
性
お
よ
び
カ
ッ

ト
野
菜
に
対
す
る
効
果
（
20

05
）
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6

②
① ③

④
先

行
研

究
・
ウ
コ
ギ
葉

抽
出

液
に
は

グ
ラ
ム
陰

性
菌

に
対

し
て
抗

菌
効

果
が

あ
る

・
ウ
コ
ギ
葉

に
含

ま
れ

る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

に
は

抗
菌

効
果

が
あ
り
、
そ
の

一
種

で
あ
る
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸

中
の

カ
テ
コ
ー
ル

基
に
は

抗
菌

作
用

が
あ
る

①
〜
④
を
浸
し
た

ペ
ー
パ
ー
デ
ィ
ス
ク

黒黒
いい
円円

形形
のの

とと
ここ
ろろ

が
阻

止止
円円

グ
ラ
ム
陰

性
菌

の
塗

ら
れ

て
い
る
寒

天
培

地
に

乗
せ

る

１１
日日

後後

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

バ
イ

オ
産

業
科

学
と

社
会

課
題

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

8
D

 ウ
コ

ギ
葉

の
抗

菌
効

果
を

活
用

し
た

ハ
ン

ド
ク

リ
ー

ム
作

成
に

向
け

て
　

メ
ン

バ
ー

：
　

青
木

昂
太

郎
　

，
小

村
一

生
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

私
達

は
、

こ
の

研
究

を
先

行
研

究
「
ウ

コ
ギ

葉
の

抗
菌

効
果

を

活
用

し
た

抗
菌

剤
作

成
に

向
け

て
」
か

ら
引

き
継

い
だ

。
最

初
、

私
達

は
「
ウ

コ
ギ

葉
の

抗
菌

効
果

の
持

続
化

に
向

け
て

」

と
い

っ
た

テ
ー

マ
を

設
定

し
て

い
た

が
、

良
い

ア
イ

デ
ア

が
浮

か
ば

ず
、

途
中

か
ら

、
先

生
か

ら
の

助
言

も
あ

り
、

ハ
ン

ド
ク

リ
ー

ム
に

活
用

す
る

考
え

に
至

っ
た

。
こ

の
経

験
か

ら
、

こ
れ

か
ら

S
S
R
の

テ
ー

マ
を

設
定

す
る

方
々

は
慎

重
に

テ
ー

マ
設

定
を

し
た

ほ
う

が
い

い
と

思
う

。
特

に
普

通
科

は
S
S
R
の

活
動

の
時

間
が

限
ら

れ
て

い
る

の
で

、
自

分
が

し
た

い
研

究
と

い
う

点
だ

け
で

な
く

、
現

実
的

に
可

能
な

の
か

と
い

う
視

点
か

ら
も

考
え

た
ほ

う
が

い
い

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

私
達

が
用

い
た

先
行

研
究

は
2
0
2
2
年

か
ら

続
い

て
お

り
、

す

で
に

色
々

な
結

果
が

出
て

い
た

。
そ

の
た

め
、

私
達

は
そ

れ
ら

の
結

果
か

ら
研

究
テ

ー
マ

等
を

設
定

で
き

た
。

私
は

、
先

行

研
究

が
あ

っ
た

ほ
う

が
先

輩
か

ら
教

え
て

い
た

だ
け

る
し

、

テ
ー

マ
も

決
め

や
す

い
た

め
い

い
と

思
う

が
、

も
し

新
し

く
研

究

を
始

め
た

い
の

な
ら

、
事

前
に

論
文

を
幅

広
く

読
ん

だ
り

、
実

験
器

具
な

ど
の

確
認

を
し

た
り

、
準

備
を

全
力

で
行

わ
な

い
と

い
け

な
い

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

最
初

の
仮

説
は

論
文

や
本

か
ら

得
た

情
報

で
、

自
分

が
疑

問

や
興

味
を

持
っ

た
こ

と
で

立
て

て
み

る
。

実
験

を
行

い
、

そ
の

仮
説

を
改

善
し

て
い

く
と

、
よ

い
研

究
に

な
る

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

実
験

は
失

敗
す

る
こ

と
の

ほ
う

が
圧

倒
的

に
多

い
。

う
ま

く
い

か
な

く
て

も
、

く
じ

け
ず

に
実

験
結

果
の

考
察

を
し

よ
う

。
ま

た
、

実
験

が
失

敗
し

た
と

き
、

何
が

原
因

か
を

明
確

に
す

る
た

め

に
、

実
験

は
丁

寧
に

行
お

う
。

そ
の

た
め

、
実

験
を

す
る

前
に

手
順

の
確

認
は

絶
対

す
べ

き
。

私
達

が
行

っ
た

実
験

で
は

最

初
、

グ
ラ

ム
陰

性
菌

と
間

違
え

て
、

グ
ラ

ム
陽

性
菌

を
使

っ
て

し
ま

い
、

阻
止

円
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
。

次
に

行
っ

た
実

験
で

も
原

因
は

わ
か

ら
な

い
が

阻
止

円
が

得
ら

れ
ず

。
最

後
に

行
っ

た
実

験
で

も
グ

リ
セ

リ
ン

と
ウ

コ
ギ

葉
の

抗
菌

成
分

が
う

ま

く
混

じ
り

合
わ

な
か

っ
た

こ
と

で
、

阻
止

円
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
。

ま
た

、
実

験
回

数
は

多
い

に
越

し
た

こ
と

は
な

い
の

で
、

早
い

段
階

か
ら

実
験

を
始

め
よ

う
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

聞
い

て
い

る
人

に
伝

わ
っ

て
い

る
か

ど
う

か
、

興
味

を
 

持
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
か

ど
う

か
が

い
ち

ば
ん

大
事

な
の

 

で
、

た
だ

の
事

実
報

告
に

な
ら

な
い

よ
う

に
し

よ
う

。
ポ

 

ス
タ

ー
は

文
字

大
き

く
、

図
大

き
く

し
て

、
発

表
の

時
の

 

声
は

自
分

が
思

う
2
倍

の
大

き
さ

の
声

で
、

し
っ

か
り

聞
 

い
て

い
る

人
の

方
を

見
て

話
そ

う
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

田
村

朝
子

、
田

渕
三

保
子

、
山

田
則

子
 ウ

コ
ギ

 

(A
ca

n
th

o
p
an

as
ie

b
lia

n
u
m

)の
抗

菌
性

お
よ

び
カ

ッ
ト
野

菜
に

対
す

る
効

果
(2

0
0
5
)5

6
巻

 7
号

p
.4

5
1
〜

4
5
6
 

ウ
コ

ギ
葉

は
内

藤
次

男
様

よ
り

提
供

頂
い

た
。
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ス
ギ
ナ
を
選

択
的
に
除
草
す
る
た
め
の
植
物
ホ
ル
モ
ン
濃
度
の
研
究

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
　
２
年
　
殿
岡
櫻
弓
　
渡
辺
さ
く
ら
　
原
田
果
穂
　
髙
橋
梨
愛

昨
今
、
農
地
や
庭
に
は
多
く
の
雑
草
が
生
息
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
雑
草
の
中
で
も
、
ス
ギ
ナ

は
茎
が
切
れ
や
す
く
、
根
が
深
く
ま
で
張
っ
て
い
て
抜
き
づ
ら
い
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
一
度
除
去
し
て
も
再
び
繁
殖
し
や
す
く
、
農
作
物
の
生
育
や
庭
の
景
観
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
多
い
。
私
達
は
、
こ
の
よ
う
な
厄
介
な

ス
ギ
ナ
の
み
を
効
果
的
に
除
草
し
、
ほ
か
の
植
物
に
は
で
き
る
だ
け
影
響
を
与
え
な
い
方
法
を

探
し
た
い
と
思
い
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
考
え
た
。

緒
言

　
先
行
研
究
(中

谷
,2
01
5)

(1
)で

は
、
ス
ギ
ナ
(E

qu
is

et
um

 a
rv

en
se
）
に
対
し
て
植
物
ホ
ル
モ

ン
で
あ
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
お
よ
び
ア
ブ
シ
ジ
ン
酸
で
そ
れ
ぞ
れ
処
理
し
､光

を
8時

間
照
射
す
る
条
件

下
で
そ
の
生
育
へ
の
影
響
を
比
較
す
る
実
験
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
を

施
し
た
ス
ギ
ナ
で
は
、
ア
ブ
シ
ジ
ン
酸
処
理
を
施
し
た
ス
ギ
ナ
と
比
較
し
て
、
明
確
な
成
長
抑
制

効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
特
定
の
植
物
ホ
ル
モ
ン
処
理
が
ス
ギ
ナ
の
生
育
を
制
御

す
る
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

先
行

研
究

使
用

し
た
薬

品
・
住
友
ジ
ベ
レ
リ
ン
錠
剤
(住

友
化
学
)

ぶ
ど
う
の
無
種
子
化
、
果
粒
肥
大
促
進
な
ど
の
目
的
で
用
い
ら
れ
る
。

植
物
を
縦
方
向
に
成
長
さ
せ
る
は
た
ら
き
を
持
つ
。

・
オ
ー
キ
シ
ン
(2
,4
-D

ア
ミ
ン
塩
)(石

原
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
)

イ
ネ
科
雑
草
以
外
の
広
葉
雑
草
の
除
草
に
用
い
ら
れ
る
。

細
胞
壁
を
全
体
的
に
ゆ
る
め
て
、
成
長
を
促
進
さ
せ
る
は
た
ら
き
を
持
つ
。

仮
説

　
ス
ギ
ナ
は
節
で
千
切
れ
や
す
い
た
め
完
全
に
根
絶
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、
一
般
的
に
生
命
力

が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

他他
のの
雑雑
草草
にに
同同
じじ
濃濃
度度
のの
植植
物物
ホホ
ルル
モモ
ンン
をを
散散
布布
しし
たた
際際
、、

スス
ギギ
ナナ
だだ
けけ
がが
枯枯
れれ
るる
濃濃
度度
がが
存存
在在
すす
るる
のの
でで
はは
なな
いい
かか

と
考
え
、
以
下
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ
た
。

実
験

方
法

実
験
１

1.
ス
ギ
ナ
(体

長
約
15
cm

)を
採
取

2.
溶
液
を
作
成

　
・
ジ
ベ
レ
リ
ン
溶
液
：
野
菜
類
を
対
象
に
使
わ
れ
る
量
(5
0p
pm

)を
基
準
と
し
て
、
　
　
　
そ
の
10

倍
、
1倍

、
1/
10

倍
の
濃
度
の
溶
液
を
作
成

　
・
2,
4-
D
溶
液
：
水
田
周
辺
の
雑
草
(1
0ア

ー
ル
)を

対
象
に
使
わ
れ
る
量
(薬

量
80
g,
希
釈
　
　

水
量
85
L)
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
10

倍
、
1倍

、
1/
10

倍
の
濃
度
の
溶
液
を
作
成

3.
コ
ニ
カ
ル
チ
ュ
ー
ブ
に
ス
ギ
ナ
と
純
水
30
m
L、

溶
液
60
μL

を
入
れ
、
経
過
を
観
察

(溶
液
を
入
れ
な
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
用
意
し
、
同
様
に
観
察
を
行
う
)

実
験
２

1.
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
(P

oa
 a

nn
ua
),オ

ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
(C

er
as

ti
um

 g
lo

m
er

at
um

)シ
ロ
ツ
メ

ク
サ
(T

ri
fo

liu
m

 r
ep

en
s)
,ヒ

メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
(L

am
iu

m
 p

ur
pu

re
um

)を
採
取

2.
実
験
1と

同
様
の
溶
液
を
作
成

3.
コ
ニ
カ
ル
チ
ュ
ー
ブ
と
シ
ャ
ー
レ
に
植
物
と
純
水
30
m
L、

溶
液
60
μL

を
入
れ
、
経
過
を
観
察

(溶
液
を
入
れ
な
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
用
意
し
、
同
様
に
観
察
を
行
う
)

結
果

実
験
1

(ス
ギ
ナ
の
み
)

10
倍

1倍
1/
10

倍

ジ
ベ
レ
リ
ン

(6
個
体
)

✕
：
2個

体
△
：
3個

体
◯
：
1個

体

✕
：
2個

体
△
：
2個

体
◯
：
2個

体

✕
：
1個

体
△
：
4個

体
◯
：
1個

体

オ
ー
キ
シ
ン

(6
個
体
)

✕
：
2個

体
△
：
3個

体
◯
：
1個

体

✕
：
2個

体
△
：
4個

体
◯
：
0個

体

✕
：
2個

体
△
：
1個

体
◯
：
3個

体

※
表
中
の
◯
は
植
物
全
体
が
健
康
な
状
態
、
△
は
茎
の
先
端
の
み
が
枯
れ
た
状
態
、
✕
は
植

物
全
体
が
枯
れ
た
状
態
を
表
す
。

ス
ギ
ナ
と
そ
の

他
の

植
物

で
、
枯

れ
方

に
違

い
が

見
ら
れ

た
　
ス
ギ
ナ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
個
体
で
枯
れ
た
り
、
部
分
的
に
枯
れ
た
り
す
る
反
応
が
見
ら
れ
た
が
、

2,
4−
D
の
1/
10

濃
度
の
個
体
は
比
較
的
全
体
が
生
き
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
他
の
植
物

で
は
特
に
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
逆
に
成
長
し
た
り
し
た
個
体
が
多
か
っ
た
。

スス
ズズ
メメ
ノノ
カカ
タタ
ビビ
ララ

：
2,
4-
D
の
基
準
濃
度
の
個
体
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
以
外
は
平
均
し
て
２
０
ｃ
ｍ

程
度
成
長
し
た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
個
体
で
花
が
咲
い
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
以
外
の
個
体
で

は
花
軸
の
伸
長
も
見
ら
れ
た
。

オオ
ララ
ンン
ダダ
ミミ
ミミ
ナナ
ググ
ササ

：
す
べ
て
の
個
体
で
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

シシ
ロロ
ツツ
メメ
クク
ササ

：
す
べ
て
の
個
体
で
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

ヒヒ
メメ
オオ
ドド
リリ
ココ
ソソ
ウウ

：
ジ
ベ
レ
リ
ン
の
10

倍
濃
度
の
個
体
で
は
茎
の
伸
長
と
花
の
開
花
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
2,
4-
D
の
基
準
濃
度
の
個
体
で
も
茎
の
伸
長
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
個
体
で
は
変

化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

考
察

　
　
　
✕✕
　
　
　
　
　
　
△△
　
　
　
　
　
　
　
◯◯

　
今
回
の
結
果
か
ら
低
濃
度
の
オ
ー
キ
シ
ン
以
外
は
ス
ギ
ナ
の
選
択
的
な
除
草
に
効
果
的
で
あ

る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
各
植
物
ご
と
の
濃
度
に
よ
る
反
応
の
違
い
は
明
確
に
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、
ス
ギ
ナ
と
そ
の
他
の
植
物
で
違
い
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
予
備
実
験
よ
り
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
以
外
の
植
物
は
高
濃
度
オ
ー
キ
シ
ン
で
除
草
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
オ
ー
キ
シ
ン
に
お
い
て
は
基
準
の
1/
10

倍
濃
度
以
上
10
00

倍
濃
度

以
下
で
ス
ギ
ナ
を
選
択
的
に
除
草
で
き
る
と
考
察
で
き
る
。
ま
た
ジ
ベ
レ
リ
ン
に
お
い
て
は
ど
の
濃

度
で
も
殆
ど
の
個
体
が
枯
れ
た
こ
と
か
ら
除
草
で
き
る
濃
度
範
囲
を
設
定
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
、
実
験
2の

植
物
が
成
長
し
た
の
は
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
成
長
促
進
作
用
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

(1
)中

谷
敬
子
,ス

ギ
ナ
の
繁
殖
特
性
と
環
境
応
答
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
,雑

草
研
究
,2
0
1
5
,6
0
巻
4
号
,p
1
5
8
-
1
6
5
 

(2
)内

田
智
尋
,佐

久
間
洋
,加

藤
大
貴
,ス

ギ
ナ
栄
養
茎
か
ら
の
発
芽
・
発
根
を
制
御
す
る
要
因
の
解
明
,2
0
2
4
,中

国
四
国
植

物
学
会
,第

7
6
回
大
会
 

参
考
文
献

(1
)中

谷
敬
子
,ス

ギ
ナ
の
繁
殖
特
性
と
環
境
応
答
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
,雑

草
研
究
,2
0
1
5
,6
0
巻
4
号
,p
1
5
8
-
1
6
5
 

(2
)内

田
智
尋
,佐

久
間
洋
,加

藤
大
貴
,ス

ギ
ナ
栄
養
茎
か
ら
の
発
芽
・
発
根
を
制
御
す
る
要
因
の
解
明
,2
0
2
4
,中

国
四
国
植

物
学
会
,第

7
6
回
大
会
 

　
今
回
、
一
度
枯
れ
た
ス
ギ
ナ
の
な
か
に
、
ま
た
新
た
に
新
芽
が
生
え
て
き
た
個
体
が
い
く
つ
か

あ
っ
た
。
実
験
は
室
内
で
行
っ
た
た
め
、
こ
の
環
境
は
庭
な
ど
の
野
生
環
境
に
類
似
し
た
も
の
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
今
後
は
プ
ラ
ン
タ
ー
や
畑
な
ど
で
実
験
を
行
い
、
新
し
い
芽
が
生
え
て
く
る
か
検

証
し
た
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
実
験
で
は
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
種
類
や
濃
度
に
よ
る
植
物
の
反
応
の
違
い
を
示
す

結
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後
は
よ
り
低
い
濃
度
の
植
物
ホ
ル
モ
ン
に
漬
け
る
な
ど
し
て
、
ス
ギ

ナ
が
枯
れ
る
濃
度
を
特
定
し
た
い
。
成
長
し
た
根
や
茎
の
長
さ
の
測
定
も
並
行
し
て
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
将
来
的
に
は
、
こ
の
研
究
を
も
と
に
環
境
に
優
し
い
選
択
的
除
草
法
の
確
立
や
、
持
続
可
能
な

農
業
へ
の
応
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

追追
加加
実実
験験

　
基
準
濃
度
の
10
00

倍
の
濃
度
の
2,
4−
D
溶
液
に
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ

ラ
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
を
浸
す
実
験
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
は
変
化
が
無
く
、
そ
の
他
の
種
類
の
植

物
は
枯
れ
た
。
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
の
み
が
イ
ネ
科
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

妥
当
な
結
果
と
判
断
す
る
。

展
望

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
(2
個
体
)

◯
：
2個

体

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

バ
イ

オ
産

業
科

学
と

社
会

課
題

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

8
E
 ス

ギ
ナ

を
選

択
的

に
除

草
す

る
た

め
の

植
物

ホ
ル

モ
ン

濃
度

の
研

究
　

メ
ン

バ
ー

：
　

殿
岡

櫻
弓

，
渡

辺
さ

く
ら

，
原

田
果

穂
，

髙
橋

梨
愛

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

達
は

日
頃

対
処

に
悩

む
ス

ギ
ナ

だ
け

を
除

草
す

る
方

法

が
あ

れ
ば

い
い

な
と

い
う

思
い

か
ら

研
究

テ
ー

マ
を

設
定

し
ま

し
た

。
テ

ー
マ

が
な

か
な

か
固

ま
ら

ず
、

決
定

ま
で

に
時

間
が

か
か

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

が
、

結
局

は
日

常
で

抱
く

悩
み

や
も

ど
か

し
さ

が
テ

ー
マ

に
な

り
ま

し
た

。
 

　
社

会
的

な
意

義
な

ど
か

ら
考

え
る

の
も

良
い

で
す

が
、

自
分

の
些

細
な

気
に

な
る

こ
と

を
洗

い
出

し
て

み
る

の
も

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
私

達
の

行
っ

て
い

る
研

究
は

私
達

が
独

自
で

始
め

た
も

の

で
あ

り
本

校
で

の
先

行
研

究
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
そ

の
た

め
、

先
行

研
究

を
調

べ
る

際
は

自
分

た
ち

の
研

究
の

方
向

性

を
決

め
る

と
き

は
有

用
で

す
が

、
実

験
手

法
は

真
似

し
づ

ら
い

場
合

も
あ

る
の

で
そ

の
時

は
複

数
論

文
を

調
べ

る
事

が
重

要

に
な

り
ま

す
。

私
達

の
場

合
は

論
文

に
用

い
ら

れ
た

植
物

ホ

ル
モ

ン
の

濃
度

が
明

記
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
真

似
す

る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
仮

説
は

、
先

行
研

究
を

読
ん

で
、

ま
だ

検
証

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

を
探

し
て

決
定

し
ま

し
た

。
私

達
の

場
合

、
先

行
研

究
で

実
験

に
使

わ
れ

て
い

た
の

が
二

種
類

の
植

物
ホ

ル
モ

ン
の

み

だ
っ

た
こ

と
か

ら
、

他
の

植
物

ホ
ル

モ
ン

は
ど

う
い

う
影

響
を

も

た
ら

す
の

か
？

と
い

う
疑

問
の

も
と

設
定

し
ま

し
た

。
一

か
ら

ア

プ
ロ

ー
チ

を
考

え
よ

う
と

思
っ

て
も

な
か

な
か

思
い

浮
か

ば
な

か
っ

た
と

き
は

、
先

行
研

究
の

及
ん

で
い

な
い

場
所

を
探

し
て

み
る

の
も

い
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

 

　
追

加
の

問
い

に
つ

い
て

は
、

実
験

結
果

を
考

察
す

る
な

か

で
立

て
て

い
き

ま
し

た
。

振
り

返
っ

て
み

て
自

分
た

ち
の

考
察

は
十

分
で

な
か

っ
た

と
思

う
の

で
す

が
、

対
象

の
植

物
が

本

当
に

枯
れ

る
の

か
を

検
証

す
る

追
加

実
験

を
行

え
た

の
は

良

か
っ

た
で

す
。

実
験

を
し

て
不

安
に

思
っ

た
こ

と
や

、
疑

問
に

思
っ

た
こ

と
を

大
切

に
し

て
、

そ
れ

を
問

い
と

し
て

新
た

な
実

験
を

行
う

の
も

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
実

験
方

法
は

、
主

に
先

行
研

究
を

参
考

に
決

定
し

ま
し

た
。

植
物

ホ
ル

モ
ン

の
濃

度
の

決
定

に
つ

い
て

は
、

自
分

た
ち

で

は
難

し
か

っ
た

た
め

、
神

戸
へ

の
研

修
旅

行
の

際
に

大
学

の

教
授

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
私

達
は

、
商

品
に

表
示

し
て

あ
る

濃
度

を
基

準
と

し
て

、
そ

の
1
/
1
0
倍

や
1
0
倍

、

も
し

く
は

1
/
1
0
0
倍

や
1
0
0
倍

の
濃

度
を

用
い

る
こ

と
を

提
案

し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
濃

度
の

幅
を

大
き

く
取

っ
て

実
験

し
て

か
ら

反
応

を
確

か
め

て
、

そ
の

後
徐

々
に

幅
を

狭
く

し
て

い
く

と
、

除
草

に
効

果
的

な
濃

度
が

わ
か

る
は

ず
で

す
。

基
準

に

す
る

濃
度

は
何

で
も

良
い

と
は

思
い

ま
す

が
、

個
体

の
大

き
さ

や
特

徴
が

似
て

い
る

も
の

だ
と

よ
り

良
い

か
と

思
い

ま
す

。
 

　
ま

た
、

私
達

は
実

際
の

天
候

に
ま

か
せ

て
実

験
を

進
め

た

の
で

、
あ

と
で

出
た

結
果

が
何

の
影

響
な

の
か

断
定

で
き

な
く

な
り

ま
し

た
。

こ
れ

を
踏

ま
え

て
、

対
照

実
験

に
す

る
こ

と
を

意

識
し

て
手

法
を

設
定

す
る

か
、

天
候

の
記

録
を

と
る

か
す

る
べ

き
だ

っ
た

と
反

省
し

ま
し

た
。

 

　
実

験
結

果
の

分
析

を
行

う
に

あ
た

っ
て

必
ず

必
要

な
の

は

デ
ー

タ
で

す
。

必
ず

理
解

で
き

る
よ

う
に

記
録

を
と

る
こ

と
が

大

切
で

す
。

記
録

の
と

り
方

や
分

析
の

方
法

、
基

準
は

事
前

に

決
め

て
お

く
と

、
よ

り
ス

ム
ー

ズ
に

実
験

を
進

め
ら

れ
る

と
思

い

ま
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
主

に
発

表
方

法
に

つ
い

て
で

す
。

人
前

で
話

す
と

な
る

と
緊

張
し

て
絶

対
早

口
に

な
っ

て
し

ま
う

の
で

意
識

的
に

ゆ
っ

く
り

話
す

よ
う

に
す

る
と

い
い

で
し

ょ
う

。
声

も
い

つ
も

の
2
倍

ぐ
ら

い

は
大

き
く

話
さ

な
い

と
後

ろ
の

方
ま

で
聞

こ
え

な
い

の
で

頑
張

り
ま

し
ょ

う
。

原
稿

用
紙

を
ず

っ
と

見
て

話
す

の
は

聞
き

手
に

失

礼
な

の
で

原
稿

を
覚

え
て

し
ま

う
か

キ
ー

ワ
ー

ド
だ

け
書

い
て

自
分

で
考

え
な

が
ら

発
表

す
る

か
し

ま
し

ょ
う

。
 

　
ポ

ス
タ

ー
は

文
字

を
少

な
く

、
写

真
や

表
を

多
く

つ
け

る
こ

と

で
わ

か
り

や
す

く
、

イ
ン

パ
ク

ト
の

あ
る

も
の

が
作

れ
ま

す
。

表

は
デ

ー
タ

数
が

多
い

ほ
ど

正
確

で
情

報
の

多
い

も
の

と
な

る

の
で

サ
ン

プ
ル

を
た

く
さ

ん
準

備
す

る
と

い
い

で
し

ょ
う

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献
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bi
do

ps
is

 s
ee

ds
." 

P
la

nt
 P

hy
si

ol
og

y 
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6.
3 

(2
00

8)
: 1

36
1-

13
70
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−
,
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t a
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–
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−5.

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

バ
イ

オ
産

業
科

学
と

社
会

課
題

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

8
F
 オ

カ
ヒ

ジ
キ

の
最

適
発

芽
条

件
の

探
求

　

メ
ン

バ
ー

：
　

竹
田

広
明

，
平

間
愛

二
，

伊
藤

翔
太

，
羽

賀
智

輝
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
  

私
た

ち
は

、
最

初
に

地
域

の
特

産
品

と
地

域
の

問
題

を

関
連

付
け

て
テ

ー
マ

を
設

定
し

ま
し

た
。

テ
ー

マ
に

よ
っ

て

そ
の

後
の

実
験

が
決

ま
る

の
で

、
テ

ー
マ

設
定

に
は

長
い

時
間

を
割

く
価

値
が

あ
り

ま
す

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

私
た

ち
は

先
輩

方
の

先
行

研
究

は
な

く
、

選
ん

だ
テ

ー
マ

を
「
J-

S
T

A
G

E
」
や

英
語

で
関

連
ワ

ー
ド

の
検

索
を

行
っ

た

り
、

文
献

を
用

い
て

調
べ

た
り

し
ま

し
た

。
特

に
テ

ー
マ

の
類

似
研

究
を

探
し

て
調

べ
た

い
と

思
っ

て
い

る
研

究
が

あ
る

か

ど
う

か
を

よ
く

調
べ

、
研

究
の

独
自

性
を

も
た

せ
る

よ
う

に
し

ま
し

た
。

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て

 　
置

賜
に

住
む

我
々

に
と

っ
て

身
近

な
植

物
を

使
い

た
い

と
考

え
て

い
た

た
め

、
置

賜
の

特
産

品
で

あ
る

オ
カ

ヒ
ジ

キ

を
用

い
て

実
験

を
行

お
う

と
考

え
ま

し
た

。
そ

の
後

文
献

調

査
を

し
て

、
ヒ

ユ
科

の
植

物
の

多
く

は
フ

ァ
イ

ト
レ

メ
デ

ィ
エ

ー

シ
ョ
ン

能
力

を
持

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
た

め
、

オ
カ

ヒ

ジ
キ

に
も

そ
の

よ
う

な
能

力
が

あ
る

と
考

え
、

本
研

究
を

行
い

ま
し

た
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
  

植
物

を
用

い
る

場
合

に
は

、
温

度
や

光
、

低
温

処
理

等
と

い
っ

た
発

芽
に

関
わ

る
で

あ
ろ

う
条

件
を

変
化

さ
せ

て
実

験

を
行

う
方

が
良

い
で

す
。

テ
ー

マ
設

定
に

時
間

を
か

け
す

ぎ

て
適

切
な

時
期

に
栽

培
で

き
な

か
っ

た
り

、
結

果
を

十
分

数

得
ら

れ
な

か
っ

た
り

す
る

の
で

、
最

初
の

実
験

計
画

の
と

き

か
ら

詳
細

に
実

験
方

法
を

設
定

し
て

実
験

を
行

う
と

良
い

で

す
。

 

　
考

察
に

つ
い

て
は

、
ま

ず
は

実
験

結
果

を
細

部
ま

で
分

析
す

る
こ

と
が

前
提

と
し

て
必

要
で

す
。

各
条

件
で

の
結

果

を
照

ら
し

合
わ

せ
な

が
ら

、
似

て
い

る
と

こ
ろ

、
大

き
く

違
う

と

こ
ろ

を
洗

い
出

し
、

な
ぜ

似
た

結
果

に
な

っ
た

の
か

、
な

ぜ

違
う

結
果

に
な

っ
た

の
か

を
考

え
ま

す
。

こ
こ

で
必

要
な

の

は
、

あ
ら

ゆ
る

可
能

性
を

排
除

し
な

い
こ

と
で

す
。

班
員

全

員
で

考
え

あ
っ

て
、

多
く

の
考

察
を

出
し

た
あ

と
、

文
献

調

査
等

で
科

学
的

に
正

し
い

も
の

を
吟

味
し

て
く

だ
さ

い
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て

　
グ

ラ
フ

や
表

は
、

項
目

の
文

字
や

数
値

は
で

き
る

だ
け

大

き
い

ほ
う

が
い

い
と

思
い

ま
す

。
と

は
い

え
限

界
が

あ
る

の

で
、

凡
例

、
縦

軸
と

横
軸

、
特

に
重

要
な

数
値

に
つ

い
て

は

し
っ

か
り

口
頭

で
説

明
す

る
の

が
い

い
で

す
。

ま
た

、
我

々

は
ポ

ス
タ

ー
に

文
章

を
入

れ
す

ぎ
て

し
ま

い
、

窮
屈

な
ポ

ス

タ
ー

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
極

力
要

点
を

絞
っ

て
、

箇
条

書
き

や
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト
を

駆
使

し
、

整
然

と
し

た
見

や
す

い

ポ
ス

タ
ー

を
意

識
す

る
と

良
い

で
す

。
 

　
発

表
は

事
前

に
原

稿
を

作
り

内
容

を
イ

ン
プ

ッ
ト
し

て
か

ら

臨
む

の
が

良
い

で
す

。
本

番
で

原
稿

と
違

う
内

容
を

話
し

た

が
た

め
に

、
時

間
配

分
が

狂
っ

た
り

、
要

点
が

拡
散

し
た

り
し

な
い

よ
う

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

　
最

後
に

、
声

と
発

音
が

は
っ

き
り

し
て

い
な

い
と

、
内

容
が

全
く

伝
わ

ら
な

い
の

で
、

自
分

の
思

う
「
聴

衆
に

聞
こ

え
る

声
」
の

2
回

り
大

き
い

声
を

出
す

意
識

で
発

表
す

る
と

良
い

で
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

ご
指

導
く

だ
さ

る
先

生
方

は
、

私
た

ち
の

た
め

に
時

間
を

割
い

て
く

だ
さ

る
わ

け
な

の
で

、
時

間
に

は
厳

し
く

行
動

す
る

べ
き

で
す

。
チ

ャ
ッ

ト
G

P
T

な
ど

の
A

Iを
用

い
る

と
き

に
は

、

参
考

文
献

を
示

す
と

き
に

そ
の

情
報

と
、

情
報

を
引

用
し

た

日
時

が
必

要
に

な
る

の
で

、
し

っ
か

り
記

録
し

て
お

い
た

ほ
う

が
よ

い
で

す
。

 

（
参

考
文

献
）
 

・
Y

o
n
g 

C
h
ie

 L
ie

w
, 
L
u
ca

s 
W

ei
 T

ze
 L

im
, 
S
u
-
E
e 

L
au

, 

B
o
o
n
 C

h
in

 T
an

.,
  
(2

0
2
5
) 
―

R
es

ili
en

ce
 o

f 
P
or

tu
la

ca
 

p
la

n
ts

 t
o
 e

n
vi

ro
n
m

en
ta

l 
st

re
ss

es
 a

n
d
  
th

e 
ec

o
n
o
m

ic
 

p
o
te

n
ti
al

 o
f 
th

ei
r 

b
io

ac
ti
ve

 c
o
m

p
o
u
n
d
s 

 

・
T

o
h
, 
S
h
in

su
ke

, 
et

 a
l.
 "

H
ig

h
 t

em
p
er

at
u
re

-
in

d
u
ce

d 

ab
sc

is
ic

 a
ci

d
 b

io
sy

n
th

es
is

 a
n
d
 i
ts

 r
o
le

 i
n
 t

h
e 

in
h
ib

it
io

n
 o

f 
gi

b
b
er

el
lin

 a
ct

io
n
 i
n
 A

ra
b
id

o
p
si

s 

se
ed

s.
" 

P
la

n
t 

P
h
ys

io
lo

gy
 1

4
6
.3

 (
2
0
0
8
):
 1

3
6
1
-
1
3
7
0
. 

（
種

子
の

提
供

元
）
 

高
畠

地
産

館
様
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２
検

量
線

の
作

成

　
ア

ン
モ

ニ
ア

態
窒

素
、

硝
酸

態
窒

素
の

検
量

線
を

そ
れ

ぞ
れ

作
成

。

２
検

量
線

の
作

成

　
ア

ン
モ

ニ
ア

態
窒

素
、

硝
酸

態
窒

素
の

検
量

線
を

そ
れ

ぞ
れ

作
成

。

緒
言

仮
説

実
験

結
果

展
望

今
回

の
調

査
に

ご
協

力
い

た
だ

い
た

、
田

沢
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
様

、
田

沢
地

区
の

皆
様

、
新

電
力

開
発

株
式

会
社

様
、

米
沢

市
森

林
課

の
方

々
、

京
都

大
学

准
教

授
小

山
里

奈
様

信
州

大
学

准
教

授
牧

田
直

樹
様

　
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

謝
辞

参
考

文
献

・
針

葉
樹

に
お

け
る

細
根

の
無

機
態

窒
素

吸
収

速
度

と
根

特
性

と
の

関
係

信
州

大
学

伊
藤

拓
生

　

・
森

林
生

態
系

に
お

け
る

窒
素

飽
和

と
そ

の
樹

木
に

対
す

る
影

響
　

伊
豆

田
猛

  
・
D

iff
er

en
t R

el
at

io
ns

hi
ps

 o
f F

in
e 

R
oo

t T
ra

its
 W

ith
 R

oo
t A

m
m

on
iu

m
 a

nd
 N

itr
at

e 
U

pt
ak

e 
R

at
es

 in
 C

on
ife

r F
or

es
ts

  
 T

ak
um

i I
to

,A
yu

m
i T

an
ak

a-
O

da
,T

ai
ga

 M
as

um
ot

o,
M

ai
ko

 A
ka

ts
uk

i,N
ao

ki
 M

ak
ita

・
分

光
光

度
計

を
用

い
た

パ
ッ

ク
テ

ス
ト

の
定

量
化

の
検

討
と

検
証

‐
富

栄
養

化
に

着
目

し
て

‐
　

石
本

泰
基

・
羽

根
聡

一
朗

・
平

澤
慶

太
・
吉

田
翼

・
パ

ッ
ク

テ
ス

ト
に

よ
る

簡
易

土
壌

養
分

分
析

法
　

松
岡

憲
吾

・
波

田
善

夫

・
農

業
環

境
規

範
に

適
合

す
る

家
畜

ふ
ん

堆
肥

の
肥

効
評

価
シ

ス
テ

ム
の

確
立

　
分

析
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
 

岐
阜

県
農

業
セ

ン
タ

ー
　

　
　

   
   

 環
境

の
変

化
に

伴
う

樹
木

の
窒

素
吸

収
速

度
の

変
化

　
　

　
　

　
　

　
   

   
 　

　
　

山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
　

２
年

　
庄

司
朗

C

F

引
用

：
地

理
院

地
図

30
0m

同
じ

樹
種

間
で

も
国

道
に

近
接

な
森

林
に

植
生

し
て

い
る

樹
木

の
ほ

う
が

、
国

道
に

非
近

接
な

森
林

に
植

生
し

て
い

る
樹

木
よ

り
も

窒
素

吸
収

速
度

が
早

い
の

で
は

な
い

か
。

引引
用用

：：
国国

立立
環環

境境
研研

究究
所所

ニニ
ュュ

ーー
スス

 

　
　

　
22
77
巻巻

66
号号

 平平
成成

22
11
年年

（（
22
00
00
99
年年

））
22
月月

発発
行行

４
樹

木
の

窒
素

吸
収

速
度

の
速

度

コ
ナ

ラ
（
Q

ue
rc

us
 s

er
ra

ta
）

ホ
オ

ノ
キ

（
Q

ue
rc

us
 s

er
ra

ta
）

コ
ナ

ラ
（
Q

ue
rc

us
 s

er
ra

ta
）、

ホ
オ

ノ
キ

（
M

ag
no

lia
 o

bo
va

ta
）の

細
根

を
樹

木
に

つ
な

が
っ

た
ま

ま

掘
り

出
す

。

精
製

水
で

根
を

洗
浄

し
ア

ン
モ

ニ
ア

態
窒

素
、

硝
酸

態
窒

素
標

準
液

が
入

っ
た

チ
ュ

ー
ブ

に
そ

れ
ぞ

れ
90

分
間

挿
入

す
る

。
（
図

１
）

吸
収

後
の

溶
液

の
濃

度
を

、
作

成
し

た
検

量
線

を
元

に
確

認
す

る
。

そ
の

後
、

吸
収

率
計

算
式

に
代

入
し

て
窒

素
吸

収
速

度
を

求
め

る
。

10
cm

吸
収

中
の

ホ
オ

ノ
キ

根
の

乾
燥

重
量

濃
度

吸
収

速
度

平
均

A
0.

01
8

19
.0

22
0.

36
22

0.
20

53
B

0.
05

1
18

.7
27

0.
16

64

C
0.

08
18

.9
51

0.
08

74

D
0.

07
2

18
.6

97
0.

12
06

0.
14

59

E
0.

07
9

18
.0

14
0.

16
75

F
0.

06
8

18
.4

74
0.

14
96

◯
ア

ン
モ

ニ
ア

態
窒

素

ホ
オ

ノ
キ

コ
ナ

ラ 根
の

乾
燥

重
量

濃
度

吸
収

速
度

平
均

A
0.

07
18

.8
05

0.
11

38

0.
25

79

B
0.

03
5

17
.3

24
0.

50
97

C
0.

06
9

18
.4

47
0.

15
00

D
0.

04
7

17
.7

89
0.

31
36

0.
19

53
E

0.
06

1
19

.0
78

0.
10

08

F
0.

04
2

18
.9

2
0.

17
14

・
国

道
に

近
接

な
森

林
の

吸
収

速
度

が
僅

か
に

高
か

っ
た

も
の

の
、

非
近

接
な

森
林

と
の

間
に

有
意

差
が

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

サ
ン

プ
ル

数
が

少
な

か
っ

た
こ

と
、

測
定

し
た

の
が

10
月

と
な

っ
て

し
ま

い
、

窒
素

の
吸

収

が
盛

ん
な

春
の

時
期

と
は

ず
れ

て
し

ま
っ

た
こ

と
が

原
因

と
考

え
る

。

今
回

の
実

験
手

法
で

は
根

の
滲

出
物

も
同

時
に

測
定

し
て

い
る

こ
と

、
有

意
差

と
同

じ
く
、

測
定

し

た
の

が
10

月
と

な
っ

て
し

ま
い

、
窒

素
の

吸
収

が
盛

ん
な

春
の

時
期

と
は

ず
れ

て
し

ま
っ

た
こ

と
が

原
因

と
考

え
る

。

・
硝

酸
態

窒
素素

（（
特

に
ホホ

オオ
ノ

キ
））
にに

おお
いい

てて
、、

窒窒
素素

をを
吸吸

収収
しし

なな
かか

っっ
た

。

有
意

差

⇒ ⇒

研
究

の
流

れ

１１
国国

道道
にに

近近
接接

なな
森森

林林
（（

A
〜〜

C
））
、、

非
近

接
な

森
林

(D
~F

)の
植

生
調

査

目
的

：
樹

木
の

窒
素

吸
収

速
度

に
着

目
し

、
そ

の
違

い
か

ら
環

境
変

化
を

捉
え

る

こ
の

研
究

を
行

う
こ

と
で

、
道

路
工

事
、

交
通

な
ど

の
人

間
の

活
動

が
森

林
に

与
え

る
目

に

見
え

な
い

影
響

を
、

樹
木

の
根

の
窒

素
吸

収
デ

ー
タ

か
ら

早
期

に
評

価
す

る
こ

と
に

繋
が

る

と
考

え
ら

れ
る

。

A
~F

に
お

い
て

共
通

し
て

生
え

て
い

た
ホ

オ
ノ

キ
、

コ
ナ

ラ
を

対
象

に
樹

木
の

窒
素

吸
収

速
度

を
確

認
す

る
。

国
道

沿
い

の
森

林
で

は
環

境
条

件
の

違
い

に
よ

り
樹

木
の

窒
素

吸
収

速
度

が
高

ま
り

、
そ

の

影
響

に
よ

っ
て

土
壌

中
の

窒
素

量
に

明
確

な
差

が
現

れ
な

か
っ

た
可

能
性

が
あ

る
で

は
な

い

か
。

３３
国国

道道
にに

近近
接接

、、
非非

近近
接接

なな
森森

林林
(A

~F
)のの

土土
壌壌

中中
のの

窒窒
素素

量量
のの

測測
定定

　
・
土

壌
中

の
ア

ン
モ

ニ
ア

態
窒

素
（
N

H
₄⁺
）
お

よ
び

硝
酸

態
窒

素
（
N

O
₃⁻
）
量

は
、

　
　

A
〜

Fの
森

林
間

で
大

き
な

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

4 
本

研研
究究

：：
樹樹

木木
のの

窒窒
素素

吸吸
収収

速速
度度

のの
測測

定定

調
査

地
で

樹
木

に
つ

な
が

っ
た

ま
ま

の
細

根
を

ア
ン

モ
ニ

ア
態

窒
素

、
硝

酸
態

窒
素

標
準

液
が

入
っ

た
チ

ュ
ー

ブ
に

挿
入

し
、

吸
収

前
後

の
溶

液
の

濃
度

変
化

か
ら

吸
収

速
度

を
求

め
る

。

12
1号

N
H

₄C
l +

 K
N

O
₃

混
合

溶
液

（
図

１
）

◯
硝

酸
態

窒
素

◯ ホ
オ

ノ
キ

コ
ナ

ラ

根
の

乾
燥

重
量

濃
度

吸
収

速
度

平
均

A
0.

03
2

24
.2

96
-0

.8
95

-0
.4

90
1

B
0.

04
7

21
.7

09
-0

.2
42

4

C
0.

10
5

25
.2

43
-0

.3
32

9

D
0.

09
4

21
.0

19
-0

.0
72

27

-0
.1

23
7

E
0.

04
4

21
.5

44
-0

.2
33

9

F
0.

09
7

20
.9

45
-0

.0
64

95

根
の

乾
燥

重
量

濃
度

吸
収

速
度

平
均

A
0.

07
9

20
.9

45
-0

.0
79

75

-0
.1

75
1

B
0.

08
6

19
.4

36
0.

04
37

2

C
0.

03
9

22
.8

63
-0

.4
89

4

D
0.

10
8

17
.8

93
0.

13
01

0.
05

56
4

E
0.

08
3

19
.5

34
0.

03
74

3

F
0.

17
3

20
.0

15
-0

.0
00

57
80

考
察

・
樹

木
の

窒
素

吸
収

が
盛

ん
な

春
に

も
う

一
度

実
験

を
行

い
、

国
道

に
近

接
な

森
林

と
非

接
　

な
森

林
間

の
差

を
明

確
に

し
た

い
。

・
硝

酸
態

窒
素

が
吸

収
さ

れ
な

か
っ

た
要

因
に

つ
い

て
、

樹
種

や
窒

素
形

態
の

違
い

に
着

目

　
し

て
再

度
検

討
し

た
い

。

・
今

回
サ

ン
プ

ル
数

が
少

な
か

っ
た

た
め

、
サ

ン
プ

ル
数

を
増

や
し

た
い

。
方

法

E

N
up

ta
ke

 (µ
m

ol
 g

⁻¹ 
h⁻

¹) 
= 

(N
co

nt
ro

l −
 N

so
lu

tio
n)

 ×
 V

so
lu

tio
n 

/ (
D

W
ro

ot
 ×

 T
））

B

C

A
D

◯
吸

収
率

計
算

式

日
本

の
森

林
全

体
と

し
て

は
地

域
や

環
境

条
件

に

よ
っ

て
状

況
が

異
な

り
、

必
ず

し
も

窒
素

が
過

剰
で

あ

る
と

は
限

ら
ず

、
樹

木
の

外
観

か
ら

環
境

変
化

を
把

握
す

る
こ

と
は

困
難

と
な

っ
て

い
る

。

近
年

、
一

部
の

地
域

の
森

林
に

お
い

て
、

窒
素

過
多

の
状

態
が

生
じ

、
N

H
₄⁺
や

N
O

₃⁻
が

地
下

水
や

渓
流

へ
流

出
す

る
窒

素
飽

和
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

しし
かか

しし
⋯⋯
　

　
　

　
　

　
　

●
国

道
に

近
接

な
森

林
（
A

〜
C

）
と

非
近

接
な

森
林

（
D

〜
F）

で
、

樹
種

構
成

や
樹

高
分

布
に

大
き

な
違

い
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

●
15

m
以

上
の

コ
ナ

ラ
、

30
ｍ

以
上

の
ホ

オ
ノ

キ
が

国
道

近
接

地
に

も
存

在
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
は

国
道

開
通

以
前

か
ら

生
育

し
て

い
た

可
能

性
が

高
い

と
考

え
ら

れ
た

。

コ
ナ

ラ
（

(1
)

精
製

水
で

根
を

洗
浄

し
(2

)

吸
収

後
の

溶
液

の
濃

度
を

、
作

成
し

た
検

量
線

を
元

に
確

認
す

る
。

そ
の

後
、

吸
収

率
計

算
式

に
代

(3
)

硝
酸

態
窒

素
ア

ン
モ

ニ
ア

態
窒

素

コ
ナ

ラ
ホ

オ
ノ

キ
コ

ナ
ラ

ホ
オ

ノ
キ

ｐ
値

0.
54

42
0.

20
91

0.
68

79
0.

28
63

引
用

：
木

の
ぬ

く
も

り
・
森

の
ぬ

く
も

り
樹

木
と

野
草

の
写

真
　in

de
x

※
道

路
か

ら
10

0ｍ
以

上
離

れ
た

森
林

を
非

近
接

な
森

林
と

す
る

中 間 発 表 本 研 究

・
N

so
lu

tio
n：

測
定

後
の

溶
液

N
濃

度

・
D

W
ro

ot
：
根

乾
物

質
量

（
g）

・ ・

・・
N

up
ta

ke
:窒

素
吸

収
速

度

・ ・
N

co
nt

ro
l：

測
定

前
の

溶
液

N
濃

度

・
Vs

ol
ut

io
n：

溶
液

体
積

（
L）

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

バ
イ

オ
産

業
科

学
と

社
会

課
題

　
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

8
G

 環
境

の
変

化
に

伴
う

樹
木

の
窒

素
吸

収
速

度
の

変
化

　

メ
ン

バ
ー

：
　

庄
司

　
朗

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

テ
ー

マ
設

定
は

自
分

の
興

味
の

あ
る

こ
と

と
、

現
在

社
会

や
自

分
の

身
の

回
り

で
問

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
を

関
連

付

け
て

決
め

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。
私

は
、

元
々

興
味

を

持
っ

て
い

た
樹

木
と

社
会

で
問

題
と

な
っ

て
い

る
窒

素
飽

和

を
関

連
さ

せ
ま

し
た

。
最

初
に

決
め

た
テ

ー
マ

で
続

け
て

行

く
の

が
難

し
く

、
テ

ー
マ

を
変

え
る

場
合

は
テ

ー
マ

設
定

に

は
時

間
が

か
か

る
た

め
、

遅
く

と
も

中
間

発
表

前
、

直
後

辺

り
ま

で
に

テ
ー

マ
の

変
更

を
し

た
ほ

う
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
私

の
よ

う
に

新
た

に
研

究
を

始
め

る
方

は
、

大
学

の

先
生

な
ど

と
つ

な
が

っ
て

研
究

を
進

め
た

ほ
う

が
研

究
を

進

め
や

す
い

で
す

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

先
行

研
究

は
go

o
gl

e 
sc

h
o
la

r 
や

J-
st

ag
eを

利
用

し
て

調

べ
る

と
良

い
で

す
。

論
文

を
調

べ
る

際
に

は
、

日
本

語
の

研

究
だ

け
で

な
く

英
語

の
研

究
も

調
べ

た
ほ

う
が

詳
し

く
調

べ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
日

本
語

の
キ

ー
ワ

ー
ド

だ
け

で
な

く
、

英
語

の
キ

ー
ワ

ー
ド

も
検

索
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

あ
と

か

ら
ポ

ス
タ

ー
に

載
せ

る
と

き
、

載
せ

忘
れ

が
な

い
よ

う
に

、
参

考
に

し
た

研
究

は
こ

ま
め

に
メ

モ
を

し
て

お
い

た
ほ

う
が

い

い
で

す
。

ま
た

、
大

学
の

先
生

と
コ

ン
タ

ク
ト
を

取
り

、
ど

ん
な

研
究

が
あ

る
の

か
聞

く
と

、
自

分
達

だ
け

で
は

調
べ

き
る

こ
と

の
で

き
な

か
っ

た
論

文
や

他
の

大
学

と
繋

げ
て

も
ら

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

た
だ

、
大

学
の

先
生

に
伺

う
際

は
自

分
達

で

よ
く

調
べ

て
か

ら
伺

い
ま

し
ょ

う
。

 

３
. 
 仮

説
や

問
い

の
立

て
方

に
つ

い
て

 

　
私

は
他

の
論

文
な

ど
の

研
究

結
果

か
ら

仮
説

を
立

て
ま

し

た
。

仮
説

を
ポ

ス
タ

ー
に

載
せ

る
際

は
、

何
で

そ
の

よ
う

な
仮

定
を

立
て

た
の

か
を

説
明

す
る

の
を

忘
れ

な
い

よ
う

に
し

て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

問
い

な
ど

は
植

生
調

査
な

ど
の

観
察

か
ら

生
ま

れ
る

も
の

も
多

い
で

す
。

意
味

の
な

い
結

果
だ

と
思

っ

て
も

得
ら

れ
た

結
果

を
丁

寧
に

読
み

取
り

ま
し

ょ
う

。
 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

自
分

達
が

何
を

調
べ

た
い

の
か

行
き

当
た

り
ば

っ
た

り
で

検
証

す
る

の
で

は
な

く
、

事
前

に
計

画
を

立
て

て
分

析
・
検

証
方

法
を

は
っ

き
り

さ
せ

て
研

究
を

進
め

た
ほ

う
が

い
い

で

す
。

分
析

方
法

は
一

通
り

で
は

な
く

い
く

つ
か

あ
る

場
合

が

多
い

で
す

。
何

で
そ

の
分

析
方

法
に

し
た

の
か

説
明

で
き

る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
た

と
え

ば
、

私
の

今
回

の
研

究
で

は
土

壌
中

の
窒

素
量

の
測

定
、

窒
素

吸
収

速
度

の
測

定
に

パ
ッ

ク
テ

ス
ト
と

、
紫

外
分

光
光

度
計

を
併

用
し

て
分

析
し

ま
し

た
。

こ
れ

は
、

こ
の

分
析

方
法

が
安

価
で

自
分

が
で

き
る

最

も
正

確
に

計
測

で
き

る
方

法
だ

っ
た

か
ら

で
す

。
ま

た
、

私

の
よ

う
に

植
生

調
査

や
学

校
や

自
宅

以
外

の
樹

木
を

使
っ

て
実

験
を

す
る

と
き

は
、

必
ず

土
地

の
所

有
者

に
許

可
と

っ

て
調

査
・
実

験
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

市
の

土
地

で
研

究
す

る
許

可
は

、
市

役
所

や
区

役
所

の
森

林
課

に
行

く
と

、
取

り

に
行

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
市

や
県

の
も

の
で

は
な

い
土

地
、

特
に

山
の

所
有

者
は

県
外

の
人

で
あ

る
こ

と
も

多
く

、
実

験

の
所

有
者

の
特

定
、

許
可

に
は

予
想

外
の

時
間

が
か

か
っ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

調
査

、
実

験
を

行
い

た
い

場
所

が
決

ま
っ

た
ら

所
有

者
の

特
定

、
許

可
を

取
る

の
は

早
め

に

始
め

ま
し

ょ
う

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
ど

れ
だ

け
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

か
が

、
重

要
と

な
っ

て
き

ま
す

。
で

き
る

だ
け

大
き

な
声

で
適

切
な

速
さ

で
読

み
ま

し
ょ

う
。

私
自

身
、

声
が

大
き

な
方

で
は

な
か

っ
た

の
で

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
前

に
、

で
き

る
だ

け
前

で
聞

い
て

も
ら

う
よ

う
に

お
願

い
し

て
か

ら
始

め
て

い
ま

し
た

。
ま

た
、

台
本

を
作

っ
て

し
ま

う
と

ど
う

し
て

も
伝

え
る

と

い
う

よ
り

も
、

読
み

上
げ

る
と

い
う

印
象

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
、

台
本

を
作

ら
ず

に
ポ

ス
タ

ー
を

使
っ

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ
ン

を
す

る
と

い
う

意
識

で
発

表
し

ま
し

ょ
う

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

・
京

都
大

学
 情

報
学

研
究

科
 情

報
学

専
攻

生
物

圏
情

報

　
学

講
座

 准
教

授
 小

山
里

奈
 様

 

・
信

州
大

学
 理

学
部

　
理

学
科

　
物

質
循

環
学

コ
ー

ス
　

准

教
授

　
 牧

田
直

樹
 様

 　
 

連
絡

を
取

る
際

は
、

ま
ず

コ
ー

ス
の

先
生

に
確

認
を

取
る

よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
大

学
の

先
生

に
頼

る
と

研
究

の
視

野

が
広

が
り

、
研

究
を

進
め

や
す

く
な

っ
た

り
し

ま
す

。
外

部
の

人
に

頼
る

、
連

絡
を

取
る

時
は

何
を

聞
き

た
い

の
か

自
分

達

で
十

分
に

調
べ

た
う

え
で

行
い

ま
し

ょ
う

。
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E
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D
エ

キ
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パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

　
医

療
の

最
先

端
　

　
　

　
　

　
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
A

 "
行

け
な

い
”
を

”
行

け
る

”
へ

。
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

－
医

療
M

aa
S

で
地

域
を

つ
な

ぐ
新

ア
ク

セ
ス

モ
デ

ル
－

　

メ
ン

バ
ー

：
　

安
部

梨
緒

奈
，

石
原

栞
里

，
朝

岡
華

音
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

私
た

ち
は

当
初

か
ら

医
療

M
aa

S
そ

の
も

の
を

目
的

と
し

た
の

で
は

な
く

、
置

賜
地

域
に

お
け

る
医

療
ア

ク
セ

ス
の

課
題

に
着

目
す

る
こ

と
か

ら
探

究
を

始
め

ま
し

た
。

 

高
齢

化
の

進
行

に
よ

り
、

通
院

が
困

難
な

住
民

が
今

後
さ

ら

に
増

加
す

る
と

考
え

、
「
医

療
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

ど
の

よ
う

に
補

完
で

き
る

の
か

」
と

い
う

問
い

を
軸

に
テ

ー
マ

を
設

定
し

ま
し

た
。

 

テ
ー

マ
は

初
期

段
階

で
厳

密
に

定
め

る
の

で
は

な
く

、
探

究

を
進

め
る

中
で

徐
々

に
具

体
化

さ
せ

ま
し

た
。

 

最
初

は
研

究
の

方
向

性
と

目
的

意
識

を
明

確
に

し
て

お
く

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
詳

細
な

テ
ー

マ
設

定
は

調
査

と
並

行
し

て
行

う
こ

と
が

可
能

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

先
行

事
例

と
し

て
、

私
た

ち
は

酒
田

市
で

実
施

さ
れ

て
い

る
医

療
M

aa
S
を

調
査

し
ま

し
た

。
 

酒
田

市
で

は
、

長
野

県
の

医
療

M
aa

S
を

参
考

に
し

な
が

ら

も
、

地
域

の
医

療
体

制
や

住
民

構
成

に
応

じ
た

形
で

事
業

が

展
開

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

先
行

研
究

を
調

べ
る

際
に

は
、

事
業

内
容

だ
け

で
は

な
く

 

　
•導

入
に

至
っ

た
背

景
 

　
•行

政
・
医

療
・
地

域
の

関
係

性
 

と
い

っ
た

点
に

も
注

目
す

る
こ

と
で

、
自

分
達

の
住

む
地

域
へ

の
応

用
可

能
性

を
よ

り
具

体
的

に
検

討
で

き
る

と
考

え
ま

し

た
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

本
研

究
で

は
、

「
医

療
M

aa
S
は

、
置

賜
地

域
に

お
け

る
医

療

ア
ク

セ
ス

の
課

題
解

決
に

寄
与

し
得

る
の

で
は

な
い

か
」
と

い

う
仮

説
を

立
て

ま
し

た
。

 

そ
の

後
、

調
査

を
進

め
る

中
で

、
人

件
費

、
医

師
不

足
、

地
域

住
民

の
理

解
、

個
人

情
報

保
護

と
い

っ
た

複
数

の
課

題
が

明

ら
か

に
な

り
ま

し
た

。
 

こ
れ

ら
を

踏
ま

え
、

仮
説

を
再

検
討

し
な

が
ら

、
「
置

賜
地

域
に

適
し

た
医

療
M

aa
S
の

在
り

方
と

は
何

か
」
と

い
う

問
い

へ
と

発

展
さ

せ
て

い
き

ま
し

た
。

 

初
期

段
階

で
は

抽
象

的
な

仮
説

で
あ

っ
て

も
、

探
究

を
進

め

る
中

で
問

い
を

深
化

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

重
要

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

分
析

で
は

、
酒

田
市

と
置

賜
地

域
を

比
較

対
象

と
し

、
両

地

域
の

共
通

点
お

よ
び

相
違

点
を

整
理

し
ま

し
た

。
 

特
に

、
 

　
•医

療
提

供
体

制
 

　
•交

通
・
地

理
的

条
件

 

　
•地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

特
徴

 

に
着

目
し

、
置

賜
版

医
療

M
aa

S
の

必
要

性
を

検
討

し
ま

し

た
。

 

ま
た

、
米

沢
市

役
所

健
康

課
へ

の
提

案
を

通
し

て
、

行
政

の

立
場

か
ら

見
た

現
実

的
な

課
題

に
つ

い
て

意
見

を
い

た
だ

き

ま
し

た
。

 

実
際

の
関

係
者

の
視

点
を

取
り

入
れ

る
こ

と
が

、
研

究
の

実
効

性
を

高
め

る
上

で
重

要
で

あ
る

と
実

感
し

ま
し

た
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

本
研

究
は

扱
う

情
報

量
が

多
か

っ
た

た
め

、
ポ

ス
タ

ー
で

は
研

究
の

背
景

・
調

査
内

容
・
最

終
提

案
を

中
心

に
簡

潔
に

ま
と

め
、

詳
細

な
説

明
や

補
足

は
口

頭
で

行
う

構
成

と
し

ま
し

た
。

 

ま
た

、
医

療
M

aa
S
と

い
う

専
門

性
の

高
い

テ
ー

マ
で

あ
る

た

め
、

医
療

分
野

に
詳

し
く

な
い

聴
衆

に
も

理
解

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
専

門
用

語
の

使
用

に
は

配
慮

し
ま

し
た

。
 

発
表

で
は

「
誰

に
向

け
て

伝
え

る
の

か
」
を

意
識

す
る

こ
と

が

重
要

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

本
研

究
に

あ
た

り
、

大
阪

大
学

の
中

島
清

一
教

授
、

日
本

海

総
合

病
院

の
方

々
、

米
沢

市
役

所
健

康
課

の
方

々
か

ら
多

く

の
助

言
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

専
門

家
や

行
政

担
当

者
と

の
対

話
を

通
じ

て
、

高
校

生
の

視

点
だ

け
で

は
気

づ
き

に
く

い
課

題
や

可
能

性
を

知
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

外
部

の
知

見
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

る
こ

と
が

、
探

究
活

動
の

質
を

高
め

る
上

で
非

常
に

有
効

で
あ

る
と

感
じ

ま
し

た
。

 

47



若
い
う
ち
か

ら
緩

和
ケ
ア
を
知

っ
て
お
く
た
め
に

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
　

2年
  浦

山
竜
弥

  長
岡
し
ほ
り

1,
 動

機

2,
緩緩
和和
ケケ
アア

とと
はは

3,
現現
状状
分分
析析

W
H

O
に
よ
る
と
、
生
命
を
脅
か
す
病
に
関

連
す
る
問

題
に
直
面
し
て
い
る
患
者
だ
け
で

は
な
く
そ
の

家
族

の
Q

O
Lを

、
痛
み
や
そ
の

他
の

問
題

を
早

期
に
見
出
し
対
応
す
る
こ
と

で
、
苦

痛
を
予

防
し
和
ら
げ
る
こ
と
を
通
し
て

向
上

さ
せ

る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

→
延

命
治

療
は

し
な
い
。

研
究

を
進

め
る
中
で
、
自
宅
看
取
り
に
限

定
し
た
課

題
解

決
に
は
限
界
が
あ
る
と
感

じ
、
研

究
テ
ー
マ
を
緩
和
ケ
ア
に
広
げ

た
。
緩

和
ケ
ア
は

高
齢
者
だ
け
の
も
の
と

思
わ

れ
が

ち
だ
が
、
若
い
世
代
に
と
っ
て

も
無

関
係

で
は

な
い
と
考
え
、
こ
の
研
究

に
取

り
組

ん
だ
。

5,
展
望

・
不
健
康
寿
命
が
伸
び
た
こ
と
で
、
死
や
病
気
に

対
す
る
意
識
が
薄
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

・
「
な
ぜ
知
る
べ
き
か
」
、
「
緩
和
ケ
ア
の
種
類
」
な

ど
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
配
布
す
る
こ

と
で
、
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
広
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

本
研

究
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の

方
々

に
感

謝
申

し
上

げ
ま
す
。
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/s
ta

tis
tic

s/
st

at
/s

um
m

ar
y.

ht
m

l　
が

ん
研

究
セ
ン
タ
ー
　2

02
6.

1.
6

本
研

究
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の

方
々

に
感

謝
申

し
上

げ
ま
す
。

謝
辞

・
参

考
文
献

T検
定

の
結

果
・
図

１
　

P
値

　
0.

00
1　

　
　
よ
っ
て

　
　
　
よ
っ
て

　
　
　
よ
っ
て

　
　
　
よ
っ
て

　
　
　
よ
っ
て

 P
＜

0.
05

・
図

２
　

P
値

　
0.

00
7　

　
　
よ
っ
て

 P
＜

0.
05

有
意

に
減
少少

！！

4,
考考
察察

作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
使
い
高
校
生

(若
い

世
代

)に
緩
和
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
遠
い
将

来
の
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
た
い
。
他
に
も

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
の
知
識
も
深
め
て
も
ら
い

た
い
。

【
男

性
に
お
け
る

不
健

康
期

間
の

推
移

】

回
帰

直
線

y=
 - 

0.
15

9x
+ 

9.
16

【
女

性
に
お
け
る

不
健

康
期

間
の

推
移

】

回
帰

直
線

y=
 -0

.2
41

x+
12

.7

【
が

ん
と
診

断
さ
れ

る
確

率
】

・
男

性
63

.3
%
　
・
女

性
50

.8
％

2人人
にに

1人人

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

医
療

の
最

先
端

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
B

 若
い

う
ち

か
ら

緩
和

ケ
ア

を
知

っ
て

お
く
た

め
に

　
 

メ
ン

バ
ー

：
　

浦
山

竜
弥

，
長

岡
し

ほ
り

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

テ
ー

マ
設

定
に

お
い

て
非

常
に

重
要

で
あ

る
こ

と
は

最
後

ま

で
や

り
遂

げ
ら

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
、

高
校

生
で

も
手

が
つ

け

や
す

い
も

の
で

あ
る

こ
と

で
す

。
私

達
は

中
間

発
表

ま
で

は
自

宅
看

取
り

、
中

間
発

表
後

は
緩

和
ケ

ア
に

つ
い

て
研

究
し

ま

し
た

。
研

究
を

す
る

に
は

少
し

重
い

テ
ー

マ
だ

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

実
際

に
看

取
り

、
緩

和
ケ

ア
を

受
け

ら
れ

て
い

る
方

や
そ

の
ご

家
族

に
お

話
を

伺
う

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
の

た
め

、
研

究
の

見
通

し
を

立
て

て
か

ら
テ

ー
マ

設
定

を
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

私
た

ち
は

現
状

分
析

の
た

め
に

、
病

院
を

訪
問

し
た

り
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

用
い

て
調

べ
た

り
し

ま
し

た
。

ま
た

、
緩

和
ケ

ア

を
行

っ
て

い
る

方
々

な
ど

に
お

話
を

伺
い

た
い

と
思

っ
て

い
ま

し
た

が
、

1
で

も
述

べ
た

よ
う

に
、

気
軽

に
話

を
聞

け
る

問
題

で

は
な

い
こ

と
か

ら
断

念
し

ま
し

た
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
の

情

報
を

利
用

す
る

と
き

は
、

信
憑

性
の

あ
る

デ
ー

タ
を

選
ぶ

こ
と

が
大

事
で

す
。

自
分

に
都

合
の

い
い

情
報

だ
け

を
選

ば
な

い

よ
う

に
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

現
状

分
析

や
先

行
研

究
か

ら
自

分
た

ち
が

設
定

し
た

テ
ー

マ

に
あ

っ
た

も
の

、
自

分
た

ち
が

取
り

組
み

た
い

も
の

に
 

設
定

す
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
１

で
も

述
べ

ま
し

た
が

 

課
題

の
設

定
で

も
高

校
生

で
も

取
り

組
め

る
も

の
で

あ
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

医
療

の
最

先
端

は
命

に
関

わ
る

分
野

が
多

い

の
で

取
り

組
み

や
す

い
も

の
か

ら
設

定
す

る
こ

と
が

ス
ム

ー
ズ

に
研

究
を

進
め

る
う

え
で

大
切

に
な

っ
て

い
き

ま
す

。
 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

私
達

は
、

緩
和

ケ
ア

に
つ

い
て

あ
ま

り
知

識
が

な
人

や
今

は

自
分

に
あ

ま
り

関
係

な
い

と
思

う
人

が
多

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
た

め
、

高
校

生
の

認
知

度
を

上
げ

る
こ

と
に

し
ま

し

た
。

そ
こ

で
緩

和
ケ

ア
に

つ
い

て
ま

と
め

た
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
を

作

成
し

ま
し

た
。

一
度

や
っ

て
み

よ
う

と
グ

ル
ー

プ
で

決
め

た
こ

と

は
そ

の
日

の
う

ち
、

ま
た

は
そ

の
日

の
翌

日
中

に
す

る
と

た
と

え
あ

ま
り

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
と

し
て

も
軌

道
修

正
を

ス
ム

ー

ズ
に

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ど
こ

か
を

訪
問

す
る

際
は

い
く

つ

か
の

候
補

を
出

し
事

前
に

ア
ポ

取
り

・
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
見

聞

し
た

い
か

な
ど

を
連

絡
し

て
お

く
と

良
い

で
し

ょ
う

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

発
表

で
は

、
声

の
大

き
さ

や
、

ス
ピ

ー
ド

を
意

識
し

ま
し

ょ
う

。

原
稿

を
読

む
と

い
う

よ
り

は
事

前
に

暗
記

し
て

お
い

て
聴

衆
に

向
か

っ
て

発
表

す
る

と
良

い
で

し
ょ

う
。

ま
た

、
抑

揚
を

つ
け

た

り
指

し
棒

を
使

用
し

た
り

な
ど

よ
り

伝
わ

る
工

夫
す

る
と

良
い

と

思
い

ま
す

。
 

質
疑

応
答

で
は

、
ど

の
よ

う
な

質
問

が
き

て
も

答
え

ら
れ

る
よ

う

に
、

研
究

分
野

に
つ

い
て

広
く

学
ぶ

こ
と

が
重

要
で

す
。

ま

た
、

ポ
ス

タ
ー

に
使

用
し

た
単

語
の

定
義

を
し

っ
か

り
定

め
る

と

聞
き

手
は

理
解

が
深

ま
る

と
思

い
ま

す
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

私
達

は
、

社
会

医
療

法
人

有
隣

会
東

大
阪

病
院

緩
和

ケ
ア

内
科

様
、

本
校

教
諭

荒
井

ゆ
り

子
先

生
に

ご
協

力
い

た
だ

き

ま
し

た
。

ご
協

力
し

て
く

だ
さ

る
施

設
に

訪
問

す
る

際
は

、
事

前
に

質
問

内
容

を
考

え
、

最
大

限
知

識
を

吸
収

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
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け
ん
玉
を
用
い
た
変
形
性
膝
関
節
症
改
善
の
模
索

米
沢
興
譲
館
高
校
２
年
濱
田
空
良
棚
村
桜
子

〇
現
在
の
課
題
・
現
状

変
形

性
膝

関
節

症
（

以
下

膝
OA

）
患

者
は

高
齢

者
に

多
く

（
図

１
）

、
特

に
女

性
に

多
い

。
ま

た
健

康
寿

命
を

延
ば

す
た

め
に

も
膝

OA
の

改
善

は
必

須
で

あ
る

。

〇
従
来
の
改
善
方
法
（
膝

OA
の
運
動
療
法
）

改
善

に
は

膝
伸

展
筋

力
の

増
強

が
必

要
で

あ
り

、
通

常
、

理
学

療
法

士
の

指
導

の
下

、
エ

ア
ロ

バ
イ

ク
や

歩
行

な
ど

の
筋

肉
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

必
要

。
（

図
１

※
１

よ
り

引
用

し
、

独
自

グ
ラ

フ
作

成
）

〇
先
行
研
究

堀
ら

に
よ

る
と

、
高

齢
者

(n
=1

8)
に

対
し

け
ん

玉
を

30
日

間
さ

せ
た

と
こ

ろ
、

膝
伸

展
筋

力
に

介
入

前
後

で
有

意
な

差
が
み

ら
れ

た
（

図
2)
。

〇
仮
説

け
ん

玉
を

す
る

こ
と

で
変

形
性

膝
関

節
症

の
改

善
に

つ
な

が
り

、
従

来
の

運
動

療
法

よ
り

も
強

い
効

果
を

も
た

ら
す

の
で

は
な

い
か

。

〇
実
験
方
法

膝
に

疾
患

の
な

い
被

験
者

(n
=1

3)
の

け
ん

玉
時

（
も

し
か

め
10

回
）

と
歩

行
時

の
膝

の
動

き
を

、
腰

、
膝

、
足

首
の

3点
に

マ
ー

カ
ー

を
取

り
付

け
測

定
し

、
解

析
ア

プ
リ

「
Ki

no
ve

a」
で

解
析

し
グ

ラ
フ

化
。

膝
の

筋
肉

が
伸

び
よ

う
と

す
る

内
部

伸
展

モ
ー

メ
ン

ト
を

測
定

す
る

た
め

、
浴

び
お

メ
カ

ニ
ク

ス
分

野
で

使
わ

れ
る

外
部

膝
関

節
屈

曲
モ

ー
メ

ン
ト

を
測

定
し

た
。

（
二

つ
の

モ
ー

メ
ン

ト
は

つ
り

あ
っ

て
い

る
）

介
入
前

介
入
後

変
化
率
ｐ
値

膝
伸
展
筋
力

（k
g

f）
2

2
.4

±
6

.
7

2
7

.6
±

7
.

2
2

3
.6

（%
）

＜ 0
.0

1
（図
２
※
２
よ
り
引
用
し
、
独
自
作
成
）

M
＝

F
L

M
：膝
関
節
ト
ル
ク

F
 ：
被
験
者
の
体
重

L
 ：
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム

膝
関
節
ト
ル
ク
の
計
算
式

〇
実
験
結
果

結
果

Ⅰ
〈

歩
行

時
と

け
ん

玉
時

の
グ

ラ
フ

の
波

形
の

違
い

〉
結

果
Ⅱ

〈
ト

ル
ク

の
維

持
時

間
〉

〇
謝
辞

実
験
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
被
験
者
の
皆
さ
ん
、
京
都
大
学
・
建
内
教
授
、
け

ん
玉
広
場
sp
ik
eの

皆
さ
ん
、
米
沢
興
譲
館
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
出
典

※
１
日
本
農
芸
化
学
会
わ
が
国
に
お
け
る
運
動
器
疾
患
の
疫
学

研
究
（
2

0
1
9
吉
村
）

※
２
地
域
在
住
高
齢
者
に
対
す
る
け
ん
玉

3
0

 日
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
み

（2
0

2
4
渡
邊
）

T
=

0
.2

7
の
基
準
の
膝
の
写
真

〇
考
察

結
果
Ⅰ
よ
り
、
け
ん
玉
の
ほ
う
が
ト
ル
ク
の
振
れ

幅
が
大
き
く
、
膝
に
対
し
て
早
い
動
き
を
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
結
果
Ⅱ
よ
り
、
け
ん
玉
の

ほ
う
が
歩
行
よ
り
最
大
ト
ル
ク
の

80
％

以
上

を
維

持
し
て
い
る
時
間
が
短
か
っ
た
た
め
、
膝

OA
患
者

に
対
し
て
適
し
て
い
る
運
動
だ
と
考
え
る
。

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

医
療

の
最

先
端

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
C

 け
ん

玉
を

用
い

た
変

形
性

膝
関

節
症

の
改

善
方

法
の

模
索

　

メ
ン

バ
ー

：
　
濱

田
空

良
，

棚
村

桜
子

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
山

形
県

長
井

市
で

作
ら

れ
て

い
る

け
ん

玉
を

使
っ

て
、

現
在

高
齢

化
に

よ
っ

て
患

者
数

が
増

加
し

て
い

る
変

形
性

膝
関

節

症
の

改
善

を
し

た
い

と
思

い
、

こ
の

テ
ー

マ
で

S
S
R
を

始
め

た
。

こ
の

テ
ー

マ
を

決
め

た
の

が
夏

休
み

頃
で

、
中

間
発

表

で
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
型

だ
っ

た
が

、
科

学
領

域
型

に
転

向
し

た

の
で

、
早

め
早

め
に

決
め

て
、

そ
れ

を
突

き
通

し
た

方
が

良

い
。

ま
た

、
周

り
と

は
違

う
興

味
を

引
く

よ
う

な
テ

ー
マ

設
定

に

す
る

と
、

発
表

会
で

聴
衆

が
集

ま
り

や
す

い
。

 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
私

た
ち

の
班

は
、

興
譲

館
で

や
っ

て
い

た
先

行
研

究
が

な

か
っ

た
の

で
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

信
頼

で
き

る
「
論

文
」
を

探
し

て
、

参
考

に
し

た
。

信
頼

で
き

る
論

文
や

参
考

に
で

き
る

サ
イ

ト

が
見

つ
か

っ
た

ら
、

ド
キ

ュ
メ

ン
ト
に

記
録

し
て

お
く

と
よ

い
。

そ

う
す

る
と

ポ
ス

タ
ー

に
参

考
文

献
を

記
入

す
る

際
に

使
え

る
。

参
考

日
時

も
書

い
て

お
い

た
ほ

う
が

よ
い

。
ま

た
、

私
た

ち
が

困
っ

た
の

は
、

先
輩

に
話

を
聞

け
な

か
っ

た
こ

と
だ

。
な

か
な

か
テ

ー
マ

も
一

つ
に

絞
れ

な
か

っ
た

。
先

程
も

述
べ

た
が

、
早

め
早

め
に

指
南

書
や

論
文

を
読

み
込

ん
で

、
調

べ
て

お
い

た

方
が

良
い

。
 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
、

医
療

の
中

で
も

、
整

形
外

科
系

や
理

学
療

法

系
に

興
味

が
あ

っ
た

の
で

、
そ

の
中

で
問

題
に

な
っ

て
い

る

変
形

性
膝

関
節

症
に

着
目

し
た

。
変

形
性

膝
関

節
症

の
運

動
療

法
に

大
腿

四
頭

筋
の

増
強

が
あ

っ
た

た
め

、
地

域
に

あ

る
長

井
市

の
け

ん
玉

を
使

え
な

い
か

と
思

い
、

け
ん

玉
で

変

形
性

膝
関

節
症

の
効

果
的

な
改

善
が

で
き

な
い

か
と

い
う

仮

説
を

立
て

た
。

 

　
現

在
、

地
域

や
日

本
、

世
界

で
問

題
に

な
っ

て
い

る
こ

と

を
、

身
近

な
も

の
で

解
決

で
き

な
い

か
と

い
う

高
校

生
の

視
点

に
立

っ
て

仮
説

や
問

い
を

立
て

る
と

、
よ

り
分

か
り

や
す

く
な

り
、

発
表

の
際

も
聴

衆
に

共
感

を
持

た
せ

る
こ

と
が

で
き

、
惹

き

つ
け

ら
れ

る
は

ず
だ

。
 

　
審

査
員

さ
ん

の
中

に
け

ん
玉

を
作

っ
て

い
る

会
社

の
社

長
さ

ん
と

知
り

合
い

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

り
、

社
長

さ
ん

と
コ

ネ
ク

ト
し

て
く

だ
さ

っ
た

の
で

、
地

域
の

物
を

使
う

事
は

こ
う

い
う

面
で

も

利
点

が
あ

る
と

思
う

。
  

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
、

け
ん

玉
と

歩
行

時
の

動
き

を
、

運
動

解
析

ア
プ

リ
「
K

in
o
ve

a」
で

解
析

し
た

。
こ

の
ア

プ
リ
は

ウ
ェ

ブ
上

か
ら

無

料
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

る
の

で
、

理
学

療
法

系
の

研
究

を
し

た
い

と
考

え
て

い
る

人
は

、
ぜ

ひ
使

っ
て

み
て

ほ
し

い
。

 

　
ま

た
、

研
究

成
果

発
表

会
で

サ
イ

エ
ン

ス
実

験
で

必
須

で
あ

る
対

照
実

験
が

で
き

て
い

な
い

と
ご

指
摘

を
受

け
た

。
歩

行
と

け
ん

玉
で

は
あ

ま
り

に
も

運
動

の
種

類
が

違
う

の
で

、
け

ん
玉

と
エ

ア
ロ

バ
イ

ク
な

ど
、

比
較

が
し

や
す

い
も

の
同

士
で

対
照

実
験

す
る

と
良

い
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
中

間
発

表
で

は
、

初
め

て
だ

っ
た

か
ら

か
緊

張
も

あ
り

言
い

間
違

い
も

あ
っ

た
。

最
終

の
発

表
で

は
丁

寧
な

説
明

で
発

表

で
き

た
。

質
問

を
聴

衆
の

皆
さ

ん
か

ら
も

ら
う

時
に

、
質

問
が

出
な

い
時

も
あ

る
か

と
思

う
が

、
補

足
説

明
な

ど
を

し
て

切
り

抜

け
て

ほ
し

い
。

 

　
ま

た
、

私
た

ち
は

原
稿

を
あ

ま
り

覚
え

ず
に

臨
ん

で
し

ま
っ

た

た
め

、
ポ

ス
タ

ー
を

見
な

が
ら

発
表

し
て

し
ま

い
、

ど
う

し
て

も

一
方

的
な

発
表

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
聴

衆
の

皆
さ

ん
に

対
し

て
伝

え
る

発
表

な
の

で
、

原
稿

や
ポ

ス
タ

ー
の

方
を

向
く

の
で

は
な

く
、

聴
衆

の
皆

さ
ん

を
向

い
て

分
か

り
や

す
く

説
明

す
る

よ
う

に
す

る
と

良
い

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
参

考
文

献
に

つ
い

て
 

京
都

大
学

医
学

部
人

間
健

康
科

学
科

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

研

究
室

・
建

内
宏

重
教

授
 

け
ん

玉
広

場
S
P
IK

E
様

 

よ
り

ご
指

導
、

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

し
た

 

＊
参

考
文

献
 

※
1
日

本
農

芸
化

学
会

 
わ

が
国

に
お

け
る

運
動

器
疾

患
の

疫
学

研
究

(2
0
1
9
吉

村
) 

※
2
地

域
在

住
高

齢
者

に
対

す
る

け
ん

玉
 3

0
 日

間
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

試
み

（
2
0
2
4
渡

邉
）
 

※
３

本
経

済
新

聞
 「

変
形

性
膝

関
節

症
、

4
0
歳

以
上

の
2
人

に
1
人

発
症

 治
療

に
幅

」
（
2
0
2
5
年

1
3
1
）
  

※
４

令
和

６
年

山
形

県
政

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
報

告
書
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9
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R
E
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2
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2 3
ht

tp
s:

//y
on

ez
aw

a-
sh

ak
yo

.o
r.j

p/
20

26
2

2

■ ■ →
Q
O
L

2
Q
O
L

19  / 
12

70

30

↑

In
st

ag
ra

m

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

医
療

の
最

先
端

　
  

  
  

  
  

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
D

 「
心

」
を

届
け

る
支

援
  

～
思

い
や

り
が

つ
な

ぐ
高

齢
者

の
Q

O
L
向

上
～

メ
ン

バ
ー

：
　

鈴
木

彩
夏

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
本

研
究

の
テ

ー
マ

は
「
高

齢
者

の
Q

O
L
(生

活
の

質
)向

上

を
目

指
し

た
心

の
支

援
で

す
。

私
は

、
祖

父
が

一
人

暮
ら

し
を

始
め

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
興

味
が

出
て

き
た

こ
と

を
テ

ー
マ

に
し

ま
し

た
。

 

　
テ

ー
マ

選
び

に
は

し
っ

か
り

時
間

を
か

け
ま

し
ょ

う
。

テ
ー

マ

を
選

ん
だ

と
き

に
こ

ん
な

こ
と

が
し

た
い

と
明

確
に

言
え

る
く

ら

い
の

も
の

が
い

い
と

思
い

ま
す

。
テ

ー
マ

が
日

常
と

離
れ

す
ぎ

る
と

、
調

査
の

ハ
ー

ド
ル

が
高

く
な

っ
て

、
大

変
に

な
る

こ
と

が

多
か

っ
た

で
す

。
 

　
メ

ン
バ

ー
を

決
め

る
と

き
に

は
、

複
数

名
で

組
ん

だ
ほ

う
が

絶

対
い

い
で

す
。

1
人

だ
と

や
れ

る
こ

と
も

限
ら

れ
ま

す
し

、
時

間

が
あ

っ
と

い
う

間
に

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
の

調
査

で
は

、
置

賜
地

域
の

人
口

増
減

を

知
る

た
め

に
R
E
S
A

S
 地

域
経

済
分

析
シ

ス
テ

ム
を

使
用

し
ま

し
た

。
こ

の
サ

イ
ト
は

、
内

閣
府

や
経

済
産

業
省

が
出

し
て

い

る
も

の
な

の
で

、
信

頼
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

 

　
　

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
自

分
の

実
体

験
を

元
に

す
る

と
最

後
ま

で
気

持
ち

を
切

ら
さ

ず
、

1
年

間
活

動
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

 

　
現

状
分

析
か

ら
、

自
分

ご
と

視
点

で
で

き
そ

う
な

こ
と

、
助

け

合
え

る
こ

と
の

ア
イ

デ
ア

を
出

し
て

取
り

組
む

こ
と

を
お

す
す

め

し
ま

す
。

は
じ

め
に

あ
る

程
度

の
ゴ

ー
ル

設
定

が
あ

る
と

見
通

し
の

は
っ

き
り

し
た

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
組

め
る

と
思

い
ま

す
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
実

際
の

声
を

聞
く

こ
と

を
大

切
に

し
ま

し
た

。
3
箇

所
の

施
設

に
お

邪
魔

し
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
っ

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

は
調

べ
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
を

調
べ

ま
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

G
o
o
gl

e 
フ

ォ
ー

ム
を

使
う

の
か

、
手

書
き

の
ア

ン
ケ

ー
ト
を

す
る

の
か

、
ク

ロ
ー

ズ
ク

エ
ス

チ
ョ
ン

な
の

か
、

オ
ー

プ
ン

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

な
の

か
し

っ
か

り
考

え
る

べ
き

で
す

。
対

象
に

よ
っ

て

は
選

択
式

を
取

り
入

れ
る

と
楽

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
明

確
に

絞
っ

た
方

が
、

求
め

て
い

る
調

査
結

果
が

出
や

す
い

と
思

い

ま
す

。
 

　
ま

た
、

提
案

と
し

て
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
カ

ー
ド

の
作

成
を

行
い

ま

し
た

。
元

々
は

高
齢

者
宅

に
高

校
生

が
お

邪
魔

す
る

計
画

を

し
て

い
ま

し
た

が
、

人
の

家
に

急
に

上
が

る
と

い
う

こ
と

の
現

実

性
が

あ
ま

り
感

じ
ら

れ
な

か
っ

た
の

で
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
カ

ー
ド

に

切
り

替
え

ま
し

た
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
は

以
下

の
こ

と
に

気
を

つ
け

ま
し

ょ

う
。

 

・
原

稿
は

自
分

の
中

で
の

理
解

向
上

の
た

め
に

用
意

し
、

本

番
で

は
見

な
い

 

・
文

章
は

長
く

し
す

ぎ
ず

、
箇

条
書

き
や

、
グ

ラ
フ

を
多

く
、

使
っ

て
視

覚
的

に
理

解
し

や
す

い
よ

う
に

す
る

 

・
聞

き
手

が
自

分
ご

と
と

し
て

捉
え

ら
れ

る
よ

う
に

、
地

域
性

や

実
体

験
を

交
え

る
 

・
聴

衆
に

聞
こ

え
る

大
き

さ
で

で
抑

揚
を

つ
け

て
ハ

キ
ハ

キ

し
ゃ

べ
る

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
本

研
究

を
進

め
る

に
あ

た
り

、
以

下
の

方
々

・
施

設
に

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

【
ご

協
力

い
た

だ
い

た
施

設
】
 

高
畠

町
弥

生
町

公
民

館
1
0
0
歳

体
操

教
室

の
皆

様
 

ツ
ク

イ
米

沢
の

皆
様

 

や
す

ら
ぎ

苑
の

皆
様

 

【
ご

指
導

い
た

だ
い

た
先

生
】
 

本
校

教
諭

　
荒

井
ゆ

り
子

先
生

 

【
参

考
文

献
】
 

・
R
E
S
A

S
（
地

域
経

済
分

析
シ

ス
テ

ム
）
 

・
米

沢
市

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
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寄
り
そ
っ
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
香
り
が
く
れ
る
も
う
一
つ
の
ケ
ア
〜

動
機

病
院
特
有
の
匂
い
か
ら
不
快
感
や
不
安
、
ス
ト
レ
ス
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

「
香
り
」
を
用
い
て
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
方
法
を
考
え
、
課
題
解
決
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
た
た
め
。

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
２
年
　
富
田
泉
海
　
飯
澤
愛
菜
　
佐
藤
優
笑

現
状
分
析

・
病
院
特
有
の
匂
い
か
ら
不
快
感
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
　
る

人
が
い
る

・
「
い
い
香
り
」

　
　
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
集
中
力
・
や
る
気
の
向
上

・
「
不
快
な
匂
い
」

　
　
精
神
的
不
調
、
身
体
的
不
調

・
病
院
で
香
り
を
使
用
す
る
際
に
課
題
が
あ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施

フ
ロ
ー
ラ
ル
・
ジ
ャ
ス
ミ
ン
・
金
木
犀
　
各

3種
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ッ
ク
ス
　
各

3種
合
計

6種
類
の
香
り
を
染
み
込
ま
せ
た

”ア
ロ
マ
ッ
チ

”を
被
験
者
に
嗅
い
で
も
ら
い
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

・
用
意
し
た
６
種
類
の
中
か
ら
落
ち
着
く
と
思
う
香
り
　
を
選

ん
で
も
ら
う

・
選
ん
で
も
ら
っ
た
香
り
を
５
点
満
点
で
評
価
し
て
も
　
ら
う

・
用
意
し
た
６
種
類
の
中
か
ら
不
快
だ
と
思
う
香
り
を
　
選
ん

で
も
ら
う

・
落
ち
着
く
香
り
と
同
様
に
５
点
満
点
で

　
評
価
し
て
も
ら
う

定
義

づ
け

・
匂
い
⋯
臭
い
、
不
快
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ ・
香
り
⋯
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
安
心
な
ど
プ
ラ
ス
イ
メ
ー

ジ

消
臭

と
匂

い
の

関
係

・
99

％
消
臭
し
て
も
残
り

1％
の
匂
い
が
あ

←
嗅
覚
独
特

・
残
り
の

1％
は
香
り
を
被
せ
る

(マ
ス
キ
ン
グ
）

謝
辞

本
研

究
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
ア
グ
ラ
イ
ア
・
ク
リ
ニ
カ
ル

ア
ロ
マ
テ
ッ
ク
ラ
ボ
株

式
会

社
の

玉
野

様
、
先

生
方

、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
い
た
だ

い
た
生

徒
に
深

く
御

礼
申

し
上

げ
ま
す
。

参
考

文
献

日
本
デ
オ
ド
ー
ル
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ad

ap
ta

tio
n/

結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
案

・
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス

50
cm

以
内
で
香
る

ア
ロ
マ
シ
ー
ル
を
使
用

・
周
囲
に
影
響
与
え
な
い

考
察
・
展
望

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
単
一
の
香
り
よ
り
も
複
数
の
香
り

を
組
み
合
わ
せ
た
ミ
ッ
ク
ス
の
方
が
、
落
ち
着
き
や
安
心
感
を

得
ら
れ
る
と
感
じ
る
人
が
多
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

特
に
ジ
ャ
ス
ミ
ン

×フ
ロ
ー
ラ
ル
は
、
不
快
感
が
少
な
く
、
最
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
香
り
と
し
て
評
価
が
高
か
っ
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
母
数
が
少
な
く
正
確
な
デ
ー
タ
を
取

得
す
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
。

"ア
ロ
マ
ッ
チ

”は
医
療
現
場
に
お
け
る
も
う

1つ
の
ケ
ア
に
な
り

得
る
可
能
性
を
示
し
た
。
香
り
の
強
さ
や
使
用
時
間
、
使
用
場

所
な
ど
の
条
件
を
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
で
実

用
的
な
「
寄
り
そ
っ
香
」
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。

提
案

ア
グ
ラ
イ
ア
・
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
ボ
株
式
会
社

様
か
ら
頂
い
た
ア
ロ
マ
シ
ー
ル
を
使
用
し
、
簡
単
に
身
に
つ

け
ら
れ
る
も
の
を
作
成
。

（
通
称

”ア
ロ
マ
ッ
チ

”を
作
成
。
）

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

医
療

の
最

先
端

　
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
E
 寄

り
そ

っ
香

　
～

香
り

が
く
れ

る
も

う
一

つ
の

ケ
ア

～
　

メ
ン

バ
ー

：
　

富
田

泉
海

，
飯

澤
愛

菜
，

佐
藤

優
笑

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
テ

ー
マ

は
「
興

味
」
だ

け
で

決
め

る
の

で
は

な
く

、
社

会
や

現

場
に

存
在

す
る

課
題

か
ら

設
定

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

　
　

　
　

私
た

ち
は

、
病

院
特

有
の

に
お

い
に

よ
っ

て
不

安
や

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
る

人
が

い
る

と
い

う
現

状
に

着
目

し
ま

し
た

。
そ

こ

か
ら

、
「
香

り
は

医
療

現
場

に
お

い
て

心
理

的
ケ

ア
の

一
つ

に

な
り

得
る

の
か

」
と

い
う

“
問

い
”
の

形
で

テ
ー

マ
を

設
定

し
ま

し

た
。

テ
ー

マ
は

「
～

で
き

る
の

か
？

」
と

い
う

リ
サ

ー
チ

ク
エ

ス

チ
ョ
ン

の
形

に
す

る
と

深
ま

り
や

す
く

な
り

ま
す

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
最

初
か

ら
解

決
策

を
考

え
る

の
で

は
な

く
、

ま
ず

現
状

を
知

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
文

献
調

査
を

通
し

て
、

 

・
病

院
の

に
お

い
に

不
快

感
を

持
つ

人
が

い
る

　
　

　
 

・
香

り
に

は
リ
ラ

ッ
ク

ス
効

果
が

期
待

さ
れ

る
 

・
し

か
し

香
り

に
は

好
み

の
個

人
差

が
あ

る
 

と
い

う
事

実
を

知
り

ま
し

た
。

現
状

分
析

を
丁

寧
に

行
う

こ
と

で
、

「
可

能
性

」
と

「
問

題
点

」
の

両
方

が
見

え
て

き
ま

す
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
現

状
分

析
か

ら
、

何
が

問
題

な
の

か
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
私

た
ち

は
、

香
り

は
有

効
な

可
能

性
が

あ
る

が
、

個
人

差
が

あ
る

と
い

う
点

を
課

題
と

し
ま

し
た

。
特

に
、

好
み

・

強
さ

・
使

用
時

間
・
使

用
場

所
が

影
響

す
る

こ
と

か
ら

、
「
ど

の

よ
う

な
香

り
な

ら
安

心
感

に
つ

な
が

る
の

か
」
と

い
う

課
題

を
設

定
し

ま
し

た
。

　
課

題
は

具
体

的
で

あ
る

ほ
ど

、
そ

の
後

の
活

動
が

進
め

や
す

く
な

り
ま

す
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

課
題

を
設

定
し

た
ら

、
実

際
に

検
証

す
る

行
動

を
と

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
私

た
ち

は
、

フ
ロ

ー
ラ

ル
・
ジ

ャ
ス

ミ
ン

・
金

木
犀

そ
れ

ぞ
れ

の
単

体
と

そ
れ

ら
の

ミ
ッ

ク
ス

を
用

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト

を
実

施
し

ま
し

た
。

実
験

や
ア

ン
ケ

ー
ト
な

ど
の

「
実

践
」
を

行
う

こ
と

で
、

探
究

に
説

得
力

が
生

ま
れ

ま
す

。
 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
　

　
　

 

　
発

表
で

は
、

ス
ト
ー

リ
ー

性
を

意
識

す
る

こ
と

が
大

事
 

で
す

。
 

「
問

題
 →

 調
査

 →
 課

題
 →

 実
践

 →
 結

果
 →

 考
察

」
 

と
い

う
流

れ
を

作
る

こ
と

で
、

聞
き

手
に

理
解

さ
れ

や
す

く
な

り

ま
す

。
 

　
ま

た
、

図
表

を
用

い
る

こ
と

で
結

果
を

視
覚

的
に

伝
え

る
こ

と

が
で

き
、

説
得

力
が

高
ま

り
ま

す
。

さ
ら

に
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

で
は

結
果

を
伝

え
る

だ
け

で
な

く
、

ど
の

よ
う

に
考

え
、

ど
の

よ
う

に
試

行
錯

誤
し

て
き

た
の

か
と

い
う

過
程

を
大

切
に

し
て

く
だ

さ
い

。
 

　
S
S
R
活

動
で

は
、

答
え

を
出

す
こ

と
よ

り
も

、
問

い
を

深
め

て

い
く

こ
と

が
重

要
で

す
。

テ
ー

マ
設

定
か

ら
実

践
、

発
表

ま
で

の
過

程
の

中
で

「
な

ぜ
？

」
を

繰
り

返
し

考
え

る
こ

と
で

、
探

究

は
ま

す
ま

す
深

ま
っ

て
い

き
ま

す
。

課
題

を
見

つ
け

て
、

そ
れ

に
つ

い
て

調
べ

た
り

試
し

た
り

し
な

が
ら

考
え

て
い

く
経

験
が

、

S
S
R
活

動
の

中
で

の
大

き
な

学
び

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
探

究
は

自
分

た
ち

だ
け

で
完

結
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ

ん
。

協
力

者
へ

の
感

謝
を

必
ず

示
す

こ
と

が
重

要
で

す
。

外

部
の

方
の

協
力

や
文

献
が

あ
る

こ
と

で
、

研
究

の
信

頼
性

が

高
ま

り
ま

す
。

参
考

文
献

や
協

力
者

を
明

記
す

る
こ

と
で

、
研

究
と

し
て

の
完

成
度

も
上

が
り

ま
す

。
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E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

医
療

の
最

先
端

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
F
 災

害
時

に
使

う
こ

と
の

で
き

る
歯

磨
き

粉
　

 

メ
ン

バ
ー

：
　

大
比

良
知

香
，

寺
山

遥
風

，
齋

藤
里

紗
　

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
災

害
時

の
口

腔
内

の
衛

生
を

保
つ

こ
と

に
着

目

し
、

災
害

時
に

水
が

な
く

て
も

歯
磨

き
が

で
き

る
よ

う
な

代
用

品

を
考

案
す

る
こ

と
を

目
標

に
研

究
を

進
め

た
。

ま
た

、
ウ

コ
ギ

に

関
わ

り
の

あ
る

先
行

研
究

も
参

考
に

し
た

。
自

分
た

ち
が

興
味

を
持

っ
て

い
る

こ
と

や
研

究
し

た
い

こ
と

を
出

し
合

い
、

今
後

の

調
査

や
活

動
を

余
裕

を
も

っ
て

進
め

る
た

め
早

め
に

設
定

す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

研
究

を
通

し
て

、
自

分
た

ち
が

何
を

し

た
い

の
か

を
見

失
わ

な
い

よ
う

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

現
状

分
析

の
た

め
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

初
め

は
調

べ
た

が
、

中
間

発
表

で
ご

指
摘

を
受

け
た

た
め

、
電

話
で

直
接

確
認

し

た
。

ま
た

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
た

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を

使
用

す
る

際
は

、
信

憑
性

の
高

く
、

よ
り

最
新

の
情

報
を

選
択

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

３
．

課
題

の
設

定
に

つ
い

て
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

　
最

終
的

に
「
災

害
時

に
使

う
こ

と
の

で
き

る
歯

磨
き

粉
」
と

い
う

テ
ー

マ
で

探
究

を
進

め
た

が
、

私
た

ち
は

歯
や

口
腔

内
に

関

す
る

探
究

を
す

る
と

決
め

て
か

ら
課

題
や

テ
ー

マ
を

た
く

さ
ん

挙
げ

て
そ

の
中

か
ら

興
味

を
持

っ
た

こ
の

テ
ー

マ
を

選
ん

だ
。

 

　
具

体
的

に
は

、
 

歯
×

精
神

・
歯

並
び

×
自

己
肯

定
感

・
発

達
障

害
×

歯
科

医

院
へ

の
通

院
・
歯

が
な

く
な

る
×

意
欲

低
下

・
災

害
時

×
健

康
・
環

境
×

歯
磨

き
粉

・
災

害
×

歯
磨

き
　

な
ど

、
 

〇
〇

×
△

△
の

よ
う

に
考

え
て

い
く

と
私

た
ち

は
た

く
さ

ん
の

テ
ー

マ
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

　
以

上
の

も
の

を
た

く
さ

ん
挙

げ
て

か
ら

、
歯

を
磨

け
な

い
状

況
で

口
腔

内
を

清
潔

に
保

て
る

の
か

？
水

が
使

え
な

い
状

況

で
も

使
え

る
歯

磨
き

粉
は

つ
く

れ
る

の
か

？
環

境
に

害
を

与
え

な
い

歯
磨

き
粉

は
つ

く
れ

る
の

か
？

な
ど

疑
問

に
思

っ
た

こ
と

を
書

き
出

し
て

い
っ

た
。

そ
う

い
っ

た
手

順
を

踏
ん

で
設

定
を

し
た

。
 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

　
　

　
　

　
 

　
私

た
ち

は
課

題
探

究
の

テ
ー

マ
や

目
的

が
ぶ

れ
て

し

ま
っ

た
り

、
何

を
目

標
と

し
て

い
る

の
か

わ
か

ら
な

く
な

っ
た

り
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、

目
的

に
向

か
っ

て
手

段
を

考
え

る
の

が
遅

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
探

究
を

計
画

的
に

進
め

て

い
く

た
め

に
も

目
的

と
手

段
を

し
っ

か
り

と
定

め
る

必
要

が

あ
る

。
 

　
特

に
外

部
と

協
力

す
る

の
な

ら
ば

実
験

に
つ

い
て

多
く

助
言

は
い

た
だ

け
る

と
思

う
の

で
目

的
を

定
め

、
手

段
を

た
く

さ
ん

挙
げ

て
よ

り
良

い
も

の
を

選
ぶ

必
要

が
あ

る
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
大

学
に

実
験

を
依

頼
す

る
の

が
遅

く
な

っ
て

し
ま

い
、

ポ
ス

タ
ー

提
出

ま
で

結
果

と
考

察
が

間
に

合
わ

な
く

な
っ

た
。

そ
の

た
め

、
ご

協
力

い
た

だ
く

方
と

連
絡

を
密

に
取

り
、

先

を
見

越
し

て
動

い
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

　
ポ

ス
タ

ー
は

ぱ
っ

と
見

て
わ

か
り

や
す

く
す

る
た

め
に

箇
条

書
き

を
用

い
て

、
話

す
こ

と
を

そ
の

ま
ま

ポ
ス

タ
ー

に
載

せ
な

い
よ

う
に

意
識

し
た

。
な

か
な

か
時

間
を

取
れ

ず
練

習
を

す
る

の
が

難
し

い
が

、
分

担
を

し
っ

か
り

と
す

る
こ

と
で

一
人

ひ
と

り

の
負

担
が

減
り

、
よ

り
よ

い
発

表
に

な
っ

て
い

く
と

思
う

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
　

　
参

考
文

献
に

つ
い

て
 

　
大

阪
歯

科
大

学
　

沖
永

敏
則

教
授

に
研

究
に

ご
協

力
い

た

だ
い

た
。

関
西

キ
ャ

リ
ア

研
修

の
際

に
大

阪
歯

科
大

学
を

訪

ね
、

話
を

伺
っ

た
際

に
研

究
に

つ
い

て
助

言
を

い
た

だ
き

、
協

力
し

て
い

た
だ

く
こ

と
に

な
っ

た
。

訪
問

の
前

に
go

o
gl

es
co

la
r

で
教

授
の

論
文

を
読

み
、

研
究

を
進

め
て

い
く

う
え

で
必

要
な

情
報

を
得

た
。
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1.

\

2.

4. 5.

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

医
療

の
最

先
端

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
G

 ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

受
け

や
す

く
す

る
た

め
に

　

メ
ン

バ
ー

：
　

佐
野

綾
音

，
佐

藤
姫

里
，

鈴
木

杏
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

私
た

ち
は

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
と

い
う

制
度

が
学

校

に
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
実

際
に

利
用

し
て

い
る

生
徒

が
少

な
い

よ
う

に
感

じ
ま

し
た

。
ま

た
、

日
常

生
活

の
中

で
、

悩
み

を

抱
え

て
い

る
友

人
の

話
を

聞
く

こ
と

が
あ

り
、

「
相

談
で

き
る

場

所
が

あ
る

の
に

、
な

ぜ
利

用
し

な
い

の
だ

ろ
う

」
と

疑
問

に
思

い

ま
し

た
。

思
春

期
は

人
間

関
係

や
進

路
、

家
庭

の
こ

と
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
悩

み
を

抱
え

や
す

い
時

期
で

す
。

そ
の

よ
う

な
中

で
、

専
門

的
な

立
場

の
大

人
に

相
談

で
き

る
環

境
は

と
て

も

重
要

だ
と

考
え

ま
し

た
。

そ
こ

で
私

た
ち

は
、

「
ス

ク
ー

ル
カ

ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

よ
り

利
用

し
や

す
く

す
る

に
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い

か
」
と

い
う

問
い

を
立

て
、

こ
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
ま

し
た

。
 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

現
在

、
本

校
に

は
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
が

定
期

的
に

来

校
し

て
お

り
、

誰
で

も
利

用
で

き
る

環
境

は
整

っ
て

い
ま

す
。

し

か
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト
（
1
0
6
人

実
施

）
の

結
果

か
ら

、
実

際
に

利

用
し

た
こ

と
が

あ
る

生
徒

は
少

数
で

あ
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

一
方

で
、

「
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
を

受
け

た
い

と

思
っ

た
こ

と
が

あ
る

」
生

徒
数

が
実

際
に

利
用

し
た

生
徒

数
を

上
回

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
支

援
を

必
要

と
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
生

徒
は

一
定

数
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

利
用

し
な

か
っ

た
理

由
と

し
て

は
、

 

・
周

囲
に

知
ら

れ
る

の
が

不
安

 

・
直

接
申

し
込

み
に

行
く

の
が

緊
張

す
る

 

と
い

っ
た

心
理

的
要

因
が

多
く

挙
げ

ら
れ

た
の

で
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
は

「
制

度
と

し
て

は
存

在
し

て
い

る
が

、
心

理

的
ハ

ー
ド

ル
に

よ
っ

て
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

な
い

状
態

」
に

あ
る

と
分

析
し

ま
し

た
。

つ
ま

り
、

現
在

の
課

題
は

“
支

援
の

不

足
”
で

は
な

く
、

“
支

援
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

し
づ

ら
さ

”
に

あ
る

と

考
え

ま
し

た
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

ア
ン

ケ
ー

ト
（
本

校
の

1
、

2
年

生
を

対
象

に
実

施
）
お

よ
び

養

護
教

諭
の

先
生

へ
の

聞
き

取
り

か
ら

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
は

制
度

と
し

て
整

っ
て

い
る

も
の

の
、

実
際

の
利

用
者

は
限

ら
れ

て
い

る
と

い
う

現
状

が
明

ら
か

に
な

り
ま

し
た

。
特

に
、

「
周

囲
の

目
が

気
に

な
る

」
「
直

接
申

し
込

む
の

が
緊

張
す

る
」
「
ど

の
程

度
の

悩
み

で
相

談
し

て
よ

い
の

か
分

か
ら

な
い

」
と

い
っ

た
心

理
的

な
理

由
が

多
く

挙
げ

ら
れ

ま
し

た
。

こ
れ

ら
の

結
果

か
ら

、
本

校
に

お
け

る
最

大
の

課
題

は
“
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
を

必

要
と

し
て

い
る

生
徒

が
い

て
も

、
申

し
込

み
の

段
階

で
心

理
的

ハ
ー

ド
ル

が
生

じ
て

い
る

こ
と

”
で

あ
る

と
設

定
し

ま
し

た
。

つ
ま

り
、

問
題

は
制

度
の

有
無

で
は

な
く

、
「
利

用
ま

で
の

過
程

」
に

あ
る

と
考

え
ま

し
た

。
そ

こ
で

私
達

は
、

相
談

内
容

そ
の

も
の

で
は

な
く

、
“
申

し
込

み
方

法
”
に

焦
点

を
当

て
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

課
題

解
決

の
た

め
に

、
私

達
は

「
心

理
的

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ

る
仕

組
み

づ
く

り
」
を

目
標

と
し

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
、

 

①
直

接
対

面
で

申
し

込
ま

な
く

て
も

よ
い

方
法

を
考

え
る

 

②
匿

名
性

や
安

心
感

を
高

め
る

工
夫

を
取

り
入

れ
る

と
い

う
2

点
を

重
視

し
ま

し
た

。
そ

の
結

果
、

W
eb

上
で

仮
予

約
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
提

案
す

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
こ

の
シ

ス
テ

ム
で

は
、

 

・
名

前
を

す
ぐ

に
公

開
し

な
く

て
も

よ
い

設
計

 

・
相

談
内

容
を

簡
単

な
選

択
式

で
入

力
で

き
る

形
式

 

・
「
ど

ん
な

悩
み

で
も

相
談

し
て

よ
い

」
と

明
記

す
る

説
明

文
を

取
り

入
れ

ま
し

た
。

ま
た

、
実

際
に

簡
易

的
な

予
約

フ
ォ

ー
ム

を
作

成
し

、
画

面
構

成
や

文
言

に
も

配
慮

し
ま

し
た

。
こ

の
取

り
組

み
は

、
完

全
な

実
装

に
は

至
っ

て
い

な
い

が
、

「
仕

組
み

を
変

え
る

こ
と

で
利

用
し

や
す

さ
が

向
上

す
る

可
能

性
」
を

示

す
こ

と
が

で
き

た
と

考
え

ま
し

た
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

発
表

で
は

、
ま

ず
問

題
提

起
と

し
て

「
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

は
本

当
に

生
徒

に
と

っ
て

利
用

し
や

す
い

仕
組

み
に

な
っ

て
い

る
の

か
」
と

い
う

点
を

提
示

し
ま

し
た

。
次

に
ア

ン

ケ
ー

ト
結

果
を

グ
ラ

フ
化

し
て

示
し

、
客

観
的

な
デ

ー
タ

に
基

づ
い

て
課

題
を

説
明

し
、

W
eb

仮
予

約
シ

ス
テ

ム
の

具
体

的

な
内

容
や

メ
リ
ッ

ト
を

紹
介

し
ま

し
た

。
単

な
る

提
案

で
終

わ
ら

せ
ず

、
実

際
に

形
に

し
た

点
を

強
調

し
ま

し
ょ

う
。

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

  
  

探
究

を
進

め
る

に
あ

た
り

、
担

当
の

先
生

お
よ

び
養

護
教

諭

の
先

生
に

ご
助

言
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

特
に

養
護

教
諭

の

先
生

か
ら

は
、

実
際

の
課

題
に

つ
い

て
具

体
的

な
お

話
を

う

か
が

う
こ

と
が

で
き

、
大

変
参

考
に

な
り

ま
し

た
。

ま
た

、
学

校

で
配

布
さ

れ
て

い
る

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

案
内

資
料

も
参

考
に

し
ま

し
た

。
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山
形

県
立

米
沢

興
譲

館
高

等
学

校
　
2年

　
遠

藤
葵

　
金

子
陽

可
利

　
青

柳
愛

深

最最
短短
睡睡
眠眠
時時
間間
でで

ああ
なな
たた
のの
最最
高高
のの
パパ
フフ
ォォ
ーー
ママ
ンン
スス
をを
引引
きき
出出
せせ

01
.動動

機機
・・
仮仮
説説

興
譲

館
生

は
学

習
す
る
中

で
持

続
的

な
集

中
力

を
求

め
ら
れ

る
場

面
が

あ
る
が

、
そ
の

　
集

中
力

に
睡

眠
が

ど
の

よ
う
な
影

響
を
与

え
て
い
る
の

か
疑

問
に
思

っ
た
。
そ
こ
で
「
睡

眠
時

間
は

集
中

力
の

持
続

に
関

係
が

あ
る
」
と
仮

定
し
て
研

究
を
行

っ
た
。

02
.現

状
03
.調調

査査
対
象
の
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
と
　

テ
ス
ト
を
実
施
す
る

　
⇒

集
中
力
の
持
続

に
つ
い
て
睡
　
　

眠
と
の
関
係
を
考
察
す
る

テ
ス
ト
を
実
施
す
る

　
⇒

眠
と
の
関
係
を
考
察
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
43

人
中

35
人

が
眠

気
を
感

じ
る
（
81
.4
％

）
8人

が
眠

気
を
感

じ
な
い
（
16
.6
％

）
ま
た
...

26
人

熟
睡

で
き
て
い
る
（
68
.4
％

）
12

人
熟

睡
で
き
て
い
な
い
（
31
.6
％

）

04
.結

果

4h
~5
h

5h
~6
h

6h
~7
h

7h
~8
h

8h
~9
h

9h
~1
0h

１
問
目

１
問
目

２
問
目

９
問
目

９
問
目

８
問
目

＜
初

め
て
間

違
え
た
問
題
＞

05
.考考

察察
とと
展展

望望
　
2つ

の
面

か
ら
の

分
析

を
通

し
て
、
持

続
的

な
集

中
力

を
得

る
た
め
に
効

果
的

な
睡

眠
　
時

間
は
7~
8時

間
で
あ
る
と
考

え
ら
れ

る
。
ま
た
睡

眠
時

間
が
6時

間
を
切

る
と
集

中
力

　
の

持
続

が
急

激
に
下

が
る
と
考

察
で
き
る
。
今

回
の

実
験

で
は

限
ら
れ

た
部

活
で
し
か

　
テ
ス
ト
を
実

施
で
き
な

か
っ
た
の

で
興

譲
館

全
体

を
対

象
と
し
た
実

験
を
行

い
た
い
。

⇒
睡
眠
時
間
が

長
く
な
る
ほ
ど
初

め
て
間
違
う
問
題
が
後
ろ
に
ズ
レ

て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
た

・
5時

間
以
上
寝
た
人
の
グ
ル
ー
プ
の
平
均
タ
イ
ム
が
　

そ
れ
よ
り
寝
て
な
い
人
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
大
き
　
く
速
く

な
っ
た

・
最
も
平
均
タ
イ
ム
が
速
か
っ
た
の
は

8時
間
〜
9時

　
間

睡
眠
の
グ
ル
ー
プ
で
3分

51
秒
、
最
も
遅
か
っ
た
　
の
は

4時
間
〜
5時

間
睡
眠
の
グ
ル
ー
プ
で
4分

26
秒
　
だ
っ

た

06
.謝謝

辞辞

　
実

験
方

法
に
つ
い
て
お
話

を
お
聞

か
せ

い
た
だ
い
た
近

畿
大

学
医

学
部

　
の

重
吉

康
史

教
授

に
感

謝
申

し
上

げ
ま
す
。

07
．．
参参

考考
文文

献献
ht
tp
s:
//o
pa
c.
ll.
ch
ib
a-
u.
jp
/d
a/
cu
ra
to
r/9

00
11
86
62
/1
34
82
08
4_
63
_3
75
-3
79
.p

df

改改

長
く
な
る
ほ
ど
初

⇒
睡
眠
時
間
が

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

医
療

の
最

先
端

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
H

 最
短

睡
眠

時
間

で
あ

な
た

の
最

高
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

引
き

出
せ

！
！

・
改

メ
ン

バ
ー

：
　

遠
藤

葵
，

金
子

陽
可

利
，

青
柳

愛
深

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
興

味
の

あ
る

こ
と

が
曖

昧
で

テ
ー

マ
を

設
定

す
る

の
が

難
し

か
っ

た
た

め
、

ま
ず

現
代

の
社

会
問

題
に

つ
い

て

調
べ

て
そ

の
中

か
ら

興
味

関
心

が
あ

る
も

の
を

軸
と

し
て

テ
ー

マ
を

設
定

し
ま

し
た

。
あ

る
程

度
興

味
が

あ
る

テ
ー

マ
で

な
い

と
見

通
し

を
持

て
な

か
っ

た
り

、
手

を
抜

い
て

し
ま

っ
た

り
す

る

の
で

熱
意

を
持

っ
て

取
り

組
め

る
テ

ー
マ

を
模

索
し

ま
し

ょ
う

。
 

２
．

先
行

研
究

に
つ

い
て

 

　
私

た
ち

が
設

定
し

た
テ

ー
マ

は
先

行
研

究
が

少
な

か
っ

た

た
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
上

に
あ

る
論

文
を

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

先
行

研
究

を
も

と
に

し
た

方
が

研
究

の
土

台
が

し
っ

か
り

し
て

い
て

今
後

の
見

通
し

も
立

て
や

す
い

た
め

、
な

い
よ

り
は

あ
っ

た
ほ

う
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

　
先

行
研

究
が

あ
る

場
合

は
、

先
行

研
究

の
内

容
を

熟
読

し
、

条
件

を
1
つ

だ
け

変
え

る
の

が
良

い
と

思
い

ま
す

。
条

件
を

変

え
ず

に
視

点
だ

け
変

え
る

の
で

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

仮
説

を
立

て
る

際
は

す
で

に
検

証
さ

れ
て

い
る

内
容

で
な

い

か
確

認
し

ま
し

ょ
う

。
仮

説
と

結
び

つ
く

根
拠

や
具

体
例

な
ど

も

あ
っ

た
ほ

う
が

研
究

は
進

め
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

身
近

に
あ

る
小

さ
な

疑
問

か
ら

考
え

て
い

く
と

問
い

は
立

て
や

す
く

な
り

ま

す
。

 

４
．

分
析

・
検

証
方

法
に

つ
い

て
 

　
分

析
を

す
る

に
あ

た
っ

て
デ

ー
タ

数
が

少
な

い
と

信
憑

性
に

欠
け

る
結

果
と

な
っ

て
し

ま
う

可
能

性
が

あ
る

の
で

よ
り

多
く

の

デ
ー

タ
を

集
め

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
複

数
の

視
点

か
ら

分
析

す
る

こ
と

で
深

い
研

究
と

な
る

の
で

多
様

な
視

点
を

持
ち

ま
し

ょ
う

。
仮

説
と

分
析

の
方

向
が

合
致

し
て

い
る

か
の

確
認

も
忘

れ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
 

　
睡

眠
に

つ
い

て
の

研
究

を
行

う
際

は
「
個

人
差

」
が

常
に

付

き
ま

と
っ

て
き

ま
す

。
そ

の
克

服
や

そ
の

研
究

に
お

け
る

定
義

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

ポ
ス

タ
ー

は
字

が
メ

イ
ン

に
な

ら
な

い
よ

う
に

グ
ラ

フ
や

図
、

写
真

を
活

用
し

ま
し

ょ
う

。
ポ

ス
タ

ー
に

は
箇

条
書

き
な

ど
で

簡

単
に

書
き

、
発

表
の

際
に

詳
し

く
説

明
す

る
と

良
い

で
す

。
検

証
で

用
い

た
資

料
が

あ
る

な
ら

実
物

を
用

意
し

、
発

表
の

際

に
聴

衆
に

見
せ

る
と

よ
り

わ
か

り
や

す
い

発
表

と
な

り
ま

す
。

ま

た
、

グ
ラ

フ
の

説
明

を
行

う
際

は
ど

こ
の

説
明

を
し

て
い

る
の

か

わ
か

る
よ

う
に

手
や

指
し

棒
な

ど
で

示
す

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
私

た
ち

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を

主
に

活
用

し
ま

し
た

。
イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
だ

け
で

な
く

論
文

な
ど

も
参

考
に

な
り

ま
す

。
研

究

方
法

に
迷

っ
た

ら
専

門
の

先
生

や
大

学
教

授
の

先
生

方
に

積
極

的
に

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
き

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

参
考

文

献
を

記
載

す
る

際
は

サ
イ

ト
の

リ
ン

ク
だ

け
で

な
く

、
サ

イ
ト
名

も

明
記

し
ま

し
ょ

う
。

 

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
 

・
睡

眠
パ

タ
ー

ン
と

学
業

成
績

や
心

身
状

態
は

関
連

す
る

か
 

ー
O

P
A

K
 

ht
tp

s:
//

op
ac

.l
l.
ch

ib
a-

u.
jp

/d
a/

cu
ra

to
r/

90
01

18
66

2/
13

48
2

08
4_

63
_3

75
-3

79
.p

df

テ
ス

ト
に

つ
い

て
 

・
近

畿
大

学
医

学
部

　
重

吉
康

史
教

授
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E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

医
療

の
最

先
端

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
I 
カ

フ
ェ

イ
ン

の
作

用
と

日
常

生
活

へ
の

影
響

 

メ
ン

バ
ー

：
　

髙
梨

瑚
桃

，
井

上
優

愛
，

関
野

美
玖

，
曽

根
花

音
　

 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

達
は

集
中

力
が

一
番

高
ま

る
カ

フ
ェ

イ
ン

の
摂

取
量

を

考
案

す
る

こ
と

を
最

終
的

な
目

標
と

し
、

中
間

発
表

で
は

カ

フ
ェ

イ
ン

の
効

果
に

つ
い

て
調

べ
、

そ
れ

を
踏

ま
え

て
本

発

表
で

は
カ

フ
ェ

イ
ン

の
作

用
と

日
常

生
活

へ
の

影
響

を
テ

ー

マ
に

発
表

を
し

ま
し

た
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
私

達
は

、
現

状
分

析
の

た
め

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を

主
に

使
用

し
ま

し
た

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を

使
用

す
る

際
は

、
信

用

で
き

る
サ

イ
ト
の

も
の

や
、

な
る

べ
く

最
新

の
も

の
を

探
す

こ
と

が
大

切
で

す
。

さ
ら

に
、

同
じ

内
容

に
つ

い
て

複
数

の
サ

イ

ト
や

資
料

を
比

べ
る

こ
と

で
よ

り
正

確
な

判
断

が
で

き
ま

す
。

 

３
．

仮
説

や
問

い
の

立
て

方
に

つ
い

て
 

テ
ー

マ
が

広
す

ぎ
る

と
、

内
容

が
浅

く
な

り
や

す
い

の
で

対

象
を

具
体

的
に

絞
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

ま
た

、
実

際
に

デ
ー

タ
を

集
め

た
り

検
証

す
る

た
め

に
、

自
分

で
調

査
や

分

析
で

き
る

内
容

に
す

る
と

い
い

で
す

。
さ

ら
に

、
先

行
研

究

や
既

存
の

デ
ー

タ
を

参
考

に
し

、
根

拠
を

持
っ

て
仮

説
を

立

て
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

に
つ

い
て

 

　
私

達
は

、
本

校
生

徒
に

行
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト
の

結
果

と
関

西
キ

ャ
リ
ア

研
修

で
お

聞
き

し
て

き
た

こ
と

か
ら

、
課

題
に

対

す
る

解
決

策
を

考
察

し
ま

し
た

。
活

動
が

決
ま

っ
た

ら
、

な
る

べ
く

早
く

行
動

に
移

す
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

 
ポ

ス
タ

ー
を

作
成

す
る

際
は

、
グ

ラ
フ

や
表

、
具

体
的

な
数

値
を

用
い

て
結

果
を

可
視

化
す

る
と

わ
か

り
や

す
い

で
す

。

ま
た

、
１

文
を

な
る

べ
く

簡
潔

に
ま

と
め

る
こ

と
で

よ
り

見
や

す

い
ポ

ス
タ

ー
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

 

　
発

表
の

際
は

、
自

分
が

思
っ

て
る

よ
り

も
相

手
に

声
が

届

き
に

く
い

の
で

、
な

る
べ

く
大

き
な

声
で

ハ
キ

ハ
キ

話
す

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
漏

れ
の

な
い

よ
う

に
ポ

ス
タ

ー
に

掲
載

し
、

お
世

話
に

な
っ

た
教

授
の

先
生

な
ど

に
は

き
ち

ん
と

お
礼

を
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。
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P
R
TI
M
E
S

E
S

D
エ

キ
ス

パ
ー

ト
コ

ー
ス

：
　

医
療

の
最

先
端

　
 

研
究

タ
イ

ト
ル

：
　

9
J
 －

ス
マ

ホ
と

眠
気

の
関

係
性

－
　

メ
ン

バ
ー

：
　

及
川

羽
海

，
島

貫
柚

奈
，

藤
本

怜
果

　
 

後
輩

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

１
．

テ
ー

マ
設

定
に

つ
い

て
 

　
最

終
的

な
目

標
を

早
め

に
具

体
的

に
で

き
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
方

向
が

曖
昧

な
ま

ま
だ

と
研

究
が

進
み

に
く

い
の

で

テ
ー

マ
設

定
に

は
時

間
を

か
け

て
自

分
た

ち
が

興
味

を
も

っ

て
い

る
こ

と
を

し
っ

か
り

話
し

合
う

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

 

２
．

現
状

分
析

に
つ

い
て

 

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を

使
用

す
る

際
は

、
信

憑
性

の
高

く
最

新
の

も
の

を
探

す
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

ネ
ッ

ト
上

に
は

多
く

の
情

報

が
あ

る
の

で
複

数
を

比
較

し
よ

り
適

切
な

情
報

を
用

い
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

ま
た

、
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
は

な
る

べ
く

早
め

に

始
め

る
こ

と
を

お
す

す
め

し
ま

す
。

 

３
．

 課
題

の
設

定
に

つ
い

て
 

　
私

た
ち

は
、

ま
ず

自
分

た
ち

の
生

活
の

中
に

あ
る

身
近

な
問

題
に

目
を

向
け

ま
し

た
。

そ
の

中
で

、
多

く
の

生
徒

が
日

常
的

に
使

用
し

て
い

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
着

目
し

ま
し

た
。

特
に

、

就
寝

前
の

使
用

と
睡

眠
へ

の
影

響
に

つ
い

て
疑

問
を

持
っ

た

こ
と

が
き

っ
か

け
で

す
。

身
近

な
テ

ー
マ

に
す

る
こ

と
で

、
具

体

的
な

疑
問

を
見

つ
け

や
す

く
な

り
ま

す
。

ま
た

、
多

く
の

人
に

共
通

す
る

課
題

で
あ

る
か

を
意

識
す

る
こ

と
も

重
要

で
す

。
そ

の
よ

う
な

視
点

で
テ

ー
マ

を
探

す
こ

と
も

お
す

す
め

で
す

。
 

４
．

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

 

　
課

題
解

決
に

向
け

て
、

私
た

ち
は

ま
ず

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

現
状

を
把

握
し

ま
し

た
。

質
問

内
容

は
、

何
を

明
ら

か
に

し
た

い
の

か
を

班
で

話
し

合
い

な
が

ら
決

定
し

ま
し

た
。

目
的

を
明

確
に

し
て

か
ら

質
問

を
作

成
す

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

５
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

　
ポ

ス
タ

ー
作

成
で

は
、

文
字

だ
け

に
な

ら
な

い
よ

う
に

グ
ラ

フ

や
表

、
図

な
ど

を
多

く
利

用
し

、
文

字
も

見
や

す
い

大
き

さ
に

す
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
説

明
し

た
い

こ
と

を
全

部
ポ

ス
タ

ー

に
書

か
ず

に
、

口
頭

で
説

明
す

る
と

ポ
ス

タ
ー

が
見

や
す

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
強

調
し

た
い

所
は

文
字

の
色

を
変

え
た

り
、

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン
を

引
い

た
り

す
る

と
さ

ら
に

良
く

な
る

と
思

い
ま

す
。

 

　
発

表
で

は
、

質
疑

応
答

が
あ

っ
た

場
合

補
足

説
明

が
あ

る
と

す
ぐ

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
と

に
か

く
大

き
な

声
で

見
て

く
れ

て
い

る
人

の
目

を
見

て
説

明
す

る
と

完
璧

で
す

。
あ

と
は

気
合

で
頑

張
っ

て
く

だ
さ

い
！

 

６
．

ご
指

導
や

情
報

を
い

た
だ

い
た

方
や

施
設

お
よ

び
 

参
考

文
献

に
つ

い
て

 

　
い

ろ
い

ろ
な

論
文

を
読

む
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
学

校

の
先

生
に

聞
く

の
も

い
い

で
す

。
 

　
関

西
キ

ャ
リ
ア

研
修

で
は

研
究

に
合

っ
た

施
設

を
早

め
に

探
し

て
お

く
と

い
い

で
す

。
ア

ポ
が

取
れ

な
い

場
合

も
あ

る
の

で
め

げ
ず

に
頑

張
っ

て
く

だ
さ

い
！

最
後

は
感

謝
を

忘
れ

ず

に
！
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